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　整せい合ごう騎き士し。またの名を、インテグレータ。

　精妙なる剣技と高位の神聖術、そして恐るべき《武装完全支配術》を意のままに操あやつる最強の使い手たち。

　三百年の長きにわたって人界四帝国の法と秩序、そして公こう理り教きよう会かいの支配体制を守しゆ護ごしてきた彼らだが、騎士団の全容は驚おどろくほど小さい。一ヶ月前に叙任されたばかりであるエルドリエ・シンセシス・サーティワンの名前が示すとおり、総数はわずか三十一人。

　だがその事実は、整合騎士たちの強さ、恐ろしさを裏付けこそすれ毀き損そんするものではない。彼らは、ＳＡＯやＡＬＯのフルレイドにも満たぬ員数で、人界を取り囲む広大な闇の国ダークテリトリーからの侵入者を退け続けてきたのだから。

　俺──かつては《ビーター》や《黒の剣士》と呼ばれ、現在は北セントリア修剣学院に学ぶ上級修剣士であるキリトは、一振りの長剣だけを腰に帯び、たった一人の親友を相棒として、一騎当千の整合騎士たちに戦いを挑いどんだ。自みずから始めた反逆ではなく、捕ほ縛ばく、投とう獄ごく、脱走という予期せぬ成り行きからの開戦ではあったが、絶対的統治組織である公理教会に剣を向けた以上、もはやひたすらに前へと進むしか道はなかったのだ。

《霜そう鱗りん鞭べん》エルドリエ・シンセシス・サーティワン。

《熾し焰えん弓きゆう》デュソルバート・シンセシス・セブン。

《天てん穿せん剣けん》ファナティオ・シンセシス・ツーと、配下の《四シ旋セン剣ケン》。

《金きん木もく犀せい》アリス・シンセシス・サーティ。

　神器と呼ばれる最強武器を持つ騎士たちをかろうじて退けつつ、公理教会セントラル・カセドラルの大階段をひたすらに上り続けたが、言うまでもなく俺ひとりの力で切り拓ひらいた道ではない。

《悪あく魔まの樹き》と呼ばれたギガスシダーの枝から、央都セントリアの細工師サードレが丸一年がかりで削り出してくれた黒い剣。

　休息の場と食べ物、世界に関する膨ぼう大だいな情報と騎士たちに対抗するための武装完全支配術を授けてくれた賢けん者じやカーディナル。

　そしてもちろん、ルーリッドの村を旅立ってから今日までの約二年間、ずっと俺の隣となりにいた親友、ユージオ──。

　俺は彼に《アインクラッド流剣術》こと数々の片手直剣用ソードスキルを教えたが、彼から与えられたもののほうがずっと多い。現実世界から突然このアンダーワールドに放り出され、右も左も分からない異世界でなんとか生き延びてこられたのは、ユージオがいつも俺を助け、励はげまし、導みちびいてくれたからだ。

　そんな無二の相棒と、俺はセントラル・カセドラルの八十階ではぐれてしまった。整せい合ごう騎き士しアリスとの激げき戦せんの最中に、俺と彼女だけが、突然壁かべに開いた大穴から塔の外部へと放り出されたのだ。

　懸けん命めいの説得によってアリスに剣を引かせ、垂直の外がい壁へきを一晩がかりでよじ登って、どうにか九十五階から塔の中へと戻った。先行しているはずのユージオを追いかけて階段を駆かけ上り、元老長チュデルキンを名乗る奇怪な男を追いかけて、九十九階──公こう理り教きよう会かいの支配者たる最高司祭アドミニストレータの居室まであとワンフロアという場所まで到達した。

　元老院へと続く下り階段、そして百階へと昇るための昇しよう降こう盤ばん以外には何もない空間で、俺はようやく相棒と再会する。

　しかし、彼はもう、俺の知っている辺境出身の純じゆん朴ぼくな若者ではなかった。

　青銀の甲かつ冑ちゆうに身を包む最新の整合騎士、ユージオ・シンセシス・サーティツー。

　それが、俺の親友の、新しい名前だった。










　第十二章　最高司祭アドミニストレータ　人界暦三八〇年五月




　　　１




　ユージオの握る青あお薔ば薇らの剣と、俺が握った黒い剣が、薄うす暗ぐらい空間に鮮あざやかなライトグリーンの光跡を描いた。

　その軌道は、完全なるシンメトリー。同時の踏ふみ切りから同一の技──突進系ソードスキル《ソニックリープ》を発動させたのだから当然かもしれないが、剣けん尖せんが軌道の頂点を通過するタイミングも、攻こう撃げき力りよくが最大域に達してライトエフェクトがひときわ強く輝くタイミングも、そして白銀と漆しつ黒こくの刀身が激突したタイミングもまったく同じだった。

　俺は、技をただ出しただけではない。足の蹴けりと体の捻ひねり、腕の振りによってソードスキルに三重の加速を与えている。

　にもかかわらず、ユージオの《ソニックリープ》は俺にコンマ一秒たりとも遅れなかった。つまり、彼もまた技を最大限に加速させたのだ。俺はこの技術を、まだ伝え終えていなかったのに。

　きっとユージオは、俺の見ていないところで、地道に、愚ぐ直ちよくに、剣を振り続けたのだろう。毎日、何百回も。愛剣の《声》が聞こえるようになるまで。

「…………なんでだ」

　交差する剣を激はげしく鬩せめぎ合わせながら、俺は低い声を押し出した。

「なんで、そんなお前が、《シンセサイズの秘ひ儀ぎ》なんかに負けちまったんだよ。お前が剣の修業をしたのは……ルーリッドを旅立って央都セントリアを目指したのは、大事な幼おさな馴な染じみを、アリスを取り戻すためじゃなかったのか」

「………………」

　一歩も引かずに俺の剣を受け止め続けるユージオは、直前の『これ以上話すことはない』という言葉どおり、引き結んだ唇を動かそうとはしない。アリスの名前を聞いた瞬しゆん間かん、緑色の瞳ひとみの奥で仄ほのかな光が揺れた気がしたが、一瞬で深い闇やみに吞のまれてしまう。あるいはそれすらも、二本の刀身が放ち続けるライトグリーンの輝きが見せた錯さつ覚かくだったのか。

　このまま均きん衡こう状態が続けば、数秒後に《ソニックリープ》は終了し、超高速の近接戦が開始されるだろう。そうなればもう思案に暮れる余裕はない。残されたわずかな時間で、俺は懸けん命めいに考える。

　整せい合ごう騎き士しは、《シンセサイズの秘儀》と呼ばれる、いわば魂たましいの直接操そう作さによって造られる。具体的には、対象者が最も大切にしている記憶の欠片かけらを抜き取り、代わりに《敬神パイエテイモジュール》なる偽いつわりの忠誠心を埋め込むのだ。

　整合騎士エルドリエは、母親の名前を聞いた瞬間に精神状態が不安定になり、額ひたいから問題の敬神モジュールが脱落しそうになった。それはつまり、最高司祭アドミニストレータが、彼を整合騎士とするために母親に関する記憶を奪ったということだ。

　他の騎士たちも、同様に大切な思い出を奪われているはずだ。

　デュソルバートは、恐らく妻であった人の記憶を。副長ファナティオと騎士長ベルクーリに関しては推測する手がかりもないが、やはり家族か恋人の可能性が高い。

　では、アリスは……少し離れた壁かべ際ぎわで、俺とユージオの一騎打ちを見守る黄金の整合騎士は、誰の記憶を奪われたのか。

　最も可能性が高いのは、現在もルーリッドの村に暮らしているはずの実の妹セルカだろうか。カセドラル外がい壁へきに設もうけられたテラスでの休きゆう憩けい中、俺がぽろりとセルカについて言及した瞬間に、アリスは激げき烈れつな反応を示した。自分に妹がいるのだという事実に涙し、それをきっかけとして公こう理り教きよう会かいへの反逆を決意するまでに至ったのだ。

　しかし、セルカの名前を聞いても、アリスの敬神モジュールが不安定化する気配はなかった。それが、整合騎士となってからすでに六年が経過しているせいなのか、そもそも奪われた記憶がセルカのものではないのか、そこまではいまは解わからない。

　ともあれ、ここまでの推測が正しいとするならば。

　最高司祭アドミニストレータは、ユージオから誰の記憶を奪ったのか。

　斬きり結ぶ俺たちから少し離れた場所には、元老長チュデルキンが上の階に逃げるために使い、俺が再度下に降ろした円形の昇しよう降こう盤ばんが静止している。真上の天井には直径一メートルの穴が空いたままだ。あの先が最高司祭の居室だと思われるが、穴は深い闇やみに閉ざされて見通せない。アドミニストレータが穴の向こうにいるのだとしても、今は気配すら感じられない。

　しかしほんの一時間前、あの穴の向こうで、ユージオは最高司祭に《シンセサイズ》された──すなわち、最も大切にしている誰かの記憶を奪われた。それは誰か。

　俺に出しうる答えはひとつだ。八年前にユージオの目の前で騎き士しデュソルバートに連行され、以来ひたすらに面おも影かげを追い求め続けてきたアリス・ツーベルク──現在のアリス・シンセシス・サーティでしか有り得ない。

　しかし、だとすれば、いま俺と斬り結ぶ騎士ユージオが、ほんの十数メートル離れたところに立つアリスを見ても何の反応も示さないのはなぜなのか。

　エルドリエは、母親の名前を聞かされただけで敬神パイエテイモジュールが抜け落ちそうになったのだ。彼の不安定さが、騎士となってからの時間の短さに起因するならば、シンセサイズされてから一時間と経たっていないであろうユージオは、アリスを眼めにした瞬しゆん間かんにエルドリエ以上の《症状》を引き起こしても不思議はない。

　なのに、眼前のユージオの心は完全に閉ざされたままだ。抜き取られたのがアリスの記憶ではないのなら、アドミニストレータはいったい彼の心から誰を、あるいは何を消し去ったのか──。

　ここまで考えた時、交差する二本の剣からソードスキルの輝きが消えた。

　システムアシストが発生させる推進力が失われ、反動で白と黒の刃やいばが大きく跳ね返される。オレンジ色の火花が飛び散る中、きつく歯を食い縛しばる俺と、表情を崩くずさないユージオは、再び剣を振りかぶる。

「おおッ！」

「……ッ！」

　有声と無声の気合を迸ほとばしらせつつ、完かん璧ぺきに同期したモーションから右上段斬りを繰くり出す。激げき突とつし、弾はじき返される刃を、次は右横から撃うち込む。嚙かみ合う刃を滑すべらせ、左斜め斬り下ろし。これもがっちりと受け止められる。

　二度目の鍔つば迫ぜり合あいに移行しながら、俺は内心で改めて舌を巻いていた。

　剣のスペックは同等だが、それを握る人間は同条件ではない。上下とも服だけで身軽な俺に対して、ユージオは分厚いプレートアーマー姿だ。俺の何倍もの重量を身にまとっているはずなのに、斬ざん撃げきにはコンマ一秒の遅れもない。整合騎士となったことで筋力まで上昇したのか、それとも戦いの直前にアリスが口にした《心しん意い》とやらの効果なのか。

　この世界に、俺がこれまで経験してきたＶＲＭＭＯ世界の理屈では説明のつかないシステムが存在することは承知している。意志力やイメージ力といった眼に見えない力が、時として高位の神聖術システム・コマンドすらも超える現象を引き起こすのだ。

　整せい合ごう騎き士しとなったユージオは、記憶や感情を完全に封じられているようなのに、意志の力は冷たく研とぎ澄すまされている。開戦の直前、俺が持っていた青あお薔ば薇らの剣を、あたかも念動力を使ったかの如ごとく自みずからの手まで移動させた──アリスはその力を《心しん意いの腕かいな》と呼んでいたが──ことからも明らかだ。

　ユージオの心の中には、いま何が存在するのか。彼が整合騎士を目指す原動力となっていたのはアリスを教会から取り戻すという強い決意なのに、それが奪われたあとの巨大な空虚を、いかなる《意志》が埋めているのか。

　魂たましいに無理矢理刻み込まれた公こう理り教きよう会かいと最高司祭への忠誠、それが全てだとは思えないし、思いたくない。黒い剣を小揺るぎもせず受け止める青薔薇の剣を、そんな偽いつわりの意志力が支えているはずがない。

　氷のように冷たい瞳ひとみの奥には、まだ熱く燃えるものが残っている。俺はそう信じる。

　それを呼び覚ます手段があるとすれば、たったひとつ──。

「……ユージオ」

　あらん限りの力で剣を押し込みながら、俺は囁ささやいた。

「いまのお前は憶おぼえてないかもしれないけど……俺とお前は、本気で戦ったことは一度もなかったよな」

「…………」

　かつては明るい緑色に煌きらめいていたユージオの瞳は、光を失って濃のう紺こんに見える。その奥底を懸けん命めいに見詰めつつ、言葉を続ける。

「ルーリッドからセントリアへの旅のあいだも、央都で修剣学院に入ってからも、俺は何度も考えたよ。本気で剣を交えたら、俺とお前のどっちが勝つのか、ってな。……正直に言えば、いつかお前には追い抜かれるだろうって、そう思ってた」

　ユージオは瞬まばたき一つせずに俺の視線を受け止め──いや遮しや断だんしている。現在の彼にとって、俺は排除するべき侵入者に過ぎない。わずかでも隙すきを見せれば、その瞬しゆん間かんに斬きられるだろう。しかし、言葉の欠片かけらひとつくらいは閉ざされた心にも届くと信じて、締めくくりのフレーズを投げかける。

「……でも、いまはまだ、その時じゃない。俺のことも、アリスのことも、ティーゼやロニエたちのことも、カーディナルのことも忘れてしまったお前じゃ、俺には勝てない。それをいま、証明してやる」

　言い終えると同時に、俺は息を止め、全身からかき集めた力を剣に乗せた。

　ユージオの眉み間けんにかすかな皺しわが刻まれ、俺の剣を押し返そうとしてくる。

　そのタイミングで、一気に剣を引く。

　ぎゃりん！　と刃やいばが滑すべり、薄うす闇やみに一直線の火花が咲く。俺は後方に押しやられ、ユージオは前につんのめる。

　ここで踏ふみ留とどまろうとすれば、速すみやかに体勢を立て直したユージオの一いち撃げきを食らうだろう。勢いに逆らわず、背中から床へと倒れ込む。視界の隅すみで、騎き士しアリスの右腕が左腰へと伸び始める。俺が敗北したと見て取り、金きん木もく犀せいの剣を抜いて決けつ闘とうに割り込むつもりか。

　だが、その判断は三秒ばかり早すぎる。勝敗を決めるのは、俺の仕掛けが奏功するか否いなか──あるいは、ユージオがアインクラッド流をどこまで身につけているかだ。

　背中が床に叩たたき付けられる寸前、俺は右足を鋭するどく振り上げる。ブーツの爪つま先さきに眩まばゆい輝きが生まれ、ユージオの顔を下から照らす。

「オオオッ！」

　短く吼ほえながら、全身をコンパクトに回転させる。アインクラッド流《体術》、後方宙返り蹴けり技《弦ゲン月ゲツ》。

　後ろに倒れながらでも発動できるこの技は、旧ＳＡＯ時代に何度も俺の命を救ってくれた。アンダーワールドに取り込まれてからは実戦でも稽けい古こでも使っていないが、動きは体に染み付いている。そして何より、ユージオにもこの技は見せたことがない。

　だがいっぽう、拳こぶしや肩を用いた《体術》は教えている。ユージオはそちらにも才能を発揮し、単純な突き技《閃セン打ダ》はもちろん、体当たりと斬ざん撃げきを連続させる高等技《メテオブレイク》も三撃目までなら出せるようになったほどだ。

　彼が独自の研けん鑽さんで蹴り技を発見していれば、またはその存在を推測していただけでも、俺の《弦月》は躱かわされるだろう。そしてこの蹴り技は、回かい避ひされたあとの隙すきが途と轍てつもなく大きい。空振りすれば、なすすべもなく斬きられる。

　──勝負だ、ユージオ！

　胸中でそう叫びながら、俺は相棒の鎧ゴのー喉ゲ当ツてトめがけて右足を振り抜いた。

　この状況でも、ユージオの両眼めは乾いた冷気に満たされている。表情を変えないまま上体を捩ねじり、俺の蹴りを回避しようとする。だが、鍔つば迫ぜり合あいから前のめりに倒れかけた勢いがまだ残っている。ライトエフェクトに包まれた爪先が、無防備な下あごに吸い込まれていく。

「ッ……！」

　ユージオの口から、鋭するどい気合が発せられた。

　青あお薔ば薇らの剣を握る右腕が、ぶんっと唸うなりを上げて真横に動く。だが、今更どんな斬撃を繰くり出そうと、俺の蹴りのほうが確実に速い。無視して撃うち抜けば先に届く…………

　違う。

　ユージオの狙ねらいはカウンター攻撃ではない。剣の刀身ではなく柄頭ポメルで、俺の体ではなく右足を迎撃しようとしている。

　逆手握りバツクハンドでの柄つか当あて。剣技の華か麗れいさや勇壮さを重んじるアンダーワールドには存在するはずのない実戦的テクニックだ。旧ＳＡＯ時代でも、よほど対人戦慣れしたプレイヤーでなければこんな技は使わなかった。

　蹴けり足を横から打たれたら、《弦ゲン月ゲツ》の軌道を逸そらされる。

　ならば、狙ねらうべきは。

「────！」

　歯を食い縛しばり、俺は今まさに撃うち出されようとしている右足を懸けん命めいに引きとどめた。だが、ここで引っ張りすぎるとスキルが強制終了フアンブルしてしまう。感覚的には一秒の半分の更に半分だけ技の出を遅らせ、ユージオの右手を先行させる。

　────ここ！

　ガシィン!!

　と硬質な衝しよう撃げき音が轟とどろいた。

《弦月》は当初狙ったユージオの喉のど元もとではなく、剣を握る右手の甲こうを捉とらえた。整せい合ごう騎き士しの例に漏もれずユージオも頑丈そうな籠こ手てを装備していて、拳こぶしへのダメージは期待できない。しかし俺の目もく論ろ見みを実現するには充分なインパクトだ。

　ユージオの右手は真上に跳ね上げられ、手中の青あお薔ば薇らの剣も弾はじき飛ばされて、くるくる回転しながら舞まい上がり天井の大理石に突き刺さった。

　その様子を、高速で流れる視界の端はしに捉えながら、俺は後方宙返りからの着地直後に追撃を放つべく黒い剣を握り直した。

　ライトエフェクトの余よ韻いんを引く右足の靴底が、床に触れる。膝ひざを曲げ、衝しよう撃げきを吸収し、体勢が安定するや否いなや全力で蹴り飛ばす。左足を思い切り深く踏ふみ込み、無手のユージオの胸当てめがけて、左下から右上へと斬きり上げる単発ソードスキル《スラント》を繰くり出す──。

「────!?」

　極きよく端たんに前傾した姿勢から、剣技を発動させつつ起き上がった俺が見たのは、こちらに向けて突き出されたユージオの左手と、五本の指先で輝く緑色の光点だった。

　俺の剣が、煌きらびやかな胸甲に食い込む、その寸前。

「バースト・エレメント」

　ユージオの唇から、かすかな術式が発せられた。光点──五個もの《風ふう素そ》が同時に炸さく裂れつし、発生した爆ばく発はつ的な突風が俺を吞のみ込んだ。単なる解放ゆえに風圧そのもので傷は受けなかったが、とても踏み留とどまれずに襤ぼ褸ろ切きれの如ごとく吹き飛ばされる。

「ぐおっ……！」

　呻うめき声を漏らしながら、両手を広げて懸命に姿勢を安定させる。この勢いで頭から壁かべに叩たたき付けられでもしたら、天命が一割以上減るだろう。暴風に翻ほん弄ろうされつつもどうにか体の回転を止め、迫り来る壁に両足を向ける。

　着地した瞬しゆん間かん、強烈な衝撃が脳天まで突き抜け、しばし壁に貼はり付いたまま全身の痺しびれをやり過ごしてから床に降りる。さっと顔を上げると、当然ながらユージオも反対側の壁近くまで風に押しやられているが、鎧よろいの重量のせいか空中に浮かぶことはなかったようだ。腰を落とした姿勢から悠然と直立するその顔は、小憎らしいまでの無表情を貫つらぬいている。

　遅れて俺も立ち上がると、右側からかすかな声が届いた。

「……あの者が、本当に、お前の相棒のユージオなのですか」

　そう訊たずねるのは、俺の要よう請せいによって壁かべ際ぎわで戦いを見守っていたアリスだ。俺は黄金をまとう女性騎き士しに一いつ瞬しゆんだけ視線を向けてから、同じく囁ささやき声で問い返した。

「どういう意味だ？　ユージオがシンセサイズされている、と言ったのは君だろう？」

「それはそうですが……何と言えばいいのか……」

　珍しく口ごもってから、アリスは思わぬ言葉を口にした。

「あの者は、整合騎士になったばかり、いや騎士にされたばかりにしては、余りにも戦い慣れしすぎている。開戦前に見せた《心しん意いの腕かいな》といい、たったいま使った風ふう素そ術といい、とても新参者とは思えません」

「……そういう技術は、整合騎士になれば勝手に習得できたりはしないのか？」

　念のための確認だったが、すかさず隣となりから厳はげしい叱しつ声せいが飛んできて、こんな状況ではあるが反射的に首を竦すくめる。

「騎士の技はそのように易やす々やすとしたものではありません！　心しん意い技わざや武装完全支配術はもちろん、秘ひ奥おう義ぎや神聖術の要よう諦ていも長い研けん鑽さんを経て初めて身につくのです！」

「そ、そうだよな。……でも、なら、さっきのはどういうことなんだ……。ユージオのやつ、まだ片手で五個の素因エレメントは作れなかったはずなのに……」

「だから、私はお前に問うたのです。あれは本当にユージオなのですか、と」

「…………」

　俺は口を引き結び、ゆっくりとこちらに歩き始める青銀の騎士を凝ぎよう視しした。

　このフロアの真上、セントラル・カセドラル百階に住まう最高司祭アドミニストレータは、大図書室の賢けん者じやカーディナルと並ぶ究極の神聖術師だ。人間の記憶を改変するなどという恐ろしい術を操あやつる相手なら、外見が瓜うり二ふたつの偽にせ者ものを用意することすら、もしかしたら可能なのかもしれない。しかし──。

「……ユージオだ」

　俺は、掠かすれ声で呟つぶやく。

　瞳ひとみに光なく、頰ほおに血の気なく、口くち許もとに笑みがなくとも、あの整合騎士は俺の相棒にして親友であるルーリッドのユージオ本人だ。この世界で幾つもの過ちを犯してきた俺だが、これだけは確信できる。

　騎士にされたばかりの彼が、序列三位の達人であるアリスすら驚おどろくほどの技を使いこなす、その理由は解わからない。それ以前に、三日三晩かかるはずの強制シンセサイズが、なぜ一時間足らずで終わってしまったのかも不明だ。

　しかし、どんなイレギュラーな状況であろうとも、斯かくなったからには俺の為なすべきことはたった一つ。

　自分の全てを剣に乗せ、撃うち込む。それだけだ。

　大きく息を吸い、吐いて、黒い剣を握り直す。俺の闘とう志しを感じたか、ユージオも広間の中央で立ち止まると、音もなく右手を掲げる。眼めに見えぬ《心しん意いの腕かいな》が天井に突き刺さったままの長剣を引き抜き、主あるじの掌しよう中ちゆうへと戻す。

　そう──、あの誇り高い青あお薔ば薇らの剣が、偽にせ者ものなどに従うはずがないのだ。

　ユージオは途と轍てつもなく重い神器を軽やかに回転させると、ぴたりと中段に構えた。一いつ切さいの隙すきがない立ち姿を見て、アリスが小さく囁ささやいた。

「私が相手をしましょうか」

「馬ば鹿か言うな」

　即座に否定してから、俺も愛剣を体の正面で構える。お互いの記憶を失っているとは言え、ユージオとアリスは共にルーリッドの村で育った幼おさな馴な染じみだ。そんな二人を戦わせるわけにはいかないし、何よりユージオの眼を醒さまさせるのは、俺の役目だ。

　カセドラルの外がい壁へきにぶら下がっていた時は、俺の「馬鹿」発言に激げき怒どしたアリスだが、今は何も言わずに一歩下がり、胸の前で両腕を組んだ。たとえ俺が斬きられようとも手は出さないという騎き士しの意思表示に、

「……ありがとう」

　と小さな呟つぶやきで応こたえ、俺は意識を切り替えた。

　今この瞬しゆん間かんから、戦闘に必要ないことは全て忘れる。剣と一体化し、身につけた技の限りを尽くして挑む。そうしなければ整合騎士ユージオには勝てないし、分厚い鎧よろいの奥に存在するはずの親友ユージオの心にも何も届かない。

　りぃん、と黒い剣の切きっ先さきがかすかに震えた。あたかも、二年前の旅立ちの日、遠くの空で轟とどろいていた雷らい鳴めいの残ざん響きようが時を超えて届いたかのように。

　──頼むぜ、相棒。

　──戦いが全部終わったら名前をつけてやるから……俺に、力を貸してくれ。

　右手の愛剣に向けてそう念じると、俺はもう一度深く息を吸い、ぐっと止めた。

　あらゆる雑音が、背景が、温度までもが遠ざかる。世界には俺と黒い剣、ユージオと青薔薇の剣しか存在しない。この瞬間が訪れることを、俺は二年前から心の奥底でずっと畏おそれ、そして待っていた。

　──行くぜ、ユージオ!!

　無音の咆ほう哮こうを迸ほとばしらせながら、猛然と床を蹴けり飛ばす。

　ユージオは中段に構えたまま動かず、俺の撃ち込みを待ち受ける。

　いまやアインクラッド流剣術と高位神聖術を自在に操あやつるユージオに、小細工は通用しない。十五メートルの距離を瞬しゆん時じに駆かけ抜け、突進のスピードを余さず乗せた右上段斬ぎりを放つ。

　対するユージオは、床を割り砕かんばかりの踏ふみ込みから、両手持ちの右下段斬り上げを繰くり出してくる。

　黒と白銀の刃やいばが激げき突とつし、眩まばゆい閃せん光こうを放って跳ね返る。この間合いではしばらく秘奥義ソードスキルの勝負にはならないと判断し、俺も柄頭ポメルに左手を添えて両手持ちに移行。重い剣に宿る慣性モーメントに逆らわず、最短の軌道を描いて大上段に構えると、

「オオオッ！」

　溜ためていた息を全て気合に変えながら振り下ろす。

　剣のスペックと剣士の技ぎ倆りようが同レベルならば、全力の垂直斬りを、横斬りあるいは斜め斬りで完全にパリィすることはできない。可能な対処は相討ち覚悟で同じ技を繰り出すか、剣の間合いから逃れるか、二つに一つだ。

　しかしユージオの剣は、先の撃うち込みで右に流れて振りかぶれない。また、体の重心も右に傾かたむいているので即座に後ろへ跳ぶこともできない。今度こそ、届く──！

　技を鈍にぶらせる躊躇ためらいを振り捨て、俺は剣を振り抜いた。

　黒い剣の切きっ先さきが、青銀の装甲に守られたユージオの左肩口を捉とらえた。

　整せい合ごう騎き士しの鎧よろいがいかに高優先度であろうとも、神器級武器の撃ち込みを無傷で跳ね返すほどの防御力はない。

　剣は甲かん高だかい金属音を放って装甲に食い込み、刹せつ那なの抵抗感を残して真下へと振り抜かれる。ユージオの左の肩当てから胸当てにかけて、一直線に光の筋が走る。

　直後、硝子ガラス質の破砕音を響ひびかせて、分厚い装甲が砕け散った。

　宙に舞まう金属の細片に、真紅の飛ひ沫まつが入り混じる。手て応ごたえからして深ふか傷でではないが、ついに俺の剣がユージオの体を切り裂いたのだ。

　友を傷つけたと認識した瞬しゆん間かん、俺も同じ場所に、我が身を斬られたような痛みを覚える。避さけがたく顔が歪ゆがむが、ここで手を止めるわけにはいかない。垂直斬りが床に達した瞬間に手首を返し、全身のバネを使って追撃の斬り上げを──

　ガッ、と鈍い衝しよう撃げきとともに、黒い剣が真横へと弾はじかれた。

　左肩から胸にかけてを斬られたばかりのユージオが、一瞬たりとも痛みに身を竦すくませることなく、右足の脛当てグリーブで俺の剣を蹴けり飛ばしたのだ。

　その動作が、反撃のための踏み込みでもあることを悟り、戦せん慄りつしつつも懸けん命めいに体を傾ける。同時に、青あお薔ば薇らの剣が唸うなりを上げて左側から迫る。

　辛くも首への直撃は回かい避ひしたが、完全には躱かわせず、左肩を横一文字に切り裂かれる。痛みではなく凍り付くような冷たさを感じながら、右足で思い切り床を蹴り飛ばし、剣を振り抜いた直後のユージオめがけて傷ついた左肩から体当たりをぶちかます。

　今度こそ目も眩くらむような激痛が弾はじけ、鮮血の雫しずくが宙に舞った。

　赤い霧きりの向こうに、倒れまいと左足を踏ふん張るユージオの姿があった。

　あの体勢から、即座の反はん撃げきは不可能。俺は片手持ちに戻した愛剣を右上に構える。黒い刀身を、鮮あざやかな水色の輝きが包む。

　秘奥義ソードスキル、単発斜め斬ぎり《スラント》。この一撃が右肩にヒットすれば、両肩に傷を負ったユージオはこれまでのようには剣を振れなくなるはずだ。

「ら……あっ！」

　叫び、技を放とうとした、その刹せつ那な。

　ユージオの体の向こうから、緋ひ色いろの閃せん光こうが迸ほとばしった。

　ソードスキルの光。だが、俺に右後背を晒さらした姿勢から撃うてる技など、アインクラッド流には存在しない。

　驚きよう愕がくに眼めを見開きつつも、もはや剣を止めることはできず、俺は《スラント》を発動させた。

　一瞬遅れて、ユージオの体が、反時計回りに猛然と回転した。左から、赤い光の軌跡を引く水平斬りが迫る。

　このソードスキルは……両手剣単発技、《バックラッシュ》。敵に背中を取られた状態から逆転の一撃を狙うカウンター技だ。

　しかし、俺は、ユージオにこんな技を教えたことはない。

　その思考を強烈な衝しよう撃げきが粉々に吹き飛ばした。俺のスラントとユージオのバックラッシュが激げき突とつし、再び二人の剣は大きく弾はじき返された。

　互いに左肩から鮮血の破線を引きながら、俺とユージオは吸い寄せられるように、まったく同じ動きで剣を真上に振りかぶった。

　二本の刃やいばが、深いブルーの光を迸らせる。

　単発上段垂直斬り、《バーチカル》。

　垂直とは言うが、技の軌道はそこまで厳げん密みつなものではない。バーチカルも利きき手の方向に十度ほど傾かたむくのが普通で、ゆえに向かい合う二人が同時に放てば軌道が交差し、衝突して後方に跳ね返される。

　今回も、途中まではそうなった。黒い剣と青あお薔ば薇らの剣は剣けん尖せんから三分の一ほどの位置で激突し、眩まばゆいスパークを散らした。

　だが、旧ＳＡＯとは異なり、アンダーワールドではソードスキルとソードスキルがぶつかっても反射しないことがままある。恐らく、互いの闘とう志し──イメージ、または心しん意いとも言い換えられる──が、システム的な斥せき力りよくを抑え込むのだろう。

　二本の剣たちは、互いを喰くい合うかのように交差したまま、オレンジの火花とブルーの光こう芒ぼうを大量に迸らせた。三度目の鍔つば迫ぜり合あいに入った俺とユージオは、至近距離で顔を突き合わせながら、それぞれのソードスキルを完かん遂すいするべく剣と右腕をぎりぎりと軋きしませた。

　飛び散る火花越しにユージオの瞳ひとみを凝ぎよう視ししつつ、俺は食い縛しばった歯のあいだから問いかけた。

「……さっきの技、名前はあるのか」

　凍いてついた水面のような表情を保ったまま、ユージオは呟つぶやいた。

「……バルティオ流、《逆ゲキ浪ロウ》」

　その流派の名をどこで聞いたのか、すぐには思い出せなかった。眉まゆを寄せてから、ようやく気付く。

　バルティオ流。それは、北セントリア修剣学院で今年の三月までユージオが傍そば付づき練士として仕つかえた、上級修剣士ゴルゴロッソ・バルトーの流派だ。

　ノルキア流やハイ・ノルキア流と比較すれば無骨で飾り気のない技体系ゆえに、俺が仕えたソルティリーナ先せん輩ぱいのセルルト流と同じく、上級貴族出身の生徒たちからは軽んじられていた。

　だがそれは、裏を返せば実戦的だということだ。ユージオは、傍付きをした一年のあいだに、ゴルゴロッソ先輩から技の手ほどきを受けていたのだろう。

　とすれば、ここにもまた無視できぬ謎なぞが存在する。

「ユージオ……お前は、お前にその技を教えた人のことを、憶おぼえているのか」

　交わる剣にありったけの力を注ぎ込みながらも、俺は再び訊たずねた。

　少しして、予想された答えが返った。

「知らないし、興味もないよ」

　俺と同じく全力を振り絞っているはずなのに、声も表情も冷たく乾き切っている。

「僕は、あの人だけを知っていればいい。あの人のために剣を握り、あの人の敵を排除するために、僕は生かされているんだ……」

「………………」

　やはり、俺やアリスだけでなく、ゴルゴロッソ先輩のことも忘れているようだ。いっぽうで、技の名前やその使い方は憶えている。

　整せい合ごう騎き士しとなる人間の記憶を丸ごとリセットすれば、それまでの修練で身につけた剣技も、学んだ神聖術も全て失われてしまう。だから最高司祭アドミニストレータは、《シンセサイズの儀ぎ式しき》という複雑な処理方法を編み出した。

　対象者の記憶を全て消去するのではなく、流れを阻害することで思い出せなくする。詳しいロジックは不明だが、現実世界に於おける逆行性健忘いわゆる記憶喪失が、自分や周囲の人間の記憶を失いながらも、言葉や生活に関かかわる能力は保たれるのに似ていると言える。

　記憶の流れを遮しや断だんする障害物ブロツカーこそが、ユージオの魂たましい──フラクトライトに挿入された敬神パイエテイモジュールだ。いまモジュールが差し込まれている領域に、元々は誰の記憶が存在したのか。それさえ解わかれば、ユージオの目を醒さまさせられるかもしれないのに…………。

　いや。

　アドミニストレータの妖よう術じゆつを破るには、言葉だけではきっと足りない。

　俺は、鋼鉄の浮遊城アインクラッドに囚とらわれたあの日から、たくさんの人たちと剣を通して語り合ってきた。アスナ、直すぐ葉は、シノン、絶ぜつ剣けん。この世界に来てからも、ソルティリーナ先せん輩ぱいやウォロ主席修剣士、エルドリエやデュソルバート、ファナティオら騎き士したち。そして背後で戦いを見守るアリス。

　仮想世界の剣は、ポリゴンでできたオブジェクト以上の意味を持つ。己おのれの命を預けるがゆえに、刃やいばに込められたものは相手の魂たましいにまで届く。憎しみから解き放たれた剣は、時として言葉を超える交感を生み出す。俺は、そう信じる。

　嚙かみ合う二本の剣を包むバーチカルの青い光が、対つい消しよう滅めつするように薄うすれていく。

　ここで、残っている力を最後の一滴まで出し尽くす。

　俺の全てを、友の心に届けるために。

「ユー……ジオ──────ッ!!」

　ソードスキルが終了した瞬しゆん間かん、俺は絶叫しながら剣を振りかぶった。

　渾こん身しんの撃うち込み。弾はじかれる。ユージオの斬ざん撃げき。剣の根元で弾く。二人とも足を止め、最短の間合いで剣を振るい続ける。剣けん戟げきの衝しよう撃げきと火花が途切れることなく生まれ、周囲の空間を音と光で満たしていく。

「オ……オ、オオオ────ッ!!」

　俺が吼ほえる。

「セ……ア、アアア────ッ!!」
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　ユージオも、初めて雄お叫たけびを放つ。

　速く。もっと速く。

　型も技も戦術もない本能的な連続攻こう撃げきに、ユージオはまったく遅れることなくついてくる。

　一合剣を交えるたびに、不可視の殻からがひび割れていくのを感じる。

　いつしか俺は唇に荒っぽい笑みを浮かべている。そう、ずっと昔、こんなふうにユージオと無茶苦茶な剣けん戟げき、いやチャンバラをしたことがあったはずだ。修剣学院の修練場で、ではない。央都を目指す旅の途中でもない。そう、ルーリッドの村にほど近い草原や森で……剣の修業のつもりで、おもちゃに毛が生えたような手作りの木剣を……まるで子供のように、ひたむきに打ち合った……。

　二年と少し前、森の中で出会ったばかりの俺とユージオが、そんなことをしただろうか？

　ひび割れているのは……俺の記憶…………？

　ガキィィィ────ン！　と強烈な金属音が響ひびき、一いつ瞬しゆんのトランス状態を破った。

　絶妙な角度で激げき突とつした黒い剣と青あお薔ば薇らの剣が互いの威力を抑え込み、またしても交差状態で静止した。

「…………ユージオ……？」

　俺の口から零こぼれた囁ささやきに。

　ユージオの唇が、かすかな動きで応こたえた。

　声は聞こえなかったが、俺には解わかった。青銀の整せい合ごう騎き士しが、俺の名を呟つぶやいたことを。

　白く滑なめらかな額ひたいに、鋭するどい谷が刻まれる。わずかに開いた唇の奥では歯がきつく食い縛しばられ、暗く沈む両眼めには淡い光の粒が瞬またたく。

　その瞳ひとみが、俺の肩越しに、後方の壁かべ際ぎわに佇たたずむ騎士アリスを捉とらえた。

　再び、唇が震える。アリスの名が、無音で発せられる。

「ユージオ……思い出したのか、ユージオ!?」

　俺は夢中で呼びかけた。その弾はずみで剣が滑すべり、青薔薇の剣の圧力を支え切れずに後ろへ押しやられる。

　大きく体勢を崩くずし、倒れるまいとたたらを踏ふむ俺は隙すきだらけだったはずだ。しかしユージオは追撃しようとせず、剣を中ちゆう途と半はん端ぱに掲げたまま立ち尽くしている。

　アリスの近くまで後退してからようやく踏み留とどまった俺は、いっぱいに息を吸い込み、出せる限りの声で親友の名を呼んだ。

「ユージオ──!!」

　騎士の体がびくりと震え、俯うつむけられていた顔がゆっくりと持ち上がった。

　顔色は相変わらず蒼そう白はくだったが、そこには確かに表情らしきものが存在した。混乱、焦しよう燥そう、悔かい恨こん、そして思慕……術式によって凍らされているたくさんの感情が、分厚い氷の殻をほんの少しだけ震わせたような、仄ほのかな笑み。

「…………キリト」

　少しあいだを空けて、

「アリス…………」

　今度こそ、確かに聞こえた。ユージオが、俺たちの名を呼ぶその声が。

　届いたのだ。俺の剣が、彼の心に。

「ユージオ…………」

　もう一度呼びかけると、親友の口くち許もとに浮かぶ笑みは、少しだけ色合いを深めた。

　右手に握る青あお薔ば薇らの剣を、くるりと回して逆手持ちにする。腕を下ろし、剣先を大理石の床に突き立てる。キン、と鋭するどい音が響ひびき、淡い霧きりをまとう青白い刃やいばが二センチほど床に食い込む。

　それを終戦の意思表示と見て、俺も黒い剣を下ろした。詰めていた息を吐き出しながら、右足を一歩前に踏み出す。

　だが。

　次の瞬しゆん間かん、予想だにしなかったことが、立て続けに起きた。

「キリトッ！」

　後方から鋭く俺の名を呼んだのはアリスだ。いつの間に近づいていたのか、後ろから左腕を俺の体に回し、高く身を起こさせる。

　同時に、ユージオの口からも、新たな声が零こぼれ落ちた。




「……《リリース・リコレクション》」




　その、式句は。

　アンダーワールドに存在する最大最強の闘とう技ぎ、武器の記憶を呼び起こし、超常の力を顕あらわす《武装完全支配術》の、更なる神しん髄ずい──《記憶解放》。

　青薔薇の剣が、眩まばゆいブルー・ホワイトの閃せん光こうを迸ほとばしらせた。

　避よけることも、防ぐこともできなかった。剣を中心に広がった絶対的な冷気が、広大な広間全体を一瞬にして氷に閉ざした。床の片かた隅すみに口を開ける下り階段も、百階へと昇るための昇しよう降こう盤ばんも、そして俺とアリスも胸元まで分厚い氷に覆おおわれ、まったく身動きできなくなる。アリスが体を起こしてくれなければ、頭まで氷に吞のまれていただろう。

　俺たちは、カセドラル九十五階の大浴場で、同じように首まで氷付けにされた整せい合ごう騎き士し長ちようベルクーリ・シンセシス・ワンと遭そう遇ぐうした。

　プールと見み紛まがうばかりの浴よく槽そうに満たされた膨ぼう大だいな湯を、最強最古の騎士ですら逃れられないほどのスピードで氷結させたユージオの記憶解放術を甘く見ていたわけではない。だが、この九十九階には、凍らせるための水などまったく存在しなかったのだ。大量の凍とう素そを生成したのならまだしも、どこからこれだけの氷を生み出したのか。

　いや、驚きよう愕がくすべきはそこではない。

　ユージオは、どうしてこんなことを。記憶を取り戻したはずなのに、なぜ俺とアリスを氷で縛しばらねばならないのか。

　全身を刺し貫つらぬくような冷気に耐たえながら、かろうじて動く口から、俺は懸けん命めいに声を絞り出した。

「ユージオ……なんで…………」

　十五メートルほど離れた場所で、ゆるりと身を起こしたユージオは、哀切な笑みを滲にじませたまま、短い言葉を囁ささやいた。

「……ごめんよ、キリト……アリス。僕を、追ってこないでくれ……」

　そして俺の親友にしてアリスの幼おさな馴な染じみである少年は、床から青あお薔ば薇らの剣を抜くと、広間の中央にある昇しよう降こう盤ばんに歩み寄った。

　大理石の円盤も、俺たちや下り階段同様に分厚い氷に覆おおわれていたが、その上に乗った騎き士しが剣先で軽く突くと、氷の欠片かけらを零こぼしながら上昇し始めた。

　天井に開いた穴に吞のみ込まれるまで、ユージオの口くち許もとには多くのものに耐えるような笑みが浮かんだままだった。

「…………ユー……ジオ──ッ!!」

　俺の懸命の呼びかけを、昇降盤が天井の穴に同化する時の硬い衝しよう撃げき音おんがかき消した。










　　　２




　リムーブ・コア・プロテクション。

　かつて一度も聞いたことのない、たった三つの式句からなる術式を唱となえ終えた瞬しゆん間かん、ユージオは悟った。自分が、決して開けてはいけない扉の鍵かぎを外してしまったのだと。

　キリトとの、想像すらしなかった対決から遡さかのぼること一時間。

《未来を斬きる》という恐るべき技を持つ整合騎士長ベルクーリを、青薔薇の剣の記憶解放術によって自分ともども深く凍り付かせて辛くも相討ちに持ち込んだユージオは、元老長チュデルキンを名乗る奇怪な小男の手で、失神状態のままセントラル・カセドラルの百階まで運ばれた。

　そこでユージオは、純銀の髪と鏡の瞳ひとみ、そして人のものならぬ美び貌ぼうを持つ少女──最高司祭アドミニストレータに出会った。朦もう朧ろうとした意識が醒さめやらぬままのユージオに、少女は語りかけた。

　──あなたは、誰からも愛という水を与えられない鉢植えの花。

　──でも、私は違う。私はあなただけを愛してあげる。

　──あなたが、同じだけ私を愛してくれたなら。

　少女の言葉は、それ自体が精神を縛しばる術式ででもあるかのようだった。吸い込まれるように、ユージオは求められた三つの術式を口にしていた。

　それは恐らく、人にとって何よりも大切なもの……記憶とか、思考とか、魂たましいといったものを守る扉を開け放ってしまう、禁断の術式だった。

　アドミニストレータは、清らかな微笑を浮かべながらユージオの心を覗のぞき込み、手て探さぐりし、そして氷よりも冷たい《何か》を心の深いところに突き刺した。

　そこで再び意識は途切れ。

　どこか遠いところから届いてくる誰かの呼びかけに、暗い闇やみの底から引っ張りだされるようにして瞼まぶたを開けたユージオが見たものは。

　眩まばゆい火花と、銀色の刃やいば。そして自分と激はげしく斬きり結ぶ、黒髪の若者だった。

　その瞬しゆん間かん、ユージオは悟った。整せい合ごう騎き士しの鎧よろいを身にまとった自分が、誰よりも信頼する友と、誰よりも思い続けた幼おさな馴な染じみに、剣を向けてしまったのだと。

　そうと気付いても、頭の芯しんに突き刺さる冷たい棘とげは消えなかった。その棘からは、最高司祭様のために目の前の敵を斬り倒せ、という命令が絶えず発せられて思考を縛しばろうとした。

　やむなくユージオは、青あお薔ば薇らの剣の記憶解放術を発動させ、大切な二人を氷に閉じ込めた。棘の命令に抗あらがいながら、戦いを中断するにはもうそれしかなかった。

　……僕は、アドミニストレータの誘惑に負けて、決して壊こわしてはいけないものを壊してしまった。

　……でも、そんな僕にもまだ、できることが……しなくちゃいけないことがある。

「……ごめんよ、キリト……アリス」

　どうにかそんな言葉だけを口にすると、ユージオは自動昇しよう降こう盤ばんを踏ふんだ。カセドラル百階、アドミニストレータの居室へと戻るために。




　昇降盤が重々しく静止すると、巨大な窓から差し込む月明かりがユージオの鎧よろいと右手の剣に反射し、仄ほの白じろい光の粒を漂ただよわせた。

　時刻は、五の月二十五日の午前二時といったところか。

　三日前までなら、とうに上級修剣士寮の自室のベッドに入っている頃合いだ。授業と稽けい古この疲れで毎日泥のように眠り、起床の鐘かねが鳴るまで決して目を醒さまさなかったものだ。

　考えてみれば、二十二日の夜は学院の懲ちよう罰ばつ房ぼうに、二十三日は教会の地ち下か牢ろうに入れられて、とても安眠はできなかった。二十四日の早朝に脱だつ獄ごくしてからの連戦の疲れも限界に達しているはずで、そう考えた途と端たんにずしりと体が重くなるが、皮肉にも頭の芯しんに刺さったままの氷の棘がずきずきと疼うずいて眠気を遠ざける。

　最高司祭様に全てを捧げなさい。公こう理り教きよう会かいを守るために戦いなさい。

　棘──恐らくはエルドリエの額ひたいに刺さっていた紫色の水晶柱と同じもの──が疼きとともに伝えてくる命令は、鋼鉄の鞭むちのように厳げん烈れつないっぽうで、最上の蜂はち蜜みつのように甘かん美びだ。しかし、再びその蜜みつを舐なめてしまえば、もう二度と自分を取り戻せないだろう。

　いま、かろうじて本来の自分でいられるのは、きっとキリトが懸けん命めいの呼びかけと全力の剣けん戟げきでユージオの目を醒さまさせてくれたからだ。

　そして、大した傷も負わずにこの部屋に戻れたのは、アリスが二人の戦いに割り込まずに見守ってくれたからだ。

　整せい合ごう騎き士しアリス・シンセシス・サーティの剣技と、神器金きん木もく犀せいの剣を黄金の花吹雪ふぶきに変える武装完全支配術は、今のユージオでも到底抗あらがえないほどの威力を秘めている。仮にアリスが剣を抜き、キリトと共きよう闘とうしていれば、ユージオは自分を取り戻す時間さえ与えられずに斬きり倒されていただろう。

　騎士であるアリスが公こう理り教きよう会かいへの反逆を決意した、その正確な理由は解わからない。カセドラルの階段を上っている時に想像したように、キリトの説得が通じたのかもしれないし、それ以上の出来事があったのかもしれない。

　アリスの右眼めには、キリトの服を引き裂いて作ったと思おぼしき包帯が巻かれていた。きっと、ユージオが修剣学院でウンベール・ジーゼックに剣を向けた時と、同じことが起きたのだろう。教会への反逆という大罪を背負ったがゆえに、右眼が破裂した。学院にユージオたちを連行しに来た時も、八十階の《雲上庭園》で再会した時もまったく取り付く島のなかったアリスに、それほどの重大な決断をさせたのは、ユージオではなくキリトなのだ……。

　──でも、いまの僕には、その事実に何を言う権利もない。

　──なぜなら僕は、アドミニストレータの甘かん言げんに負けて、心の扉を開け放ってしまったのだから。そうすることで、キリトとアリスを裏切ってしまったのだから。ティーゼ、ロニエ、フレニーカ、ゴルゴロッソ先せん輩ぱいやソルティリーナ先輩、寮監のアズリカ先生や細工師のサードレさん、ウォルデ農場のみんな、ルーリッドのセルカやガリッタ爺じいさん、ガスフト村長、そして図書室の小さな賢けん者じやカーディナルを裏切ってしまったのだから。

　右手の剣の柄つかをきつく握り締しめ、ユージオは少しずつ強まる冷たい疼うずきに耐たえた。

　こうして本来の意識を保っていられる時間は、もうあまり残されていないだろう。自分が消えてしまう前に、罪を償つぐなわねばならない。

　その方法は、たった一つ。

　顔を上げたユージオは、ゆっくりとあたりを見回した。

　九十九階と百階は中心がずれているのか、ユージオが乗ってきた昇しよう降こう盤ばんは南側の床に停止している。部屋のぐるりを取り囲む硝子ガラス窓の向こうは、満天の星空。立ち並ぶ、巨大な剣の飾りを取り付けられた柱に、月と星の光が当たってきらきらと輝く。

　ふと──。

　誰かに呼ばれたような気がして、ユージオは視線を上向けた。

　十メル以上も高いところにある純白の天てん蓋がいには、前に見た時と同じように、神話の絵物語が描かれている。神々や巨大な竜、そして人間たちの細密画の各所には小さな水晶が嵌はめ込まれ、清らかな光を放つ。

　……呼んでいるのは、あの、光……？

　水晶の一つに、ユージオがじっと眼めを凝こらそうとした、その時。

　今度は、違う方向から本物の声が聞こえた。素早く顔を前に戻す。

　広大な部屋の真ん中には、直径が十メルはあろうかという円形のベッドが据えられている。周囲に下がる垂たれ幕が閉め切られて、中は見えない。しかし耳を澄すませると、純白の薄うす布ぬのを通して、かすかな声が聞こえてくる。歌うような、囁ささやくような、甘い響ひびき。

　最高司祭、アドミニストレータの声。

　どうやら術式を詠唱しているようだが、攻こう撃げき術じゆつの猛たけ々だけしい韻いん律りつはない。日常的に必要な術なのだとしたら、今が好機だ。

　青あお薔ば薇らの剣を鞘さやに収め、床に横たえてから、ユージオはキリトとの戦いで破は壊かいされた銀色の甲かつ冑ちゆうを脱いだ。籠こ手てと具足、マントも外して元々のシャツとズボン姿になると、胸元にそっと触れて、それがそこにあるのを確かめる。

　一歩、二歩と垂れ幕に近づいた時。

　ベッドの奥から、ひょこひょこと歩み出た小さな影かげがあった。同時に、不快な笑い声。

「ホヒ、ホヒヒ……。五分でも十分でも時間を稼かせげれば上出来と思っていたら、生きて戻ったとは驚おどろきですねェ。これはほんとに拾い物かもしれませんよゥ」

　月光が当たる場所まで出てきたその人物を見た途と端たん、ユージオは息を詰めた。表情が強こわ張ばりそうになるのを、必死に堪こらえる。

　右側が真っ赤、左側が真っ青という悪趣味な服。風船のように膨ふくらんだ胸の中央に、不格好な継ぎはぎが当ててある。

　のっぺりと白い丸顔に、糸のように細い眼と大きく吊つり上がった口。禿とく頭とうに載のせていた金色の帽子はなくなっているが、こうも異様な風ふう体ていを見間違えるはずもない。

　元老長チュデルキン。ユージオと騎き士し長ちようベルクーリの戦いの終わり間ま際ぎわに現れて《ディープ・フリーズ》なる術式で騎士長を石の塊かたまりに変え、そこで気を失ってしまったユージオを、この百階まで運んだと思われる人物だ。

　見た目は小柄で剽ひよう軽きんな道化そのものだが、恐らく公こう理り教きよう会かいでも最高司祭に次ぐ実力を持つ神聖術師であり、冷酷極きわまる審しん問もん者しやでもある。ユージオが一時的にせよ記憶を取り戻していると知れば、即座にあの恐ろしい石化術を使おうとするだろう。最後の役割を果たすためには、この場は疑われずに切り抜けなければならない。

　チュデルキンは、ユージオが脱いで床に並べた鎧よろいを一いち瞥べつすると、ほとんど毛のない両眉まゆを盛大に吊り上げた。

「おやまぁ、せっかく猊げい下かに賜たまわった鎧を派手にブッ壊こわしちまいましたねェ。まさか……反逆者どもにやられっぱなしで逃げ帰ってきたわけじゃないですよねェ、三十二号？」

　猊げい下かはアドミニストレータ、反逆者はキリトとアリス、そして三十二号というのは整せい合ごう騎き士しとしてのユージオの《番号》だろうか。この状況で何を言ってもボロが出てしまいそうだが、問われた以上は答えないわけにはいかない。

　意を決し、極力表情を動かさないようにしながら口を開く。

「反逆者二人は、氷の中に閉じ込めてきました、元老長閣下」

　するとチュデルキンは、まるで満面の笑みを浮かべているように弧を描く両眼めの奥で、その実じつまったく笑っていない小さな瞳ひとみを冷たく光らせた。

「ホッホウ。氷に閉じ込めた……？　それは結構ですけどねェ、きっちりトドメは刺したんでしょうねェ、三十二号？」

「…………」

　刹せつ那なの沈ちん黙もくのあいだに、どう答えるべきか懸けん命めいに考える。

　もちろんキリトとアリスにとどめなど刺していない。青あお薔ば薇らの剣の武装完全支配術は、敵を傷つけずに動きを封じることを目的に編み出した技だ。分厚い氷に閉じ込めても、顔さえ外に出ていれば天命は大して減らない。

　ここで正直にそれを明かすよりは、とどめを刺したと答えておくべきだろうか。だが、下の階に確認に行かれたら即座に噓うそが露ろ見けんしてしまう。こんな時キリトなら、持ち前の勘かんと度胸で即座に適切な答えを返していただろうに。

　──僕は、いつだって、キリトの後ろに隠れてばかりだった。困った時はすぐ相棒に頼り、重大な決断もみんな任まかせてきた。

　──でも、いまは、僕が考えて、僕が決めなきゃいけない時なんだ。キリトだって、きっと勘任せで難なん局きよくを切り抜けてきたわけじゃない。一生懸命に考えて、正しい答えを選び取って、僕をここまで連れてきてくれたんだ。

　──考えるんだ。あいつみたいに。

　頭の芯しんに居座る冷たい疼うずきも一いつ瞬しゆんだけ忘れ、ユージオは考えた。そして口を開き、最小限の音量で答えた。

「いえ、とどめは刺していません、元老長。反逆者を足止めせよとの、最高司祭様のご命令でしたから」

　自分が実際にアドミニストレータからそんな命令を受けたかどうかは解わからない。

　だが、ぼんやりと記憶している限りでは、最初にこの部屋で目を覚ました時、あたりに元老長の姿はなかった。ユージオが整合騎士に変えられたところに居合わせていないのならチュデルキンも命令の有無を判断できないはずだし、また最高司祭の言葉ならば、この男にも覆くつがえせないはずだ。

　もちろん、十メルほど離れたベッドの中にいるアドミニストレータ当人がこの会話を聞いていれば、万事休する。しかし彼女は幾いく重えにもかさなる天幕の中で何らかの術式を詠唱しているようだし、囁ささやき声ならば届かない可能性が高い。

　内心の緊きん張ちようが表情に出ないよう、懸けん命めいの自制を続けながらチュデルキンの反応を待っていると──。

　道化服の小男は、巨大な唇を思い切りねじ曲げ、不愉快そうな声を出した。

「いけません、いけませんねェ、三十二号」

　右手の人差し指を、ユージオの顔に突き付け──。

「アタシを呼ぶ時は、元老長閣下と言いなさい。閣下ですよ閣下、次に閣下を付け忘れたら、罰としてお馬さんになってもらいますよゥ？　アタシを背中に乗っけて、四よつん這ばいでハイドウハイドウですよゥ、ホヒヒヒッ」

　甲かん高だかい笑い声を漏もらしてから、素早く両手で口を押さえ、ベッドのほうを窺うかがう。最高司祭の術式が途切れずに続いていることを確かめると、大げさな仕草で胸を撫なで下ろし、もういちどニタリと嗤わらう。

「……それではアタシも、猊げい下げの御命令を遂すい行こうしてきますかねェ。教会に楯たて突つく腐れ騎き士しどもはすぐさまディープ・フリーズ、これが猊下の御意志ですからねェ。おっと、オマエはそこで待機してなさい、三十二号。邪じや魔ま者ものがいちゃ楽しめませんからねェ、ホ、ホホホ」

　胸中に湧わき上がる嫌けん悪お感かんを押し殺し、ユージオは頷うなずいた。

　チュデルキンは、ひょこひょこと踊るような足取りで南側の隅すみの昇しよう降こう盤ばんへと向かう。恐らく、騎士長ベルクーリに対してしたように、キリトとアリスも石人形に変える前に思うさま辱はずかしめるつもりだろう。

　だが、二人の身を案じる必要はない──はずだ。なぜなら、青あお薔ば薇らの剣が作り出す《氷の獄ごく》は、騎士アリスの武装完全支配術の前にはまったく無力だからだ。

　八十階の《雲上庭園》で、ユージオはアリスの全身を氷に閉じ込めた。しかし、彼女が持つ金きん木もく犀せいの剣が、無数の小刃へと分離して吹き荒れ、たちまち氷を削り取ってしまった。

　今頃はもう氷から脱出しているか、そうでなくてもチュデルキンが現れた時点で、アリスは容赦なく剣の力を使うだろう。

　チュデルキンは、ホヒホヒと息いき遣づかいを荒らげながら昇降盤に飛び乗り、下の階へ向かった。ユージオが息を殺して待っていると、すぐに空の昇降盤が戻ってきて、元通りに床と同化する。きっと元老長が、閉じた空間でひとり楽しむために盤を上げたのだろう。こうなってしまえば、もう九十九階の様子を窺い知ることはできない。

　──大丈夫。あの二人なら、元老長なんかにやられはしない。

　深呼吸で不安を押し殺し、ユージオは視線を部屋の中央へと戻した。

　左手を持ち上げ、シャツの上から胸元を再度押さえる。

　──僕は、僕の役目を果たすんだ。

　意志を固め、剣を拾って、前へと歩き始める。ベッドまであと三メル、二メル、一メルのところまで近づいた、その時。

　いままで途切れることなく続いていた術式詠唱が、吸い込まれるように消失した。反射的に足を止め、ユージオは考えた。

　術式が完成したのか、それともユージオの接近に気付いて停止したのか。そもそも最高司祭は、いったい何の術式を唱となえていたのか。

　素早く周囲を見回すが、室内の様子に変化はない。円形の部屋は九十九階よりも一回り広く、差し渡し四十メルはあるだろうが、調度と言えるものは大型のベッドと床に敷き詰められた絨じゆう毯たん、そして周囲の硝子ガラス窓を支える、大剣を模した十数本の柱くらいのものだ。黄金色の柱は月光を受けて静かに煌きらめいているだけだし、それ以外の何かが出現した気配もない。

　詮せん索さくを諦あきらめ、ユージオは再びベッドに向き直った。途と端たん、頭の芯しんがズキンと疼うずく。

　冷たい痛みは少しずつ強くなり始めている。こうして自分の意識を保っていられる時間は、あまり残っていないだろう。身も心も整せい合ごう騎き士しになりきってしまう前に、為なすべきことを為さねばならない。

　更に数歩進み、ベッドのすぐ手前まで到達すると、少し迷ってから右手に握る青あお薔ば薇らの剣をそっと床に横たえる。愛剣から手を離した途端不安と心細さが込み上げてくるが、アドミニストレータに少しでも疑いを抱かせてはならない。

　体を起こし、一度深呼吸してから、声が震えないように祈りつつ呼びかける。

「……最高司祭様」

　数秒の、しかし何倍にも長く感じられる沈ちん黙もくを経て、あの声が答えた。

「……お帰りなさい、ユージオ。ちゃんとお使いを済ませてくれたのね」

「……はい」

　抑揚のない声で、ぼそりと答える。演技は苦手だが、ルーリッドの村では何年も感情を殺しながら暮らしていた。あの頃に戻ればいいのだ。ギガスシダーの下で、不思議な黒髪の少年と出会う前の自分に。

「偉いわね。じゃあ、ユージオにご褒ほう美びをあげなくちゃ。ベッドに入っていらっしゃい」

　とろりと優しい呼びかけが、天幕の奥から届く。

　もう一度左手で胸元に触れてから、ベッドを取り囲む天幕の合わせ目をそっと引き開ける。奥は紫色の闇やみに沈んで見通せないが、憶おぼえのある甘い香りが誘いかけるように漂ただよってくる。

　滑なめらかな白絹の敷しき布ふに体を乗り上げさせると、少しずつ這はい進む。いかに大きいと言ってもベッドの真ん中までは五メル程度のはずなのに、何度手足を動かしても何も見えないし、指先にも何も触れない。

　だが、ここで慌てふためいたり、声を上げたりすれば意識を取り戻していることに気付かれてしまう。ひたすら敷布の手触りだけに集中しながら、前へと進む。

　不意に──。

　少し高いところに、音もなく淡い光が生まれた。

　純白の輝きは、ろうそくやランプではない。詠唱はまるで聞こえなかったが、術式によって生成された光こう素そだ。ふわふわ漂ただよう光の粒が、濃のう密みつな闇やみをわずかばかり遠ざける。

　視線を下ろしたユージオは、二メルほど先に《あの人》の微笑を見いだして、一いつ瞬しゆん眼めを瞠みはってしまった。すぐに表情を消し、両手を突いたまま低頭する。

　紫色の薄うす布ぬのをまとい、その上に長い銀色の髪を垂れさせる少女。超越的な美び貌ぼうと、心を見通せない鏡の双そう眸ぼうを持つ、人界の支配者。

　最高司祭アドミニストレータ。

　敷しき布ふの上にしどけなく座る少女は、素因エレメントの光を反射して銀色に煌きらめく瞳ひとみでじっとユージオを見詰め、囁ささやいた。

「さあ、こっちにいらっしゃい、ユージオ。約束どおり、あなたの欲しいものをあげましょう。あなたひとりだけの《愛》を」

「…………はい」

　ごくかすかな声で応こたえ、ユージオは身を伏せたまま、少しずつ少女ににじり寄った。

　一メルまで近づいたら一気に飛びかかり、術式を唱となえられないよう左手で口を封じながら、右手で胸元から《あれ》を取り出して突き刺す。全てを終えるのに二秒とかからないだろうが、アドミニストレータが相手では余りにも長い時間だとも思える。

　最高司祭への反逆を再確認した途と端たん、眉み間けんから頭の芯しんにかけて、いっそう鋭するどい痛みが走る。しかし気け取どられてはならない。できるかぎり全身の力を抜いて、ゆっくり、ゆっくりと近づく──。

「……でも、その前に……」

　あと十センというところで不意にアドミニストレータがそう囁き、ユージオはぴたりと動きを止めた。

「……もう一度、ちゃんと顔を見せてちょうだい、ユージオ」

　害意を悟られたのか。しかし、だとしたら今から行動に出ても間に合わない。ここは言葉に従うしかない。

　表情を凍り付かせたまま、ユージオは少しずつ体を起こし、少女の顔を見た。

　せめて眼を合わせるまいと思ったのだが、鏡の双眸は有無を言わさぬ力でユージオの視線を吸い寄せる。自みずからの内面を窺うかがわせず、しかしそれを覗のぞく者の考えを全て見透かすような瞳が、神聖術の光の下で妖あやしく輝く。

　永遠とも思える数秒の果てに、少女は小さく唇を動かした。

「……お誂あつらえ向きに記憶の穴があったから、そこにモジュールを挿入してみたけれど、横着はよくなかったかしらね……」

　半なかば自分に向けて発せられたような呟つぶやきの真意を、ユージオは咄とつ嗟さに理解できなかった。

　記憶の穴があった──とはつまり、この部屋に運ばれる以前から、ユージオの記憶には欠落した部分があったという意味なのだろうか？　だが、ユージオ自身には、過去にそんな空白が存在するという自覚はまったくない。自分では解わからないから《記憶の穴》なのかもしれないが、賢けん者じやカーディナルは言っていたはずだ。

　敬神パイエテイモジュールを埋め込むには、対象者にとっていちばん大切な記憶の欠片かけらを抜き取らねばならない。たいていは、最も愛する者の思い出がそれにあたる。

　もうずっと以前のことに思える、隠された大図書室でのひとときを想起しながら、ユージオは心の中で呟いた。




　…………僕が、最も愛する人。それは、八年前のあの日、目の前で整せい合ごう騎き士しに連れ去られてしまったアリス・ツーベルクだ。アリスのことは、片時も忘れたことはない。瞼まぶたを閉じれば、お日様の下で眩まぶしく煌きらめく金髪や、真夏の空よりも碧あおい瞳ひとみ、そして輝くような笑顔をいつでも思い出せる。

　…………そして、愛とは違うけれど、いまの僕にはアリスと同じくらい大切な相棒がいる。二年と二ふた月つき前、ルーリッドの南の森で出会った不思議な若者。東方風の黒髪と黒い瞳を持った《ベクタの迷子》。僕を村から引っ張りだし、セントラル・カセドラルまで導みちびいてくれた親友キリト。彼の悪戯いたずらっぽい笑い顔も、鮮あざやかに浮かんでくる。

　…………アリスとキリト。二人の笑顔を、もう二度と見ることはできないのかもしれない。でも、たとえこの場所で命を落とすのだとしても、最後の瞬しゆん間かんまで二人を忘れることは決してない。

　…………できることなら、記憶を取り戻したアリスとキリトと一緒にルーリッドの村に戻りたかったけれど……でも、もうそれを望む権利は、僕にはない。アドミニストレータの誘惑に負けて自分を見失い、誰より大切な二人に剣を向けてしまった僕には。




　再び想念がそこに至り、ユージオはごく小さくだが目め許もとを震わせてしまった。

　その表情をどう受け取ったのか、アドミニストレータは軽く首を傾かしげると、言った。

「やっぱり、まだ少し不安定みたいね。仕方ないわ、シンセサイズし直すことにしましょう。ご褒ほう美びはそのあとでね、ユージオ」

　す、と無む造ぞう作さに右手を伸ばす。

　行動に出るべき好機かもしれなかったが、華きや奢しやな指先を眉み間けんのあたりへ向けられた途と端たんに、ユージオを予想せざる現象が襲おそった。びりっと全身が痺しびれ、手足はおろか口すらも動かせなくなる。

　そして、次の瞬間──。

　ユージオの眉み間けんから後頭部にかけてを、異質な感覚が貫つらぬいた。

　冷たい疼うずきの源みなもと、頭の深いところに突き刺さったままの氷の棘とげが、少しずつ、しかし強引に引っ張りだされていく。痛みはないが、棘が動くたびに目の前で白い電光が弾はじけ、朧おぼろな光景が垣かい間ま見みえる。

　風にそよぐ緑の梢こずえ。柔らかく揺れる木こ漏もれ日び。

　その下を、笑い合いながら走り抜けていく。

　少し先には、きらきら輝く金色の髪。

　そして隣となりには、元気よく跳ねる漆しつ黒こくの髪。

　幼いユージオは、走りながら右側に視線を向ける。だが、もう一人の幼おさな馴な染じみの笑顔は、白い閃せん光こうの奥に遠ざかり──。

　ひときわ激はげしい衝しよう撃げきが、ユージオを薄うす暗ぐらいベッドの底に引き戻した。

　痺しびれた体を大きく仰のけ反ぞらせるユージオの額ひたいから、異様なモノが浮き上がっていく。紫色に発光する、透き通った三角形の柱。

　薔ば薇ら園えんで戦った整せい合ごう騎き士しエルドリエも、母親の名を聞かされた途と端たんに様子がおかしくなり、額ひたいからよく似た三角柱が迫せり出してきた。だが、いまユージオの額から出現した柱のほうが、より大きく、より複雑な文様が刻まれ、より強く輝いているようだ。

　自分の頭にこれほど巨大な異物が突き刺さっていたのだという驚おどろきと、そんなことを可能にするアドミニストレータの神聖術への畏おそれに打たれながら、ユージオはただ無言で現象を見守った。

「そう……そのままじっとしててね……」

　銀髪の少女は優しく囁ささやき、右手を更に伸ばすと、紫の三角柱をゆっくりとユージオの頭から引き抜いた。異物が取り除かれた瞬しゆん間かん、思考が空白になり、ユージオはベッドの上でがくりと脱力した。

　最高司祭は、両手の指先で包み込むように支える三角柱に愛いとおしそうな視線を注ぎながら、言った。

「このモジュールは、完成したばっかりの改良型なの。私と教会への忠誠心だけじゃなくて、イマジネーションを強化するための回路も組み込んでみたのよ。これをシンセサイズすれば、効率の悪い訓練なんかしなくても、その瞬間から心しん意いの力を使えるようになるわ。今のところは、初歩的な技に限られるけれど……」

　アドミニストレータの言葉は、ユージオには半なかば以上理解できなかった。

　しかし、一つだけ確かなことがある。あの三角柱すなわち《敬神パイエテイモジュール》が、ユージオの思考を乗っ取り、整合騎士に変えて、キリトたちに剣を向けさせたのだ。もちろんその道を選んだのは自分だが、モジュールが取り除かれた今なら、偽いつわりの忠誠心に邪じや魔まされることなく最後の役割を果たすことができる。気付けば、頭の芯しんに居座っていた、氷のように冷たい疼きも消えている。

　しかし。アドミニストレータに指を向けられた途と端たん襲おそってきた全身の痺しびれは、モジュールが抜け落ちてもいっこうに薄うすれる気配もない。相変わらず、自分の意思ではまったく体を動かせないままだ。

　せめて右手だけでも動けば。胸元からあれを摑つかみ出し、アドミニストレータ目掛けて振り下ろす、それさえできれば──。

　背中を丸めて俯うつむいたまま、必死に力を絞り出そうとするユージオに、再び白い右手が伸ばされた。

　上うわ目め遣づかいに見やると、左手にモジュールを持つ最高司祭が、膝ひざと膝が接しそうな位置にまで近づいている。穏おだやかに微ほほ笑えむ少女にそっと首を引き寄せられ、そのささやかな力にすら抗あらがうことができず、ユージオは前のめりに倒れる。

　揃そろえて折り曲げた両足の上に、ユージオの頭を横向きに乗せたアドミニストレータは、指先で髪の生はえ際ぎわあたりを撫なでながら囁ささやいた。

「また、あなたの記憶を見せてちょうだい。今度こそ、いちばん大切にしている場所にコレを埋めてあげるから。そうすれば、もう二度と頭が痛くなったりしないわ。それだけじゃない……くだらない悩みや苦しみ、飢えや渇きから永遠に解き放たれるのよ」

　白く細い指が額ひたいから離れ、ゆっくりと下降して、軽く唇に触れる。すると、口のまわりだけ痺しびれが薄れていく。

　指を離した少女は、蕩とろけるような微笑を浮かべ、命じた。

「さあ、さっき教えた術式を、もう一度唱となえて」

「………………」

　ユージオは、どうにかそこだけ動くようになった唇を小さく震わせた。

　整せい合ごう騎き士しとしてキリトと剣を交えていた時のみならず、その直前の記憶も曖あい昧まいだが、自分が唱えてしまった三つの式句だけは鮮明に憶おぼえている。

　リムーブ・コア・プロテクション。

　初めて聞く神聖語が何を意味するのかは想像もできないが、一つだけ確信できることがある。その短い術式は、人が生まれながらに与えられている、心を守る扉のようなものを開け放してしまうのだ。

　だからアドミニストレータはユージオの記憶を自由に覗のぞき見て、すでに存在したという穴に敬神パイエテイモジュールを差し込むことができた。しかしその、アドミニストレータの言葉を借りれば《シンセサイズ》が安定しなかったので、再び同じことをするつもりなのだ。

　現在、ユージオがこうして危ういながらも自分の意識を保っていられるのだから、心の扉は再び閉じられている状態なのだろう。時間が経たてばひとりでに閉まるのか、それとも何らかの理由があってアドミニストレータが閉めたのか、それは解わからない。しかし再度のシンセサイズを行うにあたって、最高司祭はもう一度ユージオに三つの式句を唱となえさせる必要が生じたということだ。

　唱えれば、恐らく今度こそユージオは身も心も整せい合ごう騎き士しとなり、アリスの記憶を取り戻すという最後の望みは果たせなくなる。

　しかし、唱えずにいれば、アドミニストレータはユージオの叛はん意いに気付く。

　いま、この瞬しゆん間かん。最高司祭が無防備に素肌を晒さらしているこの一瞬が、最後の、そして最大の機だ。痺しびれた右手をどうにかして動かし、あれを突き刺すのだ。

　最高司祭は、右手を向けただけでユージオの体を麻ま痺ひさせた。それだけではない。ベッドの上空に浮かぶ光こう素そが生成された時も、術式を唱える声は聞こえなかった。

　種類は違うが、同様に術式なしで不可視の力が行使される場面を、ユージオはしばらく前に目もく撃げきしている。下層の大浴場で戦った、整合騎士長ベルクーリ・シンセシス・ワン。ユージオからすればルーリッドの村を拓ひらいた遠い祖先にあたる古いにしえの英雄は、手をかざしただけで、離れた場所に置かれていた剣を引き寄せた。

　それだけではない。思い返してみれば、大図書室の賢けん者じやカーディナルも、杖つえの一振りで通路を閉へい鎖さしたり、テーブルを出現させたりしていたではないか。きっと、彼らほどの達人ともなれば、心に思い描くだけで神聖術と同様の力を発揮できるのだ。

　もちろん、ほんの数日前まで学院で神聖術の授業を受けていたユージオは、神聖術師としてはアドミニストレータやカーディナルはもちろんのこと、公こう理り教きよう会かいに仕つかえる修道士見習いたちにも遠く及ぶまい。

　しかし、いまは。

　いまだけは、心の力で、体を縛しばる麻ま痺ひ術じゆつを打ち破らねばならない。

　かつて、キリトは言った。この世界では、剣に何を込めるのかが重要なのだ、と。それはすなわち、心から生み出される力が剣に宿り、斬ざん撃げきを強化するという意味に他ならない。

　心が剣を強くするのなら、神聖術に於おいても……いや、ありとあらゆる人の行いについても同じことが起こり得るはずだ。

　────動け。

　唇を開き、ゆっくりと息を吸い込みながら、ユージオは念じた。

　────動いてくれ、僕の右手。

　────僕がいままでの人生で繰くり返してきた、たくさんの過あやまち。整合騎士に連れ去られるアリスを助けられなかった、その後何年も助けに行こうとしなかった、そしてようやく旅の終着点まで辿たどり着いたのにそこで道を見失ってしまった、そんな僕の弱さを償つぐなうために。

「…………う……」

　ユージオの口から、掠かすれ声が低く零こぼれた。

「……う……ご……」

　真上から覗のぞき込むアドミニストレータの微ほほ笑えみが薄うすれる。銀色の双そう眸ぼうが、ユージオの真意を探さぐるように細められる。もう後戻りはできない。心の隅すみ々ずみからかき集めた力を、右手に集中させる。

　しかし、痺しびれはいっこうに去ろうとしない。無数の見えない針が指や掌てのひらをくまなく突き刺し、動きを妨さまたげているかのようだ。いま、この一いつ瞬しゆんだけ動けば、それで右手が砕け散ってもいい。もう二度と剣を振れなくてもいい。だから、あと一度だけ──

「……う、ご、け……！」

　振り絞るような声で叫んだ、その瞬間。

　敷しき布ふの上に投げ出されたユージオの右手を、淡い光が包んだ。温かく、優しく、あらゆる痛みや苦しみを溶かすような輝き。骨や肉を貫つらぬいていた氷の針が、瞬時に溶け崩くずれていく。

「……おまえ……？」

　アドミニストレータが呟つぶやき、身を引こうとした。

　しかしその時にはもう、ユージオは麻ま痺ひから解き放たれた右手をシャツの胸元に潜もぐり込ませ、細い鎖くさりでぶら下げていたものを摑つかみ出していた。

　深い赤しやく銅どう色に輝く、極小の短剣。

　逆手に握ったそれを、アドミニストレータのまとう薄物の胸元、深く着られた襟えりぐりから覗く真っ白な肌へと振り下ろす。

　必中の間合いだった。短剣の刀身部分はわずか五センしかないが、体が触れ合うほどの場所にいる相手に届かぬわけはなかった。

　しかし、針のような切きっ先さきが、アドミニストレータの体をいままさに貫つらぬかんとしたその刹せつ那な、想像を絶する現象が発生した。

　ガガァン!!　という雷らい鳴めいにも似た衝しよう撃げき音おんが轟とどろき、同時に紫色の光の膜が、短剣を中心として同心円状に現れたのだ。

　輝く波紋を形作るのは、ごく微細な神聖文字の連なり。実体を持たないに等しいその薄膜が、短剣の鋭えい利りな切っ先を阻はばんでいる。

「ぐ……うっ!!」
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　歯を食い縛しばり、ありったけの気力を振り絞って、ユージオは巨大な反発力に抵抗した。

　右手に握る短剣は、賢けん者じやカーディナルが、キリトとユージオに一本ずつ与えてくれたものだ。この短剣そのものはほとんど攻撃力を持たないが、刺された者には、隔離された図書室にいるカーディナルの神聖術が届くようになる。

　ユージオの短剣は、整せい合ごう騎き士しアリスを眠らせるために。

　そしてキリトの短剣は、最高司祭アドミニストレータを倒すために貰もらったものだった。だが彼は、自分の短剣を、カセドラル五十階で戦った副騎士長ファナティオ・シンセシス・ツーの命を救うために使ってしまった。

　その時、空間を超えて届いてきたカーディナルの声が言っていた。『アドミニストレータは現在、非ひ覚かく醒せい状態にある可能性が高い。あやつが目を醒さます前に最上階に辿たどり着ければ、短剣を使わずとも排除が可能だ』と。

　しかし、それには間に合わなかった。こうして覚醒してしまった以上、カーディナルと同等の力を持つという最高司祭を倒すすべは、ユージオの持つ短剣しか残されていない。

　アリスの記憶を取り戻し、一緒にルーリッドの村に帰る。長いあいだそれだけがユージオの望みだった。しかし、いっときにせよ最高司祭の言葉に惑まどい、整せい合ごう騎き士しの鎧よろいを着て、キリトに──そしてアリスに剣を向けてしまったいま、もうその望みを抱き続けることは許されないとユージオは感じていた。

　罪を償つぐなう道が、残されているならば。

　それは、自分を捨てること──個人的な執着ではなく、もっと大きな使命に殉じゆんじること、それだけだ。

　たった十一歳のアリスを故郷から連れ去り、記憶を封じて騎士に仕立てる。

　何の罪もないティーゼやロニエを、貴族の特権を振りかざして辱はずかしめる。

　そんな歪ゆがんだ支配制度を打ち壊こわすために、残された力と天命の全てを使う。最高司祭を倒すことができたならば、たとえここで死のうとも、村を出て央都まで旅をした日々、学院で学んだ日々は無駄ではない。

　そんな決意とともに振り下ろした短剣だったが、紫色の薄うす膜まくに阻はばまれてアドミニストレータの肌には届いていない。いっぽう最高司祭のほうも、ユージオの行動を予測していたわけではないらしく、鋭するどい吐と息いきを漏もらしながら上体を仰のけ反ぞらせた。

　見開かれた白銀の双そう眸ぼうに、怒りを含んだ光が宿る。

　その視線を受け止めながら、ユージオは右手に左手も重ね、残された力の全てで短剣を押し込もうとした。

「う……お、おお！」

　針のように細い切きっ先さきが、強烈に輝く障しよう壁へきを、ほんの一ミリセだけ貫つらぬいた──その瞬しゆん間かん。

　障壁を作る数あま多たの神聖文字が、真っ白い光を放って爆ばく発はつし、ユージオと最高司祭を後ろへと吹き飛ばした。

「っ……!!」

　あたかも巨人の掌てのひらに薙なぎ払われたかの如ごとき勢いで宙を舞まい、瞬時にベッドから叩たたき出されながらも、ユージオは二つのことを同時にやってのけた。

　右手から弾はじき飛ばされかけた短剣の鎖くさりを危ういところで握り直し、背中から床に叩き付けられた瞬間、すぐ傍そばに横たわる青あお薔ば薇らの剣の鞘さやを左手で摑つかんだのだ。

　重い愛剣を抱え込んでも勢いはまったく殺そがれず、床をごろごろと転がると、ずっと離れた大窓に背中から激げき突とつしてやっと止まる。

「ぐっ…………」

　短い呻うめき声を漏らしながらも、ユージオは懸けん命めいに顔を持ち上げ、部屋の中央を見やった。

　高い天井から垂たれ下がっていた薄うす布ぬのは全て吹き払われ、円形のベッドが露あらわになっている。その奥側に、静かに直立する人ひと影かげ。ユージオと同様、障壁の爆発に吹き飛ばされたはずなのに、長い髪がゆるやかに波打っているだけで傷を受けた様子はない。左手には、ユージオから抜き取った三角柱の煌きらめきが見て取れる。

　さすがに紫の薄衣は爆風に耐たえられなかったのか、引きちぎられて消滅してしまったようだが、一糸まとわぬ己おのれの姿をまるで意に介さず、アドミニストレータは右手を持ち上げると長い銀髪の乱れを直した。

　続いて、まるで空中に透明な椅い子すでも存在するかのようにふわりと腰を下ろすと、細い両脚を組む。そのまま空中を音もなく移動し、広間の南側の隅すみに這はいつくばるユージオから十メルほどの位置で停止する。

　不可視の玉ぎよく座ざの上で、最高司祭は右手の指をおとがいに当てながら、じっとユージオに視線を注いだ。動くことも、喋しやべることもできずにいると、やがて銀ぎん瞳どうの少女は淡い笑みを浮かべ、言った。

「そんな小道具をどこに隠し持ってたのかと思ったら……図書室のちびっこの仕し業わざね、それは。私の知覚からフィルタするなんて、しばらく見ないあいだに、気の利きいたマネができるようになったじゃないの」

　くすくす、と喉のどの奥でひそやかに笑う。

「でも、残念でした。私だって、ただ寝てたわけじゃないのよ。そのおもちゃにメタリック属性を与えたのはちびっこの失点ね。いまの私の肌には、あらゆる金属オブジェクトは傷をつけられないの。たとえそれがオーガの蛮刀だろうと、裁さい縫ほう屋やの待ち針だろうと」

「な…………」

　床に倒れ込んだまま、ユージオは低く呻うめいた。

　金属武器では絶対に傷つけられない。

　それが事実なら、カーディナルに与えられた短剣を含む、あらゆる剣による攻こう撃げきは無力ではないか。先ほど、短剣の切きっ先さきを阻はばんだ紫色の薄うす膜まくこそがその防御術なのだろうが、神聖術で解除しようにも使われている術式の見当もつかないし、ユージオの技ぎ倆りようでそれができるとも思えない。

　右手に隠れるほど小さな武器を懸けん命めいに握り締しめ、空中に座すアドミニストレータを仰あおぎ見ることしかできないユージオに、裸ら形ぎようの少女は優しく囁ささやきかけた。

「かわいそうな子」

「………………」

「せっかく約束してあげたのに。私に全てを差し出せば、そのぶん私もあなたを愛してあげるって。あなたがずっと求め続けていた永遠の愛、永遠の支配を、もう少しで手に入れることができたのに」

「………………永遠の、愛……」

　ユージオは、無意識のうちに、掠かすれ声で繰くり返していた。

「永遠の…………支配…………」

　最高司祭は、ユージオの額ひたいから抜き取ったばかりの敬神パイエテイモジュールを左手で弄もてあそびながら頷うなずいた。

「そうよ、ユージオ。私に全てを委ゆだねれば、あなたを苦しめてきた渇きはたちまち癒いやされる。あなたが抱え続けてきた不安や恐れは消えてなくなる。……これが最後の機会よ、ユージオ。左手の剣で、右手のおもちゃを叩たたき壊こわしなさい。そうすれば、私は大いなる愛をもって、あなたの罪を赦しましょう」

「………………」

　伏ふく臥がしたまま、ユージオは左手で摑つかんだ青あお薔ば薇らの剣と、右手に握り込んだ赤しやく銅どうの短剣を順に見やった。そしてもう一度アドミニストレータを見上げ、言った。

「愛は、支配し、支配されること……。──かわいそうなのは、そんなふうにしか言えないあなたのほうだ」

「………………」

　今度は、最高司祭が唇を閉じた。

　華きや奢しやな右手が一振りされれば、超高位の神聖術が降り注ぎ、天命を瞬しゆん時じに消し去るだろう。そうと理解しつつ、ユージオは尚なおも言葉を重ねた。

「……きっと、あなたも、同じだったんだね。愛に餓うえ、探し求め……しかし与えられることはなかった」

　語りかけながら、胸の奥底で呟つぶやく。




　──僕は、両親にさえ愛されない子供だったのかもしれない。

　──でも、たとえそうであっても、僕は確かにたくさんの人たちを愛した。

　先代の刻み手のガリッタ爺じいさん。教会のシスター・アザリヤ。シスター見習いのセルカ。

　色々な昔話を聞かせてくれた祖父。幼い僕の面倒を見てくれたスリニャ姉さん。

　ウォルデ農場のバノーおじさんとトリザおばさん。双子のテリンとテルル。

　僕を鍛きたえてくれたゴルゴロッソ先せん輩ぱい。寮監のアズリカ先生。

　短いあいだだったけれど、傍そば付づきとして毎日笑顔を見せてくれたティーゼ。相棒の世話をしてくれたロニエ。

　そして、キリト。

　アリス。




「違うよ、かわいそうな人」

　ユージオは、謎なぞめいた虹にじ色いろの光を湛たたえるアドミニストレータの瞳ひとみを見詰め、ひと言ひと言を嚙かみ締しめるように言った。

「愛は、支配することじゃない。見返りを求めたり、取引で手に入れるものでもない。花に水を注ぐように、ただひたすら与え続けること……きっと、それが、愛なんだ」

　その言葉を聞いたアドミニストレータは、再び薄うっすらとした笑みを口くち許もとに浮かべた。

　しかしそこにはもう、蜜みつのような甘さは存在しなかった。

「…………残念ね。公こう理り教きよう会かいに反逆した大罪人の坊やを赦ゆるし、魂たましいを救ってあげようとしただけなのに、そんなふうに言われるなんて」

　宙に漂ただよう銀髪の少女が、たちまちのうちに《人》から《神》へと変へん貌ぼうを遂とげていくさまを、ユージオは息を詰めて見上げた。

　外見的な変化はない。しかし、透き通るように白い肌を、底知れない威圧感──言うなれば神気のようなものが覆おおっていく。指先ひとつ振るだけで、どんな練達の剣士だろうと術者だろうとばらばらに引き千切られるだろうと思わせる、圧倒的な力の兆きざし。

「ユージオ……あなたは、もしかして、私があなたを必要としている……なんて思っているのかしら？　あなたを騎き士しにしたいから、命までは奪わないだろう……とでも？」

　少女の薄うすい笑みには、いかなる感情をも見いだせない。右手の短剣を固く握り締しめ、全身にのしかかる威圧感に耐たえることしかできない。

「うふふ……あなたみたいなつまらない子は、もういらないわ。天命を全部吸い取って、死体は小さな宝石にでも転換して、箱に仕し舞まっておいてあげる。今日の記憶を整理しても、それを見た時に、ささやかな何かを感じられるように」

　笑いを含んだ声でそう言い放つと、アドミニストレータは不可視の椅い子すの上でふわりと脚を組み替えた。

　脅おどしではあるまい。やると決めれば、最高司祭は自分の言葉を躊躇ためらいなく実行するだろう。

　今更逃げることはできないし、逃げようにも退路がない。下の階へ移動するための昇しよう降こう盤ばんは動き出すまでに時間がかかりすぎる。背後の窓硝子ガラスをどうにかして割っても、その先は地上から何百メルという高さの虚空が広がるのみ。

　それに、九十九階でキリトとアリスに青あお薔ば薇らの剣の武装完全支配術を使った瞬しゆん間かん、ユージオは自みずからの運命を定めたのだ。たとえ命と引き替えにしても、最高司祭にカーディナルの短剣を刺さねばならないと。

　最高司祭は、あらゆる金属の武器を阻はばむ障しよう壁へきに守られている。だがその障壁は、彼女が言うほど絶対的なものではない気がする。先刻、ユージオは懸けん命めいの力で短剣を押し込んだ時、障壁そのものが爆ばく発はつしたように見えた。あれで術が消失したとは思わないが、爆発の直後ならば、短剣は体に届くのではないか。

「あら……まだ、何かをするつもりなのかしら？」

　這はいつくばったままのユージオを見下ろしながら、アドミニストレータが囁ささやいた。

「最後にもう一度、私を楽しませてくれようだなんて、健けな気げなぼうやだこと。……やっぱり、殺して宝石にしちゃうのはつまらないかしらね？　時間はかかるけれど、あの子みたいに強制シンセサイズするべきかしら……？」

　絶体絶命の状況ではあるが、最高司祭の言葉の一箇所が耳に引っかかり、ユージオは我知らず繰くり返していた。

「……あの子……？」

　すると銀髪の少女はにっこりと笑みを深め、頷うなずいた。

「そうよ。あなたがご執心の、サーティちゃん。あの子も術式の詠唱を嫌いやがったから、自動化元老機関が何日もかけてプロテクトを強制解除したの。私は眠っていたから見ていないけれど、とっても辛つらかったでしょうね。……どう？　あなたも、せめて同じ経験をしてみるっていうのは……？」

「…………サーティ……。……アリス……」

　ユージオは、声にならない声でその名を呼んだ。

　最高司祭が口にする言葉は、相変わらず半分以上理解できない。だが、これだけは解わかる。

　八年前、縄なわを打たれてセントラル・カセドラルへと連行された幼いアリスは、整せい合ごう騎き士しとなる過程でむごい仕打ちを受けたのだ。ユージオが、アドミニストレータの誘惑に屈して唱となえてしまった《リムーブ・コア・プロテクション》の式句を口にすることを拒こばみ通し、その結果、心の扉を強引にこじ開けられた。きっと、その苦しみに比べれば、ユージオが今までの戦いで受けてきた傷の痛みなど何ほどのこともないだろう。

　やはり、ここで逃げることはできない。

　アドミニストレータに一いつ矢しも報むくいず斃たおれることは許されない。

「………………」

　きつく歯を食い縛しばり、ユージオは震える両腕で体を起こすと、ふらつきながらも立ち上がった。

　微笑を薄うすれさせる最高司祭の双そう眸ぼうを見返しながら、短剣の鎖くさりを右手首に巻き付け、その手で青あお薔ば薇らの剣の柄つかを握る。吸い付くような白革の感触を確かめながら一気に抜き放ち、鞘さやは床に捨てる。

　背後の窓から差し込む月光を受けて、刀身が青白く輝いた。

　十メル先の空中に腰掛ける少女は、その光を厭いとうように両眼めを細めると、冷ややかさを増した声で言った。

「それが答えなのね、ぼうや。いいわ……なら、せめて、苦しまないように殺してあげる」

　右手を持ち上げ、人差し指だけを伸ばしてユージオに向ける。

　最高司祭は、神聖術を行使するにあたって術式詠唱を必要としないらしい。しかしそれでも、攻こう撃げき術じゆつを使おうとするならば、どうしても踏ふまねばならない段階が二つ存在するはずだ。

　すなわち、素因エレメントの生成と加工。熱ねつ素そにせよ凍とう素そにせよそれ以外の属性にせよ、素因を生み出し形を与えて撃うち出すのに、どんな達人でも二秒はかかる。

　ゆえにユージオは、最高司祭が右手を動かし始めた瞬しゆん間かんにはもう、愛剣を右肩に構えていた。

　青薔薇の剣の刀身を、黄緑色の輝きが包んだ。

　アドミニストレータの指先に、水色の光点が生まれた。

「お……おッ！」

　これが、最後の剣。最後の秘ひ奥おう義ぎ。

　そんな覚悟を込め、ユージオは地面を蹴けった。

　アインクラッド流突進技、《ソニックリープ》。

　耳の奥に、キリトの声が甦よみがえる。

　──いいかユージオ、秘奥義は俺たちの体を動かしてくれる。でも、動かされるままになってたんじゃ駄目だ。

　──秘奥義と一体化して、足の蹴りと腕の振りで技を加速するんだ。それができれば、お前の剣は、風よりも速く敵に届く。

　いったい、何度練習しただろう。そして何度失敗し、草むらに顔から突っ込んだだろう。

　そして何度、愉快そうに笑うキリトの声を聞いただろう──。

　ユージオの剣は、若草の色に煌きらめきながら、風切り音さえ置き去りにして宙を翔かけた。

　最高司祭の口くち許もとから笑みが消え、右手が広げられた。

　氷の針となって放たれる寸前だった凍とう素そが、青あお薔ば薇らの剣に触れてパッと弾はじけた。そして直後、ユージオ渾こん身しんの秘ひ奥おう義ぎが、アドミニストレータの掌てのひらに──いや、その手前五センに展開された紫色の薄うす膜まくに激げき突とつした。

　先刻を遥はるかに上回る衝しよう撃げきと轟ごう音おんが、ユージオを襲おそう。

　あらゆる金属の武器を阻はばむ紫色の障しよう壁へきは、加速されたソニックリープをも受け止めてのけたが、微細な神聖文字からなる薄膜は幾いく重えもの波紋を広げながら激はげしく震えた。

　このまま全力で押し込み続ければ、数分前と同じように障壁が爆ばく発はつするはずだ。その圧力にどうにかして抗あらがい、右手首にぶら下げている短剣を、今度こそアドミニストレータに突き刺す。それさえできれば、体がばらばらになってもいい。

「砕……け……ろ……ッ!!」

　いまだ秘奥義の輝きを残す青薔薇の剣にあらん限りの力を乗せつつ、ユージオは叫んだ。

「………………！」

　最高司祭は無言だったが、口許に笑みはない。細められた両眼めの奥では虹にじ色の光が渦巻き、伸ばされた右手の五指も険けわしく折り曲げられている。

　左手で攻撃してこないのは、掌てのひらに敬神パイエテイモジュールを握っているからだろう。ユージオを殺すと言いながらそれを捨てない理由は、まだ騎き士しにすることを諦あきらめていないのか、あるいは他の使い道があるのか。

　しかし、もう考えても詮せん無ないことだ。この最後の攻撃を成功させる──残された気力と体力の全てを使い果たしても、必ず、それだけは。

「う……おおおおお────ッ!!」

　ユージオが、腹の底から最後の気合を振り絞った、その時。

　再び、予想されざる現象が目の前で引き起こされた。

　青薔薇の剣が、紫色の障壁に、少しずつ沈み込み始めたのだ。

　障壁そのものはまだ消えていない。なのに、確かに愛剣の尖せん端たんが、全ての金属を阻むはずの神聖文字たちを少しずつ切り裂いて──いや、すり抜けていく。

　幻まぼろしではない。その証あかしとして、最高司祭の銀ぎん瞳どうも大きく見開かれている。

　突然、状況が動いた。

　空中でユージオの剣を受け止めていたアドミニストレータが、いきなり大きく後ろに跳んだのだ。

　障壁も瞬しゆん時じに後退し、支えを失った青薔薇の剣は、ざしゅっ！　と鋭するどい刃鳴りを響ひびかせて真下へと振り抜かれる。刃やいばが床に触れた途と端たん、分厚い絨じゆう毯たんが数メルにわたって一直線に切り裂かれる。

　何が起きたのかは解わからなかった。確かなのは、このまま動きを止めれば最高司祭の攻こう撃げき術じゆつを喰くらってしまうということだけだ。渾こん身しんの力を振り絞ったせいか手足が重いが、ユージオは即座に追撃するべく床を蹴けった。

　だが、今度は敵のほうが速かった。最高司祭は、後退しつつも新たな素因エレメントを生成し、それをユージオに向けて飛ばしたのだ。秘ひ奥おう義ぎの構えに入った時にはもう、すぐ目の前に緑色の光点が迫っている。

　ユージオは、本能的に構えを解き、青あお薔ば薇らの剣で体を守った。直後、風ふう素そが緑の閃せん光こうとともに炸さく裂れつし、生み出された強烈な突風がまたしてもユージオを南の壁かべ際ぎわまで吹き飛ばした。

　幸いなのは、最高司祭が素因加工の過程を省はぶいたことだろう。単なる素因解放ではなく風刃の術でも使われていたら、手足の一本くらい切断されていたかもしれない。

　しかし、不運もあった。背中から叩たたき付けられたのは、前回と違って平らな硝子ガラス窓ではなく、窓と窓を繫つなぐ巨大な柱だったのだ。

　柱には大型の剣を模した飾りが取り付けられていて、ユージオはその剣の腹に激げき突とつしてから床に転がった。もし模造剣が横腹ではなく刃を向けていたら、飾りとはいえ深ふか傷でを負っていたかもしれない。そういう意味ではやはり幸運だったのかもしれないが、息が止まるほどの苦痛に、すぐには立ち上がれない。

　──動かないと。今度こそ、本物の神聖術が。

　自分に言い聞かせながら、ユージオは懸けん命めいに上体を持ち上げた。

　最高司祭はベッドの向こう側にまで後退したらしく、暗い影かげの中に銀髪の煌きらめきだけが見える。ソニックリープでも届かない距離──しかし、もちろん神聖術なら容た易やすく届く。このまま這はいつくばっていれば、確実に殺される。

「う……ぐっ……」

　呻うめきながら、どうにか右膝ひざを立てる。だが、脚に力が入らない。どんなに立とうとしても、ぶるぶる震えるだけで言うことを聞かない。

　──まだ。まだだ。ここで諦あきらめたら、僕は、何のためにこの部屋に戻ってきたのか。

　──いや。何のために、いままで生きてきたのか。

「ぐ……お、おっ……！」

　ユージオは、黄金の模造剣に背中を預けながら、青薔薇の剣を杖つえ代わりにどうにか体を引き起こした。背中から激突した時に、打ち身だけでなく切り傷も負ったらしく、ぽたぽたと床に血の雫しずくが滴したたった。

　倒れてから立ち上がるまでに五秒以上はかかったはずなのに、なぜか最高司祭は追撃してこない。二十メル先の暗くら闇やみに漂ただよったまま、沈ちん黙もくを保っている。

　やがて、絶対的な静寂に満ちたこの部屋でなければ聞き取れないであろう呟つぶやきが、ひそやかに流れた。

「…………その剣……ふうん、そういうこと……」

　言葉の意味を理解できないまま、ユージオはちらりと右手を見下ろした。

　床に突き立てられている青あお薔ば薇らの剣。手首からぶら下がる赤しやく銅どうの短剣。アドミニストレータが口にした「その剣」とは、どちらを指しているのか。

　これはとても重要なことだ、と直感が囁ささやいたが、答えに辿たどり着くより早く──。

　セントラル・カセドラル最上階を満たす静寂を、ユージオでもアドミニストレータでもない誰かの奇怪な叫び声が破った。

「ひっ、ひっ、あひいいいぃぃぃぃッ!!」

　声のした場所を見ると、四、五メルほど離れた場所の床が円形に沈み込みつつある。下の階に繫つながる昇しよう降こう盤ばんだ。絨じゆう毯たんとの間にできた黒い隙すき間まから、少し音量が増した声が再び響ひびく。

「おっ、おっ、お助けくださいぃぃぃ最高司祭猊げい下かああぁぁぁぁぁッ!!」

　耳みみ障ざわりな金かな切きり声ごえは、しばらく前に九十九階へと降りていった元老長チュデルキンのものに間違いない。

　悲ひ鳴めい混じりの呼び声を聞いたアドミニストレータは、影かげの中から音もなく進み出るとベッドの端はしに降り立ち、独りごちた。

「……どうしてあやつは、年経るにつれ幼おさな児ごめいてゆくのでしょう。そろそろリセットする頃合いかしら」

　小刻みにかぶりを振る最高司祭に油断なく目を配くばりつつも、ユージオはじりじりと部屋の西側へと後退し、昇降盤から距離を取った。

　円盤は沈み続けているが、その動きは決して速くはない。下の階に到着し、チュデルキンを乗せて、もう一度上に戻ってくるまでに何十秒かはかかるだろう。

　──と思ったのだが、床と円盤の間にわずか二十セン程度の隙間ができた段階で、穴の縁ふちを二つの生白い手が摑つかんだ。

「ホオオオオオッ!!」

　三たび奇声が響き、続いて隙間から丸っこい頭が出現する。毛が一本も生えていない禿とく頭とうを真っ赤に染めながら、元老長は体を無理矢理引っ張りだし、すぽんという音とともに床に転がった。

　先刻、ユージオに散々威張り散らしてから下に降りていった時と、格好そのものは変わっていない。しかし、真ん丸く膨ふくらんでいた赤と青の道化服は至るところが切り裂かれ、小さくしぼんでしまっている。

　床にべたりと座り込み、ホヒホヒと荒い呼吸を繰くり返すチュデルキンを一いち瞥べつするや、

「……おまえ、その格好は何なの？」

　と、アドミニストレータは冷ややかな声を出した。

　いっぽうユージオも、ある種の驚おどろきに見み舞まわれていた。ぼろぼろになった道化服の下に覗のぞく元老長の手足や胴体が、枯かれ枝のように細いのだ。それでいて頭は真ん丸く肥大しているので、まるで子供が落書きする棒人間の如ごとき姿だ。

　なら、大浴場で最初に見た時、道化服をぱんぱんに膨ふくらませていたものはいったい何なのか。という疑問にユージオが捉とらわれるいっぽう、チュデルキンはほんの数メル離れた場所に立つユージオに気付きもせずに起き上がると、直立不動の姿勢で弁解を始めた。

「さっ、最高司祭猊げい下かにあらせられましては小生のかくの如き姿さぞ御不快でありましょうが、これは反逆者どもを誅ちゆうするため、ひいては誉ほまれある公こう理り教きよう会かいを守るための激はげしき戦いの結果でありましてッ！」

　そこまでまくし立てたところで、チュデルキンは最高司祭の一糸まとわぬ姿に気付いたのか、三日月型の両眼めを満月の如く剝むき出した。直後、両手で顔をぱちんと覆おおうと、丸い頭部全体を赤熱させながら、甲かん高だかい声で喚わめく。

「ハアウッ!!　オホオオオウッ!!　いけませんそんなっ、猊下にあられましてはもったいないお姿っ、小生眼が潰つぶれますっ、石になってしまいますよほおおおうっ!!」

　もったいない畏おそれ多いとまくし立てながらも、指の隙すき間まは大きく開き、その奥で両のまなこがぎらぎら光っている。そんなチュデルキンの様子に、さしもの最高司祭も左手で胸を覆った。凍えるような冷気を帯びた声が、道化に投げ掛けられる。

「今すぐに用向きを言わないと、本当に石にするわよ」

「ホオオッ！　ホアアアアッ……あ…………あ、ああっ」

　細長い体をねじりながら奇声を上げていたチュデルキンは、最高司祭の言葉を聞いた途と端たんにピタリと動きを止めた。赤く火ほ照てっていた頭部も、みるみる白くなる。

　突然くるりと振り向いた元老長は、蛙かえるのような動きで跳ねながら、自分が出てきたばかりの床の穴に近づいた。昇しよう降こう盤ばんは九十九階に降りていったまま、まだ戻ってきていない。

「はっ、早くここを封ふう鎖さしないとっ！　奴やつらがっ、あの悪あく魔まどもがっ!!」

「……お前、反逆者を始末してきたんじゃなかったの？」

　アドミニストレータにそう問われ、チュデルキンはびくっと背中を震わせた。

「そっ、そそそれはそのっ、小生このような姿となり果てるまで勇猛果敢なる戦いを繰くり広げましたもののっ、反逆者どもがそれはもう卑ひ怯きようで陰険で悪あく辣らつな奴らでしてっ……」

　きいきいと喚き立てる元老長の言葉を聞きながらも、ユージオは頭の半分で考えていた。

　チュデルキンの言う《反逆者ども》とはもちろん、ユージオが九十九階に氷漬けにしてきたキリトとアリスのことだ。いかに元老長が教会第二位の神聖術師であろうと、また氷で身動きできない状態であろうと、キリトたちが敗れるなどとはまったく思っていなかったが、やはり手痛い反はん撃げきを受けて逃げ帰ってきたらしい。

　しかし──ということは、つまり。

　無意識のうちに、ユージオは昇しよう降こう盤ばんの穴から、一歩、二歩と後あと退ずさっていた。

　かすかな衣きぬ擦ずれを聞き咎とがめたか、あれこれ言い訳を並べ立てていたチュデルキンが、ちらりとこちらを見た。

　細い吊つり眼めが、再び見開かれる。左手の指先をユージオに突き付け、元老長は自みずからの醜しゆう態たいを忘れ去ったかのように居い丈たけ高だかに喚わめいた。

「ホアアアッ！　おっ、お前ッ、三十二号ッ！　いったいそこで何をやっているんですよゥ！　こここともあろうに猊げい下かのおわすこの《神界の間》で剣を抜くとは、なんたる、なんたるッ！　今すぐそこに這はいつくばりなさあああああいッ！」

「………………」

　しかし、ユージオはもう、チュデルキンの言葉をほとんど聞いていなかった。

　両の耳が捉とらえているのは、階下から届いてくる、かすかな振動音。分厚い昇降盤が、術式の力で上昇してくる音。

　ここぞとばかりに悪あく罵ばを撒まき散らしていた元老長も、遅れてその音に気付き、ぴたりと口を閉ざした。

　体を回転させ、四つん這いになってそうっと床の穴を覗のぞき込む。

「ホアアアア────ッ!!」

　いままでで最大の悲ひ鳴めいを上げると、再びユージオを見て、

「さっ、さささ三十二号！　何をしているんですよゥ、早く下に行きなさアアイッ！　元はと言えばオマエがアイツらをしっかり痛めつけておかないからこんなことになるんですよゥッ、こここれはアタシの責任じゃありませんよッ、猊下、そこのところしっかりご理解いただきたくッ…………」

　猛烈な早口でまくし立てながら、四つん這いのままベッドのほうに移動しようとしたチュデルキンの右足を──。

　床の穴から伸ばされた、一本の手がむんずと摑つかんだ。

「ホヒイエエエエ────ッ!!」

　白目を剝むいて絶叫したチュデルキンは、右足をばたばた振り動かした。すると爪つま先さきが尖とがった道化の靴が脱げ、勢い余って矮わい軀くがころころと転がる。すぐに起き上がった元老長はベッドに向かってすっ飛んでいくと、垂たれ下がる敷しき布ふをめくり上げて床との間の暗がりに潜もぐり込んだ。

　ベッドの奥側に立つ最高司祭は、もう元老長の痴ち態たいには興味を失ったのか、無音の微ほほ笑えみを湛たたえたまま床の穴を見下ろしている。攻こう撃げきの素振りを見せたならば即座に斬きりかからねばならないと思ったが、ひとまずは新たなる入室者を静かに迎え入れるつもりらしい。

　それを確認してから、ユージオも視線を昇降盤に戻した。

　チュデルキンの靴を摑んだ手は、まだ真まっ直すぐに伸ばされたままだ。黒い袖そでがずり下がり、細いがしっかりと筋肉がついた腕が露あらわになっている。

　あの腕に、ユージオは何度助け起こされたことだろう。

　いや、今日この瞬しゆん間かんまで、ずっと手を引かれたままここまで歩いてきたのだ。ユージオが道を違たがえ、腕の持ち主に剣を向けてしまったいまとなっても、なお。

　昇しよう降こう盤ばんは上昇を続ける。

　続いて現れたのは、戦せん闘とうに乱されたままの漆しつ黒こくの髪。続いて、硝子ガラス越しに見える夜空よりなお黒く、星々よりなお強く光る二つの瞳ひとみ。最後に、不敵な笑みを滲にじませる唇──。

「…………キリト……」

　ユージオは、震え声で友の名を呟つぶやいた。十メル以上離れた場所に届く音量ではなかったが、親友は当然のように壁かべ際ぎわのユージオへ眼めを向け、笑みを消すことなく頷うなずきかけた。

　温かく、力強い、出会った頃と何ひとつ変わらない仕草だった。直後、昇降盤が、ずしりと重々しい音を響ひびかせて停止した。

　──キリト……。君は……。

　胸の深いところを、自分でも名付けられない感情が疼うずかせる。

　しかしその痛みは、決して不快なものではなかった。少なくとも、頭の中に敬神パイエテイモジュールが刺さっていた時の苦しみに比べればずっと優しく、切なく、愛いとおしい痛みだった。

　立ち尽くすユージオをしっかりと見据えたまま、相棒であり剣の師でもある黒衣の若者は、にやりと不敵な笑みを浮かべ、言った。

「よう、ユージオ」

「…………来るなって、言ったのに」

　どうにかそんな言葉を返すと、相棒は右手に握ったままだったチュデルキンの靴を遠くに投げ捨てながら、笑みをいっそう深くした。

「俺が、お前の言いつけを素直に守ったことがあったか？」

「…………そうだね。君はいつも…………そうやって…………」

　その先は、言葉にならなかった。

　友に剣を向けてしまった罪は、命をなげうって償つぐなうつもりだった。たとえ体を引き裂かれようとも、最後の望みであるカーディナルの短剣をアドミニストレータに突き刺す覚悟だった。しかし結局、使命を果たせぬうちにキリトと再会してしまった。

　いや、違う。キリトが、彼の意思によって、この場に現れたのだ。

　ユージオの完全支配術を打ち破り、元老長チュデルキンを撃げき退たいして、ユージオが生きているあいだに百階へと上ってきたのだ。

　──そう、僕はまだ生きている。そして、短剣もまだ右手にぶら下がっている。なら、いまは、戦うべき時だ。それが、いま、僕の為なすべき唯一のことだ。

　ユージオは、相棒から視線を外し、部屋の中央を見やった。

　最高司祭アドミニストレータは、謎なぞめいた微笑を口くち許もとに湛たたえ、巨大なベッドの奥にひっそりと佇たたずんでいる。青白い月光を揺らめかせる鏡の双そう眸ぼうは、相変わらず内なる感情をまるで窺うかがわせない。解わかるのは、新たな訪問者を見下ろしながら、何らかの考えを巡らせているということくらいだ。

　戦いが再開される前に、キリトに伝えなくてはならない。最高司祭の肉体は、全ての金属を阻はばむ障しよう壁へきに守られていること──そしてその障壁も、恐らく完全無欠ではないことを。

　ユージオは、最高司祭に視線を据えたまま、ゆっくりと相棒のところへ移動し始めた。

　と、不意に。

　目指す方向から、かしゃりと軽やかな金属音が聞こえた。ちらりと右に眼めを向ける。

　すると、キリトのすぐ右隣どなり、後方の柱が落とす濃こい影かげの中から歩み出る、もうひとりの姿があった。

　青白い月光を受けてひときわ清らかな輝きをまとう、黄金の髪と鎧よろい。左腰には、花を象かたどった鍔つばを持つ神器、金きん木もく犀せいの剣。緩ゆるやかにたなびく白いスカート。

　整せい合ごう騎き士し、アリス・シンセシス・サーティ。

　九十九階で、すでにキリトと行動を共にするアリスの姿をユージオは眼にしている。しかし、改めて並び立つ二人を見ると、胸がひときわ強く疼うずく。キリトの隣を目指していた足が、勝手に止まる。

　騎士アリスは、まず最高司祭を、次いでユージオを見た。

　顔の右側には、まだ黒い包帯が巻かれている。高位の神聖術師でもある整合騎士ならば瞬しゆん時じに治ち療りようできるはずの右眼をそのままにしている理由は、もしかしたら、痛みを受け入れるためだろうか。

　ユージオを見詰めるアリスの左眼は、幾つかの感情が入り混じった深い藍あい色いろを湛えていた。八十階の庭園で再会した時の冷ややかな無関心とはまったく違う、内に秘められた人としての意思を強く感じさせる瞳ひとみだった。

　まだアリス・ツーベルクとしての記憶は取り戻していないのに、騎士アリスの内面は短時間のあいだに大きく変化したようだ。そしてそれをもたらしたのは、間違いなく彼女の隣に立つ黒髪の剣士だ。キリトの言葉は、決して融とけない氷のようだった、騎士アリスの心にも届いたのだ。

　もし──。

　最高司祭がこの部屋のどこかに保管しているとカーディナルが教えてくれた《記憶の欠片かけら》を、アリスの心に戻すことができたなら。

　その瞬間、騎士アリスは、ユージオの幼おさな馴な染じみであるアリス・ツーベルクに戻る。

　そして同時に、キリトと語らい、剣を収め、右眼を失う痛みを乗り越えて、共に公こう理り教きよう会かいと戦うと決意したのであろう騎士アリスの人格は恐らく消える。

　それこそがユージオの最大の望みであり、ここまで戦い続けてきた理由だ。しかし、いまのアリス自身は、その事実をどう受け止めているのか。そして、キリトは……死し闘とうを繰くり広げた副ふく騎き士し長ちようファナティオの命さえ救おうとした彼は、騎士アリスの消滅を、本当に望んでいるのだろうか……。

　大きく息を吸い、吐いて、ユージオはその思考を無理矢理に堰せき止めた。

　いまは、最後の戦いに集中しなくてはならない。アドミニストレータが状況を静観しているから色々考えてもいられるが、いつ攻こう撃げきが再開されてもおかしくないのだ。

　アリスから視線を外し、再び部屋の奥を見据えると、ユージオは移動を再開した。背後の窓から差し込む月光を踏ふみながらじりじりと横向きに歩き、ようやくキリトの隣となりに到達する。

　抜いたままの青あお薔ば薇らの剣をもう一度床に突き、体重を預けながらそっと息を吐くユージオに、キリトが囁ささやきかけた。

「怪け我がしてるのか。俺のせい……じゃないよな？」

「………………」

　階下での戦いをそのひと言で片付けようとする──そうしようとしてくれる相棒の言葉に、ユージオは思わず口くち許もとをほんの少し緩ゆるめながら答えた。

「お前の剣は一発も当たってないよ。ちょっと、背中を柱にぶつけたんだ」

「だから俺たちが来るまで待ってればよかったのに」

「……あのねキリト、お前たちを足止めしたのは僕なんだよ」

「あれくらいで止められるほどヤワな足じゃないぜ」

　小声で言い合いを続けていると、八十階で別れる前の……修剣学院の寮で暮らしていた頃の二人に戻れたような気がして、胸の疼うずきが少しだけ薄うすれる。

　しかし、起きたことが消えてなくなるわけではない。最高司祭の誘惑に負け、親友に剣を向けた罪は、どれほど言葉を交かわしても軽くなったりはしない。

　ユージオは口を引き結び、愛剣の柄つかを強く握った。

　キリトもしばし無言で広間の奥を見据えてから、張り詰めた声で呟つぶやく。

「あれが……最高司祭、アドミニストレータか」

　答えたのは、キリトの向こう側に立つ騎士アリスだった。

「そうです。……六年前と、何一つ変わっていない……」

　二人のやり取りが聞こえたのか、ここでついに最高司祭が長い沈ちん黙もくを破った。

「あらあら……この部屋に、こんなにたくさん来客があるなんて初めてよ。ねえチュデルキン、おまえ、アリスちゃんとイレギュラーの坊やの処理はお任まかせくださいとか言ってなかったかしら？」

　すると、ベッドの側面に垂たれる布が内側から押し上げられ、中から大きな頭だけがすぽんと飛び出した。元老長チュデルキンは、見当違いの方角に向けて額ひたいを擦こすり付けながら、キイキイと喚わめいた。

「ホッ、ホヒイイッ！　そっ、それはそのっ、小生、猊げい下かのために勇猛果敢、獅し子し奮ふん迅じんの戦いを……」

「それはもう聞いたわ」

「ホアアアッ！　しっ、小生のせいじゃァないんですよおおゥッ！　三十二号が手抜きして、反逆者どもを半分しか氷漬けにしなかったもンですからっ……それに、三十号がっ、あの下品な金ぴか騎き士しめが、こともあろうにアタシに向けて記憶解放術を使いやがったんですようっ！　もちろん、ぴかぴか小娘の隠し芸なんぞに、かすり傷ひとつつけられるアタシじゃありませんけどねっ、ホヒヒヒッ！」

「……あやつだけは……」

　冷ややかな殺気を含む声で、アリスが呟つぶやいた。それに気付く様子もなく、チュデルキンはぐるりと体を回転させ、ベッドの上に立つアドミニストレータを見上げながら金かな切きり声ごえでまくし立てた。

「そもそも、一号と二号からしてイカレてたんですようっ！　連中のアホウが三十号にも伝染したに決まってるんですよおおうっ！」

「ふむ。……おまえ、少し黙だまってなさい」

　アドミニストレータがそう言った途と端たん、チュデルキンは口を閉じ、床に寝転がったまま動かなくなった。しかし両眼めはいっぱいに見開かれ、一糸まとわぬ最高司祭を無ぶ遠えん慮りよに眺め回しているようだ。

　元老長の所業などどうでもいいと言わんばかりに、アドミニストレータは銀色の瞳ひとみでアリスを凝ぎよう視しすると、小さく頭を傾かたむけた。

「ベルクーリとファナティオはそろそろリセットする頃合だったけれど……アリスちゃんは、まだ六年くらいしか使ってないわよね？　論理回路にエラーが起きている様子もないし……。やっぱり、そこのイレギュラーユニットの影えい響きようなのかしら？　面おも白しろいわね」

　最高司祭が口にした言葉の意味を、ユージオはほとんど理解できなかった。しかし、銀髪の少女の口調には、どこかぞっとさせられる──まるで飼っている羊か、いっそ道具の話をしているかのような響ひびきがあった。

「ねえ、アリスちゃん。あなた、私に何か言いたいことがあるのよね？　怒らないから、いま言ってごらんなさいな」

　仄ほのかに微ほほ笑えみながら、アドミニストレータがベッドの上で音もなく一歩前に出た。

　見えない壁かべに押されたかの如ごとく、アリスが一歩下がった。

　ユージオがちらりと視線を向けると、騎士の横顔は月明かりよりも青白く血の気を失い、唇も薄うすく引き結ばれていた。しかしアリスはそこで踏ふみ留とどまり、いつの間にか黄金の籠こ手てが外されている左手の指先でそっと右眼の包帯に触れた。まるでその粗末な布切れから力を得たかのように、引いた右足をもう一度前に出す。

　カッ。

　分厚い絨じゆう毯たんなど存在しないかのように、鋭するどい足音が響ひびいた。黄金の騎き士しは、支配者に対してひざまずく代わりに昂こう然ぜんと胸を張り、凜りんとした声を響かせた。

「最高司祭様。栄はえある我らが整合騎士団は、本日を以もつて壊かい滅めついたしました。私の隣となりに立つ、わずか二名の反逆者たちの剣によって。……そして、最高司祭アドミニストレータ、あなたがこの塔とともに築きずき上げた果てしなき執着と欺ぎ瞞まんゆえに!!」
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　──おお、言うなあ。

　アリスの堂々たる口上を聞きながら、俺は胸中で少しばかり重みに欠ける感想を呟つぶやいた。

　そうでもしなければ、凍いてつくようなプレッシャーに耐たえ切れず、後あと退ずさりしてしまいそうだったのだ。

　ついに辿たどり着いたセントラル・カセドラル百階は、差し渡し四十メートルはあろうかという円形の広間になっていた。部屋の中央にはこれも巨大な円形のベッドが設置されていて、どうやらそれが唯一の調度らしい。

　そして、ベッドの上に佇たたずむのは、一糸まとわぬ姿の、凄せい絶ぜつなまでに美しい少女。

　彼女こそが公こう理り教きよう会かいの──すなわち人界の絶対的支配者、最高司祭アドミニストレータであることは疑いようもない。ただそこに立っているだけなのに、この世界がアンダーワールドという名の仮想世界であり、彼女を含む住民は人造メディアに保存されたＡＩすなわち《人工フラクトライト》であるという俺の認識を一いつ瞬しゆんで吹き散らしてしまいそうな、圧倒的な存在感を放っている。

　いや。彼女の見事なまでの銀髪と、鏡のような銀色の瞳ひとみを目にするよりも前、九十九階からこの部屋に移動するための昇しよう降こう盤ばんに足を乗せた段階で、すでに俺の両手はじっとりと汗ばみ、背中は深い恐怖に粟あわ立だっていた。

　なぜなら、昇降盤の真上に開いた暗い穴の向こうには、かつて浮遊城アインクラッドで踏ふみ込んだどのボス部屋よりも濃のう厚こうな《死の気配》が冷たく漂ただよっていたからだ。

　生身の俺、つまり上級修剣士キリトではなく現実世界の桐きりヶが谷や和かず人とは、たとえこのアンダーワールドで天命を全て失おうとも、ソウル・ＳトランスＴレーターＬの中で死んだりはしない。だが、最高司祭アドミニストレータを名乗る少女は、俺に本物の死すら超えるほどの苦痛を与える力を持っている。

　そう、賢けん者じやカーディナルが確かに言っていたではないか。アドミニストレータは自みずから定めた禁きん忌き目もく録ろくには拘こう束そくされないが、それでも幼い頃に与えられた禁忌の概念により、殺人を犯すことだけはできないと。

　しかしその制限を持つがゆえに、最高司祭は俺に、アンダーワールドでの死ログアウトを遥はるかに上回る──たとえば機械の如ごとくチューブに繫つながれた元老たちとまったく同じ境遇を永遠に強しいるというような、恐るべき苦痛を与える可能性があるのだ。

　とは言え──。

　そのような、様々な事情を知るがゆえの俺の恐怖が、アリスやユージオのそれを上回るわけではもちろんない。

　ユージオの《敬神パイエテイモジュール》はアドミニストレータの手で取り除かれたようだが、アリスのフラクトライトにはまだ埋め込まれたままだ。こうして絶対的支配者と対たい峙じしているだけでどれほどの恐怖に耐たえているのか、俺には想像することもできない。

　それでも、黄金の騎き士しはあくまで毅き然ぜんと胸を張り、よく通る声で口上を続けた。

「我が究極の使命は、公こう理り教きよう会かいの守しゆ護ごではありません！　剣なき幾万の民の穏おだやかなる営みと安らかなる眠りを守ることです！　しかるに最高司祭様、あなたの行いは、人界に暮らす人々の安あん寧ねいを損そこなうものに他なりません!!」

　一歩前に立つアリスの金髪が、信念の光に照らされたかのように輝きを増した。高く澄すんだ声が、広間に漂う重く冷たい空気を切り裂き、押しのけた。

　しかし、離れた場所に佇たたずむ支配者は、アリスの明白なる諫かん言げんにも怒りの気配ひとつ見せず、むしろ興がるように唇の両りよう端たんをわずかに吊つり上げた。

　代わりに鼓膜を引っ搔かくような金かな切きり声ごえで喚わめいたのは、なぜかベッドの下に潜もぐり込んでいた元老長チュデルキンだった。

「だっ、だまっ、黙だまらっしゃぁぁぁぁぁイッ!!」

　垂れ下がるシーツの奥から勢いよく飛び出すと、ごろごろと前転を繰くり返してから立ち上がる。その動きで眼めが回ったのか、しばらくふらついてから踏ふみ留とどまり、俺たちと最高司祭のあいだで矮わい軀くを限界までふんぞり返らせる。

　赤と青の道化服がずたずたに切り裂かれ、再充じゆう塡てんされた毒ガスも抜けてしまっているのは、下の階でアリスが発動させた金きん木もく犀せいの剣の武装完全支配術に巻き込まれたからだ。

　剣の刀身を数百もの小刃へと分裂させ、黄金の花吹雪ふぶきを作り出す驚きよう異いの技を、アリスはユージオの置き土産みやげである氷の獄ごくから脱出するために使ったのだが、上から降りてきてホヒホヒ笑いながら部屋中を飛び跳ねていたチュデルキンをも容赦なく巻き添えにしたのだ。

　相変わらず逃げ足だけは大したもので、服を引き裂かれつつも深ふか傷でを負うことなく退散していったのだが、この最上階にはもう逃げ場はない。

　だが後ろに立つアドミニストレータの威を借りているつもりか、チュデルキンは両手を高々と振り上げると、二本の人差し指を勢いよくアリスへと突き付けた。

「この半はん壊ごわれの騎き士し人形風ふ情ぜいがあぁぁぁッ！　使命ィ!?　守しゆ護ごォ!?　笑わせてくれますねえ、ホォ──ッホッホッホッホォ────ッ!!」

　甲かん高だかく笑いながら体を一回転させると、ずたぼろになった道化服がひらひらと舞まい上がり、赤と青の縦たて縞じまの下した穿ばきが露あらわになる。両手を左右の腰に当て、今度は左足の爪つま先さきをアリスに向けて、更に喚わめく。

「お前ら騎士どもは!!　所しよ詮せん、アタシの命令どおりに動くしかない木で偶く人形なンですよッ!!　この足を舐なめろと言われたら舐め、お馬ンマさんになれと言われたらなるッ!!　それがお前ら整合騎士の、ありがたぁぁぁぁい使命なんですよほぉぉぉぉッ!!」

　そこまで言ったところでバランスを崩くずし、巨大な頭ごと後ろにひっくり返りそうになるが、両手をばたばたさせて立ち直る。

「だいたいですねェ！　騎士団が壊かい滅めつしたとか、ちゃんちゃらおかしいぃぃ──ンですよゥ！　使えなくなったのは、ポンコツの一号二号を含めて十人足らずじゃないですかッ！　つまり、アタシにはまだまだ二十も駒こまが残ってるんですよォ！　オマエ一人がガタガタ言ったところで、教会の支配はぴくりとも揺るぎゃァしねェんですよこの金ピカ小娘!!」

　皮肉にも、道化の安っぽい悪あく罵ばには、アリスの緊きん張ちようを取り去る効果があったようだ。持ち前の冷静さと辛しん辣らつさを取り戻した騎士は、軽く頭を一振りすると、冷ややかな声で応じた。

「馬ば鹿かはお前です、カカシ男。その丸い頭には、脳のう味み噌そではなく麦ワラやらボロ布が詰まっているのですか？」

「なッ……なぁぁぁッ!!」

　赤く染まる頭に更に血を上らせ、紫色になったチュデルキンが何かを喚くより早く、アリスが氷の滑なめらかさで言葉を続けた。

「残る騎士二十名のうち、半数の十名は、最高司祭様の言った《リセット》……つまり術式による記憶の調整で動かせないのでしょう。そして残る半数はいまも飛竜に打ち跨またがり、果ての山脈で戦っています。彼らを呼び戻すことなどできはしない。それをした途と端たんに、山脈の北、西、南を貫つらぬく洞どう窟くつと《東の大門》から闇やみの軍勢が人界に押し寄せ、公こう理り教きよう会かいの支配は崩くずれ去るからです」

「ぐッ……むぐぐッ……」

　紫を通り越してどす黒い顔色で唸うなるチュデルキンに向けて、アリスはとどめのひと言を投げかけた。

「いえ──すでに崩れかけている。十名の騎き士したちとその飛竜たちも、永遠に戦えるわけではない。しかし、カセドラルにはもはや交替要員は残されておりません。それともチュデルキン、お前がダークテリトリーに赴おもむき、剛勇を誇る暗黒騎士たちと一戦交えますか？」

　この指摘には、アリスの後ろに控える俺も少々俯うつむかずにはいられなかった。交代要員の騎士たち、つまりエルドリエやデュソルバートや《四シ旋セン剣ケン》を病院送りにしてしまったのは俺とユージオだからだ。

　しかし、俺が視線を下向けるよりも早く、チュデルキンの頭の内圧が限界を超えた。

「ムッホォォォォォォ!!　こっ、こっ、小こ賢ざかッしいぃぃぃぃぃッ!!　それで一本取ったつもりですか小娘ぇぇぇぇぇッ!!」

　ほとんど蒸気のような勢いで空気を鼻から噴ふき出し、道化はじたばたと地じ団だん駄だを踏ふんだ。

「このアタシに無礼千万ぶっこきやがった罰としてッ!!　お前はリセットが終わったら三年は山脈送りだぁぁぁぁッ!!　いや、その前にアタシのオモチャとして、色んなことをしたりさせたりしてやるぅぅぅぅッ!!」

　続けて、アリスにしたりさせたりする予定の行為をキイキイ喚わめき立て始めた元老長を瞬しゆん時じに黙だまらせたのは、後方のアドミニストレータが発した短いひと言だった。

「……ふぅーん」

　顔色をたちまち白に戻し、直立不動で沈ちん黙もくするチュデルキンをまったく無視して、最高司祭はアリスに向けた顔を軽く傾けた。

「やっぱり、論理回路のエラーじゃなさそうね。それに、敬神パイエテイモジュールもまだ機能している……。となると、あの者が施ほどこした《コード８７１》を自発的意思で解除したのかしら……？　突発的な感情ではなく……？」

　──何を言っているのだろうか。あの者……？　コードハチナナイチ……？

　アドミニストレータの言葉を解釈できず、俺は顔をしかめた。

　銀髪の少女は、それ以上の情報を明かそうとはせず、肩にかかった髪を右手で後ろに払いながら口調を切り替えた。

「ま、これ以上は解析してみないと解わからないわね。……さて、チュデルキン。私は寛大だから、下がりきったおまえの評価を回復する機会をあげるわよ。あの三人を、おまえの術で凍結してみせなさい。天命は、そうね、残り二割までは減らしていいわ」

　言い終わると同時に、右手の人差し指を軽く一振り。

　途と端たん、最高司祭の足あし許もとに鎮ちん座ざする巨大なベッドが重い響ひびきとともに回転し始めて、俺は眼めをを見張った。

　直径十メートルはある天てん蓋がいつきベッドは、まるで巨大なネジの如ごとく床の中へと沈降していく。すぐ近くでふんぞり返っていた元老長チュデルキンが、ほひいっと声を上げて飛び退のく。

　ベッド本体がすっぽりと床下へと収納され、続けて降りてきた天蓋もくるくるぴたりと床面に嵌はまり込むと、もうそこにあるのは絨じゆう毯たんに描かれた円模様だけだった。少し遅れて最高司祭が、まったく音を発することなく床に降り立った。

　ふと思いついて自分の足許を見下ろすと、俺とアリスを運んできた昇しよう降こう盤ばんと、床との境界線にも似たような模様が描かれている。どうやらこの部屋には、床からあれこれ出たり沈んだりする仕掛けがあるらしいと考えてあたりを見回したが、似たような模様はあとひとつ、小さなものがずっと離れた壁かべ際ぎわに存在するだけだった。そこから何が出てくるのかは、いまは推測することもできない。

　ベッドが消滅した最上階は、驚おどろくほど広大に感じられた。

　円弧を描く壁へき面めんは全て曇りひとつないガラス張りで、ドーム状の天蓋を支えるのは黄金の柱。天蓋は、創世記から題材を取ったらしい精密な絵で飾られ、各所に埋め込まれた水晶が星のように瞬またたいている。

　少しばかり意外なのは、全ての柱に剣を模した黄金のオブジェが取り付けられていることだ。小さいものでも長さ一メートル、大きいものでは三メートルもあるうえに、柄つかにあたる部分がやたらと小さいので、これを柱から引っぺがして武器代わりに振り回すのはどう考えても不可能だろう。刀身のエッジもさして鋭するどくはなさそうだ。

　ともあれこのカセドラル百階は、遮しや蔽へい物ぶつがまったくない、神聖術師と戦うには甚はなはだ不向きな空間だ。ひとまずそう判断した俺は、チュデルキンが術式を詠唱し始める前に突っ込むべきかと考え、右足に重心を移した。

　しかし、実際の動作に入るよりも早く、目の前のアリスがかすかにかぶりを振った。

「不用意な突進は危険です。最高司祭様も、手で触れさえすれば私たちを生け捕りにできる術式を持っているはず。チュデルキンに先に仕掛けさせるのは、隙すきを突いて接触することを狙ねらっているからに違いありません」

「そういえば……」

　これまでずっと沈ちん黙もくしていたユージオが、張り詰めた声で囁ささやいた。

「最高司祭は、僕を殺せるのに殺そうとしなかった気がする。それに、元老長も、ベルクーリさんを石に変える時わざわざ乗っかって……いや、直接触れていたよ」

「なるほど、《対象接触の原則》か」

　俺も頷うなずきながら呟つぶやいた。投射型攻こう撃げき術じゆつ、つまり火炎や氷刃による攻撃以外で対象に働きかけようとする場合は、原則として手で──たぶん足でもいいのだろうが──触れる必要がある。学院の初等練士でも知っている、神聖術の基本ルールだ。

　つまり、チュデルキンやアドミニストレータに直接触れられさえしなければ、あの恐るべき石化術を喰くらう心配はないということになる。しかし同時に、こちらも剣の間合いまで踏ふみ込めなくなる。

　となればやはり、状況は不利だ。神聖術の腕前では俺とユージオはアリスに遠く及ばないし、遠距離での術式の撃うち合いになれば、元老長の位を持つチュデルキンに三対一でも押し負ける可能性が高い。

　唇を嚙かみながら考え続ける俺に、ユージオが続けて何かを言おうとした。

「それに……最高司祭は、全身を……」

　だがその時、床に尻しり餅もちをついていたチュデルキンが、バネ仕掛けのような勢いで飛び起きた。

「ホホホウッ！」

　慌てて身構える俺たちに、これまでとは打って変わった厭いやらしい笑みを向けながら、背後の支配者にへつらってみせる。

「……あのようなクソ虫三匹、猊げい下かにあらせられましては小指の一押しでブッ潰つぶせますものを、わざわざ小生にその悦よろこびをお与えくださる寛大さ！　小生泣けます！　泣けますですぞぉ!!　ホグッ、ホグググ……」

　そして言葉どおり、目め尻じりから粘液質の涙をぼとり、ぼとりと落とす様には、さすがに啞あ然ぜんとするしかない。

　アドミニストレータも相手をするのにそろそろ疲れたのか、そっけないひと言とともに五メートルばかり後退した。

「……ま、適当にやって」

「ははぁいッ！　小生、死力を尽くしてご期待に応こたえますぞぉぉぉぉぉッ！」

　そこにスイッチでもあるのか、チュデルキンが両手の親指でこめかみを押すとキュッと涙も止まり、矮わい軀くの道化はニンマリと笑いながら俺たちを睨ねめ付けた。

「さぁてさてさて……テメエらはそう簡単にはゴメンナサイさせてやらねえんですよゥ。ひぃひぃ泣いて這はいつくばる前に、天命を最低八割はちっくりちくちく削ってやるから覚悟しなさいよゥ？」

「……お前のたわ言はもう聞き飽きました。下の階で言ったとおり、その小汚い舌を根元から切り飛ばしてあげますから、早くかかってきなさい」

　舌戦でも一歩も退ひかずに言い返したアリスは、右手で愛剣の柄つかを握ると、ぐいっとスタンスを広げた。

　約十五メートル離れた場所で、チュデルキンもまた、両腕を胸の前で交差させるという奇妙なポーズを取った。

「ンンンンンもぉ許しませんよぉぉぉぉッ!!　そんなにアタシの麗うるわしい舌ベロが欲しいなら、たっぷり舐なめまわしてやりますよゥッ!!　オマエをカッチンカチコチ凍らせた後でねェッ!!　……ホアァァ──ッ!!」

　掛け声とともに高々とジャンプしたチュデルキンは、後方伸身一回半宙返り一回ひねりを決めると、どすんと着地した。足ではなく、手でもなく、頭の天てつ辺ぺんで。

「………………」

　これには俺もユージオも、そしてアリスも言葉を失う。確かに元老長の、どでかい丸頭に棒じみた胴体という体格では、逆さまになったほうが安定はするのかもしれないが、自みずから動けなくなってどうするつもりなのか。

　しかし当のチュデルキンは、至って大おお真ま面じ目めな顔で──上下逆なので表情を読みづらいが──びしっと両手両足を広げると、金かな切きり声ごえで神聖術の起句を喚わめいた。

「システムゥ……コォォォォ──ルッ!!」

　それに対応して、アリスがしゃらっと音高く抜刀する。どう対応していいのか解わからぬまま、俺とユージオも剣を構える。

「ジェネレイット・クライオゼニック・エレメントゥ!!」

　やけに巻き舌の発音で、チュデルキンが凍とう素そ生成の術式を叫んだ。

　遠隔型攻こう撃げき術じゆつの威力や規模は、最初に生成される素因エレメントの数でかなりの部分まで予測できる。元老長の手て許もとに出現する光点を見逃すまいと、俺は両眼めを細めた。

　ぱぁん!!　と逆立ちチュデルキンが両手を打ち合わせ、大きく広げる。左右の手の指先に、かすかな振動音を伴って生み出された青い光の粒──その数、十。

「くそっ、最大数か」

　俺は思わず毒づいたが、予想外というほどではない。初心者に毛が生えたような俺ですら、集中すれば片手で五個の素因を同時生成することは可能なのだ。アドミニストレータを除けば公こう理り教きよう会かいで最強の術師であるはずのチュデルキンが、両手で十個を生成してくるのはむしろ当然と言えよう。

　アリスは動こうとしないが、俺は一歩右に移動すると、反属性の熱ねつ素そを作り出すべく左手をかざした。ユージオも、まったく同じ構えを取る。なんとか二人で五個ずつ素因を作れば、チュデルキンの凍素術を防御できるかもしれない──。

　しかし、俺が起句を叫ぼうとした、その時。

　ぱぁん!!　という乾いた音が再び響ひびいた。

　それは、逆立ちしたチュデルキンが、はだしの両足をも器用に打ち合わせた音だった。続けて二本の脚をばかっと開き、両手と同じく一直線になるまで広げる。直後、十本の足指の先せん端たんにも、霜しもが降りるような音を立てて十個の凍素が生成される。

　左側で、ユージオが掠かすれ声で呟つぶやいたひと言に、俺もまったく同感だった。

「……噓うそだろ……」

　両手両足の先に、合計二十もの青い素因エレメントを保持したチュデルキンは、さかさまの口に巨大な笑みを浮かべた。

「おほっ、オホホホホ……ビビってますねェ、チビってますねェ？　このアタシを、そこらの雑ざ魚こ術師どもと一緒にしてもらっちゃ困るんですよゥ」

　アンダーワールドにおける神聖術、平たく言えば魔ま法ほうは、音声コマンドと、術者のイメージによって制御される。たとえば、治ち癒ゆ術じゆつを使う場合は、癒いやすべき対象者への敵意が心にあると効果が激げき減げんするし、一いつ生しよう懸けん命めいに回復を願うことで、術者の権限以上の治療効果が生み出されもする。

　素因を操あやつる攻こう撃げき術じゆつも、同じことだ。

　生み出した素因を変形させたり撃うち出すには、音声コマンドつまり術式だけでは足りない。術者の意識と直結したイメージの導どう線せんが絶対に必要なのだ。

　それがすなわち、指である。一本の指に一つの素因が繫つながっているイメージを、術式の最初から最後まで途切れることなく保ち続けなくてはならない。

　つまり、どんな高位の術者でも、普通は両手で十個の素因しか操れないということになる。その制限を突破し、両足の指までもイメージ回路として利用しようとするなら、どうにかして空中に浮き上がるか──頭だけを使った逆立ち状態を維持しなくてはならない。元老長チュデルキンのように。

「オッホホホォ……！」

　甲かん高だかい雄お叫たけびに続いて、超高速で素因変形コマンドを詠唱したチュデルキンは、立ち尽くす俺たちに向けてまず右腕を、わずかな時間差をつけて左手も鋭するどく振り抜いた。

「ディスチャアァァ──ジョワッ!!」

　シュゴッ!!

　と空気を切り裂いて、五本の氷柱が冷気の渦うずを引きながら撃ち出された。それを追いかけて、更に五本。

　回かい避ひしようにも、高低差のある二重の扇おうぎ形に広がりつつ飛んでくる氷の槍やりたちに死角はない。自分に当たりそうな氷柱だけを叩たたき落とすしかないと考え、右手で愛剣の柄つかを握り直した俺の視界を──。

　黄金の煌きらめきが覆おおった。

　横よこ薙なぎに振り抜かれたアリスの金きん木もく犀せいの剣が、切きっ先さきから無数の小刃へと分離し、ふわりと舞まい散ったのだ。
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　アリスの武装完全支配術を見るのは初めてではないが、俺とユージオは、恐ろしいまでの美しさに改めて息を吞のんだ。

　カセドラル最上階を照らす明かりは、南面のガラス窓から差し込む青白い月光だけだ。しかし黄金の花弁たちは、自みずから発光しているとしか思えない山吹色の輝跡を引きながら、密な流星群となって飛ひ翔しようした。

「はあっ！」

　アリスが鋭するどい気合とともに、手中に残る柄つかを振り下ろす。

　その動きに連動して宙を舞まった花吹雪ふぶきは、十本の氷柱を包み込み、硬質の切削音を響ひびかせた。あたかも高速回転するミキサーに角氷を放り込んだかのように、チュデルキンが放った氷の槍やりたちはたちまち無害なシャーベットと化し、空気に溶けて空むなしくリソースを散らした。

「……ぬっ……ぐぬぬぬぬううううっ……」

　自信満々に放った神聖術をあっさりと無力化されたチュデルキンは、食い縛しばった上下の歯をキリキリと擦こすり合わせながら、同時に悔しそうな唸うなり声を上げた。

「……そんなチンケな下ろし金で勝った気になってんじゃねェんですよゥッ！　ならこいつはどうですかッ！　ホォォォォォッ!!」

　真横に倒したまま十個の素因を保持する両脚を、左右から勢いよく振り上げる。

　青い平行線を描きながら舞い上がった凍とう素そたちは、天井近くでひとつに融ゆう合ごうすると、四角い氷の塊かたまりを発生させた。

　ごつん、ごつんと硬質な振動音を響かせながら氷はみるみる巨大化し、一辺が二メートルはありそうな立方体へと成長する。変形はそこで終わらず、全ての面に、凶悪に鋭するどいスパイクがびっしりと突き出す。

　アンダーワールドの物理法則が現実世界に準拠しているのならば、上空の氷のサイコロは、重さが七トン以上にもなる計算だ。そんな代しろ物ものを剣だけで受け止めるのはどう考えても無理だと咄とつ嗟さに考えた俺は、無意識のうちに一歩後あと退ずさった。

「ホヒヒッ……どうですかァ、我が最強いっこ手前の術はァッ!!　さぁ、ぺっちゃんこになりなさああァァァァ──いッ!!」

　逆立ち状態のチュデルキンが、真上に伸ばしていた両脚を前に倒す。トゲトゲのサイコロが、轟ごう音おんとともに落下し始める。

　俺とユージオは、無む我が夢む中ちゆうで左右に飛び退のいた。しかし今度も、騎き士しアリスは一歩たりとも退ひかなかった。己おのれを叩たたき潰つぶさんと迫り来る巨大オブジェクトを、直立不動のまましかと見据え──。

「は……あああああ────っ!!」

　これまでの戦いで最も大きく、猛たけ々だけしい雄お叫たけびを放ちながら、右手に握る愛剣の柄つかを高々と掲げる。

　周囲に浮遊していた黄金の小刃たちが、ジャキッ！　と歯切れのいい金属音とともに凝ぎよう集しゆうし、長さ三メートルはあろうかという円えん錐すいを作り出した。表面に無数の逆さか棘とげを並べた巨大なドリルは、唸うなりを上げて回転しながら、落下してくる氷のキューブを迎え撃うった。

　二つのオブジェクトが接触した瞬しゆん間かん、途と轍てつもない大音おん響きようと眩まばゆい閃せん光こうが発生し、部屋中を激はげしく揺るがした。

「くぬうっほぉぉぉぉぉッ……ブッ、ツブ、れな……さぁぁぁぁいッ！」

「…………砕けっ……花たちっ……!!」

　元老長と整合騎士は、美び醜しゆうの対極にある相そう貌ぼうを等しく歪ゆがめながら、必死の声を絞り出した。

　これほどの大技の激げき突とつとなると、数値的な優先度プライオリテイはもちろんだが、意志力やイメージ力が優劣を決める最大の要素となる。

　青い氷ひよう塊かいと黄金の螺ら旋せんは、白熱する接触点を挟んで数秒間も拮きつ抗こうしていたが、やがて徐々に近づき始めた。放たれる閃光と耳をつんざく破は壊かい音おんのせいで、キューブがその重量でドリルを潰つぶしているのか、あるいはドリルがその回転でキューブを穿うがちつつあるのか判別できない。

　勝敗が明らかになったのは、二つのオブジェクトがほとんど重なった時だった。

　ぴきっ、と鋭するどい破砕音が響ひびき、氷のキューブ全体が真っ白くひび割れた。

　直後、ちょっとした小屋ほどもありそうな氷塊は、膨ぼう大だいな欠片かけらを振りまきながら四散した。周囲の空間が瞬時に白く染まり、押し寄せる凍気の波動を俺は左腕で防いだ。

「ひきゃああ!?」

　素すっ頓とん狂きような悲ひ鳴めいは、元老長チュデルキンのものだ。

　逆立ちしたまま、棒のような四し肢しをわなわなと震わせる。

「そっ……そんな、バカチンなっ……。げ、猊げい下かに頂ちよう戴だいした、アタシの超絶に美しくて究極にかっこいい術式がっ……」

　毒々しいまでに赤い唇からついに侮ぶ蔑べつ的な笑みが消え去ったが、しかし見事に大だい氷ひよう塊かいを粉砕してのけたアリスも無傷ではなかった。円えん錐すいを作っていた小刃たちを、右腕の一振りで本来の長剣の姿に戻した騎き士しは、ぐらりと姿勢を乱しつつも気丈に踏ふみ留とどまる。恐らく、至近距離で飛び散った氷の塊かたまりを、幾らかその身に受けたのではないか。

「アリス……！」

　駆け寄ろうとした俺を左手で制し、アリスは愛剣の切きっ先さきをびしりと彼方かなたのチュデルキンに向けた。

「チュデルキン、お前の信念なき技など、空気で膨ふくらませた紙風船に過ぎません！　お前自身と同じように!!」

「なっ……な、な、なんっ……」

　アリスの斬ざん撃げきにも似た舌ぜつ鋒ぽうに、とうとうチュデルキンの悪あつ口こう雑ぞう言ごんが止まった。限界まで歪ゆがめられた丸顔が激はげしく痙けい攣れんし、滝のような脂汗が逆向きに流れる。

　その時──。

　これまで、広間の後方で戦いを見守っていた最高司祭アドミニストレータが、退屈したと言わんばかりの言葉を発した。

「ほんと、何年経たってもお馬ば鹿かさんねえ、チュデルキン」

　途と端たん、元老長がびくっと両手足を縮める。

　子供のように萎い縮しゆくするチュデルキンに対して、最高司祭は優美な動作で体を傾かたむけ、まるでその場に透明なソファでもあるかの如ごとく空中に寝そべった。その姿勢でふわりと浮き上がると、細い脚を組みながら続けた。

「アリスちゃんの持つ金きん木もく犀せいの剣は、現存するディヴァイン・オブジェクト中でも最大クラスの物理優先度を持っているのよ。そして、その事実をあの娘も強固に信じている。そんなのを相手に物理系攻撃術を使うなんて、神聖術の基本も忘れちゃったの？」

「はっ……ほほはひっ……」

　甲かん高だかい声を漏もらしたチュデルキンは、いきなり両眼めからぼろりぼろりと涙を零こぼした。逆立ち状態なので、大粒の水滴は額ひたいを次々に流れ落ち、頭頂部と接する絨じゆう毯たんに染みを作る。

「おほおおぉっ……なんともったいないっ、有り難がたいっ、畏おそれ多いっ!!　猊下御おん自みずから、小生めに御教示くださるとはっ……！　応こたえますぞっ、このチュデルキン、必ずや猊下の御厚情にお応えしますぞおおおおおっ!!」

　アドミニストレータの声は、チュデルキンに対して治ち癒ゆ術じゆつ以上の効果を発揮したようだった。先刻までの驚きよう愕がくは一いつ瞬しゆんにして払ふつ拭しよくされ、元老長は、彼なりの気迫が込められているのであろう異様な形相でしっかとアリスを睨にらみ付けた。

「三十号ッ!!　オマエさっき言いましたねェ、このアタシが、中身の空からっぽな紙風船だと!!」

「……違うとでも言うのですか」

「違あぁ────う!!　違う違う違う違うッ!!」

　チュデルキンの両眼めに、ぼっと音を立てて赤い炎が点ともった──ように見えた。

「アタシにだって信じるものはあるんですよう!!　それは、ズバリ、愛ッ!!　我が尊とうとく麗うるわしき最高司祭猊げい下かへの、偽いつわりなき愛なりいいぃぃぃ──ッ!!」

　この時、この場所以外のどんな状況で聞いても三流芝居にしかなり得ない台詞せりふではあるが、しかし今だけは、ある種の悲壮感すら伴って、力強く部屋中に響ひびき渡った。それを放ったのが、巨大な頭で逆立ちする半裸の道化男であったとしても。

　チュデルキンは燃え上がるまなこでアリスを凝ぎよう視しし、両手両足を大きく広げながら、背後のアドミニストレータにむかって金かな切きり声ごえを絞り出した。

「さ、ささ、最高司祭猊下ッ!!」

「なぁに？　チュデルキン」

「小生、元老長チュデルキン、猊下にお仕えした永ながの年月におきまして初めての不ふ遜そんなお願いを申し上げたてまつりまするぅっ!!　小生これより、身命を賭として反逆者どもを殲せん滅めつ致しますゆえっ！　それを成し遂とげた暁あかつきには、猊下のっ！　げっ、猊下のぉぉっ、貴き御身をこの手で触れっ、口付けしっ、い、い、一夜の夢を共にするお許しを、なにとぞ、なにとぞ、なにとぞ頂ちよう戴だい致したくぅぅぅぅぅッ!!」

　──人界の最高支配者に対して、なんともストレートなお願いもあったものだ。

　しかしその絶叫が、このチュデルキンという男の魂たましいの奥底から発せられた、真なる感情であろうことは疑いようもなかった。

　悲壮感を通り越してもはやヒロイックですらある独白を聞かされ、俺とユージオ、そしてアリスは、身動きひとつできずに絶句した。

　いっぽう、広間の後方に浮遊しながら、チュデルキンの願い事を聞いた最高司祭アドミニストレータは──。

　可お笑かしくてたまらぬ、というように真珠色の唇をきゅうっと吊つり上げた。

　あらゆる光を跳ね返す鏡の瞳ひとみに、侮ぶ蔑べつと嘲ちよう弄ろうの色が揺らいだ。右手で口くち許もとを覆おおったアドミニストレータは、その表情とは正反対な、慈愛に満ちた声で、

「……いいわよ、チュデルキン」

　と囁ささやいた。

「創世神ステイシアに誓ちかうわ。役目を果たしたその時には、私の体の隅すみ々ずみまでも、一夜お前に与えましょう」

　その言葉がまったくの偽りであることが、同じく噓うそや偽りにまみれた現実世界人である俺には解わかった。

　この世界の人間は、恐らく人工フラクトライトの構造的要因によって、自分より上位の法や規則に逆らえない。その法には、村や町のローカルな掟おきてから、帝国基本法、禁きん忌き目もく録ろく、更には自みずから神に立てた誓ちかいも含まれる。

　支配構造の上位に属する者ほど縛しばられる法も少なくなるが、その原則は最高位の管理者たるカーディナルとアドミニストレータにも適用される。幼い頃、親に与えられた行動規き範はんがいまも生きていて、カーディナルはティーカップをテーブルに置けず、アドミニストレータは人間を殺せない。

　しかしいま、アドミニストレータは、自分が神への誓いにすら縛られないということを俺の目の前で実証してみせた。それはつまり、彼女は公こう理り教きよう会かいの権威の源みなもととなっている創世神ステイシア、陽神ソルス、地神テラリアの三女神への信仰心など欠片かけらも持ち合わせていないということだ。

　だがもちろん、チュデルキンが主あるじの偽いつわりを見抜くことはなかった。

　アドミニストレータが嘲ちよう笑しようを堪こらえながら発した言葉を聞き、チュデルキンの両眼めにまたしても大粒の涙が盛り上がった。

「おお……おおうっ…………小生、ただいま、無上の……無上の歓かん喜きに包まれておりますよぅ…………もはや……もはや小生、闘とう志し万倍、精気横おう溢いつ、はっきり言いますれば無敵ですようぅぅぅぅッ!!」

　じゅっ、と音を立てて涙が蒸発し──。

　突如チュデルキンの全身が、赤々とした炎の如ごとき輝きに包まれた。

「シスッ！　テムッ！　コォォォォル!!　ジェネレイトォォ、サァァマルゥゥゥ、エレメ──────ントオオオゥッ!!」

　しゅばばっと両手両足が空を切り、指先までがぴんと広げられたその四し肢しに、赤熱する幾つもの光点が宿った。これが元老長チュデルキンの最大最後の攻こう撃げきであろうことは、アリスの背後に立つ俺にもしかと感じ取れた。

　先刻の凍とう素そと同じく、生成されたルビーの如く輝く熱ねつ素その数は、合計二十個。

　倒立状態のチュデルキンの両足は、体を支えるという役目から解放されている。しかしそうは言っても、足の指十本をそれぞれ独立してイメージするのはよほどの修練を積まねばできることではない。

　どうしても特異な外見と人格にばかり注意が向いてしまうが、元老長チュデルキンなる男も、古参の整せい合ごう騎き士したちと同じように──あるいはそれ以上に長い経験を重ねてきた、恐るべき強敵なのだ。

　俺の戦せん慄りつを感じたのか、チュデルキンの両眼が勝ち誇るかのように細められ、次いで限界まで広げられた。小さな瞳どう孔こうが真紅の光を放ち、俺の恐れは驚きよう愕がくへと変わった。熱血主人公の如く闘志が炎となって眼に宿ったのか、と思ってからそうではないことに気付く。

　チュデルキンの両眼めのすぐ前で燃える光は、大型の熱ねつ素そだ。奴やつは己おのれの両眼までをも端たん末まつとして、二十一個目と二十二個目の素因エレメントを生成したのだ。

　射出前の素因それ自体も、わずかではあるが属性に準じた性質のリソースを放散している。指の先数センチに熱素を呼び出すくらいなら多少熱く感じるくらいで済むが、眼球の至近距離であれほど大きなものを保持すれば、無事で済むはずがない。たちまち、両眼のまわりの皮膚がしゅうしゅうと音を立てて焦こげ始める。

　しかし元老長は、熱さも痛みもまったく感じていないようだった。眼がん窩かが黒ずみ、異相から凶相へと変じた顔全体でにんまりと笑ってみせると、チュデルキンはひときわ甲かん高だかい声で絶叫した。

「お見せしましょォォォォゥ、我が最大最強の神聖術ウゥゥゥゥッ……！　出いでよ魔ま人じんッ!!　反逆者どもを焼き尽くせェェッ!!」

　いったん縮められた両手足が、眼にも止まらぬ速さで振り回された。発射された二十の素因はすぐには変形せず、宙に五本ずつの平行線を描きながら、チュデルキンと俺たちのあいだの空間を猛烈なスピードで飛び回った。

　赤く輝く軌跡が、たちまちのうちに巨大な人間のかたちを描き出していくのを、俺は呆ぼう然ぜんと見守った。

　短い足。でっぷりと膨ふくれた腹。妙に長い腕。そして角が何本も伸びる冠かんむりを載のせた頭。まるで、服から煙幕を放出する前のチュデルキンをそのまま数倍に拡大したかのような、巨人のピエロだ。

　ごうごうと燃え盛る身長五メートルのピエロを作り出した素因たちは、最後に道化服を彩いろどる深紅の縦たて縞じまとなって消えた。

　見上げるほど高いところにあるピエロの顔は、チュデルキンの面相を模していながら、何倍も残酷そうに見えた。分厚い唇の隙すき間まからは炎の舌がちろちろと見え隠れし、細長い吊つり眼を作る亀裂からは、炎の巨人であるにもかかわらず凍いてつくような冷気が放射されている。

　両手両足を振り回しながら熱素でピエロを組み上げたチュデルキンは、最後に、残る二つの素因を宿した両眼を、ばちっと音がするほどの勢いで閉じた。すると熱素が転移し、ピエロの暗い眼窩に、赤く燃える瞳ひとみとなって宿った。

　巨大な道化は、チュデルキン本人の魂たましいが乗り移ったかのように、殺意のこもった視線でぎろりと俺たちを見下ろした。尖とがった靴を履はいた右足がゆっくり持ち上がり、少し前の床を踏ふみ締しめる。重い地じ響ひびきとともに、大量の炎が巨人の足元から巻き起こり、周囲の空間を熱気で揺らめかせた。

　もはや啞あ然ぜんと立ち尽くすばかりの俺とユージオだったが、すぐ前に立つアリスが発した囁ささやき声を聞き、慌てて剣を握り直した。

「……あやつにこれほどの術が使えるとは、私も知りませんでした」

　アリスの言葉はこの状況でも毅き然ぜんとしていたが、しかし内心の動揺を映してか、語尾が少しだけ掠かすれた。

「チュデルキンを甘く見すぎたようです。残念ですが、あの実体なき炎の巨人は、私の花たちでは破は壊かいできない。防御に徹てつしても、そう長くは保もたないでしょう」

「……つまり、そのあいだに、俺たちがチュデルキン本人を攻こう撃げきするしかないってことか……」

　いっそう掠れた声で呟つぶやく俺に、アリスは鋭するどい指示を放った。

「そのとおりです。十秒、どうにかして防ぎます。キリト、ユージオ、その間にチュデルキンを討うってください。ただし剣の間合いにまで接近してはいけない。最高司祭様はそれを待っているのですから」

「十……」

「……秒」

　俺とユージオは同時に唸うなり、顔を見合わせた。

　階下で剣を交えた時は、氷の如ごとき冷静さで俺を圧倒したユージオだが、騎き士し化が解かれると同時に感情も戻ってきたようだ。相棒の顔に浮かぶ恐怖と狼ろう狽ばいを、こんな状況ではあるが少し嬉うれしく思いながら、俺は懸けん命めいに考えた。

　アリスが火炎ピエロの相手をしている間に突貫しろというのなら幾らでもやる。旧アインクラッドではボス攻略のたびにその役目を務つとめたのだし、ピエロを操あやつるチュデルキンはまったくの無防備であるはずだからだ。

　しかし確かに、前進する俺たちをアドミニストレータが見過ごしてくれるという保証はない。ゆえに距離を取ったままチュデルキンを攻撃しなくてはならないのだが、剣士クラスである俺とユージオには、遠隔攻撃の手段はたったの二つしかない。

　一つは、こちらも神聖術を使うこと。しかし俺とユージオに使用可能なレベルの術式では、とてもチュデルキンのような高位術者の防御を貫つらぬいて天命を削り切れるとは思えない。

　もう一つは、取っておきの必殺技──つまり武装完全支配術だが、これも問題がある。発動するには、カーディナルが組み上げてくれた長大な術式を唱となえねばならないのだ。十秒では、どう考えても間に合わない。整合騎士化している時のユージオは詠唱なしで完全支配術を使ってのけたが、今の彼には同じ真ま似ねはできないだろう。もちろん、俺にも。

「………………っ」

　唇を嚙かむ俺を嘲あざ笑わらうかのように、燃え盛るピエロは、巨体をふらふら揺らしながらゆっくりと前進し始めた。とても敏びん捷しようとは言えない動きだが、サイズがサイズだ。一歩で一メートル以上の距離を詰めてくる。

　火炎ピエロから放射される熱気が肌で感じられるほどの間合いとなった時、ついにアリスが動いた。

　右手で握った金きん木もく犀せいの剣を、大上段に振りかぶる。ぴんと後ろに伸ばされた左腕、大きく前後に開いた両脚が、弓の弦のように張り詰めていく。

　突如、アリスの足元からも竜巻の如ごとき突風が湧わき起こり、白のロングスカートと長い金髪を激はげしくはためかせた。金きん木もく犀せいの剣の刀身が、黄金の光に包まれて数百の花弁へと分離し、列を作って空中を滑すべり始める。

「────旋めぐれ、花たちッ!!」

　あの細い体のどこから、と思えるほどの叫び声がびんと空気を震わせた。

　同時に、黄金の花弁たちが、個々の姿を視認できないほどの超スピードで渦うず巻まき、たちまち巨大な竜巻へと成長した。

　先に氷のキューブを砕いた時は、密に凝ぎよう集しゆうした先細りの円えん錐すい形けいを作っていたのだが、今度はその逆だ。アリスの手元から斜め上空に向けて漏ろう斗と状に広がり、直径も先せん端たんでは五メートル近いだろう。

　周囲の空気が黄金の嵐あらしに巻き込まれ、ランダムに吹き荒れる突風となって俺とユージオの体を揺らした。

　もはや伸のし掛からんばかりに接近していた火炎ピエロは、にやにや笑いを消さぬまま高々とジャンプして天井近くにまで舞まい上がり、アリスの竜巻の中に恐れ気もなく落下してきた。

　どばあああっ！　と、燃えさかる溶鉱炉を思わせる轟ごう音おんが、それ以外のあらゆる音をかき消した。

　黄金の竜巻はほとんど垂直に伸び上がり、その中心に火炎ピエロの両足が吞のみ込まれている。高速回転する刃たちに引き裂かれた炎が、大掛かりな花火のように放射状に飛び散り、空気を焦こがす。

　しかしピエロは巨体のサイズを保ったまま、顔の端はしから端まで達するにやにや笑いを浮かべながらゆっくり、ゆっくりと竜巻を踏ふみ潰つぶし始めた。真下で支えるアリスの両脚は小刻みに震え、垣かい間ま見みえる横顔は鬼き気き迫る形相を浮かべている。

　竜巻を作る花弁たちが、ピエロの熱量に耐たえかねたかのようにみるみる赤熱していく。この瞬しゆん間かんにも、金木犀の剣とそれを掲げるアリスは、着実な速度で天命を失いつつあるのだ。

　残り時間──八秒。

　神聖術でチュデルキンを撃げき破はするのは不可能。完全支配術も時間が足りない。俺に残された手段は、右手の黒い剣と、体に染み付いた技だけ。

　アンダーワールドで過ごした二年の間に、俺は、ユージオに《アインクラッド流》を教えるために数あま多たのソードスキルを修練し直した。その過程で俺は、この世界に於おけるソードスキルが、時としてオリジナルのＳＡＯ世界を遥はるかに超える力を発揮することに気付いた。

　なぜなら、アンダーワールドでは、行動が導みちびく結果のかなりの部分をシステムによる演算ではなく行う者の意志力、イマジネーションが決定するからだ。長いあいだ俺を見守ってくれた小こ蜘ぐ蛛ものシャーロットや騎き士しアリスは、その力を《心しん意い》と呼んだ。

　すなわち。この世界でならば、旧アインクラッドではシステムによって厳げん密みつに規定されていたソードスキルの威力や射程を、心しん意いの力で拡張できる──かもしれない。

　しかしそれは、逆に言えば、恐れや怯おびえ、躊躇ためらいなどのネガティブなイメージが技を弱体化させてしまうということでもある。

　俺の中には、旧ＳＡＯ時代の自分──《黒の剣士》や《二刀流》などの二つ名を与えられたキリトという分身アバターを遠ざけたい、忘れたいという気持ちが根強く存在する。

　その感情の源みなもとを正確に分析することは、自分でも不可能だ。英雄扱いされることへの忌き避ひ感、助けられなかった人や殺してしまった人たちへの罪悪感、どちらも当たっている気もするし、まるで違う気もする。

　しかし、たぶん、これだけは言える。いかに嫌きらおうとも、《黒の剣士キリト》は確かに俺の一部であり、いまの俺を形づくり、力を与えてくれているのだと。

　そう、あの世界で戦った《彼》──いや《俺》は、いまもここにいる。

　残り七秒。

　アリスの竜巻を踏ふみ破りつつある巨人の熱気を頰ほおで感じながら、俺は大きく体を右に開き、腰を沈めた。

　右手の黒い剣を肩の高さまで持ち上げ、完全な水平に構えると、大きく後ろに引く。

　左手は剣先に、カタパルトの如ごとくあてがう。

　俺はいままでこの技を使ったことも、ユージオに教えたことも、再現しようとしてみたことすらもなかった。理由は解わかっている。このソードスキルこそ、《黒の剣士》が最も得意とし、最も多く使った技だからだ。象徴的、とさえ言えるほどに。

　わずかに透き通る黒い刀身の延長線上、十五メートル先に、倒立する元老長チュデルキンの姿が見える。周囲が焦こげた両眼めは閉じられたままだが、いかなる術理によってか、火炎ピエロと視界を共有していることは疑いようもない。つまり、俺のモーションにもすでに気付いているはずだ。

　攻こう撃げきはワンチャンス、決して防御も回かい避ひも許してはならない。その意味でも、十五メートルという距離はあまりに遠い。頭頂部だけで体を支えるチュデルキンには素早い移動は不可能だろうが、しかしあの道化男の土ど壇たん場ばのしぶとさは、いままで散々見せつけられている。一秒の半分のそのまた半分でいい、チュデルキンの注意を俺から逸そらさねばならない。

　残り六秒。俺は限界まで速く短い言葉で、隣となりの相棒に囁ささやいた。

「奴やつの眼を」

「解った」

　打てば響ひびくような返事にちらりと視線を向けると、いつのまに作ったのか、ユージオの右手には青く光る氷の矢が握られていた。それほど大きくはないが、眩まばゆいほどの輝きは高い優先度を備そなえている証あかしだ。先刻のアリスとチュデルキンの攻防によって放散された冷気リソースを、隣となりにいた俺さえ気付かないうちに素因エレメントへと変えていたに違いない。

　残り五秒。ユージオの両手が不可視の大弓を引き絞るように動き、つがえられた氷の矢が青い閃せん光こうを放った。

「ディスチャージ!!」

　短いコマンドとともに発射された氷の矢は、しかし、真まっ直すぐにチュデルキンへと向かったわけではなかった。

　ユージオの左手に導みちびかれ、まず火炎ピエロを右に迂う回かいし、そこから左方向へと大きくカーブしながら舞まい上がる。炎の赤に染まる広間に、氷の矢が描く青い軌跡は、強烈なコントラストを描いて眩まばゆく煌きらめいた。ピエロの燃える瞳ひとみも、ぎょろりと動いて矢を追いかける。

　残り四秒。氷の矢が広間の天井近くまで到達した瞬しゆん間かん、ユージオの左手がぐっと握られた。それが合図となり、矢はそれまでに倍するスピードで、一直線に舞い降りた。その鋭えい利りな鏃やじりが狙ねらったのは──。

　元老長チュデルキンではなかった。

　奴やつのずっと後方の空中にしどけなく寝そべる、最高司祭アドミニストレータ。

　残り三秒。

　ユージオが渾こん身しんの力で急降下させた氷の矢を見ても、銀髪の少女は慌てる様子ひとつ見せなかった。煩わずらわしそうな表情でちらりと見上げると、真珠色の唇を尖とがらせ、ふっと軽く息を吹きかける。

　たったそれだけで、氷の矢は、最高司祭の一メートル以上も手前で呆あつ気けなく砕け散った。

　だが、ユージオが真に攻こう撃げきしたのは、アドミニストレータ当人ではなく──彼女に注がれる、チュデルキンの異常な執着心だった。

　矢が自分の後方へと向かった瞬間、チュデルキン本体が両眼めを見開き、頭ごとぐるりと全身を後ろに回しながら叫んだ。

「猊げい下かっ、御気をつけくださぁぁぁいッ！」

　残り二秒。

　チュデルキンの絶叫が聞こえるよりも早く、俺の体は動き始めていた。

　肩の高さで剣を構える右腕を、限界まで引き絞る。初期モーションが検出され、刀身が血のような赤い光を宿す。

　システムアシストが、俺の体を動かし始める。同時に、前後に大きく開いた両足で、思い切り床を蹴ける。その加速を回転力に変え、背中を経由させて右肩に伝える。回転を再び直線運動に変換し、右腕と一体化した黒い剣に叩たたき込む。

　ジェットエンジンじみた金属質の轟ごう音おんと、炎よりもずっと深いクリムゾン・レッドの閃光を放ちながら、剣が一直線に撃うち出されていく。

　片手直剣用単発技、《ヴォーパル・ストライク》。

　旧ＳＡＯ時代に俺がこの技を愛用した理由は、戦況を一いち撃げきで決め得るほどの威力と、そして片手直剣にあるまじき長大な射程距離にある。深紅のライトエフェクトが宙を貫つらぬくその距離は、およそ刀身の二倍。限界まで伸ばされる右腕のリーチも加えれば、時として長槍ロングスピアさえも凌りよう駕がするほどの射程を誇った。

　しかし、いま俺が討うつべき元老長チュデルキンとのあいだには、十五メートルもの間合いがある。通常のヴォーパル・ストライクでは絶対に届かない。

　俺は、アンダーワールドで初めて繰くり出すこの技の射程を、イマジネーションの……心しん意いの力で五倍以上にも拡張せねばならないのだ。

　容易に為なし得ることではない。

　だが、不可能だとも思わない。絶対に。

　騎き士しアリスは、俺を信じて愛剣と我が身を劫ごう火かに晒さらした。親友ユージオは、俺にこの一撃の機会を与えるために精神力と知略を振り絞った神聖術を放った。

　ここで二人の意志に応こたえられないのなら、剣士を名乗る資格はない。

　そう、俺は、何者であるよりも先に、剣士キリトなのだから。

「う……おおおおお────ッ!!」

　体の奥底から全力の雄お叫たけびを迸ほとばしらせた、その時。

　右手を、空中から滲にじみ出すように現れた、黒い指ゆび貫ぬきのグローブが覆おおった。

　続いて、激げき戦せんでほつれた袖そでの上に艶つややかな黒革が出現し、腕から肩へ、そして体へと伸びていく。それは瞬しゆん時じにロングコートへと変へん貌ぼうし、鋲びようを打たれた裾すそが激はげしく翻ひるがえる。

　剣を包むライトエフェクトが、爆ばく発はつしたかのように光量を増した。火炎ピエロが撒まき散らす朱色をかき消すほどに広がった深紅の輝きが、剣けん尖せんの一点に収縮する。

「オオオッ!!」

　獰どう猛もうな気合とともに、全ての力を解き放つ。

　残り、一秒。










　　　２




　──何の音だ!?

　すぐそばで炸さく裂れつした異質な轟ごう音おんに、ユージオは両眼めを見開いた。

　あらゆる秘ひ奥おう義ぎは、強い光と音を生み出す。だが、これは今まで聞いた、どんな技の音とも違う。太く、重く、硬く、鋭するどい、まるで剣そのものの怒りの叫び──。

　轟音の源みなもとは、キリトが右手に構えた黒い剣だった。黒水晶の輝きを持つ刀身が、鋭い刃やいばを激はげしく震わせながら、耳をつんざくような咆ほう哮こうを上げている。音だけではない。剣全体を、深い赤色の輝きが包んでいる。

　──秘奥義。でも、こんな型は見たことがない。

　ユージオは息を吞のんだ。だが、真に驚おどろくべき現象が起きたのは、その直後だった。

　剣を持つ相棒の全身が、突如眩まばゆい光に覆おおわれ、それまでとはまったく違う出いで立ちに変化したのだ。

　キリトが身につけていたのは、数々の激げき戦せんを経て傷んだ黒いシャツと、同色のズボンだったはずだ。だが光の波が右腕から体、足へと通過するにつれ、高い襟えりと長い裾すそを持つ黒革の外がい套とうがどこからともなく現れ、ズボンもまた細身の革素材へと瞬しゆん時じに変わった。

　瞬まばたきよりも短い時間の出来事だったが、異常な現象はそこで終わらなかった。キリトの体そのものにも、服に比べれば小規模だが無視できない変化が訪れたのだ。

　まず、黒い髪がわずかに伸び、横顔を半なかばまで隠した。

　続いて、激しく揺れる前髪の隙すき間まに覗のぞく黒い瞳ひとみが、かつて見たことのない光を放った。北の洞どう窟くつでゴブリンの集団と戦った時よりも、ライオス・アンティノスの腕を斬きり飛ばした時よりも、デュソルバートやファナティオたちと剣を交えた時よりも、遥はるかに鋭い眼光。まるでキリト自身が剣と融ゆう合ごうし、鋭えい利りな刃となってしまったかのような。

　直後、剝むき出された歯の奥から、獰どう猛もう極きわまる雄お叫たけびが放たれた。

「う……おおおおお────ッ!!」
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　剣が放つ金属質の咆哮と深紅の光も急激に高まり、直後、キリトの右手が消え失うせるほどの速さで撃うち出された。長いコートの裾が、魔ま物ものの翼つばさのように激しくはためいた。

　アインクラッド流の秘奥義、それは間違いない。

　だが──何という凄すさまじい突き技だろうか。これまでキリトに教わったどんな技とも異質な、どちらかと言えばハイ・ノルキア流を思わせる単発の大技だが、伝統流派が重視する様式美など完全に削そぎ落とされた、敵を貫つらぬくことだけを目的とする一いち撃げき──。

「………………っ！」

　ユージオは、息を詰めながら、どうにか深紅の輝きを眼で追った。

　キリトが狙ねらったのはもちろん、炎の道化を操あやつる元老長チュデルキンだ。しかし敵が陣取っている場所までは、十五メルもの距離がある。どんな秘ひ奥おう義ぎだろうと、それが剣技である限り、決して届くはずがない。

　キリトが突き技を放った瞬しゆん間かん、チュデルキンはこちらを見ていなかった。視線は広間の後方、ほんの数秒前にユージオが発射した氷の矢の軌道に向けられている。

　持てる知識と閃ひらめきの全てを注ぎ込んだ術式だったが、アドミニストレータに通用するはずもなく、息い吹ぶきひとつで粉砕されてしまった。だが、ユージオが予想したとおり、チュデルキンは支配者への攻撃を無視せず振り向いて声高に警けい告こくしたので、注意を逸そらせというキリトの要求はどうにか達せられたはずだ。

　氷の矢が呆あつ気けなく消失したことに安心したのか、チュデルキンは倒立したまま顔の向きを戻した。

　途と端たん、細い眼めが限界まで見開かれ、いくつかの感情が目まぐるしく入り乱れた。

　まず、今まさに突き出されようとしているキリトの剣が放つ、閃せん光こうと轟ごう音おんへの驚きよう愕がく。

　次に、それが自分に届くはずのない単なる突き技であったことへの安あん堵ど。

　最後に、金属質の轟音を振り撒まきながらどこまでも伸びてくる、紅あかい光の刃やいばを見た恐怖。

　息をするのも忘れるほどの驚おどろきに見み舞まわれたのは、ユージオも同じだった。血の色の光は、キリトの前で火炎道化を防いでいるアリスのすぐ左横を通過し、十五メルの距離を一瞬で駆かけ抜けて──。

　倒立するチュデルキンの、棒のように細い胴体の真ん中を呆あつ気けなく貫つらぬいた。

　光の刃やいばは、そのまま更に二メル近くも伸び続けてから、深紅の粒へと分解して宙に漂ただよった。直後、本物の血の飛ひ沫まつが、大量に迸ほとばしった。その発生源は、チュデルキンの胸の中央に開いた、ほとんど体を分断せんばかりに巨大な傷口だった。

「おほおおおぉぉぉぉぅぅぅ…………」

　空気が抜けるような力のない声が、長く尾を引いて流れた。

　倒立する体がゆっくりと傾かたむき、自みずから作り出した鮮血の池に、ばちゃっと音を立てて倒れる。

　あの細い体のどこにこれほどの、と思えるほどの血を止めどなく流しながら、チュデルキンは震える右腕を持ち上げ、空中に漂うアドミニストレータに向けて差し伸べた。

「…………あぁ……アタ、シの…………げい……か…………」

　か細い声を放つ男の表情は、ユージオの位置からは見えなかった。右手が湿った音を立てて絨じゆう毯たんに落下し、それきり元老長チュデルキンは動きを止めた。

　同時に、騎き士しアリスの頭上でいままさに黄金の竜巻を踏ふみ破ろうとしていた火炎の道化も、丸く膨ふくれた胴体を大量の白煙へと変え、ニヤニヤ笑いを宙に溶かしながら消滅した。アリスが操あやつる黄金の小刃たちも、敵の消滅に途と惑まどうかのようにゆるゆると減速し、宙に漂った。

　突如訪れた完全な静寂に、耳が痺しびれるような感覚を味わいながら、ユージオはそっと右隣どなりに視線を戻した。

　キリトは、深く腰を落とし、右腕を限界まで伸ばした姿勢のまま動きを止めていた。

　黒い剣の表面に残っていた光がすうっと消え、外がい套とうの裾すそが最後に一度、ふわりとはためいてから垂たれ下がった。相棒の姿が、端はしからぼやけるように元へと戻っていくさまを、ユージオは息を詰めたまま見守った。

　簡素な黒いシャツとズボン姿に戻ってからも、キリトはしばらく動かなかった。やがて右腕がゆっくりと下ろされ、黒い剣の切きっ先さきがトンと絨毯を叩たたいた。

　俯うつむいたままの相棒に、ユージオもまた何と声をかけていいのか解わからなかった。

　副ふく騎き士し長ちようファナティオをすら助けようとしたキリトが、たとえ敵があの元老長チュデルキンであったにせよ、天命を全て奪ったことを喜ぶはずはない。元の長さに戻った前髪の下に垣かい間ま見みえる横顔には、攻こう撃げきの瞬しゆん間かんの氷のような冷れい徹てつさはもう微み塵じんも残っていなかった。

　数秒間続いた沈ちん黙もくを破ったのは、小刃の群れがアリスの剣へと戻る、じゃきっと鋭するどい金属音だった。騎士の背中に緊きん迫ぱくした気配を感じ、ユージオはアリスの肩越しに、もう一度広間の奥へと眼めを向けた。

　宙に漂うアドミニストレータが、床に倒れる元老長に、華きや奢しやな左手を差し伸べている。

　どう見てもチュデルキンは絶命しているのに、まさか治ち癒ゆ術じゆつを施ほどこすつもりなのか。それとも、最高司祭は、骸むくろにすら天命を呼び戻せるというのか──。

　ユージオが鋭するどく息を吸い込んだ、その時。

　一いつ切さいの感情を窺うかがわせない最高司祭の声が、ゆるりと流れた。

「片付けるだけよ、見苦しいから」

　無む造ぞう作さに左手が振られると、チュデルキンの骸むくろは紙の人形ででもあるかのように軽々と吹き飛び、遥はるか離れた東側の窓にぶつかってから、その下の床に落下して小さくわだかまった。

「……なんということを……」

　最高司祭の所業を見たアリスが、押し殺した声で呟つぶやいた。

　いまの彼女は人格を改変された冷れい徹てつな整せい合ごう騎き士しだが、しかしそう言わずにおれない気持ちはユージオにも理解できた。チュデルキンは到底尊敬できない人物ではあったが、しかし少なくとも、主あるじのために死力を尽くして戦い命を落としたのだ。ならばせめて、その骸は手厚く葬ほうむるべきではないのか。

　だが、アドミニストレータは放り捨てたチュデルキンの骸をもう一いつ顧こだにせず、それどころか記憶から元老長の存在を全て消し去ってしまったかのように、以前と何ら変わらぬ謎なぞめいた笑みを浮かべ、言った。

「……ま、退屈なショーではあったけれど、それなりに意味のあるデータも少しばかり拾えたわね」

　神聖語を交えつつ、最高司祭は無む垢くな美声でそうひとりごちた。見えない寝ね椅い子すに体を横たえた姿勢のまま、空中をふわりと五メルばかり滑すべり、円形の広間の中央まで移動する。

　風になびいた銀髪のひと筋を指先で払いながら、七色の光が揺らめく鏡の瞳ひとみをすっと細め、アドミニストレータはその磁力的な視線をユージオの隣となり──いまだ俯うつむいたままのキリトへと注いだ。

「イレギュラーの坊や。詳細プロパティを参照できないのは、非正規婚姻から発生した未登録ユニットだからかな、って思ってたんだけれど……違うわね。あなた、あっちから来たのね？　《向こう側》の人間……そうなんでしょ？」

　囁ささやくように投げかけられた言葉の意味を、ユージオはほとんど汲くみ取ることができなかった。

　──あっち？　向こう側……？

　黒髪の相棒キリトは二年半前、記憶をなくした《ベクタの迷子》としてルーリッド南の森に現れた。

　そのような人間がたまに出現することをユージオは村の古老たちから伝え聞いてはいたが、闇やみの神ベクタが果ての山脈の向こうから長い腕を伸ばして、悪戯いたずらで人の記憶を消すのだと本気で信じていたのは、ほんの子供の頃だけだ。

　人はあまりにも辛つらいこと、悲しいことが起きると自みずからその記憶を失い、時には命すら落としてしまうことがある。そうユージオに教えたのは、前任の刻み手であるガリッタ老人だった。彼はずっと昔、水の事故で奥さんを亡くしていて、その時あまりにも深く嘆なげき悲しんだせいで奥さんの思い出を半分以上失ってしまったらしかった。それは命の神ステイシアの慈悲であり罰でもある、と老人は寂しそうに笑った。

　ゆえにユージオは、キリトにも同じことが起きたのだろう、という推測をこれまで秘め続けてきた。髪と瞳ひとみの色からして東域か南域の生まれだと思われる彼は、故郷で何かとても辛つらく悲しい出来事があって、記憶を失いながら長いあいだ彷徨さまよい続けてついにルーリッドの森に辿たどり着いたのだろう、と。

　央都までの旅路や学院での日々の中で、キリトに昔のことをほとんど訊たずねなかったのはそのせいもある。もちろん、彼が記憶を取り戻し、故郷に帰ってしまうのを恐れた、という理由もまったくないとは言えないが。

　しかし。

　いま、あまねく人界を見通す力を持つ最高司祭は、キリトの生まれた場所を、不思議な言葉で表した。

　向こう側。それはつまり、果ての山脈の向こう──闇やみの国たるダークテリトリーを指すのだろうか？　キリトの生まれに繫つながる唯一の手がかり、連続剣技アインクラッド流は、闇の国で興おこされた流派なのか？

　いや。最高司祭ならば、ダークテリトリーについても詳細な知識を持っているはずだ。彼女の配下である整せい合ごう騎き士したちは自由に果ての山脈を越え、暗黒騎士たちと剣を交えているのだ。ならば支配者たるアドミニストレータが、ダークテリトリーにどんな国がありどんな町があるのか、そこにどのような人々が暮らしているのかを知らないなどということは考えられない。向こう側などという曖あい昧まいな言葉を使う必要はないのだ。

　ということは、つまり──。

　アドミニストレータがその言葉で指し示したのは、彼女の眼めすら届かない、世界そのものの外側……？　闇の国の、更にその向こう側……もしかしたら、もっと遠く、もっとかけ離れた、別の世界とでも言うべき場所……？

　ユージオにとって、その概念はあまりにも抽象的すぎて、自分の考えを的確に表す言葉すら思いつけなかった。しかし、自分がいま、何か途と轍てつもなく重大な、世界の秘密とでも言うべきものに届きつつあることだけは直感できた。焼け付くようなもどかしさに襲おそわれ、ユージオは視線を動かして、巨大な窓の向こうに広がる夜空を眺めた。

　流れゆく黒い雲の切れ間に、星ほし屑くずの海が広がっている。

　あの空の向こう側……キリトが生まれた国はそこにあるのだろうか。そこはどのような場所なのだろうか。そしてキリト自身は、その記憶を、取り戻しているのだろうか……。

　数秒間続いた静寂を破ったのは、ゆっくりと体を起こした黒髪の相棒だった。

「そうだ」

　キリトは短いが重い一言で、最高司祭の問いを肯定した。

　ユージオは痺しびれるような衝しよう撃げきとともに、相棒の横顔を見つめた。やはりキリトはすでに記憶を取り戻していたのだ。

　いや──。もしかしたら、彼は、最初から……？

　キリトの眼めが一いつ瞬しゆん、ちらりとユージオに向けられた。黒い瞳ひとみに浮かぶ幾つもの感情、その中で最も大きいのは、俺を信じてくれ、という懇こん願がんの光であるようにユージオには思えた。

　視線はすぐに、前方のアドミニストレータに戻された。キリトは厳きびしい表情の中にも、かすかな苦笑の色を滲にじませ、軽く両手を広げた。

「……とは言え、俺に与えられた権限レベルはこの世界の人たちとまったく同等で、あなたのそれには遠く及ばないんだけどな、アドミニストレータ……いや、クィネラさん」

　不思議な響ひびきの名前で呼ばれた途と端たん、最高司祭の美び貌ぼうから微ほほ笑えみがすっと薄うすれた。

　しかしそれは一瞬のことで、アドミニストレータは先刻よりも大きな笑みを真珠色に艶つやめく唇に宿らせた。

「図書室のちびっこが、つまらない話をあれこれ吹き込んだようね。……それで？　坊やは、いったい何をしに私の世界へ転げ落ちてきたのかしら？　管理者権限ひとつ持たずに？」

「権限はなくても、知っていることは少しばかりある」

「へぇ。たとえば？　下らない昔話には興味ないわよ」

「なら、未来の話はどうかな」

　キリトは、床に突き立てた黒い剣に両手を乗せた姿勢で最高支配者に相対した。頰ほおのあたりに張り詰めたような厳しさが戻り、黒い瞳が鋭するどく光る。

「クィネラさん、あなたは、そう遠くない未来にあなたの世界を滅ぼす」

　発せられた衝しよう撃げき的な言葉を聞いても、アドミニストレータは、唇に浮かぶ笑みをいっそう深めただけだった。

「……私が？　私のかわいい人形たちを散々痛めつけてくれた坊やじゃなくて、この私が滅ぼすの？」

「そうだ。なぜならあなたの過あやまちは、ダークテリトリーからの総侵攻に対抗するために整せい合ごう騎き士し団だんを作り上げた……いや作ってしまったこと、それ自体だからだ」

「ふふ。うふふふ」

　恐らく、過ちを指摘されることなど、支配者となって以来これが初めてであろう最高司祭は、哄こう笑しようを堪こらえるように唇に指先を触れさせ、肩を揺らした。

「ふふふ。いかにも、あのちびっこが言いそうなことね。あんな形なりで男を籠ろう絡らくするなんて、おちびさんもずいぶんと手て管くだを覚えたのねぇ。いっそ不ふ憫びんだわ……そこまでして私を追い落としたいあの子も、うかうかとそれに乗せられた坊やも」

　くっ、くっ、と細い喉のどを鳴らして最高司祭は笑い続ける。

　キリトは更に言葉を連ねるべく口を開きかけたが、それより一瞬速く、鋭い声が凜りんと響き渡った。

「お言葉ですが、最高司祭様」

　かしゃっと鎧よろいを鳴らし、一歩前に出たのは、これまで沈ちん黙もくを守っていた整せい合ごう騎き士しアリスだった。長い金髪が、アドミニストレータの艶つややかな銀髪に対抗するように、月明かりを反射して美しく煌きらめいた。

「きたるべき闇やみの軍勢の総侵攻に、現在の整合騎士団では抗しきれないとお考えだったのは、騎士長ベルクーリ閣下も、副長ファナティオ殿も御同様でした。そして……この私も。無論、我ら騎士団は、最後の一騎までも戦い抜き散り果てる覚悟でしたが、しかし最高司祭様には、騎士団なきあと無む辜この民びとを守る手立てはおありだったのですか。よもやお一人で、かの国の大軍勢を滅ぼし尽くせるなどとお考えだったわけではありますまい！」

　騎士アリスの、烈はげしくも美しい声こわ音ねが広間に涼風となって吹き渡り、アドミニストレータの髪を揺らした。笑みを薄うすめた最高司祭は、少しばかり意外そうな面おも持もちで、じっと黄金の騎士を見下ろした。

　そしてユージオにとっても、別の意味でアリスの言葉は衝しよう撃げきだった。

　整合騎士アリス・シンセシス・サーティ。大切な幼おさな馴な染じみ、アリス・ツーベルクの体に宿る、仮の人格。

　彼女は、数日前に学院の大講堂でユージオの頰ほおをしたたかに打ち据えたように、冷れい徹てつな法の執行者であるはずだった。騎士アリスのなかに、かつてのアリスが持っていたたくさんの感情、優しさや無邪気さ、とりわけ愛情は微み塵じんも存在しないはずだった。

　だが、いまの騎士アリスの言葉は、まるでかつてのアリスがそのまま整合騎士として成長し、発したものであるかのように聞こえたのだ。

　息を吞のむユージオの視線に気付く様子もなく、整合騎士は金きん木もく犀せいの剣をカァン！　と音高く床に突き立て、更に言い募つのった。

「最高司祭様、私は先刻、あなたの執着と欺ぎ瞞まんが騎士団を崩ほう壊かいさせたと言いました。執着とは、あなたが人界の民たちからあらゆる武器と力を奪ったことであり、そして欺瞞とは、あなたが我ら整合騎士をすら深く謀たばかっていたことです！　あなたは我らを親から……妻や夫、兄弟姉妹たちから無理やりに引き離し、記憶を封じておきながら、ありもしない神界より召喚したなどという偽いつわりの記憶を植え付けた……」

　そこでアリスは一いつ瞬しゆんだけ俯うつむいたようだった。しかし騎士はすぐに背筋を伸ばすと、いっそう毅き然ぜんとした声で続けた。

「……この世界を、民たちを守るために必要なことであったのなら、いまは咎とがめますまい。ただ、どうして我らの、公こう理り教きよう会かいと最高司祭様に対する忠誠と敬愛すらも信じてくださらなかったのですか！　なぜ我らの魂たましいに、あなたへの服従を強制するなどという、汚れた術式を施ほどこされたのですか!!」

　思いのたけを振り絞るように問いかけたアリスの、滑なめらかな曲線を描く頰ほおの輪りん郭かくから、数滴の小さな雫しずくが散ったのをユージオは見た。

　涙。

　あらゆる感情を失ったかのようだった整せい合ごう騎き士しアリスが、涙を。

　愕がく然ぜんと息を吞のむユージオの視線の先で、騎士は頰を拭ぬぐいもせず、敢かん然ぜんと上体を反そらせて支配者を見上げた。

　剣よりも鋭するどい言葉を投げかけられたアドミニストレータは、しかし、微風ほどにも感じなかったかのように薄うすい冷笑を浮かべた。

「あらあら、アリスちゃん。ずいぶんと難むずかしいことを考えるようになったのね。まだたった五年……六年？　それくらいしか経たっていないのにね……あなたが、造られてから」

　情というものを一いつ切さい含まない、それゆえに軽やかな声だった。しかしそれは磨みがき上げられた純銀にも似た響ひびきだ。わずかな温ぬくもりさえも聞き取ることはできない。

「……私が、あなたたちインテグレータ・ユニットを信じなかった、ですって？　ちょっとだけ心外だわ。とっても信頼してたのよ……歯車仕掛けで健けな気げにカタカタ動く、かわいいお人形さんたちですもの。アリスちゃんだって、大事な剣が錆さびたりしないように、こまめに磨いてあげるでしょう？　それと同じことよ。あなたたちにプレゼントした敬神パイエテイモジュールこそ、私の愛の証あかしだわ。あなたたちが、いつまでもきれいなお人形でいられるように。下民たちのように、下らない悩みや苦しみに煩わずらわされずにすむように」

　超然とした笑みを浮かべながら、アドミニストレータは左手を持ち上げ、握られていた三角柱を指先でくるくると回転させた。ユージオの額ひたいから抜き出した、改良型の敬神モジュールだ。

　揺れる紫色の光越しにアリスを見下ろし、優しく囁ささやきかける。

「かわいそうなアリスちゃん。きれいなお顔をそんなにくしゃくしゃにしちゃって。悲しいのかしら？　それとも怒っているのかしら？　……私のお人形のままでいれば、そんな無意味な感情を味わうことは永遠になかったのに」

　アリスの頰からしたたり落ちる涙が黄金の鎧よろいに当たって弾はじける柔らかな水音に、もうひとつ、きし、きしという硬い響きが重なった。

　騎士が足あし許もとに突き立てた金きん木もく犀せいの剣が、分厚い絨じゆう毯たんを貫つらぬき、大理石の床さえも穿うがちつつあるのだ。

　破は壊かい不能なセントラル・カセドラルの構造材を傷つけるほどの力を両手に込めながら、アリスは震える声を絞り出した。

「……小お父じ様が……騎士長ベルクーリ閣下が、整合騎士として生きた三百年という永き日々のあいだに、わずかにも悩んだり、苦しんだりしなかったと、最高司祭様はそうお考えですか。誰よりも深い忠誠をあなたに捧げた人が、その心中に抱き続けてきた痛みを知らないと、そう仰おつしやるのですか」

　ビキッ、とひときわ鋭するどい音が、剣の下から響ひびいた。同時に、それを上回る烈はげしさで、アリスは叫んだ。

「ベルクーリ閣下は、公こう理り教きよう会かいへの忠誠と、民びとの守しゆ護ごという使命のあいだで、常に苦しんでおいでだった！　閣下が、名ばかりの四帝国近この衛え騎き士し団だんの強化を幾度元老院に上申したか、あなたはご存知ありますまい！　閣下は……小お父じ様は、私たちの右眼めに仕込まれた封印のことすら知っておられた。それこそ、小父様が誰よりも巨大な苦しみを抱き続けてきた方だという明らかな証左ではありませんか!!」

　涙に濡ぬれた、痛切なまでの問いかけに──。

　しかし、アドミニストレータはまたしても、白い美び貌ぼうを彩いろどる冷ややかな笑みで応こたえた。

「……悲しくなっちゃうわね。私の愛が、そんな浅い代しろ物ものだと思われてるなんて。知ってたわよ、もちろん」

　甘い微ほほ笑えみの奥に、残酷な感興が仄ほのかに漂ただよった──気がした。

「かわいそうなアリスちゃんに教えてあげるわ。一号……ベルクーリが、その手の下らない話にうじうじ悩むのは、初めてじゃないのよ。実はね、百年くらい前にも、あの子は同じようなことを言い出したの。だからね、私が直してあげたのよ」

　くすくすと、囀さえずるような笑い声が零こぼれ落ちる。

「ベルクーリの記憶を覗のぞいて、そこに詰まってる悩みだの苦しみだのを、ぜーんぶ消してあげたわ。あの子だけじゃない……百年以上経たってる騎士は、みんなそう。辛つらいことは、何もかも忘れさせてあげたのよ。安心して、アリスちゃん。ちょっとおいたをしたくらいで、怒ったりしないから。いま、あなたにそんな悲しい顔をさせてる記憶も、ちゃんと消してあげる。何も考える必要のないお人形に、ちゃんと戻してあげるわ」

　重く冷たい静寂のなか、アドミニストレータの含み笑いだけが揺れ続けた。

　あの人は、もう、人間ではないのだ。

　改めて押し寄せてくる戦せん慄りつに全身の肌を粟あわ立だたせながら、ユージオは強く認識した。

　人の記憶を自在に消し、あるいは書き換える力。ユージオ自身、その恐ろしさを体感している。たった三句の術式を唱となえてしまっただけで、アドミニストレータに記憶を封じられ、整合騎士としてキリトたちに剣を向けてしまったのだから。

　もし、アドミニストレータが正しい手順でシンセサイズの儀ぎ式しきを行っていたら、こうして自分を取り戻すこともなかっただろう。ユージオの記憶に昔から存在した穴──なぜそんなものがあるのかは解わからないが、結果的にはそれがユージオを救ってくれた。

　だが、まだ罪を償つぐなえたわけではない。チュデルキンとの戦いでは、術式による目め眩くらまししかユージオにできることはなかった。あんなもので許されたと思っていいはずがない。本当なら、いま、こうしてキリトと肩を並べる資格すらないのだ……。

　右手に下げた青あお薔ば薇らの剣をきつく握り締しめていると、右頰ほおにキリトの視線を感じた。だが、相棒の顔を見返せないでいるうちに、アリスが低い声で呟つぶやいた。

「……確かに、私はいま、胸を引き裂かれるほどの苦しみと悲しみを感じています。こうして立っていられるのが不思議なほどに」

　震えを帯びた声は、しかし、少しずつ力を取り戻していく。

「……けれど、私はこの痛みを……初めて感じるこの気持ちを消し去りたいとは思いません。なぜなら、この痛みこそが、私が人形の騎き士しではなく、ひとりの人間であることを教えてくれるからです。──最高司祭様、私はあなたの愛を望まない。あなたに直してもらう必要はありません」

「……人形であることをやめた人形」

　アリスの訣けつ別べつの言葉を聞いたアドミニストレータは、歌うように言った。

「それを、人間とは呼ばないわよ、アリスちゃん。ただの壊こわれた人形に過ぎない。残念だけど、あなたがどう思うかなんて関係ないの。私が再シンセサイズすれば、いまのあなたの感情なんて、何もかも消えてなくなっちゃうんだから」

　最高司祭が、優しい笑顔で残酷な言葉を発した、その時。

「あなたが、自分に対して行ったように──かな、クィネラさん」

　これまで沈ちん黙もくを守っていたキリトが、再び奇妙な名でアドミニストレータを呼んだ。

　それを聞くや、先刻と同じように、少女は笑みを薄うすれさせた。

「ねぇ坊や、昔の話はやめてって言わなかったかしら？」

「やめれば事実が消えるのか？　いくらあなたでも、過去を好き放題編集できるわけじゃない。あなたもまた人の子として生まれ育った、ひとりの人間であるという事実は、決して消去できない……そうだろう？」

　そうか、とユージオは密ひそかに得心した。キリトはきっと、大図書室の賢けん者じやカーディナルから、アドミニストレータの真の名前や生まれにまつわる物語を聞いていたのだ。

「人間……、ニンゲン、ね」

　アドミニストレータはすぐに微笑を取り戻し、これまでとは少し趣おもむきの異なる、どこか皮肉そうな口調で呟いた。

「《向こう側》からやって来た坊やにそう言われると、なかなかに複雑なものがあるわね。つまり坊やは、自分のほうが偉いと言いたいの？　アンダーワールド人如ごときが生意気な……って、そういうことかしら？」

「いやいや、とんでもない」

　キリトは肩を竦すくめ、最高司祭の言葉を否定した。

「それどころか、多くの点で、この世界の人たちのほうが向こうの人間よりも優れていると思ってるよ。でも、おおもとのところでは、同じ魂たましいを持つ人間であることに違いはない。それはあなたも例外じゃない。たとえ何百年生き続けても、それで人間が神様になれるってもんでもないだろ？」

「……だからどうだ、って言うのかしら？　同じ人間どうし、仲良くお茶でも飲もう、とでも言うつもり？」

「そうするにやぶさかじゃないけどな。……でもいま俺が言ってるのは、あなたも人間である以上、完かん璧ぺきな存在では有り得ない、ってことさ。人は過あやまちを犯す生き物だ。そして、あなたの過ちは、もう修正不可能なところまで来てしまっている。整せい合ごう騎き士し団だんが半はん壊かいした以上、もしいまダークテリトリーの総侵攻が始まったら人界は滅ぶぞ」

　そこでキリトはちらりとユージオに眼めを向け、押し殺した声で続けた。

「……俺とユージオは二年前、果ての山脈を貫つらぬく洞どう窟くつの奥で、反対側の入り口から侵入してきたゴブリンの集団と戦った。きっと、当時その周辺を受け持っていた整合騎士が見落としたんだろう。そんなことが、これからは頻ひん繁ぱんに起きる。やがて侵入は侵略に変わり、あなたがこれまで苦心して維持……あるいは停滞させてきたこの世界は、容赦ない破壊と暴力に晒さらされる。そんなこと、もちろんあなただって望んじゃいないだろう」

「騎士たちを壊こわしてまわったのは坊やなのに、ずいぶんねぇ。ま、いいわ。それで？」

「自分だけ生き延びられれば、その後に最初からやり直せばいい……そう思ってるのかもしれないけどな」

　キリトは語気を強め、右足を半歩前に動かした。

「人界に溢あふれた闇やみの民たちと、生き残った人間を再び法で縛しばって、新しい……暗黒教会とでもいうべき支配組織を作り上げる。あなたならあながち不可能じゃないと思うけど、でも、残念ながらそうはならない。《向こう側》には、この世界に対して真に絶対の権限を持つ者たちがいるからだ。彼らはこう思うだろう……今回は失敗だった、また最初からやり直そう、ってな。そしてひとつボタンが押され、この世界の何もかもが消え去る。山も、川も、街も……そしてあなたを含むあらゆる人間もまた、一いつ瞬しゆんで消滅するんだ」

　キリトの言葉は、もはやユージオの理解が及ぶところではなかった。

　それはアリスも同様なのだろう。眼の縁ふちを赤くした顔を振り向かせ、物問いたげな顔で黒髪の剣士を見やる。

　しかし、最高司祭ただ一人だけは、キリトの言わんとするところを完璧に理解できたようだった。口くち許もとの笑みがほとんど消え去り、細められた銀色の瞳ひとみに、凍いてつくような冷たい光がちらりと瞬またたいた。

「……さすがに、愉快ではないわね。この世界が、私の知らない何者かに意のままにされる、ただの箱庭だ……なんてはっきり言われるのは」

　なよやかな指を組み合わせた両手で、美び貌ぼうの下側を隠す。見えない唇から発せられる声は、アリスと語らっていた時の弄もてあそぶような響ひびきをほぼ失っている。

「でも、それなら、あなたたち……《向こう側》の人間たちはどうなのかしら？　自分たちの世界が、より上位の存在に創造されたものである可能性を常に意識し、世界がリセットされないように、上位者の気に入る方向へのみ進むよう努力しているの？」

　その問いは、キリトにも予想外のものであるらしかった。

　唇を嚙かんで沈ちん黙もくする剣士を高みから見下ろしながら、アドミニストレータは透明な寝ね椅い子すの上でふわりと体を起こし、両腕を左右に広げた。長い両脚も、誇示するように前へと伸ばす。女神像をすら超えるほどの美しさを持つ裸身が、月光を浴びて淡く輝き、圧倒的な神こう々ごうしさを広間いっぱいに振りまく。

「……そんなはずないわよね。戯たわむれに世界と命を創造して、要らなくなれば消し去ろうなんて連中だものね。そんな世界からやって来た坊やに、私の選択をどうこう言う権利があって？」

　最高司祭は、両眼めを天井に……いや、大理石の天てん蓋がいを貫つらぬいて遥はるかな夜空へと向け、高らかに宣言した。

「私はごめんだわ。創造神を気取る連中におもねって、存在し続ける許しを乞こう、なんていう惨みじめな真ま似ねは。ちびっこに昔話を聞いたなら、坊やは知っているはずよ……私の存在証明は、ただ支配することのみにある。その欲求だけが私を動かし、私を生かす。この足は踏ふみしだくためにあるのであって、決して膝ひざを屈するためではない!!」

　ごうっと空気が渦うず巻まき、純銀の髪を大きく広げた。

　有無を言わせぬ迫力に気け圧おされ、ユージオは思わず右足を引いた。アドミニストレータは、アリスの記憶を書き換え、貴族たちの腐敗を放置した敵ではあるが、しかしやはり世界にただ一人の最高支配者なのだ──本来であれば、ユージオのような無姓の民は目通りすら叶かなわない半神半人の絶対者なのだ、と改めて認識させられる。

　そのユージオをここまで導みちびいてきた黒髪の相棒も、同じく圧倒されたように上体を揺らしたが、しかし下がることなく逆に一歩前に踏み込んだ。自分を鼓こ舞ぶするように、右手の黒い剣を強く床に突き立てる。

「──ならば!!」

　発せられたのは、後ろの硝子ガラス窓を震わせるほどの大音声だった。

「ならば──あなたはこのまま人界が蹂じゆう躙りんされるに任まかせ、民なき国の支配者として、名ばかりの玉ぎよく座ざでひとり滅びの時を待つつもりなのか!!」

　その言葉を聞いた瞬しゆん間かん、アドミニストレータの美び貌ぼうから少女めいた部分が消え、彼女が生きてきた悠久の時が純粋なる怒りとなって現れた。しかしその表情はたちまち薄うすれ、再び戯れるような笑みが真珠の唇を彩いろどった。

「……坊やが言った総侵攻とやらについて、私が何も考えなかったと思われたなら心外だわ。私には、考える時間はたっぷりあったのよ……時間だけは私の味方だものね、向こう側の人間たちのではなく」

「……では、あなたには、終局を回かい避ひする手段があるというのか」

「手段であり、目的でもあるわね。支配こそが私の存在証明……その適用範はん囲いに限界などないわ」

「何……？　どういう意味だ」

　途と惑まどったようなキリトの声に、アドミニストレータはすぐには答えなかった。

　代わりに、唇の微笑に謎なぞめいた彩いろどりを添えると、お話はこれでおしまいと言うように両手を軽く打ち合わせた。

「その先は、坊やが私のお人形さんになった時に聞かせてあげるわ。もちろんアリスちゃんも、ユージオもね。ひとつだけ付け足すなら……私は、このアンダーワールドをリセットさせる気はもちろん、《最終負荷実験》さえも受け入れるつもりはないのよ。そのための術式は、もう完成しているの。……喜びなさい、誰よりも最初に、あなたたちに見せてあげるから」

「…………術式……？」

　キリトが固い声で聞き返した。

「制限だらけのシステム・コマンドに頼るっていうのか。あなたひとりが行使するコマンドで、闇やみの軍勢を全滅させられる気でいるのか？　この状況では、もう俺たち三人すら処理できないだろうに」

「あらそう？」

「そうさ。こうなった以上は、あんたの負けだ。遠隔攻こう撃げき術じゆつは数秒ならばアリスが止めるし、その隙すきに俺とユージオが斬きり込む。接触コマンドで麻ま痺ひさせる気なら、さっきチュデルキンを倒した技であなたも斬る。──今更こんなこと言いたくないけど、前ぜん衛えいに守られていない術師ひとりでは複数の剣士には勝てない。それはこの世界でも絶対の原則であるはずだ」

「ひとり……ひとり、ね」

　アドミニストレータはくすくすと喉のどの奥で笑った。

「いいところを突いているわね。そう、結局、数が問題なのよ。駒こまが多すぎれば制御しきれない。少なすぎれば最終負荷実験に耐たえられない。整せい合ごう騎き士し団だんは、そのバランスの中で増やしてきたわけだけれど……」

　忠臣チュデルキンを失い、残るはわが身ひとつであるはずの最高支配者は、三人の反逆者を前に底知れない余裕を見せながら独白した。

「本当のことを言うとね、騎士団はただのつなぎだったのよ。真に私が求める武力には、記憶や感情はおろか、何かを考える力すらも要らない。ただひたすらに目の前の敵を屠ほふり続けるだけの存在であればいい。つまり……人間である必要はないの」

「……なにを、言って……」

　キリトの言葉を無視し、アドミニストレータは高々と左手を掲げた。そこに握られているのは、妖あやしい紫色に輝く三角柱──ユージオの額ひたいから引き抜かれた、敬神パイエテイモジュール。

「愚おろかな道化だったけれど、チュデルキンも少しは役に立ったわね。長ったらしいこの術式を、最後まで組み上げる時間を作ってくれたんだもの。さあ……目覚めなさい、私の忠実なる僕しもべ！　魂たましい無き殺さつ戮りく者しやよ!!」

　その言葉を聞いて、ユージオは悟った。

　自分を取り戻し、この部屋に戻った時にベッドの奥でかすかに響ひびいていた術式。途と轍てつもなく長く、詠唱を意志力で省略することもできない、最高司祭にとっても最大級の神聖術。それが、いまついに発動されようとしている。

　続けて銀髪の少女が高らかに歌い上げたのは、介入しようがないほどに短く、しかし他のどんな式句よりも恐ろしい意味を持つ、二つの単語だった。

「リリース・リコレクション!!」

　武装完全支配術の神しん髄ずい。武器の記憶を解放し、どんな神聖術すらも超える力を引き出す、真なる秘術──。

　だが、全裸のアドミニストレータは、剣はおろか小刀の一本すら身につけていない。まさか、左手に持つ敬神パイエテイモジュールが？　しかしあの三角柱には、解放するような記憶など存在しないはずだ。

　彼方かなたの最高司祭を呆ぼう然ぜんと見上げるユージオの耳が、かすかな、しかし確かな音を捉とらえた。

　きん、きん、という高い金属音が、後ろから……いや、右からも、左からも聞こえる。

　素早く振り向いたユージオは、驚きよう愕がくのあまり激はげしく喘あえいだ。

　直径四十メルに達する、広大な広間を取り囲む何本もの柱。そこに取り付けられた、黄金色に輝く大小様々な模造の剣が、小刻みに震えている。

「こ……これが……!?」

　ユージオの驚声に、アリスが「まさか……！」というひと言を重ねた。

　模造剣は、最大のもので長さ三メルにも及ぶ。いかにアドミニストレータといえど、とてもこんな代しろ物ものは振り回せないだろう。そもそも、振動している剣はユージオが見ている一本だけではない。広間を取り囲むように配置されている、全ての柱で同じ現象が起きているのだ。模造剣の総数は、三十本にも及ぶだろう。

　記憶解放術は、自分の一部となるほどに使い込んだ武器でなければ使うことができない──はずだ。持ち主と愛剣が深い絆きずなで結ばれることで、初めて剣の記憶に触れることができるのだから。

　配下すらも道具としか思っていない最高司祭が、三十もの模造剣と、それぞれ絆を結ぶなどということは有り得ない。ならば、彼女が解放した剣の記憶とは、いったい何なのか──。

　立ち尽くす三人の眼前で、ひときわ激しい振動音を放ち、巨大な剣たちが柱から離れて浮き上がった。

　慌てて身を屈かがめるユージオの髪を掠かすめ、剣は猛然と回転しながら舞まい上がると、広間の中央、最高司祭のすぐ上空に寄り集まった。直後、更に驚おどろくべき現象が発生した。

　大小三十本もの剣たちは、がきん、がきんと金属音を放ちながら接触し、組み合わさって、ひとつの巨大な塊かたまりを作り上げていく。それが、どこか人間に似た形であることに、ユージオはすぐに気付いた。

　中心を貫つらぬく太い背骨と、左右に伸びる長い腕。下側には脚も生えているが、これだけは人間の倍の四本もある。

　たちまち異様な巨人、いや怪物へと変化した剣たちに向けて、アドミニストレータが左手に握られた敬神パイエテイモジュールを差し伸べた。

　──あの三角柱が、最高司祭の記憶解放術の要かなめだ。

　ユージオがそう感じると同時に、隣となりのキリトが叫んだ。

「ディスチャージ!!」

　見れば、広げた右手の先には火炎でできた鳥が宿っている。ユージオと、もしかしたらアリスも呆ぼう然ぜんと剣たちの結合を見守っているあいだに、キリトだけは術式を唱となえていたのだ。

　発射された炎の鳥は、アドミニストレータの握る三角柱を狙ねらって飛ひ翔しようした。熱ねつ素そ攻こう撃げき術じゆつにはたくさんの種類があるが、キリトが使った《バードシェイプ》術は標的を自動的に追いかける性質がある。しかも最高司祭の眼めは頭上の剣巨人に注がれ、キリトの動きに気付いていない。これなら当たる──！

　とユージオが確信した、次の瞬しゆん間かん。

　空中に浮かぶ剣巨人の脚の一本がぐいっと伸ばされて、炎の鳥の行く手を遮さえぎった。鳥は回かい避ひできずに衝しよう突とつし、ぱっと深紅の雫しずくを散らした。黄金色に輝く剣は、表面が薄うすく煤すすけただけで、傷ついた様子もない。

　アドミニストレータに至っては、いまの一幕をまったく無視したまま、左手の三角柱をふわりと解き放った。投げ上げた、というより三角柱自体が勝手に上昇し、巨人の背骨を構成する三本の剣の内側へと吸い込まれた。

　紫色の光はゆるゆると昇り続け、巨人が生物であれば心臓が存在するであろう位置で停止すると、ひときわ強く輝いた。

　その輝きは巨人の全身に行き渡り、これまでは装飾品らしく丸みを帯びていた無数の剣が、じゃきっ！　という響ひびきとともに鋭えい利りな刃やいばを得た。この瞬間、最高司祭の術式が完成してしまったことを、ユージオは本能的に悟った。

　アドミニストレータが眼を細めて微ほほ笑えんだ、その直後。

　剣巨人は、四本の脚を広げると、空中をぐんっと飛翔し──ユージオたちと最高司祭の中間位置に、硬質な地響きを轟とどろかせて着地した。

　身の丈五メルはあろうかという異形の巨体を、ユージオは声もなく見上げた。

　背骨や肋ろつ骨こつ、二本の腕から四本の脚に至るまでが、全て黄金の模造──いや実剣で組み上げられている。まるで、子供が削った木の枝で作る玩具おもちやのような……それとも、闇やみの国の奥深くに棲せい息そくするという、骨の魔ま物もののような姿。
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「……有り得ない……」

　半なかば呻うめくようにそう呟つぶやいたのは、騎き士しアリスだった。

「同時に複数の……しかも三十もの武器に対して、これほど大がかりな完全支配術を使うなど、術の理ことわりに反しています。最高司祭様といえども、神聖術の大原則には従わねばならぬはず……いったい、どうやって……」

　アリスの声はアドミニストレータの耳にも届いただろうが、剣巨人の後方に浮遊する少女は疑問には答えず、代わりに満足そうな含み笑いを漏もらした。

「うふふ……ふふ、ふふふ。これこそ、私の求めた力。永遠に戦い続ける、純粋なる攻こう撃げき力りよく。名前は……そうね、《ソードゴーレム》とでもしておきましょうか」

　耳慣れない神聖語の意味を、こんな状況ではあるがユージオは推おし量はかろうとした。

《ソード》が剣を指す語句だということは知っている。しかし《ゴーレム》は、学院で使っていた教科書には一度として出てこなかった。ユージオより遥はるかに神聖術に長たけているであろうアリスも、心当たりはないようだ。

　短い静寂を、キリトが掠かすれた呟きで破った。

「剣の……自動人形」

　その汎はん用よう語訳は、どうやら正しかったらしい。アドミニストレータは笑みを深めながら、軽く両手を打ち合わせた。

「さすが、坊やは神聖語……いえ、エイゴに詳しいわね。騎き士しが嫌いやなら書記官にしてあげてもいいわよ。今すぐ剣を置き、非礼を謝しや罪ざいし、私に永遠の忠誠を誓ちかえば、だけどね」

「残念ながら、あなたが俺の誓いの言葉を信じてくれるとは思えないな。それに……俺はまだ、負けを認めたわけじゃない」

「その気の強いところも嫌きらいじゃないけれど、でも、お馬ば鹿かさんなのは頂けないわね。まさか、私のゴーレムに勝てる……なんて思ってるのかしら？　剣の一本一本が、神器級の優先度を持つこのお人形に？　私が、貴重な記憶領域をぎりぎりまで費ついやして完成させた、最強の兵器に……？」

　兵器、という言葉には聞き覚えがあった。

　確か、副騎士長ファナティオが口にしていたのだ。ずっと昔、最高司祭は、一千枚もの鏡でソルスの光を一点に集め、神聖術を使わずに超高温の炎を生み出そうとした。最高司祭はその試みを、《兵器の実験》と呼んでいた──。

　兵器とはつまり、神聖術を超えるほどの力を発揮する道具のことか。そして、いまユージオたちの眼前に立ちはだかるソードゴーレムこそが、その兵器の完成形……ということなのか。

　立ち尽くす三人の顔にいかなる表情を見て取ったのか、アドミニストレータは冷たい微笑を浮かべたまま、ゆるやかに右手を振り動かした。

「さあ……戦いなさい、ゴーレム。お前の敵を滅ぼすために」

　その命令を、ひたすら待ちわびていたかのように──。

　剣巨人の心臓部で、紫色の光が強烈に瞬またたいた。

　直後、金属質の咆ほう哮こうを轟とどろかせながら、四本脚の怪物が突進を開始した。

　ソードゴーレムの大きさそのものは、先に元老長チュデルキンが作り出した火炎の道化には及ばない。しかし、無数の関節をじゃきじゃきと鳴らして迫り来る異形の姿に、ユージオは心臓が凍りつくほどの恐怖を覚えた。

　片側が三本ずつの剣でできた両腕を高々と振りかざすゴーレムに、最も早く反応したのは、いままで呆ぼう然ぜんとしていたように見えた騎士アリスだった。遅れることわずか半秒、騎士は果か敢かんにも正面から怪物を迎え撃うとうとした。

「やあああああッ!!」

　ゴーレムが放つ金属音すら上回る、裂れつ帛ぱくの気合。両手で握った金きん木もく犀せいの剣を、アリスは全身を限界まで反そらせて振りかぶった。

　その時点で、キリトもまた動き始めていた。右斜め前へと飛び出し、ゴーレムの側面に回り込もうとする。

　恐怖に吞のまれ、棒立ちになってしまったユージオではあるが、それでもキリトとアリスの狙ねらいはどうにか推察することができた。

　二人とも、ゴーレムに弱点があるとすれば、それは背骨と四本脚の接合部、人間なら骨こつ盤ばんにあたる場所だと判断したのだ。しかし真正面から骨盤を攻こう撃げきするのは危険すぎる。だから、アリスが囮おとりとなってゴーレムの意識──そんなものがあるとすればだが──を引きつけ、その隙すきにキリトが側面から敵の急所を断ち切る。チュデルキンを倒した時と、基本的には同じ作戦というわけだ。

　事前に何の相談もしていないのに、瞬しゆん時じに連係攻撃を開始した二人を、ユージオは深い感かん嘆たんとかすかな痛みを同時に感じながら見守った。

　アリスの剣が、ソルスの光にも似た眩まばゆい軌跡を描いて疾はしった。

　怪物の右腕もまた、轟ごう然ぜんと振り下ろされた。金色に輝く大小の刃やいばが激げき突とつした瞬間、カセドラル全体を揺るがすほどの衝しよう撃げきが発生し、突風となってユージオを叩たたいた。




　双方の突撃開始から、ここまでわずか二秒。

　そして、戦せん闘とうと呼び得るものは、この瞬間に終わった。




　アリスの金きん木もく犀せいの剣が──《永えい劫ごう不ふ朽きゆう》の属性を持つ神器のなかの神器が、ゴーレムの右腕に、呆あつ気けなく弾はじき返された。

　後方に流れる剣を引き戻せず、騎き士しの体もわずかに浮き、重心を崩くずした。

　倒れまいと懸けん命めいに踏ふん張るアリスの体めがけて、視認もできないほどの速さで、ゴーレムの左の剣が突き込まれた。

　どっ、というその音は、先の激突と比べればあまりにもささやかだった。しかしそれは同時に、戦いを決する音でもあった。

　アリスの細い背中から、凶悪なまでに巨大な剣の切きっ先さきが現れ、真紅の雫しずくを撒まき散らした。長く美しい金髪が、鮮血に濡ぬれながらふわりと流れた。

　左右に分断された黄金の胸当てが、瞬時に天命を失って粉々に砕けた。騎士の右手から金木犀の剣が抜け落ち、床に転がった。

　そして最後に、ゴーレムの左剣が無む造ぞう作さに引き抜かれ、整合騎士は前のめりに倒れた。

「う……ああああ!!」

　悲ひ鳴めいにも似た絶叫。

　迸ほとばしらせたのはキリトだった。巨人の右横に回り込んだところだった黒髪の剣士は、両眼めに異様な光を浮かべ、猛然と突進した。

　黒い剣が、鮮あざやかな青の輝きを放つ。秘ひ奥おう義ぎ、《バーチカル》。

　背骨の中に収まる敬神パイエテイモジュールを破は壊かいできればゴーレムは止まるだろうが、分厚い刀身に守られているうえに高さがありすぎて秘奥義でも届かない。ゆえにキリトが狙ねらったのは、ゴーレムの背骨と脚の接合部分だった。確かに剝むき出しのあそこを破壊すれば、巨人は動けなくなる。

　両腕を振り下ろした直後のゴーレムに、防御するすべはないはずだった。

　だが、キリトの剣が動き始めた、その瞬しゆん間かん。

　巨人の上半身が、背骨を軸として、猛烈な勢いで回転した。人間には不可能な動きで真横を向いた巨人の左腕が、横よこ薙なぎにキリトを襲おそった。

　ぎぃん、と鈍にぶい激げき突とつ音おん。キリトが超人的な反応で秘ひ奥おう義ぎの軌道をずらし、ゴーレムの攻こう撃げきを迎え撃うったのだ。

　しかし、ユージオの視線の先で、一瞬前に見た光景が再び繰くり返された。

　衝しよう撃げきに耐たえられず、キリトの体が泳ぐ。すかさずゴーレムの左後ろの脚が繰り出され、無防備な懐ふところへと吸い込まれる。

　再び、どかっ！　と鈍い音が響ひびいた。キリトは真横に吹き飛ばされ、東側の窓に激突した。恐ろしいほど大量の鮮血で硝子ガラスを染めてから、黒衣の剣士はずるりと床に崩くずれ落ちた。

　うつ伏せに倒れた相棒の下に、じわりと血ち溜だまりが広がっていく様を、ユージオは声も出せずに凝ぎよう視しした。

　脚も、腕も、まったく感覚がない。自分の体ではなくなってしまったかのように、小刻みな震えをどうしても止めることができない。

　唯一どうにか動かせる顔を、ユージオはゆっくりと巡らせ、ほんの五、六メル離れた場所に立ちはだかるソードゴーレムを見上げた。

　怪物もまた、真まっ直すぐにユージオを見下ろしていた。背骨の天てつ辺ぺんにある剣の柄つか部分が、まるで顔のようだ。鍔つばに二つ並んで嵌はめられた宝石が、眼めの如ごとく不規則に瞬またたく。

　動くことも、声を出すこともできないまま、ユージオは痺しびれきった頭の中でひとつの言葉だけを繰り返した。

　──うそだ。

　──噓うそだ。こんなのは噓だ。

　騎き士しアリスと、そしてキリトは、いまや人界最強とさえ言える使い手だ。たとえ敵が異形の怪物、《兵器》であっても、こんなふうに負ける二人ではないのだ。今までのように、すぐに立ち上がって、再び剣を構えてくれるはず…………。

　くすくす。くすくすくす。

　ゴーレムが放ち続ける重々しい金属音に、密ひそやかな笑い声が重なって流れた。

　視線を動かすと、後方に浮遊する最高司祭アドミニストレータが、惨さん劇げきの場を楽しそうに見下ろしていた。鏡の瞳ひとみには、キリトとアリスが流した血の赤色が映るのみ。一抹の憐れん憫びんも、そこには存在しない。

　異形の巨人が、主あるじの命令を最後まで遂すい行こうするべく、再び動き始めた。

　右前足が持ち上がり、長大な歩幅でがしゃんと床を突く。左前足がそれに続く。

　近づいてくる巨人の左腕は、赤い雫しずくに彩いろどられている。せめて、その腕に斬きられて死にたいとユージオは考えた。もはや恐怖すらも消え失うせ、世界はあまりにも静かだったので──。

　不意に、頭の中で泡のように弾はじけた声が、現実のものだとはすぐには気付けなかった。

『短剣を使うのよ、ユージオ！』

　少し低いが、艶つややかな響ひびきのある女性の声だった。

　死に際ぎわの幻まぼろしにしては、いままで知り合った誰の声でもない。ちらりと視線を右に落としたユージオが見たのは──。

　倒れたキリトの右肩に乗る、爪つめの先ほどの大きさしかない、漆しつ黒こくの蜘く蛛もだった。

　あんな小さな虫が喋しやべるなどということは有り得ない。しかし、声に込められた何かがユージオを信じさせた。あたかも叱しかるように右の前脚を持ち上げている小さな生き物こそが声の主ぬしであることを、痺しびれきった意識の中で、ユージオはなんの疑いもなく受け入れた。

「だ……だめなんだ。あの短剣は、アドミニストレータには届かないんだ」

　小声でそう答えると、蜘蛛は掲げている脚を激はげしく振り動かした。

『違うわよ！　通路よ！　床の昇しよう降こう盤ばんに刺しなさい!!』

「え……」

　ユージオは啞あ然ぜんと眼めを見開いた。黒い蜘蛛は、紅玉のように煌きらめく四つの単眼でしかとユージオを見据え、続けて言った。

『時間はあたしが稼かせぐから！　急いで!!』

　口のあたりに覗のぞくかわいらしい牙きばを動かしながらそう叫んだ蜘蛛は、血の気を失ったキリトの頰ほおに一いつ瞬しゆんだけ顔を向け、右脚をそっと触れさせてから床へと飛び降りた。

　音もなく着地するや否いなや、極小の黒蜘蛛は──。

　己おのれの数万倍は大きいであろうソードゴーレムに向かって、一直線に走り始めた。










　　　３




　肉体的苦痛は、ある程度克服したつもりだった。

　二年と少し前、俺はルーリッドの村の北にある洞どう窟くつで、ダークテリトリーから侵入してきたゴブリンたちと剣を交えた。戦いの最中、隊長ゴブリンの蛮刀に左肩を斬きられ、決して致命傷ではなかったにもかかわらず苦痛のあまり──正しくは苦痛が呼び起こした恐怖のせいで竦すくみ上がり、動けなくなってしまった。

　あの経験は、アンダーワールドに於おける俺の弱点を如実に浮かび上がらせた。ナーヴギアやアミュスフィアが備そなえるペイン・アブソーバ機能によって痛みを取り除かれた世界で長い時間戦い続けてきたせいか、苦痛への耐性を失っていたのだ。

　以来俺は、ユージオとの稽けい古こや学院での試合で木剣に打たれても竦まないよう自分を律してきたつもりだし、その甲か斐いあってか整せい合ごう騎き士したちとの戦いで手傷を負おうと、怯おびえて動けなくなってしまうことだけはなかった。アンダーワールドでは、たとえ手足を斬り飛ばされても、天命がゼロにならない限り完全治ち癒ゆが可能なのだから。

　だが──。

　長い旅路の終わり間ま際ぎわで、俺は自分が何も克服などしていなかったのだという事実を、痛烈に思い知らされることとなった。




　最高司祭アドミニストレータが生み出した戦せん闘とう兵器、その名も《ソードゴーレム》のパワーとスピードは桁けた外はずれだった。世界のルールすらも逸いつ脱だつした、超絶的な性能だ。左腕による一いち撃げき目めを防御できたことがすでに奇跡で、左の後ろ脚による二撃目は、眼めで捉とらえることすら不可能だった。

　ゴーレムの脚をなす剣は、俺の右脇わき腹ばらから入り、内臓をのきなみ切り裂いて左脇へと抜けたようだ。痛撃された瞬しゆん間かん、氷のような冷たさが腹を撫なでたのは意識できたが、吹き飛ばされ、窓に激げき突とつし、床に転がったいまでは灼しやく熱ねつの如ごとき激痛が全身を駆かけ巡っている。指先ひとつ動かせず、下半身に至っては感覚すらない。ことによると、体が皮一枚残して真っ二つになっていてもおかしくない。

　こうして、思考力を保っていられることがいっそ不思議なほどだ。

　あるいはそれは、苦痛よりも、絶望のほうが遥はるかに大きいせいかもしれなかった。

　俺の天命は、かつてない速度で減少しているはずだ。ゼロになるまでの時間は数分と残されていないだろう。

　そして残り時間は、整合騎士アリスのほうが恐らく少ない。離れた床に倒れる黄金の騎士は、ソードゴーレムの剣に胸を貫つらぬかれている。心臓への直撃は免まぬがれたようだが、出血量はそら恐ろしいほどだ。最上級の治ち癒ゆ術じゆつを施ほどこしても間に合わない可能性が高い。全アンダーワールド人に仕掛けられた《右眼めの封印》を、意志の力だけで突破してのけた奇跡のフラクトライトが、俺の眼前で消滅しようとしている。

　視界には捉とらえられないが、まだ立っているはずの無二の親友ユージオの命も、もはや風前の灯ともしびだ。彼の技ぎ倆りようはもう俺を超えているが、剣の技で対抗できるような敵ではない。

　ソードゴーレムが、地じ響ひびきを立てて前進する様子が霞かすんだ眼に映る。

　逃げろと叫びたくとも、俺の口からは弱々しい息いき遣づかいが漏もれるだけ。

　いや、たとえ叫べても、ユージオは逃げるまい。青あお薔ば薇らの剣を構え、俺とアリスを救うべく強大すぎる敵に立ち向かうだろう。

　最悪の危地を招いた原因は、ひとえに俺の読み誤り──アドミニストレータは人を殺せないはず、という愚おろかな思い込みなのに。

　大図書室で、賢けん者じやカーディナルはティーカップを用いてこの世界の《禁きん忌き》なるものの本質を解説してくれた。彼女が言わんとしたのは、どんな禁忌にも抜け道はある、ということだ。アドミニストレータは恐らく、自みずから手を下すのではなく、自動的に敵を屠ほふる兵器を作ることで自分に与えられた制限を突破したのだ。

　燃え上がるような激げき痛つうは、いつしか虚うつろな無感覚へと変わりつつある。

　もうすぐ、俺の天命はゼロになる。その瞬しゆん間かん俺は世界から弾はじき出され、ＳＴＬの中で覚かく醒せいし、そしてラースのスタッフたちから知らされるだろう。現在のアンダーワールドが──アリスやユージオを含む全てのフラクトライトたちが、例外なく消去されたことを。

　いっそ、俺の天命も、ユージオたちのそれとまったく同じ意味を持っていれば。

　いまここで、二人と一緒に真の死を迎えることができれば。

　それ以外に、俺はどうやって彼らに詫わびることができるというのか。

　徐々に暗くなる視界には、前進を続けるソードゴーレムの四本脚と、倒れ伏すアリスの金髪の輝きだけがちらちらと揺れている。

　その光さえも、徐々に遠ざかる。

　耳みみ許もとで、小さく、しかし確かな声が弾けたのはその時だった。

『短剣を使うのよ、ユージオ！』

　どこかで聞いたようにも思える、滑なめらかな響き。俺は何も考えられないまま、メゾソプラノの声とユージオのやりとりを聞き続けた。

　声の主ぬしは、手短かに幾つかの指示を口にすると、時間を稼かせぐと宣言して俺の耳許から移動した。一瞬、右頰ほおに、何か温かいものが触れた気がした。

　その温度がわずかに体の感覚を呼び戻し、俺は半なかば降りかけていた瞼まぶたを懸けん命めいに持ち上げた。

　すぐ目の前、俺の血に濡ぬれた絨じゆう毯たんの上に音もなく飛び降りたのは──。

　光こう沢たくのある黒に煌きらめく、ごくごく小さな一匹の蜘く蛛もだった。

　間違いない。シャーロットだ。賢けん者じやカーディナルが、情報収集のために、二年のあいだ俺の身辺に潜ひそませていた使つかい魔ま。

　しかし、なぜいまここに。この小蜘ぐ蛛もは、大図書室で主人から任務を解除され、本棚の隙すき間まに消えていったはずだ。

　驚おどろきのあまり、いっとき苦痛と恐怖を忘れた俺の眼前で、あまりにも小さなその生き物は、接近しつつある巨大なゴーレムに向かって突進を開始した。

　八本の細い脚が、目まぐるしく絨じゆう毯たんを蹴ける。しかし、蜘蛛の一歩が刻む距離は、ゴーレムのそれとは比較にならない。ユージオに襲おそいかかろうとしているゴーレムに対して、いったいどんな手段で時間を稼かせぐつもりなのか。

　と考えた俺は、更なる驚きよう愕がくに打たれ、かすかな喘あえぎ声を漏もらした。

　突然、黒蜘蛛の体が、一回り大きくなったのだ。

　尖とがった脚が床を突くたび、蜘蛛は急きゆう激げきにその体積を増していく。たちまち鼠ねずみから猫、そして犬のサイズを越え、なおも巨大化を続ける。いつしか俺は、床に接した頰ほおで、シャーロットの脚が絨毯を蹴る重い振動を感じている。

「──ギギッ！」

　と軋きしむような金属音を放ち、ついにソードゴーレムがシャーロットを認識した。顔の部分にある二つの宝石が、敵を値ね踏ぶみするようにちかちかと明滅する。

「シャアアアッ！」

　甲かん高だかい威い嚇かくの声を上げながら、全長二メートルを超えるほどにまで巨大化した黒蜘蛛も、四つの単眼を鋭するどく光らせた。

　上うわ背ぜいはゴーレムの半分にも及ばないが、敵が細長い剣だけで組み立てられているのに対して、巨大化シャーロットの体は硬そうな甲こう殻かくに覆おおわれている。漆しつ黒こくの殻からは光を受けると金色がかったラスターカラーに輝き、八本の脚に生えた鉤かぎ爪づめもまるで黒水晶のようだ。

　両腕にあたる二本の脚はひときわ大きく、鉤爪も剣に見み紛まがうほど長い。その右脚を高く掲げると、シャーロットはゴーレムの左脚に叩たたき付けた。

　大剣同士の激突を思わせる、重々しい金属質の衝しよう撃げき音おんが部屋中に響ひびいた。発生したオレンジ色の火花が、薄うす暗ぐらい室内を眩まばゆく照らした。

　その閃せん光こうが、いつの間にか走り始めていたユージオの姿を浮かび上がらせた。

　ゴーレムに向かってではない。俺やアリスを目指したのでもない。

　短剣を昇しよう降こう盤ばんに刺せ、というシャーロットの指示を実行するべく、南の壁かべ際ぎわに存在する円形の模様へと駆かけ寄っていく。

　ユージオの背後では、シャーロットの一撃によってわずかに姿勢を崩くずしたソードゴーレムが、しかし難なく踏ふみ留とどまり右腕の剣を高く掲げたところだった。

　突如現れた巨大な黒蜘蛛を、ゴーレムはもう完全に敵と認識したらしく、青白い両眼めを鋭く光らせながら轟ごう然ぜんと右腕を振り下ろした。

　その一いち撃げきを、シャーロットは左腕で迎え撃うった。

　空中で激げき突とつした黄金の剣と黒水晶の鉤かぎ爪づめは、再び強烈な衝しよう撃げき波はを生み出した。床を伝わってきた振動が、俺の体をもびりびりと震わせる。

　俺とアリスを軽々と吹き飛ばしたソードゴーレムの一撃を、大蜘ぐ蛛もは後ろ側六本の脚を深く沈めながらも受け切った。

　両者はそのまま、互いを押し倒そうと激はげしく鬩せめぎ合った。超重量を支えるシャーロットの脚が硬い殻からを撓たわませ、ゴーレムの右腕を成す三本の剣も関節部を軋きしませる。

　拮きつ抗こう状態は、わずか三秒で終わった。

　びぎっ、という鈍にぶい音とともにへし折れたのは、シャーロットの左前脚だった。切断面から乳白色の体液が迸ほとばしり、黒い甲こう殻かくを染めた。

　しかし蜘蛛は一歩も退ひかず、残る右前脚を繰くり出した。狙ねらったのは、ソードゴーレムの背骨を成す三本の巨剣の隙すき間ま。その内部で輝く紫の光──敬神パイエテイモジュール。

　黒い稲妻の如ごとく伸びた鉤爪が、ゴーレムの最大の弱点であろうプリズムを貫つらぬいた──と見えたその瞬しゆん間かん、背骨の左右に肋ろつ骨こつとなって並ぶ複数の剣が、いっせいに動いた。

　じゃきぃぃん!!　と断裁機めいた金属音が響ひびく。左右四本ずつの刃やいばが交差したのだ。そこに咥くわえ込まれる形となったシャーロットの右脚は、ひとたまりもなく中ほどから切断され、再び大量の体液が噴ふき出した。

　ゆるりとゴーレムの肋骨が開き、内側から千切れた脚の半分がぼとりと落下した。勝利を確信したのか、ゴーレムの両眼めが、まるで嘲あざ笑わらうかのように薄うすく瞬またたいた。

　両の前脚を失ったシャーロットだが、しかし彼女の勇ゆう敢かんさは消えなかった。

　もう一度鋭するどい叫び声を放ちながら、口に生えた太く短い牙きばで嚙かみ付くべく跳びかかる。

　しかし、攻撃は届かなかった。眼にも止まらぬスピードで蹴けり上げられたゴーレムの脚が、シャーロットの左側の脚を更に二本斬きり飛ばし、大蜘蛛はバランスを崩くずしてどうっと床に落下した。

　もういい──逃げろ。

　俺はそう叫ぼうとした。

　あのシャーロットという名の黒蜘蛛と、直接会話したことはない。

　だが、彼女は常に俺を見守っていてくれた。寮の花か壇だんで育てていたゼフィリアの花をライオスたちに引きちぎられた時は、まだ助ける方法はあると語りかけてさえくれたのだ。カーディナルに与えられた役目は、俺を監視することだけだったのに。

　そう──こんな絶望的な戦いを挑み、ただ時間を稼かせぐために、彼女が死んでいいはずがない。

　逃げろ、と繰くり返し呼びかけようとするが、どうしても声にならない。

　残された四本の脚だけでどうにか起き上がったシャーロットが、再び無む謀ぼうな突撃を行うべく体を沈めた。

　しかし、一いつ瞬しゆん早く真上から降ってきたゴーレムの左腕が、優美な曲線を描く黒蜘く蛛もの胴体を深々と刺し貫つらぬいた。

「…………ぁ……」

　俺の喉のどから、悲ひ鳴めいと言うには余りに弱々しい音が漏もれた。

　──その時だった。

　突如生まれた紫色の閃せん光こうが、俺の視界を塗り潰つぶした。

　かつて一度だけ見たことのある輝きだった。広間に吹き荒れる光の帯は全て、微細な文字列の集合体。副ふく騎き士し長ちようファナティオを助けるため、カーディナルがくれた短剣を使用した時にもこれと同じ光が発生したのだ。

　ユージオが昇しよう降こう盤ばんまで辿たどり着き、彼が持つ短剣を突き刺したに違いない。それでどのような結果が導みちびかれるのか定かでないが、シャーロットが捨て身の突とつ撃げきで稼かせいだ時間を、ユージオは無駄にしなかったのだ。

　徐々に薄うすれる光を浴びながら、漆しつ黒こくの蜘蛛は、身体からだを完全に貫かれてもなお立ち上がろうとするかのように、残った脚で床を搔かいていた。しかし、ずるりと湿った音を立ててゴーレムの腕が引き抜かれると、白い血ち溜だまりに巨体が力なく沈んだ。

　顔に並ぶ四つの単眼は、ルビーのようだった鮮あざやかな緋ひ色いろをほとんど失いかけていた。その眼めで昇降盤の様子を確かめたシャーロットは、牙きばの間からも血を零こぼしながら、弱々しい声で囁ささやいた。

『よかった……間に合った』

　右側の脚が震え、体の向きを変える。四つの眼が、俺を優しく見詰める。

『最後に……一緒に、戦えて……うれ……し…………』

　言葉は、宙に溶けるように途切れた。艶つややかな丸い眼に、紅あかい光がちかちかと瞬またたき、そして消えた。

　視界がゆらりと滲にじみ、俺は、自みずからも死にかけているこの状況でもまだ溢あふれる涙があったことを知った。黒い蜘蛛の巨体が、音もなく縮んでいく。白い血溜まりもみるみるうちに蒸発して、あとに残されたのは、仰あお向むけに倒れて四本の脚を縮めた、指先ほどの大きさのなきがらだけだった。

　ソードゴーレムは、己おのれが断った命への関心を瞬時に失ったかのように、ぐるりと回頭すると光る両眼でユージオを捉とらえた。

　巨体が九十度向きを変え、踏ふみ出された足の先せん端たんがずしりと床を突く。その目指す先では、紫色の光のリボンが揺れ続けている。

　俺は、ありったけの力を振り絞って首を数センチ動かし、視界に光の源みなもとを収めた。

　円形の広間の南側、ガラス窓から少し離れた床に、脈打つように発光するリングが存在した。俺とアリスがこの百階へと移動するために使った昇しよう降こう盤ばんだ。

　リングの中央には、ごく小さな十字架のようなものが突き刺さっている。カーディナルが俺とユージオに一本ずつ託した赤しやく銅どうの短剣。彼女が二百年伸ばし続けたお下げ髪をリソースとして生成されたもので、短剣を刺された存在とカーディナルとの間に、空間を超越したチャンネルを開くことができる。

　対アドミニストレータの最終手段であったそれを、ユージオは黒蜘く蛛もシャーロットの指示によって、床の昇降盤に刺したのだ。

　昇降盤は、いまや全体が紫色に光り輝いている。きいいいん、という大量の音おん叉さが共鳴するような高周波が高まるなか、ついに短剣そのものがばらりと解ほどけ、細長い光の柱となって昇降盤と天てん蓋がいを繫つないだ。

　傍かたわらに立ち尽くすユージオが、眩まぶしさに耐たえかねてか左腕で顔を覆おおった。彼に向かって前進を続けていたソードゴーレムも、理解不可能の現象に途と惑まどうように、がしゃりと関節を鳴らして停とまった。

　光の柱は、徐々に幅を広げていく。その中心部分から、艶つややかな焦こげ茶ちや色の平面──板が姿を現す。いや、ただの板ではない。周囲を四角い枠に囲まれ、片側に銀色のノブが突き出たそれは、扉だ。

　俺がそう認識すると同時に、光がひときわ激はげしく輝き、消えた。高周波も収まり、広間に静寂が戻った。

　どこかで見た気がするデザインと色合いの重厚な扉を、俺とユージオは声もなく見守った。

　異常現象が終息したことで、再びプログラムが動き始めたのか、ソードゴーレムが右脚を一歩踏ふみ出した。

　その瞬しゆん間かん──。

　カチリ、という硬く小さな音が、ささやかに、しかし確かに空気を揺らした。

　銀のドアノブが、ゆっくりと回転している。やがてもう一度硬い音が響ひびき、続いて、扉が静かに開かれていく。

　一枚の扉だけが床に立っているのだから、それが開いたところで、その向こうも同じ広間のはずだ。だが、木枠と扉の間の隙すき間まから差し込んでくるべき月光は存在しない。内部は完全な暗くら闇やみに沈んでいる。

　扉はゆるゆると動き続け、五十センチほど開いたところで止まった。向こう側はいまだ見えない。ソードゴーレムは、扉を無視して前進し続ける。巨大な剣の間合いにユージオを捉とらえるまで、あと三歩……二歩──。

　突如、ドアの奥の闇が、膨ぼう大だいな光に満たされた。

　水平に迸ほとばしったのは、純白の稲妻。

　ガガァァン!!　と、これまで目もく撃げきしたどんな神聖術をも上回る衝しよう撃げき音おんが俺の耳を叩たたいた。ソードゴーレムを直ちよく撃げきした雷らい光こうは生き物の如ごとくうねり、巨体を黒いシルエットへと変えた。

　数秒間も荒れ狂った電撃がようやく減衰すると、これまで無敵と思いたくなるほどの耐久力を誇ったゴーレムが、上半身をぐらりと揺らして停とまった。数十本の剣から薄うすく白煙を上げ、両眼めを不規則に明滅させている。

　しぶとく動き出そうとする怪物を、再び扉から放たれた雷光が打ち据えた。これほどの威力の神聖術には何十行という術式が必要なはずなのに、有り得ない連射速度だ。各所を黒く焦こがしたゴーレムが、甲かん高だかい唸うなり声を放ちながら一歩後退した、そのわずか半秒後。

　ひときわ激はげしい雷鳴を轟とどろかせ、三撃目の稲妻が走った。先の二発より更に太い白光に撃うたれ、身の丈五メートルの戦せん闘とう兵器は、ペーパークラフトのように軽々と吹き飛ばされた。ぐるぐると回転しながら宙を舞まい、滞空するアドミニストレータのすぐ右横を通過して、広間奥の床に叩たたき付けられる。落下の衝しよう撃げきで、セントラル・カセドラルそのものがびりびりと振動するのを俺は感じた。

　ひっくり返ったゴーレムはついに動きを止めたが、なお天命は尽きないようで、手足の剣先が小刻みに震えている。しかしさすがにすぐには立ち上がれないだろう。

　俺は視線を戻し、扉の向こうの暗くら闇やみを再度見やった。

　そこから現れるであろう人物の名を、俺はすでに強く確信していた。この世界で、あれほどの超絶的神聖術を連発可能な使い手は、最高司祭アドミニストレータの他にはたった一人しか存在しないからだ。

　闇の奥から最初に現れたのは、細身の長杖スタツフと、それを握る小さな手だった。続けて、華きや奢しやな手首にかかる、ゆったりとした袖そで。幾いく重えにもドレープを作る、黒いベルベットのローブ。房飾りつきの角張った帽子。ローブの裾すそからちらりと覗のぞく平底の靴が一歩前に出され、音もなく絨じゆう毯たんを踏ふむ。

　柔らかそうな栗色の巻き毛と、銀ぎん縁ぶちの小さな眼鏡めがねが、月光に照らし出された。幼さと無限の叡えい智ちを同居させた大きな瞳ひとみが、レンズの奥できらりと輝いた。

　永えい劫ごうにも等しい年月を隔離された大図書室で過ごしてきた、最高司祭アドミニストレータの分身にして対等の権限を持つ賢けん者じやカーディナルは、青白い月明かりの下に悠然と歩み出ると足を止めた。直後、背後の扉が勝手に閉まった。

　なぜ、切り離された空間である図書室から、カーディナルがこの広間に出現できたのか。

　鍵かぎはもちろん、ユージオが持っていた赤しやく銅どうの短剣だ。シャーロットの指示によって昇しよう降こう盤ばんに突き刺された短剣は、それをカーディナルに繫つないだ。となれば、術式によって昇降盤の接続先を図書室に変えるくらい、彼女には容た易やすいことだ。

　小柄な賢者は、教師然とした厳いかめしい表情で、初めて目にするのであろうカセドラル最上階を見回した。

　次いで、すぐ隣となりに立つユージオに眼めを向け、小さく頷うなずく。少し離れた場所に横たわったままの騎き士しアリスにも、じっと視線を注ぐ。同じく床に伏す俺に目を移すと、安心させるように、かすかな笑みを浮かべてもう一度頷うなずいた。

　そして、最後に──。

　カーディナルは、小さな体を毅き然ぜんと反そらせて、広間の奥に浮遊しつつ沈ちん黙もくを続けるアドミニストレータを見据えた。究極の敵との二百年ぶりの対たい峙じに、賢けん者じやがいかなる感慨を抱いたのか、横顔からは察することができなかった。

　状況を確認し終えたカーディナルは、すっと右手の杖つえを掲げた。途と端たん、小さな体が浮き上がり、宙を滑すべるように俺とアリスが倒れる場所まで移動する。

　床に降りると、まずアリスの背中を杖の頭で軽く触れた。すると、きらきらと輝く光の粒がふわりと舞まい散り、騎士の体に染み込んでいく。

　続いて、俺の肩を細い杖がぽんと叩たたいた。再び温かな光が生まれ、もう完全に感覚を失っている体を包んだ。

　まず、自分が空からっぽになってしまったような冷たい虚無感が消滅し、ゴーレムに直ちよく撃げきされた腹部に灼しやく熱ねつの激げき痛つうが戻る。漏もれそうになった悲ひ鳴めいを堪こらえていると、痛みはたちまち温かな波に溶けていく。苦痛が収まるにつれて身体感覚も戻り、俺は強こわ張ばった右手を何度か閉じたり開いたりしてから、恐る恐る腹の傷を探さぐった。

　触れるとピリっとくる傷きず痕あとは残っているが、ほとんど体を分断しかけたほどの深ふか傷でが完全に塞ふさがっているのには驚きよう愕がくするしかない。俺が治ち癒ゆ術じゆつで同じ効果を出そうと思ったら、日差しが降り注ぐ森の中で何時間も詠唱を続けねばなるまい。

　助かった──などと安易に喜ぶのも躊躇ためらわれるほどの奇跡の業わざだが、もちろん相応の代だい償しようは求められるはずだ。しかも、俺ではなく、術者のカーディナルに対して。なぜなら、恐らく最高司祭アドミニストレータは、この状況をこそ──。

　俺の戦せん慄りつに満ちた想像などまるで意に介せぬように、カーディナルは再びふわりと浮き上がった。

　少し移動してから降り立ったのは、絨じゆう毯たんの上に転がる、小さな黒い骸むくろの前だった。

　とん、と軽い音とともに長杖スタツフが床に突き立てられる。主あるじの手が離れても、杖は微動だにせず直立し続ける。

　カーディナルはそっと腰を屈かがめ、両手で床からささやかな遺い骸がいを優しく掬すくい上げた。黒蜘く蛛もシャーロットを包み込んだ両手を胸に当て、少女は深く俯うつむくと、聞き取れぬほどの小さな声で囁ささやいた。

「この……頑がん固こ者もの。任を解き、労をねぎらい、お前の好きな本棚の片かた隅すみで望むように生きよと言うたじゃろうに」

　丸まる眼鏡めがねの奥で、長い睫まつ毛げが二度、三度と瞬しばたたかれる。

　俺は、ようやくまともに動くようになってきた右手で傍かたわらに転がっていた黒い剣を握ると、それを杖つえ代わりに立ち上がった。ふらつきながらカーディナルに近付き、色々と言うべきことを棚上げにしてまず問いかける。

「カーディナル……あれが、シャーロットの、真の姿……だったのか……？」

　巻き毛を揺らして顔を上げた賢けん者じやは、薄うすく濡ぬれた瞳ひとみで俺を見ると、懐なつかしくすら感じられる口調で答えた。

「……この人界に於おいても、古いにしえの時代には、多くの魔ま獣じゆうや怪異が森や荒野を住すみ処かとしていたのじゃ。お主ぬしならば、そのような存在にも馴な染じみがあろう」

「……ネームド・モンスター……。でも……シャーロットは人の言葉を喋しやべったし、感情だってあった……。彼女も、フラクトライトを持っていたのか……？」

「いや……。お主の世界の言葉を借りれば、ＮＰＣと同じ存在じゃ。ライトキューブではなく、メイン・ビジュアライザーの片かた隅すみにささやかな擬ぎ似じ的思考エンジンを与えられた、言うなればシステムの一部よ。昔は、汎はん用よう語ごの受け答えを可能とする大型獣や古木、巨岩などが人界にも数多く配置されておった。しかし……皆、消えてしもうた。半数は整せい合ごう騎き士しに退治され、半数はアドミニストレータめにオブジェクト・リソースとして利用されて、な」

「そうか……。北の山脈の洞どう窟くつで骨になっていた守しゆ護ご竜りゆうみたいに……」

「然しかり。わしはそれを不ふ憫びんに思い、新たに生成されるその種のＡＩたちを可能な限り保護してきたのじゃ。わしが使役する使い魔は、その大部分が思考エンジンを持たぬ小型ユニットじゃが、中にはシャーロットのように、保護したＡＩに働いてもらうこともあった。何せこやつらは高いステータスを持つゆえ、見かけを縮小しても、ちょっとやそっとでは傷もつかんからな。お主の服に忍んだまま、お主がどれほど暴あばれても無事だったのはそのせいじゃ」

「で、でも……でもさ」

　俺は、カーディナルの掌しよう中ちゆうに横たわるシャーロットの骸むくろをじっと見詰め、再び滲にじみそうになる涙を堪こらえながら問いを重ねた。

「シャーロットの言葉や行動は、擬似的ＡＩなんてものじゃなかったぞ。彼女は、俺を救ってくれた。俺のために自分を犠ぎ牲せいにしたんだ。なぜ……なんで、そんなことが……」

「以前にも言ったと思うが、この子はもう五十年も生きておった。その間ずっとわしと語らい、多くの人間たちを見守ってきたのじゃ。お主に貼はり付いてからでも、早二年……。それほどの時を共に過ごせば、たとえフラクトライトを持たずとも──」

　不意にカーディナルは声を強め、その先を決然と言い切った。

「たとえその知性の本質が、入力と出力データの蓄積に過ぎなくとも、そこに真実の心が宿ることだってあるのじゃ。そう、時として愛すらも。──貴様には永遠に理解できぬことであろうがな……アドミニストレータ、虚うつろなる者よ!!」

　凜りんと響ひびく声で呼びかけながら、幼き賢者は、ついに二百年来の仇きゆう敵てきをその双そう眸ぼうで真まっ直すぐに見据えた。

　離れた場所に浮遊したまま、状況を黙だまって見守っていた最高支配者は、すぐには言葉を返さなかった。

　指を絡み合わせた両手で口くち許もとを隠し、ただ鏡の瞳ひとみに謎なぞめいた光だけを浮かべている。

　図書室でカーディナルが語った話によれば、アドミニストレータは本来の意味のカーディナル・システムと融ゆう合ごうした時に、自己修正用サブプロセス──現在のカーディナルの基となった第二人格──の反乱を防ぐため、フラクトライトを操そう作さしてほぼ全ての感情を捨て去ったのだという。

　その後、二人の人間に分裂してからは、サブプロセスに体を乗っ取られる危険はなくなったはずだが、だからといって感情などという彼女にとっては無意味なものをわざわざ復活させる必要はあるまい。

　ゆえに、俺がアドミニストレータという存在に抱いていたイメージは、ただ機械的にタスクを処理していく、それこそプログラムのような人間というものだった。しかしこのカセドラル最上階で相見あいまみえた最高司祭は、想像とは大きく異なっていた。チュデルキンを蔑さげすみ、俺たちを弄もてあそぶ彼女の微ほほ笑えみが、偽いつわりの表情だとはどうしても思えなかったのだ。

　そして、いまも──。

　銀髪銀ぎん瞳どうの少女は、両手に隠された口許から珠たまを転がすような笑い声を漏もらし、両眼めをすうっと細めた。

　くす。くすくす。

　峻しゆん烈れつを極きわめるカーディナルの言葉など、そよ風ほどにも感じていないかのように、細い肩を揺らして笑い続ける。

　やがて、その合い間に、短いひと言が──先刻の俺の危き惧ぐを現実のものとする台詞せりふが、密ひそやかに挟み込まれた。

「来ると思ったわ」

　くす、くすくすくす。

「その坊やたちを苛いじめていれば、いつかは黴かび臭くさい穴倉から出てくると思ってた。それがお前の限界ね、おちびさん。私に対抗するための手て駒ごまを仕立てておきながら、それを駒として使い捨てることもできないなんて。まったく度し難がたいわね、人間というものは」

　やはり──。

　恐れたとおり、アドミニストレータの真なる狙ねらいは、俺たちを追い詰めることによって隔離された大図書室からカーディナルを誘い出すことにあったのだ。言い換えれば、最高司祭には、この状況で絶対確実に勝利できる奥の手がまだ残っているということになる。

　しかし、最終兵器であったはずのソードゴーレムはカーディナルにほぼ破は壊かいされ、こちらはユージオも俺もどうにか戦えそうだ。見れば、アリスも意識を取り戻したのか、片手を突いて起き上がろうとしている。

　表裏一体の存在であるカーディナルとアドミニストレータは、一対一で戦えば必ず相打ちになるはずなので、この状況はもう俺たちが圧倒的有利と判断していいのではないか。

　つまりアドミニストレータは、図書室と繫つながる扉が開いたその瞬しゆん間かんに、傍ぼう観かんを解いて全力攻こう撃げきを開始して然しかるべきだった。なのにいったいなぜ、ソードゴーレムを破は壊かいし、俺とアリスを癒いやし、そのうえ俺がカーディナルと短くない会話を交かわすことを許したのか。

　カーディナルも当然、俺と同じ疑問を感じているはずだ。しかしその横顔には、小揺るぎもしない厳きびしさだけがあった。

「ふん。暫しばらく見ぬうちに、貴様こそずいぶんと人間の真ま似ねが上う手まくなったものじゃな。二百年のあいだ、ずっと鏡を相手に笑う練習でもしておったのか」

　辛しん辣らつな言葉を、アドミニストレータはまたしても微笑で受け流す。

「あら、そういうおちびさんこそ、そのおかしな喋しやべり方は何のつもりなのかしら。二百年前、私の前に連れてこられた時は、心細そうに震えていたのに。ねぇ、リセリスちゃん」

「わしをその名で呼ぶな、クィネラ！　わしの名はカーディナル、貴様を消し去るためにのみ存在するプログラムじゃ」

「うふふ、そうだったわね。そして私はアドミニストレータ、全てのプログラムを管理する者。挨あい拶さつが遅くなって悪かったわね、おちびさん。あなたを歓かん迎げいするための術式を用意するのに、ちょっと手間取っちゃったものだから」

　にこやかに言い終えたアドミニストレータは、ふわりと右手を掲げた。

　大きく広げられた五本の指が、まるで見えない何かを握り潰つぶそうとするかのような形に曲げられる。これまでまるで顔色を変えることのなかった真っ白い頰ほおに仄ほのかな血の色が走り、銀の瞳ひとみに凄せい絶ぜつな光が宿る。あの最高司祭が、初めて本気の精神集中を行っていることを察して、俺の背中に冷たい戦せん慄りつが走る。

　しかし、どんな行動に出る時間もなかった。一瞬ののち、アドミニストレータの右手が、ぐっと強く握り締しめられた。

　同時に──。

　がっしゃあぁぁぁん!!　という、十と重え二は十た重えの硬質な破砕音が、広間の全方向から大音量で響ひびき渡った。俺は、広間を取り囲む巨大なガラス壁へきが全て砕け散ったのだと予想した。

　だが、そうではなかった。

　砕けたのは、窓のむこう──黒々とうねる雲海と満天の星々、冴さえ冴ざえと輝く青白い満月、それら夜空の全てだった。

　空が無数の薄うすい破片となって舞まい散り、互いに衝しよう突とつして更に細かく砕けながら落下していく様を、俺は呆ぼう然ぜんと見詰めた。星空を映したままの破片たちが崩くずれ落ちていった後に現れたのは、《非存在》とでも表現するしかない光景だった。

　まったく奥行きが感じられない黒と紫色の空間が、マーブル模様を描きながらゆるゆると蠢うごめいている。長時間凝ぎよう視ししていたら、見る者の精神までもが吸い取られてしまいそうな、完全なる虚無の世界。

　色合いも美しさもまるで違うが、しかしそれでも、あの時見た現象に似ていると感じた。かつて、浮遊城アインクラッドが崩ほう壊かいする時に夕焼け空を覆おおい包み消し去っていった、白い光のベール。

　まさか、このアンダーワールドも崩壊、消滅してしまったのか。人界も、ダークテリトリーも、村や街も……そこに暮らす人々も、全て。

　恐慌に陥おちいりかけた俺を引き戻したのは、驚おどろきを含んではいるが、しかし確固として揺るがないカーディナルの声だった。

「貴様……アドレスを切り離したな」

　──どういう、意味だ……？

　途と惑まどいつつもアドミニストレータから引き剝はがせない俺の視線の先で、銀髪の少女はゆるりと右手を下ろしながら囁ささやくように答えた。

「……二百年前、あと一息で殺せるというところでお前を取り逃がしたのは、確かに私の失点だったわ、おちびさん。あの黴かび臭くさい穴倉を、非連続アドレスに設置したのは私自身だものね？　だからね、私はその失敗から学ぶことにしたの。いつかお前を誘い出せたら、今度はこっち側に閉じ込めてあげようって。鼠ねずみを狩る猫のいる檻おりに、ね」

　口を閉じた最高司祭は、仕上げとばかりに、今度は左手の指先をぱちんと鳴らした。

　途と端たんに、先刻に比べればかなり控えめな破壊音とともに、後方の床に屹きつ立りつしていた焦こげ茶ちや色の扉が砕け散った。破片すらも空中にあるうちに細かく分解され、消えてしまう。しかも、床に存在したはずの、昇しよう降こう盤ばんの位置を示す円模様さえも消滅している。

　そのすぐ傍そばに立っていたユージオは、驚き顔で右足を伸ばし、絨じゆう毯たんを何度も踏ふんだ。そして顔を上げると俺を見て、小刻みにかぶりを振った。

　つまり、こういうことだ。

　アドミニストレータが破壊したのは、窓の外の世界ではなく、世界とこのカセドラル最上階との接続そのものなのだ。

　仮にどうにかして周囲のガラス窓を破壊しても、その先には絶対に進めないだろう。移動するための空間が存在しないのだから。仮想空間に於おいて誰かを閉じ込めるための手段としては完かん璧ぺきすぎるほどに完璧、まさしく管理者権限を持つ者だけに許された手段だ。これに比べれば、旧アインクラッド第一層の黒鉄宮に存在した監かん獄ごくエリアなどかわいいものだ。

　カーディナルが出現してからの数分間を、アドミニストレータは無為に浪費したのではなく、この大掛かりな術式の準備に当てていた──というわけだ。

　しかし。

　空間の連続性を完全切断したということは、すなわち。

「その喩たとえは、正確さに欠けると思うがな」

　俺と同じ結論にいち早く達したらしいカーディナルが、低い声を投げ返した。

「切断するのは数分でも、繫つなぎ直すのは容易ではないぞ。つまり、貴様自身もこの場所に完全に囚とらわれたということじゃ。そしてこの状況では、どちらの陣営が猫で、どちらが鼠ねずみなのかは確定しておらぬと思うが？　何せ我々は四人、そして貴様は一人。この若者たちを侮あなどっておるのなら、それは大いなる過あやまちじゃぞ、クィネラよ」

　そう、そのとおりだ。

　かくなった以上は、アドミニストレータ本人も、この空間からはもう簡単には抜け出せないはずなのだ。そして彼女とカーディナルは、まったく対等の力を持つ術者。俺たちとしては、カーディナルに敵の神聖術を相そう殺さいしてもらっているあいだに斬きり込むだけで勝負を決められる──ということになる。

　しかし、カーディナルの指摘を突きつけられてもなお、最高司祭の淡い微笑は消えない。

「四人対一人？　……いいえ、その計算はちょっとだけ間違ってるわね。正しくは……四人対三百人なのよ。私を加えなくても、ね」

　甘い響ひびきの声がそう言い切ると同時に、最高司祭の後方にひっくり返っていた金属の塊かたまり──ほぼ全ぜん壊かいしたはずのソードゴーレムが、鼓膜を引き裂かんばかりの不協和音を響かせた。

「なにっ……」

　カーディナルが低く叫んだ。渾こん身しんの雷らい撃げきを三発連続で叩たたき込んで、完全に無力化したと判断していたのだろう。俺だってそう信じて疑わなかった。

　しかし、つい数秒前までは確かに消えていたゴーレムの両眼めの光が、今は二つの恒星の如ごとく煌こう々こうと輝いている。殺気に満ちた眼光で俺たちを射い貫ぬきながら、巨人はダメージが一いつ瞬しゆんで消え去ったかのように二本の腕で上体を起こすと、四本脚を床に突き立て、腹に響く轟ごう音おんとともに直立した。

　よくよく見れば、カーディナルの稲妻に連撃され、各所で焼け焦こげて煙を上げていたはずの剣パーツ群も、いつのまにか新品同様の輝きを取り戻している。

　確かにこの世界の高優先度武器は天命の自己回復力を備そなえているが、それもきちんと手入れをして鞘さやに収めればのことだ。それでも半減した天命を最大値まで戻すには丸一日かかるし、そもそもゴーレムの体を構成している剣たちは、柱に取り付けられていた装飾品だったのだ。

　たとえアドミニストレータの言ったとおり、全てのパーツが神器級の優先度を持っているのだとしても、この短時間にダメージを回復させた理由にはならない。

　しかし、最高司祭の後方に屹きつ立りつする剣の巨人は、雷撃を受ける前とまったく同じ──いや、更に増したようにも感じられる圧倒的な力感に包まれている。もしかしたら、このゴーレムを大量に製造できれば、本当にダークテリトリーからの総侵攻を跳ね返してしまうのではないか、とすら思えるほどの。

　言葉もなく立ち尽くす俺の耳に、小賢けん者じやの鋭するどい声が届いた。

「キリト、アリス、ユージオ、わしの後ろに！　決して前に出るではないぞ！」

　その指示を聞いて、最初からカーディナルの後ろ側にいた俺以外の二人が駆かけ寄ってくる。アリスも、右胸を貫つらぬかれたダメージからほぼ回復しているようだ。黄金の胸当てを失い、その下の青い騎士服コルサージユも大きく切り裂かれているが、動きに受傷の影えい響きようは見られない。

　気丈に背筋を伸ばしながら金きん木もく犀せいの剣を構えたアリスは、俺に小声で囁ささやきかけてきた。

「キリト……この方は、いったい……？」

「……名前はカーディナル。二百年前にアドミニストレータと戦い、追放された、もう一人の最高司祭だ」
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　そして──管理者アドミニストレータに対する、初期化者フォーマッタ。世界を慈悲深き無へと還かえす者。

　しかしもちろん、いまはそこまでは言えない。怪け訝げんそうな顔をするアリスに、更に説明を重ねる。

「大丈夫、味方だよ。俺とユージオを助けて、ここまで導みちびいてくれた人だ。この世界のことを心から愛し、また憂うれいている」

　少なくともこれは確かな真実だ。アリスはまだ迷いや途と惑まどいを捨て切れないようだったが、それでも、左手をそっと右胸に──カーディナルの奇跡の力が癒いやした場所に押し当てながら、深く頷うなずいた。

「……解わかりました。高位の神聖術は、術者の心を映します……。私の傷を癒いやしてくださった、この方の力の温かさを信じます」

　まったくそのとおりだ、と感じ入りながら俺も頷うなずき返した。

　たとえたった一行の術式しかない最下級の治ち癒ゆ術じゆつでも、それを誰かに施ほどこす時、術者がおざなりにするか、真しん摯しな祈りを込めるかで効果に大きな差が出る。

　カーディナルの治癒術には、あらゆる痛みを温かく溶かしていく、真の慈愛が満ちていた。だからこそ俺は彼女の、全アンダーワールドを無に還かえすという決意にはまだ話し合う余地があると期待し、信じてもいるのだが──しかしそれも、この戦いに勝ってからの話だ。

　完全に力を失っていたはずのソードゴーレムが一いつ瞬しゆんで全回復した仕掛けは何なのか、どうすれば対抗できるのか、まずはその秘密を看破せねばならない。

　全身を黒みがかった金色に煌きらめかせながら、ゴーレムはゆっくりと前進を開始する。

　対たい峙じするカーディナルは油断なく杖つえを構えているが、数分前のように、先制攻こう撃げきで大威力の神聖術を叩たたき込むというわけにはいかない。カーディナルが術式を使う瞬間を攻撃するべく、アドミニストレータが虎こ視し眈たん々たんと狙ねらっているはずだ。

　──考えろ。いま、俺にできるのはそれだけだ。

　ソードゴーレムの自動治癒能力オートヒーリングは、恐らく記憶解放術がもたらしたものだ。だとすれば、ゴーレムの巨体を構成する三十本の剣たちの源みなもととなった《何か》は、それを可能とする属性を持っていたはずだ。

　天命の自然回復と聞いて真っ先に思い出すのは、俺の右手に握られる黒い剣の源である巨きよ樹じゆギガスシダーだが、しかしあの超回復力は、陽光と地面がふんだんに供給する空間神聖力リソースあってのものだ。

　しかし、この広間のリソース源は、南側の窓から降り注いでいた月光のみ。とてもあれほどの巨体を瞬時に回復させるほどの量が蓄積されているとは思えない。つまりソードゴーレムの源は、ギガスシダーのような自然物オブジェクトではない。

　となれば、残る可能性は、空間リソースに依存しない回復力を持つ生物型オブジェクトか。だがカーディナルは、かつてこの世界に存在していた巨大ネームド・モンスターは絶滅したと確かに言った。また、熊くまや牛といったノーマルな動物ユニットには、とてもあれほどの攻撃力を生み出せるほどの優先度はない。たとえ一万匹まとめて剣に変換したところで、整せい合ごう騎き士したちの神器にも遠く及ばないだろう。獣けものの天命はそれほどまでに少ないのだ。優先度と耐久度は比例するので、あれほどの武器を三十本を作ろうと思ったら、大型の動物ユニットが何千、いや何万匹必要に──……。

　待て。

　さっき、アドミニストレータが妙なことを言わなかっただろうか。

　四人対、三百人。

　あのソードゴーレムを造るのに使われたユニットは、動物のようなムービング・オブジェクトではない。ヒューマン・ユニット、すなわちこの世界に暮らす人間たちなのだ。それも──三百人も。小さな村なら、丸ごと消滅してしまうほどの人数だ。

　脳が焼け焦こげるほどの瞬しゆん間かん的思考のすえに辿たどり着いたその結論が、真実であることを俺は直感した。しかし、爽そう快かい感かんなどまるでなかった。代わりに俺を襲おそったのは圧倒的な恐怖だった。爪つま先さきから背筋を経てうなじに至るまでの肌が激はげしく粟あわ立だつ。

　アンダーワールド人は、単なる動的オブジェクトではない。俺たち現実世界人と同じ本物のフラクトライト、すなわち魂たましいを持っているのだ。そして、たとえ剣に変質させられようとも、肉体が存在し続ける限りフラクトライトの活動も終わらない。

　つまり、あのゴーレムの部品に変えられた人々は、眼めも耳も口もない金属の中で、いまだ意識を保っているかもしれないのだ。

　俺に先んじて同じ結論に到達したらしいカーディナルが、小さな体をかすかに強こわ張ばらせた。杖つえを掲げる小さな手が、真っ白になるほどにきつく握り締しめられた。

「…………貴様」

　発せられたその言葉は、声のあどけなさを覆おおい隠すほどの怒りでひび割れていた。

「貴様……なんと……なんという非道な真ま似ねを！　貴様は統治者じゃろうが！　その剣人形に変えた者たちは、本来貴様が守るべき民ではないのか!!」

　途と端たん、二つの喘あえぎ声ごえが、俺の左側で同時に響ひびいた。

「民……？　民って、人……間？」

　ユージオが、よろりと一歩後退しながら呟つぶやき、

「人……だと言うのですか、あの怪物が……？」

　アリスもまた、左手を胸に当てたまま呻うめく。

　冷たく張り詰めた静寂が、広間を満たした。

　やがて、アドミニストレータが、俺たち四人の驚きよう愕がくと恐怖、そして怒りを味わうかのように微ほほ笑えみながら答えた。

「ご、名、答。やーっと気付いてくれたのね。このままじゃ、種明かしをする前にみんな死んじゃうかもって心配しちゃったわ」

　本心から嬉うれしそうに、ひとしきり無邪気な笑い声を上げると、絶対的統治者はぱたんと両手を打ち合わせ、でもねぇ、と続けた。

「おちびさんにはちょっとガッカリだわね。二百年もこそこそ穴倉から覗のぞき見してたくせに、まだ私のことを解わかってくれていないのね。ある意味ではあなたのママでもあるのに」

「……たわ言を！　貴様の腐り切った性根なぞ、底の底まで見通しておるわ！」

「なら、どうして下らないこと言うのかしら？　守るべき民、とか何とか。私がそんな低次元なこと気にするわけないじゃない」

　にこやかな表情は一いつ切さい変わらないのに、アドミニストレータを包む空気が急きゆう激げきに冷えていくように俺には思えた。絶対零度の微笑を浮かべる唇から、氷の微粒子にも似た言葉が零こぼれ落ちた。

「私は支配者よ。私の意志のままに支配されるべきものが下界に存在していればそれでいいの。たとえその形が人だろうと剣だろうと、それは大した問題じゃないわ」

「貴……様……」

　カーディナルの声が掠かすれ、途切れた。

　俺も、発するべき言葉を見つけられなかった。

　アドミニストレータと名乗る女性、いや存在の、精神のありようはもう俺の理解が及ぶところではない。彼女はその名のとおりシステム管理者であり、人界の民たちを、書き換え可能なデータファイルだと認識しているに過ぎない。たとえるならば、現実世界のネット中毒者が、ただ収集、整理することだけを目的に膨ぼう大だいなファイルをダウンロードし続けるようなものか。ファイルに何が含まれているのかなど、ほとんど気にも留めずに。

　カーディナルは、大図書室での会話において、アドミニストレータの魂たましいに焼き込まれた行動原則を《世界の維持》だと語った。それは正しいのだろうが、しかし真実の全てを捉とらえてはいなかった。

　旧ＳＡＯ世界において、魂なき管理プログラムであった初代のカーディナル・システムは、果たして俺たちプレイヤーを人間……つまり意思ある生命だと認識していただろうか？

　答えは、否いなだ。

　俺たちは、管理、選別、そして削除されるべきデータに過ぎなかった。

　遠い昔に存在した少女クィネラは、確かに人を殺せなかったのかもしれない。

　しかしいまのアドミニストレータにとって、人間はもはや人ではない。




「あら、揃そろって黙だまり込んじゃって、どうしたの？」

　遥はるか高みから俺たちを見下ろしながら、管理者はかわいらしく首を傾かしげた。

「まさか、ユニットをたかだか三百個ていど物質変換したくらいで驚おどろいてるわけじゃないわよねえ？」

「たかが……じゃと？」

　ほとんど音にならない声で問い質ただすカーディナルに、最高司祭は鷹おう揚ように頷うなずき返した。

「たかが、ほんの、それっぽっちよ、おちびさん。この人形が完成するまでに、いったい幾つのフラクトライトが崩ほう壊かいしたと思って？　だいたい、これはあくまでプロトタイプなのよね。厭いやったらしい負荷実験に対抗するための完成型を量産するには、ざっと半分くらいは必要かなって感じだわ」

「半分……とは……」

「半分ははんぶんよ。人界に存在する約八万のヒューマン・ユニットの半分……四万ユニット。それだけあれば足りるんじゃないかしら。ダークテリトリーの侵攻を退しりぞけて、向こう側に攻め込むのに、ね」

　あまりにも恐ろしい言葉を何の気負いもなく口にすると、アドミニストレータは、銀の瞳ひとみを俺の左隣どなりに立つ騎き士しへと向けた。

「どう、これで満足したかしら、アリスちゃん？　あなたの大事な人界は、ちゃんと守られるわよ？」

　からかうようなくすくす笑いを、アリスはただ黙だまって聞いていた。

　金きん木もく犀せいの剣の柄つかを握る手が小刻みに震えていることに俺は気付いたが、そうさせているのが恐怖なのか、あるいは怒りなのかは、すぐには解わからなかった。

　やがて発せられたのは、ぎりぎりまで抑制された、ひとつの問いだった。

「……最高司祭様。もはやあなたに人の言葉は届かない。ゆえに、神聖術師として訊たずねます。その人形を作っている三十本の剣……その所有者は、いったいどこにいるのです」

　一いつ瞬しゆん、俺は途と惑まどった。三十本もの剣の記憶解放を行い、ゴーレムへと組み上げたのはアドミニストレータ自身だ。ゆえに、原則からは外れるが、所有者は最高司祭なのだろうと俺は考えていたのだが。

　しかし、アリスは次の言葉で、俺の推測を打ち消した。

「最高司祭様が所有者ということは有り得ない。たとえ、完全支配できる剣は一本のみという原則を破れたとしても、その次の原則は破れないのです。記憶解放を行うには、剣とその主あるじのあいだに、強固な絆きずなが必要となる。私とこの金木犀の剣、他の騎士たちとその神器、あるいはキリト、ユージオと彼らの剣のように。主は剣を愛し、また愛されなくてはならない。司祭様、その人形を形づくる剣の源みなもととなったのが罪なき民だというのなら──あなたが剣たちに愛されるはずがない!!」

　凜りん乎ことした残ざん響きようを引いて、アリスが言い切った。

　静寂を破ったのは、どこまでも謎なぞめいたアドミニストレータの含み笑いだった。

「うふふふ……どうしてこうも瑞みず々みずしいのかしらね、幼く愚おろかな魂たましいというものは。もぎたての林りん檎ごのように甘あま酸ずっぱいセンチメンタリズム……。いますぐに握り潰つぶして、果汁を最後のひとしずくまで飲み干してしまいたいくらいよ」

　鏡の瞳が、胸中の昂たかぶりを映してか、虹にじ色の輝きを帯びた。

「でも、まだダメ。まだその時じゃないわ。アリスちゃん、あなたの言いたいことはつまり、私ではこの剣たちを上書きオーバーライドできるほどのイマジネーションは発揮できないだろう、ってことよね。その指摘は正しいわ。私の記憶野にはもう、こんなにたくさんの剣を高精細に記録するほどの余裕はないものね」

　最高司祭が優雅に指差す先では、三十本の剣で構成されたゴーレムがじわり、じわりと前進を続けている。

　俺の理解しているところでは、武装完全支配術というものは、所有者が武器の外見、質感、重さ等のあらゆる情報を記憶し、その上でコマンドの助けを借りて、武器そのものを想像の力によって変化させるという技だ。

　つまり、術を発動させるためには、所有者はその剣の全情報を己おのれの記憶中に完かん璧ぺきに保存していることが必須条件となる。

　たとえば俺が黒い剣の武装完全支配術を使おうとするなら、まずライトキューブ・クラスターの中央にある共有記憶庫メイン・ビジユアライザー中の剣の情報Ａと、そして俺のフラクトライト中にある剣の情報Ｂが、無限小の誤差で一致していなくてはならない。そうであってはじめて、俺は情報Ｂを想像力で変化させることによって情報Ａをも上書きする、イコール他の人間にもその変化を共有させられるというわけだ。このロジックは、先ほど俺の体に起きた《変身現象》とも共通するものだろう。

　いっぽうアドミニストレータはと言えば、彼女のライトキューブ容量は、三百年もの人生の記憶で限界まで圧迫されているはずなのだ。とても三十本もの剣の情報を完璧に記憶できるとは思えない。アリスの指摘はあくまで叙情的な信念から発せられたものだろうが、しかし同時に、システム的な正せい鵠こくを射てもいたわけだ。

　となれば──。やはりあのゴーレムを作る剣たちには、それぞれ対応する所有者がいるはずなのだ。そのライトキューブ中に剣の記憶を持ち、そしてあれほどまでに凶悪な破は壊かいの意思を秘めた魂たましいたちが。

　しかし、どこに。いまやこの空間は、外界とはあらゆる意味で隔離されている。つまり所有者たちもまた広間の中にいなくては理屈が通らない……。

「答えは、坊やたちの目の前にあるわ」

　不意に、アドミニストレータが真まっ直すぐ俺を見てそう言った。

　続いて、その視線が左に振られ、

「ユージオには、もう解わかってるはずよ」

「…………!?」

　俺は息を詰め、アリスの向こうに立つユージオを見やった。

　亜麻色の髪の相棒は、血の気を失った顔で、身じろぎもせずに最高司祭を凝ぎよう視ししていた。

　奇妙なほどに表情のないそのブラウンの瞳ひとみが、細かく震えながら動き、真上の天井に向けられた。

　俺も釣られて上を見た。丸みを帯びた天てん蓋がいには、創世記を題材とした細密画が描かれ、各所に嵌はめ込まれた水晶が小さく瞬またたいている。

　俺はいままで天井の絵も水晶も、単なる装飾だと思っていた。しかしユージオは、虚うつろな表情の中で両眼めだけを異様に光らせ、食い入るように天井を見上げている。

　やがて、相棒の唇から、からからに渇いた声が絞り出された。

「そうか……そうだったのか」

「ユージオ……何に気付いたんだ!?」

　俺の問いかけに、ユージオはゆっくりとこちらを見ると、深い恐怖を湛たたえた顔で呟つぶやいた。

「キリト……。あの、天井に嵌はめ込まれている水晶。あれは……ただの飾りじゃないんだ。あれはきっと、整せい合ごう騎き士したちから奪われた……《記憶の欠片かけら》なんだ」

「な……」

　絶句した俺に続いて、カーディナルとアリスがそれぞれ驚おどろきの声を上げた。

　整合騎士の、記憶の欠片。

　それはつまり、《シンセサイズの秘ひ儀ぎ》によって、騎士化される人間たちから抜き取られた最も重要な記憶のことだ。ほとんどの場合、その記憶は、最愛の人間の思い出であると考えて間違いない。エルドリエにとっては母。デュソルバートにとっては妻。

　ならば──あれらの水晶が、ソードゴーレムを作っている剣たちの所有者なのか？

　いや。水晶たちはあくまで、フラクトライトに保存された断片的な情報であるはずだ。思考能力を持つ完全な魂たましいと同一視はできない。剣とリンクして完全支配術を発動させるなどということができるとは思えない。

　いや──。なにかが、俺の思考をちくちくと刺し激げきする。

　水晶が全て整合騎士の記憶の欠片であるのなら、その中には、六年前のシンセサイズによって奪われた騎士アリスの記憶も含まれているはずだ。

　そしてここは、セントラル・カセドラル最上階。

　二年前、ルーリッド北の洞どう窟くつでゴブリン部隊と戦せん闘とうになり、ユージオが深ふか傷でを負った。その傷を治ち療りようしている時、俺は確かに不思議な声を聞いたのだ。

　幼い少女を思わせるその声は、カセドラル最上階で俺とユージオを待っている、と告げた。そして同時に、大量の神聖力が供給され、ユージオを癒いやした。

　あの声の主ぬしが、アリスの記憶の欠片なのだとしたら？　それはつまり、騎士から奪われた記憶それ自体も、独立した思考力を持っているということにならないか？

　しかし、あらゆる神聖術には、対象接触の原則があるのだ。このセントラル・カセドラルから、遥はるか七百五十キロも離れたルーリッドまで、声や治ち癒ゆ力りよくを届けるなどということはアドミニストレータその人にもできまい。

　そんな奇跡が可能になるのは、唯一、武装完全支配術と同じ《事象の上書き》ロジックが働いた場合だけ。となると、アリスの記憶ピース中に保持された思い出というのは、つまり──つまり……。

　高速回転する俺の思考を遮さえぎったのは、烈火の如ごときカーディナルの叫び声だった。

「そうか……そういうことか！　おのれクィネラ……貴様は、貴様はどこまで人を弄もてあそぶつもりなのじゃ!!」

　はっ、と我に返った俺の視線の先で、銀髪の支配者は悠然と微ほほ笑えんだ。

「あら、さすが……と言ってあげるべきかしらね、おちびさん？　案外早く気付いたみたいね、偽ぎ善ぜん的な博愛主義者にしては。じゃあ、改めて聞かせてくれるかしら、あなたの解答を？」

「フラクトライトの共通パターン。そういうことじゃろう！」

　カーディナルは、右手の黒い長杖スタツフをびしりとアドミニストレータに向けた。

「シンセサイズの秘ひ儀ぎで抜き取った記憶ピースを、新たなライトキューブにロードした精神原型に挿入すれば、それを擬ぎ似じ的な人間ユニットとして扱うことは可能じゃ。しかしその知性は極きわめて限定され……ほとんど本能的衝しよう動どうしか持たぬ存在となるじゃろうから、とても武装完全支配術などという高度なコマンドを行使することはできん」

　難なん解かいな言葉の意味を、俺は懸けん命めいに理解しようとした。

　大図書室でカーディナルは言っていたはずだ。この世界の赤ん坊は、新しいライトキューブにロードされたフラクトライト原型に、両親の外形的要素と思考・性向パターンの一部を組み込まれて誕生してくる、と。基本的には、それと同じことなのだろう。両親から受け継ぐ情報の代わりに、騎き士しから奪った記憶の欠片かけらを埋め込む。

　つまり、天井で輝く水晶は、最愛の誰かの記憶を与えられた赤ん坊……ということなのか。しかし、だとすれば、二年前の《アリス》はなぜ俺に語りかけることができたのか。生まれたばかりの赤ん坊では、とてもあんなふうに話すことはできまい。

　無数の疑問に翻ほん弄ろうされる俺の耳に、カーディナルの新たな言葉が届く。

「……じゃが、その制限にも、抜け道はある。それはつまり、フラクトライト原型に挿入した記憶ピースと、リンクする武器の構成情報が限りなく共通するパターンを持っている場合じゃ。具体的には……」

　そこで一度言葉を切った賢けん者じやは、杖つえの石突きを音高く床に打ち付け、叫んだ。

「──整合騎士たちから奪った記憶に刻まれた、最愛の人間自身をリソースとして剣を作った。そういうことじゃな、アドミニストレータよ!!」

　一時的な混乱が収束するや否いなや俺を襲おそったのは、全身を凍り付かせるほどの、圧倒的な恐怖と嫌けん悪おだった。

　剣の所有者は、整合騎士たちから奪われた、愛する誰かの記憶。

　そして剣は、その愛する誰か……たとえばエルドリエの母親、デュソルバートの妻、そして恐らく彼女たちの近しい親族をも素材として造られている。

　カーディナルが言ったのは、そういうことだ。

　少し遅れて理解したのだろう、ユージオとアリスが同時に驚きよう愕がくの呻うめき声ごえを漏もらした。

　確かに、それが本当ならば、理論上は記憶解放現象を起こすことが可能かもしれない。メイン・ビジュアライザー中の情報Ａと、フラクトライト中の情報Ｂが、同一の存在に由来しているのだから。記憶の欠片かけらを与えられた新生児フラクトライトが、リンクする剣に対して何かを強く想おもえば、それが実現することは有り得る。

　問題は、その《何か》とは何か、ということだ。赤ん坊レベルの思考力しか持たないはずの記憶の欠片たちは、いったいいかなる衝しよう動どう、いかなる感情によって、巨大なソードゴーレムを動かしているのか……？

「欲望よ」

　まるで俺の疑問を見透かしたかのように、アドミニストレータがするりと言葉を放った。

「触りたい。抱き締しめたい。自分のものにしたい。そういう醜みにくい欲望が、この剣人形を動かしているの」

　ふふ。うふふ。銀ぎん瞳どうを細め、少女は密ひそやかに嗤わらう。

「騎き士したちの記憶フラグメントを挿入した擬ぎ似じ人格たちが望むのは一つ──ただ一人記憶している誰かを自分のものにしたい、それだけよ。天井に固定された彼らはいま、すぐそばにその誰かがいることを感じているわ。でも、触れない。ひとつになれない。狂おしいほどの飢えと渇きのなかで、見えるのは邪じや魔まをする敵の姿だけ。この敵を斬きり殺せば、欲しい誰かが自分のものになる。だから戦う。どんなに傷を負っても、何度倒れても、起き上がって永遠に戦い続けるの。……どう？　素敵な仕組みでしょう？　ほんとうに素晴らしいわ……欲望の力というものは！」

　アドミニストレータの声が高らかに響ひびく中、接近しつつあるソードゴーレムの両眼めが激はげしく明滅した。

　その凶悪な全身から放たれる金属質の共鳴音──それが、俺には悲哀と絶望の叫びのように聞こえた。

　あの巨人は、殺さつ戮りくを求める自動兵器などではなかった。

　ただひとり憶おぼえている誰かにもう一度会いたい、その気持ちだけが寄り集まり、動かしている哀れな迷い子なのだ。

　アドミニストレータは、ゴーレムを動かす力を欲望と表現した。しかしそれは──

「…………違う!!」

　俺の思考と同期するように叫んだのは、カーディナルだった。

「誰かにもう一度会いたい、手で触れたい、その感情を欲望などという言葉で穢けがすな！　それは──それは、純粋なる愛じゃ!!　人間の持つ最大の力にして最後の奇跡……決して貴様のような者が弄もてあそんでよいものではない!!」

「同じことよ、愚おろかなおちびさん」

　アドミニストレータは喜悦に唇を歪ゆがめ、両の掌てのひらをソードゴーレムに向けて差し伸べた。

「愛は支配……愛は欲望！　その実体は、フラクトライトから出力される信号に過ぎない！　私はただ、最大級の強度を持つその信号を効率よく利用しただけよ。お前が用いた手段より、もっとずっとスマートにね!!」

　支配者の声は、勝利を確信したかのように高らかに響ひびいた。

「お前にできたのはせいぜい、無力な子供を二、三人籠ろう絡らくする程度のこと。でも私は違うわ。私が作った人形には、記憶フラグメントも含めれば三百ユニット以上もの欲望のエネルギーが満ち溢あふれている！　そして何より重要なのは……」

　刹せつ那なの静寂に続いて、致死の毒針を思わせる言葉が放たれた。

「……その事実を知ったいま、お前には決して人形を破は壊かいできないということよ。なぜなら、人形の剣たちは、形を変えただけの生きた人間どもなのだから!!」
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　アドミニストレータの宣告が、長い残ざん響きようを引いて消えた。

　ソードゴーレムに向けて掲げられていたカーディナルの長杖スタツフが、ゆるゆると下を向いていく様を、俺は愕がく然ぜんとしながら見詰めた。

　続けて発せられたカーディナルの声は、奇妙なほどに穏おだやかだった。

「ああ……そうじゃな。わしに人は殺せぬ。その制約だけは絶対に破れぬ。……人ならぬ身の貴様だけを殺すために、二百年の時を費ついやして術を練り上げてきたが……どうやら無駄だったようじゃ」

　あまりにも呆あつ気けなく自みずからの敗北を認めるその言葉を、俺は呆ぼう然ぜんと聞いた。

　しかし、確かに、ソードゴーレムの剣が生きた人間であるのなら、カーディナルはその命を絶つことはできない……いや、絶とうとはしないだろう。仮に、ティーカップとスープカップの喩たとえのように、行動制限を回かい避ひする方法があったとしても。

　くく。くくくく。

　アドミニストレータの唇が限界まで吊つり上がり、哄こう笑しようを堪たたえるような喉のど声ごえが張り詰めた空気を寸断した。

「なんて愚おろかな……なんて滑こつ稽けいなのかしら……」

　くっくっくっく。

「お前ももう、知っているはずなのに。この世界の真実の姿を。そこに存在する命なるものが、書き換え可能なデータの集合に過ぎないことを。それでもなおそのデータを人間と認識し、殺人禁止の制約に縛しばられるとは……愚かさもここに極きわまれりだわね……」

「いいや、人だとも、クィネラよ」

　カーディナルは、どこか諭さとすような調子で反はん駁ばくした。

「アンダーワールドに生きる人々は、我々が失ってしまった真の感情を持っている。笑い、悲しみ、喜び、愛する心をな。人が人たるために、それ以上の何が必要であろうか。魂たましいの容いれ物ものがライトキューブだろうと生体脳だろうと、それは本質的な問題ではない。わしはそう信じる。ゆえに──誇りとともに受け入れよう、敗北を」

　ぽつり、と発せられた最後の一言が、俺の胸の中央を深く抉えぐった。だが、真に激げき痛つうをもたらしたのは、それに続く言葉だった。

「じゃが、一つ条件がある。わしの命はくれてやる……代わりに、この若者たちの命は奪わんでやってくれ」

「…………!!」

　俺は息を吞のみ、一歩踏ふみ出そうとした。ユージオとアリスも、全身を強こわ張ばらせる。

　しかし、カーディナルの小さな背中から発せられる強固な意志の波動が、俺たちの動きを押し留とどめた。

　アドミニストレータは、獲え物ものを爪つめにかけた猫の如ごとく瞳ひとみを細め、小首を傾かしげた。

「あら……この状況で、今更そんな交換条件を受け入れて、私にどんなメリットがあるのかしら？」

「さっき言うたじゃろう、ひたすら術を練り上げてきたと。戦せん闘とうを望むなら、その哀れな人形の動きを封じながらでも、貴様の天命の半分くらいは削ってみせるぞ。それほどの負荷がかかれば、貴様の心もとない記憶容量が、更に危うくなるのではないか？」

「ん、んー……」

　あくまで微ほほ笑えみを浮かべたまま、アドミニストレータは右手の人差し指を頰ほおに当て、考える素振りを見せた。

「別に、結果の解わかっている戦闘如きで私のフラクトライトが脅おびやかされたりはしないけど、でもまあ、面倒ではあるわね。……その《逃がす》っていうのは、この閉へい鎖さ空間から下界のどこかに飛ばしてやれば条件を満たすのよね？　今後永遠に手を出すな、なんてことなら拒否するわよ」

「いや、一度退たい避ひさせるだけでよい。彼らなら、きっと……」

　カーディナルは、その先を口にしなかった。代わりにローブの裾すそをなびかせて振り向くと、優しい光を湛たたえた瞳ひとみで俺を見た。

　冗談じゃない、そう叫びたかった。俺のかりそめの命と、カーディナルの本物の命が等価であるはずがない。いっそいますぐアドミニストレータに斬きりかかり、カーディナルが脱出するための時間を稼かせぐべきかと俺は真剣に考えた。

　しかし、それはできなかった。一いちか八ばちかの博ばく打ちに、ユージオとアリスの命まで賭かけることになってしまうからだ。

　右手は痛いくらい強く剣の柄つかを握り締しめ、右足は骨が軋きしむほどに床を踏み締める。衝しよう動どうと理性の鬩せめぎ合いを続ける俺の耳に、アドミニストレータの声が届いた。

「ま、いいわ」

　にっこりと無む垢くな微笑を浮かべ、美び貌ぼうの少女は鷹おう揚ように頷うなずいた。

「私も、面おも白しろい遊びを後に取っておけるし、ね？　……じゃあ、ステイシア神に誓ちかいましょう。おちびさんを……」

「いや、神ではなく、貴様が唯一絶対の価値を置くもの……自みずからのフラクトライトに誓ちかえ」

　びしりと遮さえぎるカーディナルの声に、アドミニストレータは微笑にほのかな苦笑を混ぜ、もう一度首肯した。

「はいはい、それでは私のフラクトライトと、そこに蓄積された大切なデータに誓うわ。おちびさんを殺したあと、後ろの三人は無傷で逃がしてあげる。この誓約だけは私も破れない……いまのところ、ね」

「よかろう」

　首肯したカーディナルは、立ち尽くすユージオとアリスに数秒ずつ視線を注ぎ、最後に再び俺を見た。幼い顔には穏おだやかな微ほほ笑えみが、そして焦こげ茶ちや色の瞳には慈愛の光だけが満たされていて、俺は、胸中に溢あふれる感情が液体となって溢れ、視界をぼやけさせるのを止めることができなかった。

　カーディナルの唇が動き、声にならない声で、すまぬな、と囁ささやいた。

　彼方かなたのアドミニストレータが、高く澄すんだ声で、さようならおちびさん、と告げた。

　最高司祭の右手が軽く振られると、部屋の中央に到達しつつあったソードゴーレムの歩みがぴたりと止まった。

　手はそのまま高く掲げられ、掌てのひらが何かを握るような動きをすると、まるで空間から滲にじみ出るようにきらきらと光の粒が舞まい踊り、細長い形に凝ぎよう集しゆうした。

　出現したオブジェクトは、銀色の細剣レイピアだった。針のように細い刀身も、流りゆう麗れいな形の鍔つばも、全てが完かん璧ぺきな鏡の色。まるで装飾品の如ごとく華きや奢しやな姿だが、しかしオーラとなって放たれる圧倒的な優先度は、遠目に見ただけでも呼吸が浅くなるほどだ。

　カーディナルの黒い長杖スタツフと対になる、アドミニストレータ個人の神器──彼女の術式を支える最強のリソース源に違いない。

　銀のレイピアが、しゃらん、と鈴のような音を発して動き、真まっ直すぐにカーディナルを照準した。

　前を向いた賢けん者じやは、自分を狙ねらう神剣を恐れる様子もなく、しっかりした足取りで歩き始めた。

　アリスとユージオが、追いかけようとするかのように前のめりになった。しかし俺は、左手を持ち上げて二人を押し留とどめた。

　本心では、俺も剣を振りかぶり、アドミニストレータに斬きりかかりたかった。しかし、感情のままに飛び出しても、カーディナルの決意と献身を無にするだけだ。ゆえに俺は、涙を堪こらえ、歯を食い縛しばって、その場に立ち続けるしかなかった。

　己おのれの分身を見下ろすアドミニストレータの瞳ひとみが、恍こう惚こつとした歓かん喜きの虹にじを渦うず巻まかせた。

　直後、極ごく細ぼその剣けん尖せんから、広間全体を白く染める極大の稲妻が迸ほとばしり、カーディナルの小さな体を貫つらぬいた。

　ハレーションを起こしてぼやける視界の中心で、小さなシルエットが弾はじけるよう大きく仰のけ反ぞった。

　巨大すぎる雷らい撃げきのエネルギーが空気をも焼き焦こがしながら拡散し、俺は圧力に押されて後ろに下がりながらも懸けん命めいに両眼めを見開いた。

　幼き賢者は、まだ倒れていなかった。長い杖つえに体を預けながらも、両の足でしっかりと床を踏ふみ締しめ、顔は彼方かなたの仇きゆう敵てきを決然と見上げている。

　しかし、ダメージの痕こん跡せきは痛々しいほどだ。漆しつ黒こくの帽子やローブはそこかしこが焼き切れて煙を上げ、艶つややかだった茶色い巻き毛までも一部が黒く炭化している。

　声も出せずに立ち尽くす俺たちの、ほんの五メートル先で、ゆっくりとカーディナルの左手が持ち上げられ、焦げた髪を無む造ぞう作さに払い落とした。嗄かれてはいるが、しっかりした声が宙に流れた。

「ふ……ん、こんなもの……か、貴様の術は。これでは、何度……撃うとうが……」

　ガガァァァン!!

　という大音おん響きようが再び世界を揺るがした。

　アドミニストレータのレイピアから、先刻を上回る規模の雷撃が迸り、カーディナルの体を容赦なく貫いた。

　四角い帽子が吹き飛び、細かい破片を散らしながら消滅した。小さな体が痛々しく痙けい攣れんし、ぐらりと右に揺れて、横倒しになる寸前で片膝ひざを床に突いた。

「もちろん、手加減はしているわよ、おちびさん」

　溢あふれんばかりの狂喜をどうにか抑え込んでいるかのような、アドミニストレータの囁ささやき声ごえが、焦こげ臭い空気を揺らした。

「一いつ瞬しゆんで片付けちゃったら詰まらないもの。何といっても私は、二百年もこの瞬間を待ったんだもの……ね!!」

　ガガッ!!

　三み度たびの雷らい閃せん。

　それは鞭むちのように弧を描いて上空からカーディナルを直ちよく撃げきし、その体を凄すさまじい勢いで床に叩たたき付けた。高く跳ね返ったシルエットが、乾いた音を立ててもう一度墜つい落らくし、力なく横たわった。

　ベルベットのローブももう大半が炭となって消え、中に着ていた白いブラウスと黒のニッカーズにも大きな焦げ穴が幾つも開いている。雪のようだった手足の肌には、黒蛇のような火傷やけどが這はい回る。

　その腕が、床に爪つめを立てながら、体を少しばかり持ち上げようとした。

　死力を振り絞っているのであろうその動作を嘲あざ笑わらうかの如ごとく、新たな稲妻が横よこ薙なぎに襲おそいかかった。幼い姿はひとたまりもなく吹き飛び、床の上を数メートルも転がった。

「ふ……うふふ。ふふふふ」

　彼方かなたの高みで、アドミニストレータが我慢できないというふうに笑いを漏もらした。

「ふふ、あはっ。あははは」

　もう白目も虹こう彩さいも定かでない鏡の双そう眸ぼうが、眩まばゆい七色の輝きを渦うず巻まかせた。

「あははは！　はははははは!!」

　高笑いとともに掲げられたレイピアの切きっ先さきから──。

　立て続けに何度も何度も雷撃が発射され、もう動かないカーディナルを執しつ拗ように突き刺した。そのたびに小さな体は鞠まりのように跳ね、服も、肌も、髪も、存在の全てを焼き焦がされていった。

「ははははは!!　あははははははは!!」

　悪あく魔まの喜悦に身を捩よじり、銀髪を振り乱して哄こう笑しようするアドミニストレータの声は、もう俺の耳にほとんど届かなかった。

　両眼めからとめどなく涙が溢あふれ、視界を朧おぼろに歪ゆがませている理由は、決して連続する閃光に眼を灼やかれたからではない。胸の裡うちに吹き荒れる感情の出口が、そこしかないからだ。

　カーディナルの命が眼前で失われつつあることへの痛つう哭こく、無慈悲な処刑を愉たのしむアドミニストレータへの憤ふん激げき、しかし何より大きいのは、立ち尽くし見守ることしかできない無力な自分への怒りだった。

　俺は剣を振りかざすことも、一歩前に踏ふみ出すことすらもできなかった。たとえ最悪の──カーディナルの自己犠ぎ牲せいを無に帰す結果を招こうとも、右手の剣でアドミニストレータに斬きりかからねばならないという声が繰くり返し聞こえるのに、体は石化してしまったかのように動こうとしない。

　そして、その理由すら、俺には解わかっている。

　元老長チュデルキンを貫つらぬいた、限界を超える長距離のヴォーパル・ストライクが俺の心しん意いの力なら、いま俺を木で偶く人形に変えているのもまさにその力なのだ。

　数分前、ソードゴーレムに斬りかかった俺は、一ひと太た刀ちも入れられずに反はん撃げきされ重傷を負った。胴体を深々と切り裂いた刃やいばの冷たい感触は、俺に強烈なまでの敗北のイメージを焼き付けた。この場ではもう二度と《黒の剣士キリト》のイメージを呼び起こすことはできないと確信してしまうほどの恐怖が、手足にまとわり付いている。

　いまの俺は、どんな整せい合ごう騎き士しにも、いや修剣学院の練士たちにも勝てないだろう。ましてや、最高司祭に斬りかかることなど、できようはずもない。

「……くっ……うぐっ…………」

　自分の喉のどが震え、情けない嗚お咽えつが漏もれるのを、俺は聞いた。

　己おのれの敗北を悟り、それを受け入れてなお雄々しく立ち続けたカーディナルが、目の前で命を落とそうとしているのに、彼女を見殺しにすることで甘んじて救われようとしている俺という人間を、俺は激はげしく憎んだ。

　気付けば、左に立つアリスは歯を食い縛しばり、ユージオは小さく体を震わせて、静かに涙を流していた。二人の胸中を知ることはできないが、しかし少なくとも、二人が俺と同じように己の無力を嚙かみ締しめていることは明らかだった。

　たとえこの場から脱出できたとしても、これだけの傷を心に刻まれたまま、いったい何ができるというのか──。

　動けない俺たちの視線の先で、恐らく最後の、そして最大の稲妻を刀身にまとわり付かせたレイピアを、アドミニストレータが高く高くかざした。

「さあ……そろそろ終わりにしましょうか。私とお前、二百年のかくれんぼを。さようなら、リセリス。さようなら、私の娘……そして、もうひとりの私」

　どこか感傷的な台詞せりふを、狂喜に歪ゆがむ唇に乗せ、最高司祭はレイピアを振り降ろした。

　幾千の光条となって迸ほとばしった最終撃は、横たわるカーディナルの体を撃うち、焼き焦こがし、破は壊かいした。

　炭化した右脚の膝ひざから先を無数の破片に変えながら、賢けん者じやは高々と宙を舞まい、俺の足あし許もとへと落下した。もう質量すらもほとんど感じさせない、かさりと乾いた音が響ひびいた。黒い煤すすが体のあちこちから飛び散り、空気に溶けて消えた。

「うふふ……あはは……あははははは！　あーっはははははは!!」

　右手の剣をくるくると回し、ダンスを踊るが如ごとく上体を捩よじらせながら、アドミニストレータが再びの哄こう笑しようを放った。

「見える……見えるわ、お前の天命がぽとりぽとりと尽きていくのが!!　ああ、なんて美しいの……零こぼれ落ちる一滴一滴が、まるで最上の宝石のよう……。さあ、最後の一幕を見せて頂ちよう戴だい。特別に、お別れを言う時間を許してあげるから」

　その言葉に諾だく々だくと従うかのように、俺はがくりと膝ひざから崩くずれ落ち、カーディナルの体に手を伸ばした。

　少女の顔の右側は黒く焼け焦こげ、左の瞼まぶたも閉じられていた。だが、指先が触れた頰ほおからは、消え去る寸前の、ほんのわずかな命の温かさが伝わった。

　無意識のうちに、俺は両手でカーディナルの体を抱き上げ、胸に抱えた。とめどなく溢あふれる涙が、次々に酷ひどい火傷やけどの上に滴したたった。

　焼け残った睫まつ毛げがかすかに震え、持ち上がった。死の間ま際ぎわにあっても、カーディナルの焦茶色の瞳ひとみは、尽きることのない慈愛の光を湛たたえていた。

『泣くな、キリトよ』

　その言葉は、声ではなく思念となって、俺の意識に響ひびいた。

『そう、悪くない、最期じゃ。こうして……心を繫つないだ誰かの腕に抱かれ、死ねるなどとは、到底……思って、おらなんだよ……』

「ごめん……ごめんよ……」

　俺の唇から零れ落ちた言葉も、ほとんど空気の震動でしかなかった。それを聞いたカーディナルの、奇跡的に無傷な唇が、仄ほのかな笑みを浮かべた。

『何を……謝あやまる……ことがある。お主ぬしには……まだ、果たすべき……使命がある、じゃろう。お主と、ユージオ、そして……アリス……三人で……この、儚はかなく、美しい、世界……を……』

　カーディナルの声は急速に遠ざかり、その体もまた軽くなっていくようだった。

　不意に、隣となりに跪ひざまずいたアリスが両手を伸ばし、カーディナルの右手を包んだ。

「必ず……必ず」

　その声も、頰も、しとどに流れる涙で深く濡ぬれていた。

「あなた様に頂いたこの命……必ずや、お言葉を果たすために、使います」

　続いて、反対側からユージオの手も伸ばされた。

「……僕もです」

　ユージオの声は、これがあの内気で優しい相棒かと思えるほどに、牢ろう乎ことした意志に満ちていた。

「僕も、いまようやく、僕の果たすべき使命を悟りました」

　しかし──。

　それに続いた言葉は、俺も、アリスも、そして恐らくはカーディナルですらも予想し得ないものだった。

「そして、その使命を果たすべき時もまた、いま、この瞬しゆん間かんです。僕は逃げない。僕には……為なさねばならない役目があります」
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　──無力。

　──僕は、なんて無力なんだろう。

　最高司祭アドミニストレータが巨大な雷いかずちで賢けん者じやカーディナルを焼き焦こがすあいだ、ユージオはただその思いだけを嚙かみ締しめていた。

　闇やみの国の大悪あく魔まとも思えたソードゴーレムが、もともとはユージオと同じ人間だった……という話には驚きよう愕がくしたし、そんなことを考え、実行する最高司祭の恐ろしさにおののきもした。だが、何より深くユージオを打ちのめしたのは、何もできない自分への絶望だった。

　このカセドラル最上階で、ユージオ、キリト、騎き士しアリス、そして黒蜘く蛛ものシャーロットと賢者カーディナルが最高司祭と戦うに至ったそもそもの理由。それは、ユージオが、幼おさな馴な染じみのアリス・ツーベルクを公こう理り教きよう会かいから助け出したいと願ったことだ。ユージオこそが、彼らをこの危地に引き込んだ。だから、本当は、誰よりも前に出て戦い、誰よりも多く傷つかなければならなかったのに。

　──それなのに、僕は。

　アドミニストレータの誘惑に負け、記憶を封印されて、整合騎士としてキリトに剣を向けてしまった。どうにか我に返ってからは、キリトとアリスを氷に閉じ込めてまで最上階に戻り、一人で最高司祭を倒すつもりだったのにそれもできなかった。元老長チュデルキンとの戦いでは術式で目め眩くらましをしただけだし、ソードゴーレムがシャーロットやキリト、アリスを斬きり刻むところもただ見ていることしかできなかった。

　──僕は、こんなにも、無力だったのか。

　──アリスの記憶の欠片かけらは、ほんの十メル離れた場所に……天てん蓋がいを埋める細密画のどこかにあるのに。それを取り戻すこともできず、カーディナルの自己犠ぎ牲せいで命を救われ、カセドラルから追放されてしまうのか。それが、僕の、旅の終わりなのか。

　きっと最高司祭は、ユージオとキリト、そしてアリスを遠く離れた別々の場所に放り出すだろう。飛ばされた先が、ノーランガルス北帝国であるとは限らない。最悪の場合は、キリトと再会することも、ルーリッドに帰ることもできないかもしれない。見知らぬ異国の地で一人、公こう理り教きよう会かいの討手に怯おびえながら……そして自分の愚おろかさと無力さを悔いながら暮らすことになるのだ……。

　せめて眼めは閉じるまいと、カーディナルを打ち据える眩まばゆい雷らい光こうを懸けん命めいに睨にらみつつ、そこまで考えてから。

　ユージオは、ようやく気付いた。異国への追放を甘んじて受け入れる……それこそが、最も罪深い選択であることに。

　最高司祭は言った。人界に暮らす人々の半数、四万もの人間を剣に変えると。あの恐ろしくも悲しい怪物を大量に造り上げて、闇やみの国の軍勢と戦わせると。

　それはつまり、全ての家族や恋人たちがばらばらに引き裂かれるということだ。エルドリエとその母親のように。デュソルバートとその伴はん侶りよのように。アリスとツーベルク家の人々のように。

　そして彼らは皆、醜みにくくも恐ろしい兵器に変えられる。

　決して、決してそんな非道を許してはならない。

　──その悲ひ劇げきを止めることが、僕に与えられた、最後の使命なんだ。そのために僕はいま、ここにいるんだ。キリトやアリスのような剣技も、カーディナルのような術力もないけれど……でも、きっと、僕にもまだできることがある。無力を嘆なげく時間があるなら、戦う方法を探すんだ。

　立ち尽くしたまま、ユージオは懸命に考えた。

　青あお薔ば薇らの剣は半分氷なので、全ての金属を阻はばむという障しよう壁へきは破れるかもしれないが、闇雲に最高司祭に斬きりかかっても、雷いかずちで焼き殺されるか、ソードゴーレムに斬り殺されるだけだ。記憶解放術も、いっとき最高司祭の動きを止めるのがせいぜいだろう。

　先にソードゴーレムを破は壊かいしようにも、唯一の弱点である胸の敬神パイエテイモジュールには攻こう撃げきが届かない。たとえ届いても、背骨をなす三本の大剣の、わずか一センの隙すき間まを正確に貫つらぬかなくてはならない。しかも、肋ろつ骨こつの刃やいばの攻こう撃げきをかいくぐって。それを可能とするには、最高司祭のように空中を飛ひ翔しようする力と、鋭えい利りな刃を跳ね返す鎧よろいが必要だ。

　いっそ、大図書室で垣かい間ま見みた青あお薔ば薇らと永久氷の記憶のように、我が身を硬い氷に変えて、剣と一体になってしまえたら。雷いかずちや炎をものともしないほど……どんな刃にも傷つかないほど、硬く。

　瞬しゆん間かん。

　ユージオは、大きく両眼めを見開いた。

　その望みを叶かなえる方法はある。あるはずだ。

　だが、仮に実現できたとしても、もうひとつだけ必要なものがある。ソードゴーレムを動かしているのと同じ力。記憶解放術を引き起こす、奇跡の力が。

　その時、不意に、ユージオの名を呼ぶ声が聞こえた──気がした。

　吸い寄せられるように、広間の天てん蓋がいを見上げる。

　広大な天蓋には、中心部分を除いて、創世の時代を題材とした画が描かき込まれている。

　人界の空と大地を創つくった神々。そこに暮らすことを許された古いにしえの人間たち。やがて神たちはひとりの巫み女こを選び、神の代わりに人を導みちびく役割を与える。そして公こう理り教きよう会かいが生まれ、央都セントリアの中心に白亜の塔が築きずかれる。

　大図書室の片かた隅すみで、ユージオが夢中になって読んだ創世記の記述と同じ。だが、それらは、たぶん全部作り事だ。最高司祭アドミニストレータが、人々を支配するために作った物語なのだ。

　そんな偽いつわりに満ちた天蓋の片隅に、小さな鳥の細密画があった。嘴くちばしに麦の穂を咥くわえて、懸けん命めいに空を飛んでいる。大貴族に厳きびしく管理されていた央都周辺の畑から、辺境の地に麦をもたらして死んだという青い小鳥の絵だ。もしかしたらこれだけは真実かもしれないと、いまでも思えるたった一つの物語。

　その小鳥の目に嵌はめられた水晶が、きらりと碧あおく輝いた。

　ずっと昔は、いつもユージオの近くにあった輝き。同い年の、金髪の女の子の瞳ひとみに生き生きと煌きらめいていた光──。

　そして、ユージオはついに、自分に与えられた使命を悟る。
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　ユージオ……いったい、なにを。

　そう思いながら、俺は視線を動かした。

　亜麻色の髪の少年、俺の無二の親友、アインクラッド流剣士ユージオは、一いつ瞬しゆんだけ俺の瞳ひとみを見返し、微ほほ笑えみとともに頷うなずいた。彼はすぐにカーディナルに瞳を戻し、その言葉を口にした。

「カーディナルさん。あなたに残された力で、僕を──僕のこの体を、剣に変えてください。あの人形と、同じように」

　その言葉が、意識を引き戻したのか──。

　ほとんど光が失われつつあったカーディナルの瞳が、わずかに見開かれた。

『ユージオ……そなた……』

「僕らがここから逃げたら……アドミニストレータは世界中の人間たちの半分を、あの恐ろしい怪物に変えてしまう。そんなの、絶対にさせちゃだめです。その悲ひ劇げきを防ぐための、最後の可能性が残されているとすれば、それは、この術式の中に……」

　全てを悟り切ったような透明な微笑みを浮かべ、ユージオはカーディナルの左手を両手で包み込むと、囁ささやき声ごえで詠唱した。

「システム・コール。……リムーブ・コア・プロテクション」

　初めて耳にする術式だった。

　それを唱となえ終えたユージオが、そっと瞼まぶたを閉じた。

　滑なめらかな額ひたいに、まるで電気回路のような複雑な模様が、紫色の光のラインで描き出された。それは見る間に両頰ほおから首を伝って伸び、両肩、二の腕、そして指先へと達する。

　光の回路は、ユージオが両手で握るカーディナルの左手にまでわずかに侵出し、そこで入力を待ち受けるかのようにちかちかと先せん端たんを瞬またたかせた。

　核心リムーブ・防壁コア・プロ解除テクシヨン。

　式句の意味から察するに、ユージオはいま、己おのれのフラクトライトに対する無制限の操そう作さ権けんをカーディナルに与えたのだろう。彼がなぜそんな術式を知っているのかは解わからないが、しかし少なくとも三つの言葉は、ユージオの強い決意と覚悟に満たされていた。

　コマンドを受け取った瀕ひん死しの賢けん者じやは、無事な左眼めと、灼やかれた右眼をも見開き、唇を震わせた。わななくような思考が、触れる肌を介して伝わった。

『よいのか……ユージオ。元の姿に……戻れるかどうか……解らぬぞ』

　額と両頰に光の回路を浮かび上がらせたユージオは、両眼を閉じたまま、深く頷いた。

「いいんです。これが僕の役目……僕がいま、この場所にいる理由なんです。そうだ、最後に、これだけは伝えておかないと。カーディナルさん……それに、キリト、アリス。最高司祭に、金属の武器は届かない。だから僕は、貰もらった短剣を刺せなかったんだ」

「…………！」

　ユージオの囁ささやきを聞き、俺とアリスは鋭するどく息を吞のんだ。

　だがカーディナルは、驚おどろきを表すことなく──あるいはもうその力さえなかったのかもしれないが──瞬まばたきだけで頷うなずき返した。ユージオも再び小さく頭を動かすと、言葉を続けた。

「それじゃ……お願いします。アドミニストレータが気付く前に」

「…………だめだ、やめろ、ユージオ」

　俺は、からからに渇いた口を動かし、どうにかそんな言葉を絞り出した。

「だって、もし、元に戻れなかったら……お前は……お前の望みは…………」

　たとえ、この戦いに勝てたとしても、ユージオが人の姿に戻れなかったら。彼が八年間も胸に抱いてきた望み……アリスを取り戻し、一緒にルーリッドの村に帰るというその希望は、果たせなくなってしまう。

　人間の肉体を武器に変換するなどという超高位の神聖術を行使できるのは、この世界にアドミニストレータとカーディナルの二人しかいない。その一人は究極の敵であり、もう一人は命を尽きさせようとしているのだ。つまり、仮にこの苦境を覆くつがえせたとしても、彼を人に戻すことができる術者はもう存在しないかもしれないのだ。

　なおも言葉を続けようとする俺に、紫の光を帯びたユージオは、一いつ瞬しゆんだけ天井に目を向けてからしっかりと頷きかけた。

「いいんだ、キリト。これが、僕の、為なすべきことなんだ」

「………………！」

　親友の強い決意に、俺は返す言葉を見つけられなかった。

　そう、いまの俺に、いったい何が言えるだろう。

　ただ一度の敗北で骨の髄ずいまで震え上がり、もう剣を振りかぶることも、足を前に踏ふみ出すことすらもできない俺に。

　俺はすがるような気持ちで、傍かたわらのアリスに目を向けた。

　騎き士しの碧あおい瞳ひとみには、痛みと同じだけの敬意が満ちていた。次の瞬しゆん間かん、アリスは、深々と頭こうべを垂たれた。ほんの二日前、学院の大講堂で、一いつ切さい表情を変えることなく剣の鞘さやで打ち据えた罪人に向かって。

　血が滲にじむほどに唇を嚙かみ締しめ、沈ちん黙もくする俺の腕の中で、カーディナルは瞼まぶたを持ち上げたまま小さく頷いた。

『よかろう、ユージオ。我が生涯最後の術式を……そなたの決意に、捧げよう』

　燃え尽きる寸前の蠟ろう燭そくの如ごとく、いっとき力強さを取り戻した声が、頭の芯しんで響ひびいた。

　かっ、と見開かれたブラウンの瞳の中央に、紫の煌きらめきが宿った。

　ユージオの手からカーディナルの手へと接続される光の回路が、強烈に輝いた。その輝きは一いつ瞬しゆんでユージオの体を駆かけ上り、額ひたいの紋様にまで達すると、そこから溢あふれて光の柱を作り出し、天井にまで届くほど高く伸び上がった。

「なに……っ！」

　という声の主ぬしは、彼方かなたで陶酔の表情を浮かべていたアドミニストレータだった。顔から勝利の余よ韻いんを一瞬で消し去り、銀の瞳ひとみに怒りを漲みなぎらせ、支配者は鋭するどく叫んだ。

「死に損ぞこないが、何をしているッ!!」

　右手のレイピアが、俺とユージオ、そしてカーディナルを狙ねらう。刀身に、純白のスパークがまとわりつく。

「させない!!」

　叫び返したのは、整せい合ごう騎き士しアリスだった。

　もう天命残量も限界に近いはずの金きん木もく犀せいの剣が、じゃあっ!!　と音を立てて刀身を分裂させ、黄金の鎖くさりとなって宙を舞まった。ほぼ同時に、耳を劈つんざく咆ほう哮こうを轟とどろかせ、巨大な稲妻が解き放たれた。

　鎖の先せん端たんが、純白の稲妻に触れた。瞬間、エネルギーの奔ほん流りゆうは一直線に鎖を伝い、アリスに迫る。

　しかしその時にはもう、黄金の鎖は後方にその身を伸ばし、端はしの小刃を床に突き立てていた。稲妻は即席のアース線から逃れることができず、巨大なエネルギーの全てを塔の構造物に流し込み、爆ばく発はつ音おんと白煙を生み出して消滅した。

　アリスは、左手の人差し指をアドミニストレータに向け、宣言した。

「私に、雷らい撃げきは効きかない!!」

「騎士人形風情が……生意気を言うわね!!」

　唇を歪ゆがめて吐き捨てた支配者は、改めて凄せい絶ぜつな笑みを浮かべると、白銀のレイピアを高々と掲げた。

「なら……これはどうかしら!?」

　ぼぼぼっ!!　と空気を震わせて、刀身の周りに赤い光点が無数に出現した。その数は、どう見ても三十を超えている。あれらが全て熱ねつ素そだとすれば、人間の素因エレメント制御限界である二十個を軽々と上回る数だ。

　金木犀の剣の完全支配術が、不定形の火炎攻こう撃げきに弱いことは、先のチュデルキンとの戦せん闘とうを見ても明らかだ。しかし黄金の騎士は退しりぞく気配も見せず、それどころか右足を一歩前に出すとブーツの踵かかとで音高く床を踏ふんだ。主あるじの決意を感じたかのように、鎖を形成していた小刃たちも鋭い金属音を響ひびかせて分離し、グリッド状に整然と並んだ。

　両者が対たい峙じするあいだにも、ユージオを包み込む紫の光は際限なく輝きを増していく。

　不意に、ユージオの体からがくりと力が抜けた。しかし彼は倒れることなく、逆にふわりと空中に浮かび上がった。

　瞼まぶたを閉じ、水平に浮遊するユージオの体から、全ての衣服が蒸発するように消え失うせた。

　額ひたいから立ち上がる光の柱が、天井にまで到達する。するとあたかも呼びかけに応こたえるように、描かれた細密画のひとつ──太古の空を舞まう小鳥の眼めに嵌はまっていた水晶が、眩まばゆく輝いた。

　天てん蓋がいに埋め込まれた約三十個の水晶、すなわち整せい合ごう騎き士したちから奪われた記憶の欠片かけらは、全てソードゴーレムの《所有者》として活性化しているはずだ。なのに、小鳥の水晶は、脈打つように輝きながら天蓋から外れ、光の柱の中を降下してくる。

　あの水晶は──。

　もしかしたら、いや間違いなく、騎士アリスの記憶の欠片だ。

　アリスがシンセサイズの儀ぎ式しきで奪われたのは、妹のセルカにまつわる記憶なのではないかと俺は推測していた。だが、だとすれば、二年前の時点でセルカはすでにルーリッドの教会から拉ら致ちされ、この部屋で剣に変えられていたはずだ。

　セルカでないとするのなら……あの水晶に保存されているのは、いったい誰の記憶なのか。

　俺の胸中に渦うず巻まく疑問に答えることなく、双そう尖せん六角柱の形をした水晶は、静かに舞い降りてくる。床に横たわっていた青あお薔ば薇らの剣も浮き上がり、くるりと回転すると、ユージオの心臓に切きっ先さきを向けて停止する。

　ユージオの鍛きたえられた体と、青薔薇の剣の透き通る刀身、そして透明な水晶のプリズムが、一直線に並んだ。

　同時に、彼方かなたのアドミニストレータが、絶叫とともにレイピアを振り下ろした。

「みんな燃え尽きてしまいなさい!!」

　レイピアの周囲に漂ただよっていた三十もの熱ねつ素そが融ゆう合ごうし、巨大な火球となって発射された。

「させないと……言ったはず!!」

　凜りんとした声で叫び返し、アリスが渦巻く火か焰えんに右手を向けた。

　宙に整列していた十字の小刃たちが一いつ瞬しゆんにして凝ぎよう集しゆうし、巨大な盾たてを作り出す。その盾に体を預けるようにして騎士は床を蹴けると、轟ごう々ごうと燃えさかる火球に突っ込んでいく。

　激げき突とつ。

　短い静寂。

　直後の爆発は、閉へい鎖さ空間全体を揺るがすほどの規模だった。荒れ狂う熱と閃せん光こう、そして衝しよう撃げき波はが広大な部屋中に広がり、床に敷しかれた絨じゆう毯たんの大部分を焼き尽くした。離れた場所で停止中のソードゴーレムすら巨体を激はげしく揺らし、更に後方のアドミニストレータも左腕で顔を覆おおった。

　しかし、アリスの盾に守られた俺は熱波に息を詰まらせただけだった。浮遊するユージオも、俺が腕に抱くカーディナルも、爆発の影えい響きようを受けた様子はない。

　数秒後、広間に渦巻いた火炎が噓うそのように消え去り──。

　爆発の中心点から、どさりと音を立ててアリスが落下した。わずかに遅れて、本来の形に戻った金きん木もく犀せいの剣も、その力を失ったかのように主あるじの隣となりに突き立った。

　アリスの白と青の騎き士し服ふくは各所で炭化し、煙を上げている。手足の肌も広こう範はん囲いで熱傷を受け、天命が大きく減少したことは明らかだ。意識も失ってしまったのか、騎士が起き上がることはなかったが、しかし彼女が稼かせいだ貴重な数秒のあいだに、カーディナルの最後の術式はついに完成しようとしていた。

　紫の光柱に包まれたユージオの体が、実体を失い、すうっと透き通った。その胸の中央に、青あお薔ば薇らの剣が、同じく透明化しながら吸い込まれるように融ゆう合ごうした。

　再びの、強烈な閃せん光こう。

　思わず両眼めを細めた俺の頭上で、ユージオの体が無数の光のリボンとなって解ほどけた。それらは渦うずを巻くように再び寄り集まり、凝ぎよう集しゆうした。

　そこに浮遊するものは、すでに人の体ではなかった。

　青いほどに純白の刃やいばと、十字の鍔つばを持つ、一本の巨大な剣。

　刀身は元のユージオの体ほどにも長く、幅広い。根元から優美なラインを描いて伸び、鋭するどい剣けん尖せんへと収しゆう斂れんしている。鎬しのぎ部分の中央に穿うがたれた小さな溝みぞに、浮遊していた水晶柱が近付き、かちりと小さな音を発して結合した。

　カーディナルの左腕が、力を失い、ぱたりと床に落ちた。

　賢けん者じやの唇がかすかに震え、最後の式句が、微風のように流れた。

『リリース……リコレクション』

　きぃぃぃん!!　と鋭い共振音を放って、双尖六角柱──アリスの記憶の欠片かけらが眩まばゆく輝いた。それに応こたえるように、ユージオの剣も涼やかに刀身を鳴らしながら、更に高く浮かび上がっていく。

　いまや、純白の大剣は、ソードゴーレムとまったく同じロジックによって自みずから動いている。つまり、人の身より鍛きたえられた剣、その所有者たる記憶の欠片、そして両者を繫つなぐ想おもいの──愛の力。

　だが、ソードゴーレムにあってユージオの剣にはない要素が一つだけ存在する。

　アドミニストレータがゴーレムの心臓部に埋め込んだ、紫色の三角柱。敬神パイエテイモジュールだ。あれこそが、ゴーレムを動かす愛の力を歪ゆがめ、殺さつ戮りくへと駆かり立てているのだ。

「おのれリセリス……余計な真ま似ねをっ……!!」

　まるで、大剣の放つ輝きを厭いとうかのように顔を背そむけながら、アドミニストレータが叫んだ。

「術式を模倣しようが……そのような貧相な剣一本で、私の殺戮兵器に対抗できるはずもない！　一いち撃げきでへし折ってあげるわ!!」

　さっ、とアドミニストレータの左手が振られると、これまで沈ちん黙もくしていたソードゴーレムの両眼が再び青白く輝いた。ぎいいいん、と耳みみ障ざわりな金属音を放ちながら、巨体が勢いよく前進を始める。

　ユージオの剣は、音もなく刀身を水平回転させると、切きっ先さきを真まっ直すぐに体高五メルの巨人へと向けた。

　白い刀身がいっそう輝きを増し、周囲に光の粒を舞まい散らせた。

　直後、大剣は鈴の音を思わせる音を奏かなでながら飛ひ翔しようした。純白の輝きが、彗すい星せいのように長い軌跡を宙に描いた。

『……美しい……』

　俺の腕の中で、カーディナルがかすかな思念を発した。

『人の……愛。そして意志が放つ、光……。なんて……美しい……』

「ああ……そうだな」

　両眼めから、再びの涙を溢あふれさせながら、俺は囁ささやき返した。

『キリト……。あとは、頼んだ、ぞ……。この世界を……人々を……守って……くれ……』

　残された最後の力で顔を動かし、透き通った瞳ひとみで俺を見詰めて、カーディナルは穏おだやかに微ほほ笑えんだ。

　俺の無言の首肯を見届けると、世界最大の賢けん者じやたる幼い少女は、ゆっくりと眼を瞑つむり、かすかに息を吐き──そして二度と、呼吸することはなかった。

　両腕に感じるささやかな重みが、みるみる薄うすれていくのを、俺は嗚お咽えつを堪こらえながら感じた。

　虹にじ色に滲にじむ視界のなか、カーディナルの遺い志しを受け継いだ純白の大剣は、光の翼つばさを羽ばたかせながら真っ直ぐに飛翔する。

　それを迎え撃うつ黄金の巨人兵は、両手の大剣と肋ろつ骨こつの小剣をいっぱいに広げた。闇やみのオーラをまとわり付かせた無数の刃やいばが、凶悪なあぎとと化してぎらりと光った。

　優先度の数値だけを比較するなら、ユージオ一人の体と青あお薔ば薇らの剣だけが源みなもととなる大剣では、三百もの人間を転換したゴーレムには対抗できないと思える。

　それでも、ユージオの剣はいっそう加速し、待ち受ける刃の群れへと突進する。

　その切きっ先さきが照準しているのは、ゴーレムの体の中央──三本の剣によって構成される背骨の、更に真ん中。剣と剣との隙すき間まから漏もれる、紫の光。

　敬神パイエテイモジュール。

　一いつ瞬しゆんののち、黄金と純白が激げき突とつした。白と黒の光が絡み合い、渦うず巻まき、炸さく裂れつした。

　獣けものの咆ほう哮こうにも似た多重の金属音を放って、ゴーレムの両腕と肋骨の刃が一気に交差する。

　しかし、その寸前。白い剣は、ゴーレムの背骨に開いたわずかな間かん隙げきを、深々と貫つらぬき通していた。

　ささやかに響ひびいた破砕音を、俺の耳が捉とらえた。背骨から漏れていた紫の光が、無数の破片となって散った。

　これまで、粘液質の闇によって接合されていた三十本もの巨剣を、白の大剣が貫いた箇所から広がった透明な輝きが包み込んでいく。

　その光景はまるで、引き裂かれた恋人たちの悲哀をユージオとアリスの愛が癒いやしていくかのようだった。

　ぎいいいい！　という不協和音の断だん末まつ魔まが、みるみるうちに澄すんだ共鳴音へと調律され、美しく鳴り響ひびき、拡散した。

　直後。俺たちを死の際きわまで追い込んだ殺さつ戮りく兵器は、全身の剣をばらばらに分離させ、四方へと飛散させた。

　ぐるぐると回転しながら高く舞まい上がった剣たちは、三十の放物線を描き、轟ごう音おんとともに広間の外周部に一いつ斉せいに突き立った。

　俺のすぐ背後にも、巨大な刃やいばが墓標の如ごとく屹きつ立りつした。それは間違いなく、俺の胴を分断したゴーレムの左脚だったが、まとわり付いていた闇やみのオーラはすでに消え失うせ、今はもうただの冷たい金属でしかなかった。

　ゴーレムを動かしていた天てん蓋がいの水晶たちも、不規則に明滅しながらその輝きを薄うすれさせ、やがて沈ちん黙もくした。《彼ら》の意識がどうなったのかは定かでないが、少なくとも、彼らの感情をエネルギー源としていたアドミニストレータの完全支配術は破られ、二度と再現されることはあるまいと思えた。

　ソードゴーレムを一いち撃げきで分解せしめた白の大剣は、いまだ空中に横たわり、きらきらと光の粒を振り撒まいている。

　刀身の中央で煌きらめく、アリスの記憶の欠片かけら。その内部に保存されているものが何なのか、俺は突然の天啓とともに悟った。

　整せい合ごう騎き士しは、三十一人。ソードゴーレムの剣は、三十本。ひとつだけ使用されなかった記憶の欠片がアリスのそれであることは、ユージオの剣と融ゆう合ごうできたことからも明らかだ。

　では、なぜアドミニストレータはアリスの記憶と対になる剣を造れなかったのか。

　それは、きっと、アリスの記憶が……そこに封じられた愛が、大きすぎたからだ。幼いアリスが愛していたのは、ユージオであり、セルカであり、両親であり、村に暮らす全ての人間であり、ルーリッドの村そのものであり、自分と愛する人たちが生きた、そしてこれからも生きる時間でさえあったからだ。

　いかに最高司祭とても、時間や空間を物質変換することはできない。だからアドミニストレータは、アリスとリンクする剣を造れなかった。

　そして、だからこそ、アリスとユージオが作り出した剣は、こんなにも美しく輝いているのだ。

「ああ……。ほんとうに、綺き麗れいだ」

　俺は、カーディナルの骸むくろを強く抱き締しめ、アンダーワールドからも現実世界からも遥はるか遠い場所へと旅立った彼女の魂たましいへと囁ささやきかけた。

　応こたえる声はなかったが、両腕の中の小さな体が、仄ほのかな燐りん光こうに包まれていくのを感じた。その輝きは、白い剣が放つ奇跡の光と、まったく同質の清浄さに満たされていた。

　それこそが、カーディナル、あるいはリセリスという名を持つ少女が、何度も繰くり返し自称していたようなプログラムではなく、真の感情と愛を持つひとりの人間であったことの証あかしだと俺は確信した。

　燐りん光こうは、仄ほのかな温かさを伴って俺の冷え切った体に染み込み、同時に骸むくろは存在感を急速に薄うすれさせていく。朧おぼろに透き通り、ふわりと解ほどけ、純白の光彩となって消えていく。

　隔絶空間をあまねく照らし、浄化するかのような光の波動を──。

　あくまで拒絶するが如ごとき声が刃やいばとなって切り裂いた。

「死に際ぎわに、つまらない悪あがきをしてくれるわね、ちびっこは。せっかくの楽しい記憶に、傷がついちゃうじゃないの」

　最後の切り札を破は壊かいされてもなお傲ごう然ぜんとした態度を崩くずすことなく、アドミニストレータは唇に冷笑を浮かべた。

「──でも、せいぜいプロトタイプをひとつ壊こわすくらいが限界だったってことよね。あんなもの、これから何百、何千個と造れるんだもの」

　純銀のレイピアに左手の指先を這はわせながらうそぶくその姿は、カーディナルの同位体であるにもかかわらず、本当に全ての感情を失っているのかもしれないと思わせる無機質さに満たされていた。輝くような白磁の肌と眩まばゆい銀髪を持つ肢し体たいを、瘴しよう気きの如き漆しつ黒こくの波動がゆったりと取り巻いている。

　体の底で、恐怖という名の冷たい蛇が、再び鎌かま首くびをもたげる。無意識のうちに、空からっぽになった両腕を強く握り合わせる。

　無敵と思えたソードゴーレムはついに破壊されたが、その代だい償しようはあまりに大きかった。世界で唯ただひとり、アドミニストレータの超絶的な力に対抗し得る賢けん者じやを、俺たちは失ってしまったのだから。

　声も出せず、ただ最高司祭を見上げることしかできない俺とは対照的に──。

　浮遊し続けるユージオの剣は、涼やかな音を響ひびかせ、切きっ先さきを真まっ直すぐに最大最後の敵へと向けた。

「あら」

　鏡の瞳ひとみを細め、アドミニストレータが囁ささやいた。

「まだやる気なの、坊や？　隙すき間まをつついて私の人形を崩したくらいで、ずいぶんと強気じゃない？」

　その言葉が、大剣と化したユージオの意識に届いているのかどうかは定かでない。しかし、純白の刃は小揺るぎもせず、鋭するどい切っ先で最高司祭を狙ねらい続ける。刀身を取り巻く輝きは再び強まり、きぃん、きぃんという振動音も周波数を高めていく。

「……やめろ、ユージオ」

　俺は掠かすれた声を絞り出しながら、輝く剣に向けて左手を伸ばした。

「一人で……、一人で行くな」

　焼け付くような焦しよう燥そうに衝つき動かされ、力の入らない足で焦こげた床を膝しつ行こうする。懸けん命めいに差し出した指先に、剣から舞まい散る光の粒がひとつ触れ、弾はじけ、消えた。

　直後。

　大剣の柄つか部分から、もういちど光の翼つばさが広がった。それを力強く羽ばたかせ、白い大剣は、一直線にアドミニストレータ目掛けて突進した。

　支配者の真珠色の唇に、凶悪な笑みが浮かんだ。軋きしむような音を立てて振り下ろされた鏡のレイピアから、カーディナルを焼き殺したのと同じかそれ以上の雷らい光こうが迸ほとばしり、迫る光の剣を迎え撃うった。

　剣の切きっ先さきが、稲妻に触れた瞬しゆん間かん。

　ソードゴーレムが破は壊かいされた時を上回る衝しよう撃げき波はが広がり、遠く離れた場所で膝ひざ立だちになる俺の全身を強打した。

　体を縮めながらも、限界まで両眼めを瞠みはった俺は、アドミニストレータの稲妻が無数の細線へと引き裂かれるのを見た。

　バァァァーッ!!　という轟ごう音おんとともに飛び散ったスパークが、広間の各所に小規模な爆ばく発はつを引き起こす。超高エネルギーの激げき流りゆうを正面から破壊しながら、剣はなおも飛ひ翔しようする。白い刀身の表面が、微細にひび割れ、次々と破片を散らしていく。それらは全て、ユージオの体であり命そのものであるはずなのに。

「ユージオ!!」

　叫んだ俺の声は、荒れ狂う嵐あらしにかき消され。

「小僧……!!」

　アドミニストレータの唇から、笑みが消え。

　ついに雷撃の発生源まで到達した白の大剣は、その切っ先を、レイピアの針のような剣けん尖せんに正確に激突させた。

　超高周波の共振現象が発生し、閉へい鎖さ空間を震わせた。アドミニストレータの神の力を支えるリソース源たる銀のレイピアと、ユージオと青あお薔ば薇らの剣が融ゆう合ごうした姿である白い大剣は、数瞬、せめぎ合いを続けた。見かけ上は完全な静止状態だったが、それが次なる破壊への前兆であることを、俺は全身の肌で感じた。

　やがて発生した現象は、限界まで再生速度を落としたスローモーション映像のように感じられた。

　アドミニストレータのレイピアが、無数の微細な破片となって砕け。

　白い大剣が、光の粒を散らしながら真っ二つに折れ。

　回転しながら吹き飛んだ前半分の刀身が、アドミニストレータの右腕を、その肩口から音もなく斬きり飛ばした。

　俺の網もう膜まくに無音で焼き付いたその光景に、やがて音と震動が追いついた。

　砕けたレイピアから溢あふれ出した膨ぼう大だいなリソースが虹にじ色の大爆ばく発はつを引き起こし、広間を吞のみ込んだ。

「ユージオ────────!!」

　俺の絶叫は、今度もまた、荒れ狂う電磁ノイズのような轟ごう音おんに吞み込まれた。押し寄せてきた衝しよう撃げき波はが俺の体を強打し、南の窓まど際ぎわまで吹き飛ばした。

　床に突き立つ、数分前まではソードゴーレムの一部だった剣の陰で衝撃波をやり過ごし、よろよろと立ち上がった俺が見たのは──。

　二本の足で床に立ち、右肩の傷口を左手で押さえるアドミニストレータと。

　その足あし許もとに横たわる、大きな二つの破片だった。

　折れたユージオの剣には、まだ白い輝きが仄ほのかに宿っている。

　しかし、呆ぼう然ぜんと見守るうちに、それはまるで心臓の鼓動のように明滅しながら光を失い、消えた。

　白い剣の断片たちは、同時にその実体を薄うすれさせると、徐々に人の姿へと戻り始めた。

　切きっ先さきから刀身の中央までの破片は、下半身に。

　そして十字の鍔つばを含む破片は、上半身へと。

　ユージオは、瞼まぶたを閉じ、胸の上に乗せた右手に水晶のプリズムを握っていた。亜麻色の髪やミルク色の肌が、人の質感を取り戻した、その直後。

　分断された体の双方から、恐ろしいほど大量の血液が溢れ出し、一いつ瞬しゆんにしてアドミニストレータの素足を浸ひたした。




「あ…………あ…………」

　自分の喉のどから絞り出されるひび割れた声を、俺はどこかとても遠い場所で聞いた。

　世界はほぼ全ての色を失い、匂においも、音も、極限まで希釈された。

　無感覚の世界の中央で、広がり続ける血の赤色だけがぞっとするほど鮮あざやかだった。深紅の海の真ん中に横たわるユージオのすぐ傍そばに、煌きらめきながら舞まい降りてくるものがあった。

　とん、と軽い波紋を生じさせて血ち溜だまりに突き立ったのは、華きや奢しやな青銀の長剣──青あお薔ば薇らの剣だった。見た目は無傷、と思えたのはほんの一瞬で、不意にかしゃんとささやかな破砕音が響ひびき、刀身の半なかばから下が氷の結晶となって砕け散った。

　支えを失った剣の上半分が、ゆっくりと傾かたむいて、ユージオの顔の隣となりに転がった。飛び散った雫しずくがユージオの頰ほおに当たり、つう、と流れた。

　俺は、よろよろと二、三歩前に進んでから、床に両膝ひざを突いた。

　虚うつろに眼めを開いたまま、両腕に残るカーディナルの温かさにすがりつくように、自分の体を抱き締しめる。しかし、仄ほのかな温度も、俺の内側に広がる虚無を埋めるには足りなかった。意識も、肉体も、魂たましいまでもが空からっぽになってしまったかのようだった。

　もう、これで、終わりにしよう。

　そんな思考が、虚無の奥から泡のように浮かび、弾はじけた。

　俺たちは、いや俺は、あらゆる意味で敗れた。

　俺がいまこの場所に存在する理由はただひとつ、ユージオの魂を現実世界へと解き放つためではなかったか。なのに、実際には俺がユージオの犠ぎ牲せいに守られ、こうして無力に蹲うずくまっている。アンダーワールドで命を落としても、向こう側にログアウトするだけの俺が。

　──あとはただ、フェードアウトするように世界から消え去りたい。

　──もうこれ以上、何も見たくない。聞きたくない。

　俺はただ、自分の速すみやかなる消滅を願った。

　しかし。

　アンダーワールドもまた確たる現実であり、その支配者は、バッドエンド画面とともに停止するプログラムなどではなかった。

　血の海に立つアドミニストレータの、白く表情を失った美び貌ぼうに、かすかな感情の色彩が浮かび、すぐに消えた。唇から流れ出した美しい声が、広間の静寂を揺らした。

「これほどの傷を負ったのは、二百年前の、リセリスとの戦い以来ね」

　その呟つぶやきは、微量の賛さん嘆たんを含んでいるように感じられた。

「ユージオの体を転換した剣……プライオリティ的には、とても私の《シルヴァリー・エタニティ》に対抗できるはずはなかったのに、意外な結果だわ。それに、剣がメタリック属性じゃないことを見抜けなかったのも私のミスね」

　右肩の傷口からは、ぽたり、ぽたりと血の雫しずくが垂たれ、足あし許もとの赤い水面に波紋を作っている。アドミニストレータはその雫を左の掌てのひらに受けると、幾つかの光こう素そへと変え、傷口に触れさせた。切断面が一いつ瞬しゆんにして塞ふさがり、滑なめらかな皮膚に覆おおわれた。

「さて……」

　応急手当てを終えた支配者は、長い睫まつ毛げを瞬まばたかせ、鏡の瞳ひとみを俺に向けた。

「最後に残ったのがお前だとは、これも少々意外ね、向こう側の坊や。管理者権限も持たずに、いったい何をしにここまで来たのか、わずかばかりの興味はあるけど……でも、もう飽きたし、眠いわ。顚てん末まつはあとで《あの者》に訊きくとして、いまは坊やの血と悲ひ鳴めいで、戦いの幕を引くとしましょう」

　口を閉じると、アドミニストレータは腕を失うほどの重傷の影えい響きようをまったく感じさせない、優美な動きで歩き始めた。分断されたユージオの体をまたぎ、大理石の床に鮮血の足跡をつけながら、俺に近づいてくる。

　歩きながら、少女は左手を真横に伸ばした。すると、後方から白いものがふわりと飛んできた。それは、華きや奢しやな右腕──ユージオの剣に斬きり飛ばされた、彼女の一部分。

　肩に再接続するのかと思ったが、自分の腕の手首を握ったアドミニストレータは、それを顔の前まで持ち上げて軽く息を吹きかけた。途と端たん、紫色の光が腕を包み、金属質の震動音とともに物質組成変換が行われた。

　出現したのは、シンプルなデザインながら優美な刀身と柄つかを持つ、銀色の長剣だった。

　破は壊かいされたレイピアほどには完かん璧ぺきな鏡面仕上げではないが、世界最高の権限を持つ人間の腕をリソースとしているだけあって、秘められた威力のほどは、一いち撃げきで俺の首を落とすには充分だと思えた。

　死が、かすかな足音を響ひびかせて近づいてくる。俺はそれを、跪ひざまずいたままただ待ち受ける。

　ほんの数秒で俺の目の前まで辿たどり着いたアドミニストレータは、片腕を失ってもなお輝かんばかりに美しい姿で、俺を見下ろした。

　見上げた俺の視線と、鏡の瞳が放つ虹にじ色の光がぶつかった。

　双そう眸ぼうに、ごくかすかな笑みを滲にじませ、少女は優しい声で囁ささやいた。

「さようなら、坊や。いつかまた、向こうで会いましょう」

　きらきらと月光を反射しながら、長剣が振りかざされる。

　剃刀かみそりのように鋭えい利りな刃やいばが、青い軌跡を宙に引きながら俺の首へと迫る。

　刹せつ那な。

　ひとつのシルエットが、俺の目の前に割って入った。

　長い髪が、ふわりと宙を舞まった。

　両腕をいっぱいに広げた、満まん身しん創そう痍いの女性騎き士しの背中を、俺は呆ぼう然ぜんと見詰めた。

　この光景は、

　見たことがある。

　俺は、

　何度、

　同じ過あやまちを────




　────繰くり返す、つもりなのか!!

　閃せん光こうにも似たその思考が、時間を一いつ瞬しゆん、停止させた。

　音と色を失ったモノクロームの世界で、幾つかのことが連れん鎖さ的に起きた。

　力なくぶら下がる俺の右腕に、小さな手がそっと触れた。

　俺の全身を満たしていた冷たい恐怖と諦てい念ねんを、温かな掌てのひらがほんの少しだけ溶かした。

　負のイメージが消えたわけではない。

　しかし、その弱さを肯定することはできるのだと、手の持もち主ぬしが俺に囁ささやいた。

　──常に勝ち続けなくてもいい。いつかは倒れ、敗れるのだとしても、心を、意志を誰かに繫つなげられれば、それでいい。

　──これまで、お主ぬしとひとときを共有し、そして去っていった全ての者はそう思っておったはずじゃ。無論、このわしも。

　──ならば、お主だって、まだ立てる。

　──愛する誰かを、守るためなら。




　体の、あるいは意識の奥底から発生したささやかな熱が、凍りついたフラクトライトに光の回路を伸ばしていく様を俺は自覚した。

　胸の中央から、右肩を通り、腕を辿たどって、指先へと。

　強こわ張ばった五本の指を、燃え上がるような熱さが包んだ。

　かつてないほどの速度で閃ひらめいた右手が、すぐ傍そばに転がっていた黒い剣の柄つかを、しっかりと摑つかんだ。

　そして再び、時間が動き出した。




　俺を守らんと、大きく両手を広げて立つ騎き士しアリスの左肩口めがけ、アドミニストレータの剣が落ちてくる。

　鋭えい利りな刃やいばが、焼け焦こげた騎士服の袖そでを引き裂き、白い肌に食い込もうとした、まさにその瞬しゆん間かん。

　俺が立ち上がりざまに振り抜いた黒い剣の切きっ先さきが、ぎりぎりのところで斜め下から銀色の剣を迎げい撃げきし、凄すさまじい火花を散らした。

　発生した衝しよう撃げきは、アドミニストレータを俺とアリスから引き離し、後方へと押しやった。

　胸に倒れ込んできたアリスを左手で抱えたまま、再び窓まど際ぎわまで吹き飛ばされた俺は、両脚を踏ふん張って窓ガラスに激げき突とつするのを堪こらえた。俺の右肩に頭をあずけたアリスは、顔を少し左に回し、碧あおい瞳ひとみで俺を見た。

「なんだ……」

　アドミニストレータの火炎攻撃を防いだ時の火傷やけどが生々しく残る頰ほおを、ほんのわずかにほころばせ、騎士は掠かすれ声ごえで囁ささやいた。

「まだ、動けるでは……ないですか」

「……ああ」

　俺も、どうにか笑みらしきものを返した。

「あとは、任まかせてくれ」

「そう、させて……もらいます」

　そのひと言を最後に、アリスは再び意識を失い、がくりと膝ひざを折った。

　騎士の体を左腕で支えながら床に下ろし、背中をガラスにもたれさせると、俺は大きく息を吸いながら立ち上がった。

　──あとは俺に任まかせて、ゆっくり休んでくれ。

　──シャーロット、カーディナル、そしてユージオから預かったこの命を……俺は、君に繫つなぐ。

　いま、どうしても為なすべきは、アリスだけでも何としてもこの隔絶空間から脱出させることだ。そのために、俺はアドミニストレータと戦い、勝てないまでも相討ちに持ち込まねばならない。たとえ四し肢しを残らず斬きり飛ばされ、心臓を貫つらぬかれ、首を刎はねられようとも。

　その覚悟を嚙かみ締しめながら視線を上げ、俺は敵を見据えた。

　アドミニストレータは、笑みを極限まで薄うすれさせ、剣を握った左手を見つめていた。先の衝しよう撃げきで傷ついたのか、柔らかそうな掌てのひらが一箇所赤く擦すり剝むけている。

「……さすがにそろそろ不愉快になってきたわ」

　ぽつり、と極ごく低温の響ひびきをまとった声が零こぼれた。

　俺に向けられた鏡の瞳ひとみもまた、霜が降りたように凍り付いている。

「何なの、お前たちは？　なぜそうも無む為いに、醜みにくく足あ搔がくの？　戦いの結末はもう明らかだというのに。決定された終わりに辿たどり着く過程に、どんな意味があるというの？」

「過程こそが重要なんだ。這はいつくばって死ぬか、剣を握って死ぬかがね。俺たちは……人間だからな」

　そう応じながら、俺は瞼まぶたを閉じ、もう一度かつての己おのれの姿を強くイメージした。

　これまで、長いあいだ、俺を規定し続けてきた《黒の剣士キリト》の自己像。決して敗北してはならない──もし敗れれば、あらゆる居場所を失うと心の底で怯おびえてきた、呪じゆ縛ばくにも似た俺の分身。

　しかしもう、その畏おそれと執着からも解き放たれねばならない。

　瞼を持ち上げると、長い前髪が眼めにかかっていた。それを指ゆび貫ぬきのグローブに包まれた左手で搔き上げ、長い黒革のコートを翻ひるがえすと、俺は右手の長剣を構えた。

　少し離れた場所に立つアドミニストレータは、眉まゆを小さくひそめてから、カーディナルの命を奪った時とよく似た酷こく薄はくな笑みを浮かべた。

「黒ずくめの、その姿……まるでダークテリトリーの暗黒騎き士しね。……いいわ。あくまで苦痛を望むというのなら、お前には、とてもとても長くて惨むごい運命を与えましょう。はやく殺して、とひたすら懇こん願がんしたくなるほどの」

「それじゃ足りないな……俺の愚おろかさを償つぐなうには」

　呟つぶやき、ぐっと腰を落として、俺は最高司祭の左手に握られる銀の長剣を見据えた。

　アドミニストレータの神聖術の超絶的威力はこれまで散々思い知らされたが、そのリソース源であった《シルヴァリー・エタニティ》という名らしい純銀のレイピアが破は壊かいされたいま、高優先度の術式を連発することはもうできないだろう。それゆえに彼女は己おのれの腕を、新たな剣へと変換したのだ。

　剣と剣での戦いは俺としても望むところだが、敵の技ぎ倆りようはまったくの未知数。恐らくは整せい合ごう騎き士したちと同じく、単発の大技を主武器とするスタイルだろうが、それが決して侮あなどっていいものではないことは、カセドラル八十階での騎士アリスとの戦せん闘とうで思い知らされている。

　武器の優先度では恐らくこちらが劣おとるので、何度も撃うち合えば、残り少ない黒い剣の天命が尽きてしまう。なんとか密接し、アドミニストレータが知らないはずの連続技で勝機を見いだすしかない。

　腹を決め、俺は突進に備そなえて更に重心を落とした。前に出した右足と、後ろに引いた左足で、硬い床をしっかりと踏ふみ締しめる。

　対たい峙じするアドミニストレータは、涼やかな立ち姿で左手の剣を後方に高く掲げた。やはり、伝統流派ハイ・ノルキア流の構えだ。放たれるのは、受け流すことさえ不可能なほど速く、重い必殺の一いち撃げきだろう。それをどうにかして回かい避ひし、懐ふところに潜もぐり込む。

「………………ッ」

　俺は大きく息を吸い、ぐっと腹に力を溜ためた。

　アドミニストレータの剣がわずかに揺れた瞬しゆん間かん、思い切り床を蹴けりつけ、俺は前に出た。

　敵の長剣が、ブルーの輝きを帯びる。繰くり出される秘ひ奥おう義ぎ、いやソードスキルを《バーチカル》だと読み、俺は左足を強く踏み切って突進の軌道を右にずらした。バーチカルは単発垂直斬ぎりゆえ、外側に逃げる敵は追いづらい。

　青い軌跡を引きながら、銀の長剣が恐るべき速度で迫る。俺は体を左に開き、必死に剣先をやり過ごす。大きく翻ひるがえったロングコートの裾すそが、一直線に切り裂かれる。

　──躱かわした！

　今度は右足で強く床を踏み、突進の軌道を戻しながら、右手の剣を振りかぶる──。

　だが。

　アドミニストレータの剣に宿る輝きが、消えない。

「ッ…………!?」

　驚きよう愕がくに喘あえぐ俺の足あし許もとから、振り切られる寸前の剣が慣性を無視したモーションとスピードで跳ね上がってくる。もう回避できるタイミングではない。振りかぶる途中だった剣を引き戻し、どうにか斬ざん撃げきの軌道に割り込ませる。

　ガイィィィン！　という強烈な金属音と、膨ぼう大だいな火花が迸ほとばしった。どうにか防御には成功したものの、右手の骨が軋きしむほどの圧力に大きく体勢を崩くずされ、倒れまいと後方に跳ぶ。ステップで敵の斬り上げを回避し、すかさずカウンターの一撃を──。

　しかしアドミニストレータの剣技は、またしても俺の想像を上回った。

　Ｖ字の軌道を描いて上段まで戻った剣が、再び轟ごう然ぜんと唸うなりながら振り下ろされる。重心を前に移していた俺は三撃目を避よけきれず、左胸を浅く切り裂かれる。かすり傷だが、痛みよりも恐怖と驚きよう愕がくが全身を駆かけ巡る。

　アドミニストレータが繰くり出したソードスキルが、俺の知っているあの技なら。

　ここで回かい避ひしようとしたり、生なま半はん可かなブロックを試こころみたら斬きられる。

「お……おおッ!!」

　雄お叫たけびで恐怖を吹き飛ばし、俺も少々無理のある体勢ながらソードスキルを発動させた。単発斜め斬り、《スラント》。

　今度こそ予想が的中し、アドミニストレータの剣はテレポートじみた速さで大上段に戻ると、渾こん身しんの四撃げき目を撃うち込んできた。

　真上から迫る白銀の刃やいばを、俺の黒い剣が迎え撃つ。ソードスキル同士が激げき突とつしたとき特有の、爆ばく発はつめいたライトエフェクトが発生し、俺と最高司祭の顔を照らし出す。

　四連撃技の四撃目は、ふつう基本の単発技では相そう殺さいできない。だがいまは、アドミニストレータが右腕を失っていることが幸いした。体のバランスが崩くずれ、斬ざん撃げきが斜め左下へと滑すべったのだ。

　ぎゃりぃぃん！　と金属音を響ひびかせて二本の剣が離れると、俺は今度こそ大きく後方に跳び、間合いの外に出た。

　左手で胸の傷に触れると、薄うすい赤が指先に滲にじむ。術式で治ち療りようするほどのダメージではないが、肉体の傷よりもむしろ、見た目より遥はるかに耐久度の高い──と言っても俺がイメージで実体化させているものだが──レザーコートの鮮あざやかな切り口に戦せん慄りつする。

　声を出せない俺に代わって、アドミニストレータが、ゆるりと体を起こしながら言った。

「──片手直剣四連撃ソードスキル、《バーチカル・スクエア》……だったわね」

　耳に届いた声が、意味ある言葉へと変換されるまでに、少しのラグがあった。

　技の名前は、予想したとおりだ。だが──。

　ソードスキル。

　いま、アドミニストレータは、そう言ったのか。

　確かに、アンダーワールドには旧ＳＡＯ世界と同じソードスキル群が存在する。しかしそれは《秘ひ奥おう義ぎ》と呼ばれ、システム・アシストなどではなく、長い修練によって剣に宿る力なのだと認識されている。

　しかも、人界人たちが使う秘奥義は、《雷閃斬バーチカル》や《輪渦サイクロン》、《天山烈波アバランシユ》といった単発技に限られる。だからこそ俺は《アインクラッド流連続剣技》で数々の試合や実戦を勝ち抜くことができたのだし、この最後の戦いもそこに唯一の勝機を見いだすしかないと思っていた。

　しかし、アドミニストレータがソードスキルを、しかも四連撃以上の大技をも使いこなせるとなれば、その有利は消える。

　混乱と焦しよう燥そうに襲おそわれ、じりじりと後退する俺の視界に、致命傷を負って倒れるユージオの姿が映し出された。体の切断面からは、いまなお血が滲み出し続けている。彼の天命が尽きるまで、あと何分残されているのか。

　いっそうの焦しよう慮りよに駆かられながら、俺は考えた。

　ユージオは、一時的に記憶を封印され、整せい合ごう騎き士しとして俺と戦っている。つまり、シンセサイズの儀ぎ式しきによって記憶を走査されたということだ。つまり、最高司祭はユージオの記憶からバーチカル・スクエアの名前と動きをすくい取った、という可能性はある。

　この推測が正しければ、アドミニストレータが使えるのは、片手直剣用の中級スキルまでに限られるはずだ。俺は相棒に、いちども上級スキルを見せていないのだから。

　ならば、俺が四連れん撃げき以上の技を繰くり出せば、勝機は見える。

　片手直剣スキルの最上位技は、実に十連撃にも及ぶ。もう、出し惜しみをしている状況ではない。

　ぐっと足を開き、黒い剣を構え直した俺を見て、アドミニストレータがくすりと笑った。

「あら……まだ、そんな生意気な眼めができるの？　いいわね、もっと私を楽しませてちょうだい、坊や」

　右腕を落とされ、天命も大幅に失っているはずの最高司祭は、底知れない余裕を見せてそううそぶいた。俺はもう何も言い返そうとせず、大きく息を吸い、ぐっと溜ためた。

　体と記憶に染み付いたソードスキルのイメージが、鮮明に甦よみがえる。見れば、右手の剣を、早くも青白いエフェクト光が淡く包み始めている。

　右から、円を描くように剣を真まっ直すぐ真上まで動かし──。

「──ハァァッ!!」

　鋭するどい気合を迸ほとばしらせながら、俺は片手直剣用最上位ソードスキル《ノヴァ・アセンション》を発動させた。

　見えない力に後押しされ、体が超高速で宙を翔かける。一撃目は、ほとんどの剣技の先を取ることが可能な最速の上段斬ぎりだ。このスピードを上回る技は、片手直剣には存在しない。

　斬ざん撃げきが、アドミニストレータの左肩を捉とらえるまで、コンマ五秒。

　感覚が加速され、ゼリーのように密度を増した時間のなか──。

　銀の長剣が、切きっ先さきを真っ直ぐ俺に向け。

　スチール・シルバーの閃せん光こうが、十字に煌きらめき。

　ドカカカカカッ!!　と、神速の刺突スラスト六連撃が、俺の体をまず縦に、次いで横に貫つらぬいた。

「がっ……」

　俺の口から、鮮血が散った。

　初撃をインタラプトされた俺の十連撃技は、アイス・ブルーの輝きを空むなしく拡散させるに留とどまった。

　いったい何が起きたのか、推測はおろか認識することもできなかった。苦痛と驚きよう愕がくに激はげしく翻ほん弄ろうされ、俺は自分の腹から引き抜かれるアドミニストレータの剣を凝ぎよう視ししながら、よろよろと後あと退ずさった。

　突き技だけの、六連れん撃げき。

　あんなソードスキルは、片手直剣カテゴリには存在しない。

　両肩、胸、喉のど、腹に穿うがたれた小さな傷口から、勢いよく鮮血が噴ふき出した。がくりと膝ひざから力が抜け、俺は剣を床に突き立てて、懸けん命めいに倒れまいとした。

　返り血を避よけるように、軽やかに距離を取ったアドミニストレータは、いつの間にか刀身が細くなっているように思える剣で口くち許もとを覆おおった。

「うふふふ……惜しかったわね、坊や」

　鋭するどいエッジから、吊つり上げた唇の端はしを覗のぞかせて、美び貌ぼうの支配者は嘲あざけるように告げた。

「細剣六連撃技、《クルーシフィクション》よ」

　────噓うそだ。

　そんな技、俺はユージオに見せていない。それ以前に、俺はその技を使うことができない。遥はるか昔、アインクラッドで何度か見かけたことしかないのだ。

　ぐらり、と世界が歪ゆがむ感覚。いや、歪んでいるのは俺自身か。有り得ないはずの現実を突きつけられ、俺は必死に解答を求める。

　──覗のぞかれたのは、俺の記憶？

　──いまの技は、俺のフラクトライトから盗まれた……？　だとしても、最高司祭は、俺もほとんど忘れていたような技を完かん璧ぺきに発動させてのけたのか……？

「噓だ……」

　俺の口から、自分の声とは思えないほどひび割れた呟つぶやきが漏もれた。

「有り得ない……そんなこと……」

　食い縛しばった奥歯がぎりりと軋きしむ。自分でも理由の解わからない怒りと、そして背中から去ろうとしない恐怖を打ち消そうとするかのように、俺は床から乱暴に剣を引き抜き、ふらつく脚を踏ふん張って大きくスタンスを取った。

　左手を前に出し、右手を引き絞る。チュデルキンを倒した一撃必殺の単発技、ヴォーパル・ストライクの構え。

　彼ひ我がの距離、約五メートル。完全に間合いのうちだ。

「う……あああああ!!」

　萎なえかけたイマジネーションの力を無理やりに引っ張り出すべく、俺は腹の底から絶叫した。肩の上につがえられた剣が、獰どう猛もうなクリムゾン・レッドに輝く。それは血の色──あるいは、剝むき出しの殺意の色か。

　対するアドミニストレータは──。

　俺と同様に両脚を前後に広げて腰を沈めると、左手のレイピアを滑なめらかな動作で右腰に回し、そこでぴたりと静止させた。

　数秒前の印象が錯さつ覚かくではなかった証あかしとして、細いレイピアと化していた刀身が、再び形状を変えた。

　幅と厚みを増した刃やいばが、ゆるやかに反そる。片刃、細身の曲刀。あれは、まるで。

　いや、もう思考はいらない。怒りだけがあればいい。

「────ウオアアアッ!!」

　獣けものじみた咆ほう哮こうを轟とどろかせ、俺は剣を撃うち出した。

「──シッ!!」

　アドミニストレータの唇からも、抑制された、しかし鋭するどい気合が放たれた。

　右腰の剣が、眩まばゆい銀色に輝き。

　直線軌道で突き進むヴォーパル・ストライクよりも速く、美しい曲線軌道を描いて。

　抜き打ちの一いつ閃せんが、俺の胸を切り裂いた。

　わずかに遅れて、巨人の拳こぶしの如ごとき衝しよう撃げきが、俺を吹き飛ばした。残された天命の大部分を真紅の液体に変えて宙に散らしながら、俺は高く宙を舞まった。

　左手を振り抜いた姿勢のまま、アドミニストレータが悠然と放った言葉が、かすかに俺の耳に届いた。

「カタナ単発技、《絶ゼツ空クウ》」

　俺の、知らない、ソードスキル。

　驚きよう愕がくすらも遥はるかに超えた、世界が崩くずれていくような感覚に襲おそわれながら、俺は床に墜つい落らくした。水音が響ひびき、大量の鮮血が周囲に散った。

　しかし、それは俺の流した血ではなかった。落ちたのは、分断されたユージオの体から流れ出した、ぞっとするほど大きな血ち溜だまりの中だったのだ。

　体は完全に凍り付き、動かせるのはもう視線だけだった。俺は懸けん命めいに眼めを巡らせ、すぐ傍かたわらに横たわるユージオを……彼の上半身を見た。

　二年をともにした相棒は、蒼そう白はくな顔をこちらに傾け、瞼まぶたを閉じていた。惨むごい傷口からは、まだ少しずつ血が滲にじみ出ていて、天命がすでに尽きてしまったのか、あるいはまだわずかに残っているのかは判別できなかったが、しかしこのままではもう意識は戻るまいと思えた。

　ただ一つ、確かなこと。

　それは、俺が、彼が繫つないでくれた命を無駄にしてしまったということだ。

　アドミニストレータに、俺は勝てない。

　神聖術戦ではもちろん、剣と剣での戦いに於おいても、最高司祭は俺を遥かに凌りよう駕がしている。

　いったい彼女が、いかなる手段によって多彩なソードスキルを習得してのけたのかは、もう知るすべもない。少なくとも、ユージオの記憶でも、俺の記憶でもないことだけは確かだ。

　アンダーワールド構築に使用された、汎用の《ザ・シード》パッケージには、ソードスキルは含まれていない。それが導どう入にゆうされているのは、旧ＳＡＯサーバーを受け継いだアルヴヘイム・オンラインだけだ。しかし、アンダーワールドを構築したラースの技術者たちや、ましてやアドミニストレータ当人が、ＡＬＯサーバーからソードスキル・システムを盗み出したりするはずがない。

　これ以上はもう、推測するだけ空むなしい。たとえ真実に辿たどり着いたとしても、俺にはもう何もないという事実は厳げん然ぜんとして変わらないのだから。

　シャーロットの献身、ユージオの決意、アリスの覚悟……そしてカーディナルの遺い志しを、俺は──。

「──いいわね、その顔」

　凍り付いた刃やいばのような声が、倒れる俺の首筋を撫なでた。

　アドミニストレータが、素足で大理石の床を踏ふみながら、しなやかに近づいてくる気配が感じられた。

「やっぱり、向こう側の人間は感情表現も一味違うのかしらね？　その泣き顔のまま、永遠に飾っておきたいようだわ」

　くすくすと、滑なめらかな含み笑い。

「それに、面倒なだけだと思っていた剣の戦いも、これはこれで悪くないわね。相手の苦痛を直接感じられるもの。坊や、せっかくだから、もう少しだけ頑張って頂ちよう戴だい。私が手足の先から切り刻んで遊べるように」

「……好きに、しろ」

　音にならない声で、俺は答えた。

「好きなだけ、痛めつけて、殺せ……」

　せめて、俺がこの世界から消える前に、ユージオやカーディナルの何十倍も苦しむように。

　もう喋しやべる力も尽き、貼はり付いたように黒い剣の柄つかを握り続ける右手からも、力を抜こうとした──

　その瞬しゆん間かん。

　耳みみ許もとで、誰かが囁ささやいた。

「らしく……ないぞ。諦あきらめ……る、なんて」

　切れ切れの、いまにも搔かき消えてしまいそうな、

　しかし聞き間違えるはずもないその声は。

　俺は、何も考えられないまま、再び視線を動かした。

　泣きたくなるくらい懐なつかしい緑色の瞳ひとみが、少しだけ持ち上げられた瞼まぶたの奥から、俺を見ていた。

「ユー……ジオ」

　掠かすれ声ごえで名を呼ぶ俺に向かって、相棒は、かすかな笑みを浮かべてみせた。

　ソードゴーレムの攻こう撃げきで腹を分断されかけた俺は、痛みと恐怖で動くこともままならなかった。しかし、ユージオが受けた傷は俺の比ではない。骨も、内臓も、文字どおり完かん膚ぷなきまでに切断されているのだ。その痛みは、フラクトライトが崩ほう壊かいしかねないレベルに達しているはずなのに──。

「キリト」

　少しだけ力を増した声で、ユージオが再び語りかけた。

「僕は、あの時……アリスが連れ去られる時、動けなかった……。君は……幼い君は、勇ゆう敢かんに……整せい合ごう騎き士しに、立ち向かおうと、したのに……」

「……ユージオ……」

　八年前の、アリスがルーリッドから連行された時の記憶であろうことはすぐに解わかった。

　しかし、俺はその場にはいなかった。他の光景と混同しているのかと一いつ瞬しゆん思ったが、緑色の瞳ひとみに宿る光は清らかに澄すんでいて、彼が真実を語っていることを俺に一抹の疑いもなく信じさせた。

「……だから……今度は、僕が……君の、背中を押すよ。さあ、キリト……君なら、もう一度、立てる。何度だって、立ち上が……れる……」

　ユージオの右手が、ぴくり、と動いた。

　その指が、血の海のなかから、青みがかった銀色に輝く金属──青あお薔ば薇らの剣の柄つかを拾い上げるのを、俺は溢あふれる涙の向こうに見た。

　刀身の半分が失われた愛剣を、ユージオは自みずからが流した血の中で握り締しめ、眼めを閉じた。

　突如生まれた、温かな緋ひ色いろの光が、俺たちを包んだ。二人の体の下で、赤い海が脈打つように輝いている。

「何をっ……!?」

　アドミニストレータが、怒りに満ちた声で叫んだ。しかし無敵の支配者は、緋色の光を恐れるかのように左手で顔を覆おおい、後あと退ずさった。

　血の海はどこまでも輝きを増し、ついに無数の光点となっていっせいに浮き上がった。

　ひとしきり宙を舞まった光の粒たちは、渦うずを巻いて再び降下し、ユージオが握る青薔薇の剣へと吸い込まれた。

　剣の断面から、新たな刀身が生成されていく。

　物質組成変換。

　世界に二人きりの管理者だけが引き起こせるはずの奇跡を目の当たりにし、俺は息を詰まらせた。恐ろしいほどの感情のうねりが胸の奥から湧わき上がり、それは新たな涙に変わって次々と滴したたった。

　たちまち本来の長さを取り戻した青薔薇の剣の、銘めいの由来ともなった精せい緻ちな薔薇の浮き彫りが、その色を真紅に変えた。刀身も、鍔つばも、柄も、全て鮮あざやかな赤へと染まっていく。

　いまはもう《赤あか薔ば薇らの剣》となったその美しい武器を、ユージオは震える腕で俺に差し出した。

　さっきまで感覚すら失うせていた俺の左手が、吸い寄せられるように動き、ユージオの手ごと剣の柄つかを摑つかんだ。

　瞬しゆん間かん、体の奥深いところに流れ込んできたエネルギーを。

　俺は、術式だとは思わない。

　それは確かに、ユージオの意志そのものが生み出す力だった。純粋なまでの、心しん意いの力。

　ユージオのフラクトライトから俺のフラクトライトへと、世界を超えて伝わる魂たましいの共振を、俺は確かに感じた。

　ユージオの手から力が抜け、俺に剣を預けると、ぱたりと床に落ちた。再び微ほほ笑えみを浮かべた唇から、いや彼の意識から俺の意識へと、短い言葉が伝達された。

『さあ、立って、キリト。僕の、親友……。ぼくの……英雄…………』

　全身に穿うがたれた傷の痛みが消えた。

　胸の奥の冷たい虚無が、燃え上がるような熱のなかで蒸発した。

　再び瞼まぶたを閉じたユージオの横顔を強く見つめ、俺は囁ささやいた。

「ああ……立つよ。お前のためなら、何度だって」

　数秒前までは感覚すらなかった両腕を高くかざし、両手に握り締しめた黒と赤の剣を床に突いて、俺は歯を食い縛しばりながら起き上がった。

　体はほとんど言うことを聞こうとしなかった。足は小刻みに震え、両腕は鉛なまりのように重い。それでも、俺は一歩、二歩と、よろけながら前に進んだ。

　アドミニストレータは、背そむけていた顔をゆっくりとこちらに戻し、白い怒りの炎を宿した両眼めで俺を見据えた。

「────なぜだ」

　放たれたその声は、金属質の響ひびきを帯びて低く歪ゆがんでいた。

「なぜそうやって、愚おろかにも運命に抗あらがうのだ」

「……それだけが……」

　低く掠かすれた声で、俺は答えた。

「抗うことだけが、俺がいまここにいる理由だからだ」

　そのあいだも足を止めず、何度も倒れそうになりながら、俺はひたすらに進み続ける。

　右手と左手に握った二本の剣たちは、とてつもなく重かった。

　しかし、その確固たる存在感こそが俺に力を与え、両足を前へと動かし続けた。

　遠い、遠い昔、こことは別の世界で、何度もこんなふうに二本の剣を携たずさえて生死の懸かかった戦いに赴おもむいた。これこそが俺の……《二刀流》キリトの、真の姿だ。

　再びイメージによる上書き現象が発生し、あちこち切り裂かれたロングコートが瞬時に再生した。体に負ったダメージまでは消えないが、もはや天命の残量など関係ない。手足が動き、剣を振れさえすれば、俺はまだ戦える。

　怒りに満ちた視線を俺に向けていたアドミニストレータが、じりっと片足を下げた。

　一秒後、己おのれが後退したという事実に気付いたのか、白い美び貌ぼうに鬼き神じんの如ごとき憤ふん怒ぬの表情が浮かんだ。

「……許さぬ」

　唇を動かさずに発せられた言葉は、透明の炎となって口くち許もとで揺らめいた。

「ここは私の世界だ。招かれざる侵入者に、そのような振る舞まいは断じて許さぬ。膝ひざを突け。首を差し出せ。──恭順せよ!!」

　ごっ!!　と空気を震わせて、最高司祭の足許から青黒い闇やみのオーラが湧わき上がり、幾いく重えにも渦うず巻まいた。刀から片手直剣へと戻った銀色の剣が、闇をまとわりつかせながら、真まっ直すぐ俺の顔へと向けられた。

「……違う」

　ソードスキルの間合いに入る直前で足を止め、俺は最後の言葉を口にした。

「あなたはただの簒さん奪だつ者しやだ。世界を……そこに生きる人々を愛さない者に、支配者たる資格はない!!」
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　言い切ると同時に構えを取る。左手の赤あか薔ば薇らの剣を前に、右手の黒い剣を後ろに。

　左足を引く。腰を落とす。

　アドミニストレータの左手も銀の剣をゆるやかに振りかざし、大上段に構えた。真珠色の唇から、何度となく繰くり返された言葉が、最大の威圧感を伴って放たれた。

「愛は支配なり。私は全てを愛する。全てを支配する!!」

　濃のう密みつな闇やみを溢あふれさせながら、銀の剣が巨大化する。瞬しゆん時じに両手剣サイズと化した刃やいばが黒いオーラに鮮あざやかな赤を混じらせる。直後、分厚い刃が怒ど濤とうの如ごとく落ちてくる。ハイ・ノルキア流秘ひ奥おう義ぎ《天テン山ザン烈レツ波パ》──またの名を、両手剣単発ソードスキル《アバランシュ》。

　アンダーワールドに於おける貴族制度の象徴であり、俺やユージオを何度も苦しめたその技を、交差させた二本の剣で俺はがっちり受け止めた。二刀流武器防御スキル、《クロス・ブロック》。

「おおおッ！」

　吼ほえながら、全身の力を振り絞り、敵の剣を跳ね返す。最高司祭の瞳ひとみに、かすかな驚おどろきの色が走る。

「小こ癪しやくなッ」

　叫んだ最高司祭は、大きく一歩後ろに跳びながら、本来の片手剣に戻った銀の長剣を左肩の高さで構えた。

　俺も、右手の黒い剣を、対になる位置まで引き戻した。

　外燃機関を思わせる同質の振動音が両者の剣から放たれ、高らかに共鳴する。

　黒の剣と銀の剣が、クリムゾンの輝きを放つ。

　俺とアドミニストレータは、同時に床を蹴けり、同一のソードスキル──ヴォーパル・ストライクを始動させた。

　完かん璧ぺきな鏡像を成して、二振りの剣が矢のように引き絞られ、一瞬の溜ためでエフェクト光を倍増させ、撃うち出される。

　同一線上を直進したそれぞれの剣は、ほんのわずかに剣けん尖せんを擦こすり合わせてすれ違った。

　重い衝しよう撃げきとともに、俺の右腕が肩の下から斬きり飛ばされ。

　しかし俺の剣も、アドミニストレータの左腕を付け根から断ち斬っていた。

　剣を握ったままの二本の腕が、深紅の光こう芒ぼうを引きながら高く舞まい上がった。

「おのれえええぇぇぇッ!!」

　両腕を失ったアドミニストレータの瞳が、虹にじ色の焰ほのおを宿して燃え上がった。

　長い銀髪が、まるで生き物のように逆立ち、無数の束たばを作って宙にうねった。無数の尖せん端たんが鋭するどい針に変わり、俺を貫つらぬかんと殺到する。

「まだだああああああッ!!」
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　絶叫すると同時に、左手に握られた赤あか薔ば薇らの剣が、再び真紅の閃せん光こうを迸ほとばしらせた。

　アインクラッドでは有り得なかった、二刀流ヴォーパル・ストライクの二撃目が、荒れ狂う銀髪の渦うずを突き破り──。

　アドミニストレータの胸の中心を、深々と貫つらぬいた。

　とてつもなく重い、決定的な手て応ごたえが、俺の掌てのひらに深く浸透した。レイピアに穿うがたれた痛みも、カタナに切り裂かれた痛みも、そして直剣に右腕を断ち切られた痛みをも忘れさせるほどの、余りにも生々しい感覚だった。

　剣けん尖せんがアドミニストレータの滑なめらかな皮膚を切り裂き、胸骨を砕き、その奥の心臓を吹き飛ばしたのを──すなわち自分がひとりの人間の生命を破は壊かいしたことを、俺は痛いほど自覚した。この世界の人間たちが本物のフラクトライトを持っていると悟ってから、心の奥底で恐れ続けてきた行為。元老長チュデルキンにソードスキルを放った時も、この恐れは消えなかった。

　しかし、この一いち撃げきに限っては、一抹の躊躇ためらいも存在しなかった。ここで迷うことは、俺たちに未来を託してくれたカーディナルのためにも決して許されなかった。

　そして恐らく、誇り高き支配者たるアドミニストレータのためにも。

　そのような思考を巡らせることができたのも、ほんの一いつ瞬しゆんだった。

　最高司祭の胸の中央を貫つらぬいた赤あか薔ば薇らの剣が、ソードスキルのエフェクト光を遥はるかに超える、強烈な輝きを放ったのだ。

　ユージオの血をリソースに再生された刀身が、恒星の欠片かけらででもあるかのように眩まばゆく発光し──。

　次の瞬間、全リソースの解放バースト現象、すなわち巨大な爆ばく発はつを引き起こした。

　アドミニストレータの両眼めが極限まで見開かれ、唇から無音の絶叫が迸ほとばしった。

　この世界の誰よりも美しい裸体のそこかしこから、細い光のラインが放射状に溢あふれ出した。

　そして、純粋なエネルギーの爆ばく発はつが、全てを吞のみ込みながら膨ふくれ上がった。

　俺は綿わた屑くずのように吹き飛ばされ、南のガラス窓に激げき突とつした。跳ね返り、床に叩たたき付けられると同時に、右肩の傷口から大量の血液が噴ふき出すのを感じる。

　散々切り刻まれてもまだ、これほどの血が残っているのがいっそ不思議なほどだ。いよいよ俺の天命もゼロになるのかと一いつ瞬しゆん考えたが、しかしまだやるべきことがある。もう少しだけ、生きていなくてはならない。

　左手の剣を見やると、刀身の長さは再び半分になり、薔ば薇らの浮き彫りも青色に戻っていた。その剣をそっと床に置き、五本の指で右肩を強く握る。

　不思議なことに、術式を唱となえずとも掌てのひらから白い光が溢あふれ、傷口に温かく染み込んだ。出血が止まったと感じた瞬間、手を離す。ほとんど枯こ渇かつしているはずの空間リソースをこれ以上使うわけにはいかない。

　光の消えた左手を床に突いて、俺は体を持ち上げた。

　そして、鋭するどく喘あえいだ。

　爆発の余よ韻いんであろう光の粒子が、空中にゆらゆらと漂ただようその先に──。

　跡形もなく吹き飛んだはずの銀髪の少女が、よろめきながらも二本の脚で立っていた。

　その体は、いまだ人のかたちを留とどめているのが不思議なほどの有あり様さまだった。両腕は失われ、胸の中央には巨大な孔あなが開き、全身のそこかしこにも砕ける寸前の陶器を思わせるひび割れが走っている。

　それら無数の傷口から流れ出しているのは、血ではなかった。

　銀色と紫色が混ざり合った火花のようなものが、ばち、ばちと鋭く弾はじけながら溢れ、空中に拡散していく。剣に変えられた人々だけではなく、アドミニストレータ自身の体すらももはや生身ではないのだと思わずにいられない光景だ。

　鋳い溶とかしたプラチナのようだった長い髪も光を失い、無秩序に垂たれ下がっている。その下の暗がりで唇が動き、漏もれ出した呻うめき声ごえが俺の耳に届いた。

「……よもや……剣が、二本ともに……金属でないとはね……。ふふ、ふ……」

　壊こわれた人形のように小刻みに肩を揺らしながら、支配者はそれでも短く笑った。

「意外……まったく、意外な、結果だわ……。ここに残るリソースを搔かき集めても追いつかない、傷を、負うなんて……ね」

　アドミニストレータが、一瞬で傷を完かん璧ぺきに癒いやしてしまう悪夢を否いや応おうなく想像させられていた俺は、詰めていた息を細く吐き出した。

　瀕ひん死しの支配者は、ゆっくりと崩ほう壊かい寸前の体の向きを変えた。各所の傷から火花を零こぼしながら、電池の切れかけた玩具おもちやのように、ぎこちなく歩き始める。

　向かう先は、広間の北側。オブジェクトは何一つ存在しないが、恐らく何かがあるのだろう。そこに到達される前に、止とどめを刺さねばならない。

　俺は必死の努力で立ち上がると、一回り縮んだように見える後ろ姿を凝ぎよう視しした。最高司祭よりも更にぎこちない歩みで、脚を引き摺ずりながら追いかける。

　俺の二十メートル先を進むアドミニストレータは、とある一点を目指しているようだ。しかし、リソースの枯こ渇かつしたこの隔絶空間から脱出する術すべは、彼女にもないはずだ。切断するのは数分でも繫つなぎ直すのは容易ではないというカーディナルの言葉を、アドミニストレータも否定しなかったではないか。

　数十秒後、最高司祭が立ち止まったのは、やはり何もない場所だった。

　しかし、傷だらけの裸身を振り向かせた少女は、追いすがる俺を見て低く笑った。

「ふ、ふ……。こうなれば、仕方……ないわ。予定より、ずいぶんと早い……けれど、一足先に、行かせて、もらうわね」

「な……何を……」

　言っているのだ、と俺が問い質ただすより早く。

　アドミニストレータは、ひび割れた右脚で、とん、と床を踏ふんだ。

　足あし許もとの、焼け残った絨じゆう毯たんには、不思議な円形の模様があった。俺の後方、昇しよう降こう盤ばんの位置を示す模様と、限りなく似に通かよっているがどこか違うもの。

　直径五十センチほどのその円が、紫色──見慣れたシステム・カラーに発光した。

　輝くサークルの中から、かすかな震動とともにせり上がってきたものは。

　白い大理石の柱と。

　その上に載のる、一台のノート型コンピュータだった。

「な…………」

　俺は、驚きよう愕がくのあまり足をもつれさせ、その場に膝ひざを突いた。

　現実世界のノートＰＣそのものというわけではない。水晶を思わせる半透明の筐きよう体たい、画面も薄うす紫むらさきに透き通っている。かつてアインクラッドで一度だけ目にした、仮想世界内のシステム・コンソールに、とても、とてもよく似ている。

　つまり、あれこそが。

　俺がこの二年間追い求めてきた、《外部世界への連絡装置》なのだ。

　暴力的なまでの衝しよう動どうに背中を押され、俺は左手で床を引っ搔かきながら這はい進んだ。しかし、俺の前進は絶望的なまでに遅く、アドミニストレータの立つ場所は決定的に遠かった。

　両腕を失った支配者の、銀の髪がひと房生き物のように持ち上がり、先せん端たんで素早くキーボードを叩たたいた。ホロ画面に小さなウインドウが開き、何らかのインジケータがカウントを刻み始めた。

　直後、アドミニストレータの足許から、紫色の光の柱が出現し──。

　傷ついた体を、音もなく浮き上がらせた。

　ここでついに、少女が顔を持ち上げ、真まっ直すぐに俺を見た。

　完かん璧ぺきを誇っていた美び貌ぼうは、無残な有あり様さまだった。左側が大きくひび割れ、眼めがあるべき箇所は深い暗くら闇やみに満たされている。真珠色に輝いていた唇もいまは紙のようだったが、そこに浮かぶ微笑は相変わらず極北の冷気を帯びている。

　無事な右眼をすうっと細め、アドミニストレータは再び短く笑った。

「ふ、ふ……じゃあね、坊や。また……会いましょう。今度は、お前の、世界で」

　その言葉を聞いて、ようやく俺は、アドミニストレータの意図を察した。

　彼女は、現実世界へと脱出しようとしているのだ。

　天命という絶対的限界に縛しばられたアンダーワールドから抜け出し、フラクトライトを保全するつもりなのだ。俺が、ユージオやアリスの魂たましいをそうしようとしていたように。

「ま……待て!!」

　俺は懸けん命めいに這はいずりながら叫んだ。

　もし俺が彼女なら、脱出の寸前にあの端たん末まつを破は壊かいする。もしそうされたら、あらゆる希望が潰ついえる。

　アドミニストレータの裸身は、ゆっくりと、しかし着実な速度で光の梯はし子ごを上昇していく。

　笑みを湛たたえた唇が、無音の別れを刻む。

　さ、よ、

　う、

　な……

　最後のひと言が形作られる、その直前。

　いつの間にか、俺もアドミニストレータも気付かぬうちにコンソールの根元まで這い進んでいた何者かが、悲ひ鳴めいじみた声を響ひびかせた。

「猊げい下かあぁぁぁ…………アタシも、連れていって、くださいぃぃぃぃ…………」

　元老長チュデルキン。

　俺のソードスキルに胴体を貫つらぬかれ、アドミニストレータに処分されたはずの道化は、血の気を失った丸顔に異様な形相を浮かべ、鉤かぎ爪づめのように指を曲げた両手を上空へと伸ばした。

　小柄な体が、灼しやく熱ねつの炎を発して燃え上がった。

　いかなる術式か、あるいは心しん意いの力か──。自分自身を火炎ピエロと化したチュデルキンは、螺ら旋せんを描いて飛ひ翔しようした。

　さしものアドミニストレータの顔にも、驚きよう愕がくと、恐らくは恐怖の表情が浮かぶ。

　今にも光の通路の出口に達しようとしていた最高司祭の両足を、チュデルキンの炎の両手が捕らえる。

　長く引き伸ばされた道化の体は、そのままぐるぐるとアドミニストレータの裸身を這い進み、蛇の如ごとくしっかりと巻きついた。燃えさかる紅ぐ蓮れんの炎が、両者の体を包み込んだ。

　アドミニストレータの髪が、その先せん端たんから融とけるように燃え上がった。

　唇が歪ゆがみ、悲ひ鳴めいにも似た叫びが放たれた。

「放せっ……！　放しなさい、無礼者!!」

　しかし、チュデルキンは、主あるじの言葉が愛の告白ででもあったかのように、真ん丸い顔に至福の笑みを浮かべた。

「ああぁぁぁ……ついに……ついに猊げい下かとひとつになれるのですねぇぇぇ……」

　短い両腕が、アドミニストレータの体をしっかりと抱き締しめた。少女の肌のひび割れが赤熱し、小さな欠片かけらが次々に崩ほう落らくしていく。

「貴様如ごとき……醜みにくい道化に……この私が……！」

　その言葉は半なかば悲鳴だった。最高司祭の体から噴ふき出す銀のスパークと、チュデルキンの炎が混じり合い、広間を眩まばゆく照らし出した。

　チュデルキンの体はいつしか形を失い、炎の塊かたまりとなっていた。その中心に至福の表情だけが残り、最後の言葉を響ひびかせた。

「ああ……猊下……アタシの……アドミニストレータ……さ……ま……」

　そして、アドミニストレータの体もまた、末端から燃え上がり始めた。

　支配者は、炎に包まれた顔から恐怖と怒りの表情を消し、銀の瞳ひとみで上空を見つめた。完全に破は壊かいされてなお、最高司祭は凄せい絶ぜつなまでに美しかった。

「…………私は…………私の…………世界を…………」

　その先を聞くことはできなかった。

　荒れ狂う火炎が、急きゆう激げきに収縮し。

　白銀の閃せん光こうへと転換されて解き放たれた。

　爆ばく発はつというよりも、全てが光に還かん元げんされ、空間に満ちたように思えた。轟ごう音おんも震動もなく、ただ、アンダーワールドで最も長く生きた魂たましいの消滅という概念的事象のみが隔絶空間の壁かべすらも越えて広がった。

　もう、世界は二度と元の姿を取り戻さないのではないかと思えるほどの長時間、銀色の光は静かに輝き続けた。

　しかし、やがてそれも薄うすれ始め、俺の視界に色彩が戻った。

　光に灼やかれたせいか涙が溢あふれる両眼めを何度も瞬まばたかせながら、俺は爆発の中心点を懸けん命めいに凝ぎよう視しした。

　そこにはもう、少女と道化が存在した痕こん跡せきは何一つ見つけられなかった。光の柱も消滅し、床から突き出した大理石の柱と、水晶のバーチャル・コンソールだけが残された。

　ついに、最高司祭アドミニストレータ、あるいはクィネラという名の女性が完全に消滅したことを俺は論理と直感の双方で悟った。彼女の天命はゼロになり、そのフラクトライトを格納していたライトキューブは初期化された。

　恐らくは、その隣となりに並んでいたのであろう、カーディナルのライトキューブと同じように。

「…………終わった……のか…………」

　俺は、床に両膝ひざを突いたまま、無意識の呟つぶやきを口にした。

「…………これで、よかったのか……カーディナル……？」

　答えはなかった。

　しかし、俺の記憶から届いたかすかな風が、そっと頰ほおを撫なでた気がした。

　大図書室の底で俺と体を触れ合わせたカーディナルの香り──古書と、蠟ろう燭そくと、そして甘い砂糖菓子の香りが混じった風だった。

　俺は、左腕でぐいっと涙を拭ぬぐった。その袖そでが、いつの間にか革のロングコートから黒いシャツに戻っていることを意識しながら、体の向きを変え、部屋のほぼ中央に横たわるユージオへと這はい進む。

　無残に切断された相棒の身体からだからは、ぽたり、ぽたりと長い間隔を空けて血が滴したたり続けている。天命が尽きるまで、あと数分もあるまい。

　必死の前進でユージオの傍かたわらまで辿たどり着いた俺は、まず出血を止めるべく、離れた場所に転がっていた下半身を運んできて切断面を隙すき間まなく合わせた。

　そして、傷口に左手をかざし、癒いやしの光をイメージする。

　掌てのひらの下に生まれた白い光は、眼めを凝こらさないと見えないほど淡かった。しかし俺はその光を懸けん命めいに押し当て、傷を塞ふさごうとした。

　だが──。

　切断面から滲にじみ出し続ける、ユージオの命そのものである赤い液体は、いっこうに止まろうとしない。傷の深さに対して、治ち癒ゆ術じゆつの優先度が絶望的に足りないのだ。そう頭で理解しつつも、俺は執しつ拗ように手を動かし、叫んだ。

「止まれ……止まれよ！　なんでだよ!!」

　アンダーワールドでは、イメージの力が全てを決定する。強く想おもい願えばどんな奇跡だって起こせる。そのはずではなかったのか。

　俺は、魂たましいの力を絞り尽くすほどに祈り、念じ、そして願った。

　しかし、ユージオの血は一滴、また一滴と零こぼれ続ける。

　イマジネーションが上書きできるのは、あくまでオブジェクトの位置や外見のみで、優先度や耐久度といった数値的ステータスまでをも改変できるわけではない──。

　そんな理屈が意識の片かた隅すみを横切ったが、俺はそれを認めることを拒否した。

「ユージオ……戻ってこい！　ユージオ!!」

　もう一度叫んでから、自分の左手首を嚙かみ破るべく口に咥くわえる。そんなことをしてもまるで足りないのは解わかっていたが、しかしいまの俺が生成できるリソースの全てを注ぎ込まずにはいられなかった。たとえそれで、俺とユージオの天命がともにゼロになろうとも。

　犬歯が皮ひ膚ふに食い込み、肉と一緒に引きちぎりかけた、まさにその瞬しゆん間かん。

　ごくかすかな囁ささやき声ごえが、俺の名を呼んだ。

「…………キリト」

　はっ、と顔を上げる。

　ユージオが、ほんの少しだけ瞼まぶたを持ち上げ、微ほほ笑えんでいた。

　顔色は月明かりよりも青白く、唇にもまったく血の気がなかった。天命は変わらず減り続けているのは明らかだ。しかし緑色の瞳ひとみは、出会った時と同じように、穏おだやかな光をきらきらと湛たたえて俺を見詰めた。

「ユージオ……！」

　俺は、掠かすれた声で叫んだ。

「待ってろ、いま治してやるからな！　お前を死なせやしない……絶対に死なせない！」

　もう一度、手首を嚙かみ破ろうとする。

　しかし、寸前。氷のように冷たく、しかし同時に陽ひだまりのように温かい右手が俺の左手首を覆おおい、優しく握り締しめた。

「ユー……」

　眼めを見開く俺を、ユージオは微笑みながら制した。その唇から、かつて学院で何度も言い合った、二人だけの合い言葉が零こぼれ落ちた。

「ステイ・クール……キリト」

「…………！」

　わななく胸に、大きく息を吸い込む。

　俺はユージオに、そのフレーズを別れの挨あい拶さつだと教えた。だが、こんなふうに……こんな場面で聞くために教えたわけではない。決して。

　何度もかぶりを振る俺の耳に、再びユージオの囁き声が届いた。

「いい……んだ。これで……いいんだ、キリト」

「何言ってるんだ！　いいわけないだろう!!」

　悲ひ鳴めいのような俺の叫びを聞いても、ユージオは、どこか満ち足りたような笑みを消すことはなかった。

「……僕は……果たすべき、役目を、果たした……。ここで、僕らの道は……分かれていたんだよ……」

「そんなわけがあるか！　俺は運命なんて認めない!!　そんなの、絶対に認めないからな!!」

　子供のように、嗚お咽えつ混じりの声で言い募つのる俺を諭さとすように、ユージオはそっとかぶりを振った。その小さな動きにさえ途と轍てつもない気力が必要なはずなのに、苦しそうな素振りをまったく見せず、相棒は言葉を続けた。

「……もし、こうならなければ……僕と、君は、お互いのアリスのために……戦わなくちゃ、ならなかったろう。僕は……アリスの記憶を、取り戻させるために……そして君は、整せい合ごう騎き士しアリスの魂たましいを、守るために……」

　瞬しゆん間かん、俺は息を詰めた。

　それこそは、俺が心の奥底で危き惧ぐし、しかし敢あえて意識から遠ざけ続けてきた未来図だった。全ての戦いが終わり、アリス・ツーベルクの《記憶の欠片かけら》を騎士アリスのフラクトライトに戻す時が来たら、果たして俺はそれに同意できるのだろうか──という。

　いまこの瞬間に至ってもなお、俺は答えを出せなかった。

　その迷いを、涙とともに俺はユージオにぶつけた。

「なら……戦えよ!!　傷をぜんぶ完かん璧ぺきに治してから、俺と戦え!!　お前はもう俺より強い!!　だから、お前のアリスのために……俺と……！」

　だが、ユージオの、透とう徹てつした笑みは消えなかった。

「僕の……剣は、もう折れて……しまったよ。それに……僕は……僕の弱さのせいで、最高司祭に、心を明け渡して……キリトに、剣を向けてしまった。その罪を……償つぐなわなきゃ……いけないんだ……」

「罪なんかない！　お前に、罪なんかあるものか!!」

　左手で逆にユージオの右手を摑つかみ、俺は嗚お咽えつ混じりの声を絞り出した。

「お前はいままで立派に戦い続けた！　お前がいなければ、チュデルキンも、ソードゴーレムも、アドミニストレータも倒せなかった！　だからもう、お前が自分を責める必要はないんだ、ユージオ!!」

「…………そう、かな……。そうだと……いいな…………」

　呟つぶやいたユージオの両眼めに、大きな涙の粒が盛り上がり、すうっと音もなく流れた。

「……キリト。僕は、ずっと、君が……羨うらやましかったんだ。誰よりも、強くて……誰にだって、愛される、君が……。もしかしたら……アリスだって、君を……。そんなふうに、怯おびえたりも、したんだよ……。でも……ようやく、解わかった。愛は……求める、ものじゃなくて……与える、ものなんだって。アリスが……それを、教えて……くれたんだ……」

　言葉を切り、ユージオは左手を持ち上げた。

　激げき戦せんで傷つき、ぼろぼろになった掌てのひらには、小さな水晶が握られていた。透明な、双そう尖せん六角柱。アリスの、記憶の欠片。

　透明なプリズムが、仄ほのかに瞬またたきながら、俺の左手に触れた。

　世界が、白い光に包まれた。

　床の硬さも、斬きられた右腕の痛みも消えた。穏おだやかな流れが、俺の魂をどこか遠くへと運ぶ。胸を覆おおい尽くす巨大な哀かなしみすらも、温かな光の中で優しく溶けていく。

　そして──。




　ちらちら、と鮮あざやかな緑色が高いところで揺れている。

　木こ漏もれ日び。

　ようやく訪れた春の日差しを謳おう歌かするように、樹き々ぎの新芽がいっぱいに小さな身を伸ばし、微風にそよぐ。艶つややかな黒い枝を、名も知れぬ小鳥たちが追いかけっこをしながら飛び移っていく。

「ほら、手がお留守よ、キリト」

　不意に名前を呼ばれ、梢こずえに向けていた視線を戻す。

　傍かたわらに座る少女の金髪が、木漏れ日を受けて眩まばゆく煌きらめいた。何度か瞬まばたきしてから、肩を竦すくめて言い返す。

「アリスだって、さっき口ぽかーんて開けてワタウサギの親子を見てたじゃないか」

「ぽかーんなんてしてないわよ！」

　ぷいっと顔を逸そらせた、青と白のエプロンドレス姿の少女──アリス・ツーベルクは、手にしていたものを持ち上げると日差しにかざした。

　それは、丁てい寧ねいに仕立てられた、小剣用の革かわ鞘ざやだった。油布で磨みがき込まれてぴかぴか光る表面に、真っ白い糸で竜の刺し繡しゆうが施ほどこしてある。どこか親しみを覚える、丸っこい形の竜の尻尾しつぽだけが半なかばで途切れ、その先せん端たんからは糸を通された針が垂たれ下がっている。

「ほら、私のほうはもうすぐできるわよ。そっちはどうなのよ」

　言われて、自分の膝ひざに視線を落とす。

　手て許もとにあるのは、森で二番目に硬い白シラ金カネ樫ガシの枝を削り出した小剣だ。森のことに誰よりも詳しいガリッタ爺じいさんに加工法を教わって、鉄のように頑がん丈じような木材を、二ヶ月もかけて形にしたのだ。刀身はもう完成し、あとは柄つかの仕上げを残すのみ。

「俺のほうが速いさ。もうあとこんだけだ」

　答えると、アリスはにっこりと笑顔を浮かべて言った。

「じゃあ、あと少しがんばって仕上げちゃいましょうよ」

「うーん」

　もう一度、木々の梢を透かして見上げると、ソルスはすでに空の真ん中を通り過ぎている。今日は朝からこの秘密の場所で作業をしていたので、さすがにそろそろ村に帰らないとまずい気もする。

「なあ……そろそろ戻ろうぜ。ばれちゃうよ」

　首を振りながらそう言うと、アリスは小さな子供のように唇を尖とがらせた。

「まだだいじょうぶよ。もう少し……もうちょっとだけ、ね？」

「しょうがないなあ。じゃあ、ほんとにあとちょっとだぜ」

　頷うなずき合い、互いの作業に没頭すること数分。

「でーきた！」

「できたぞ！」

　同時に発せられた二つの声に、背後でがさがさと草を踏ふみ分ける音が重なった。

　慌てて手の中のものを背中に隠しながら振り向く。

　そこに、きょとんとした顔で立っていたのは、柔らかそうな亜麻色の癖くせ毛げを短く切り揃そろえた少年──ユージオだった。

　澄すんだ緑色の瞳ひとみをぱちぱちと瞬またたかせ、ユージオは訝いぶかしげな声を出した。

「なんだ、二人とも朝から見かけないと思ったら、こんなとこにいたのか。いったい何をやってたの？」

　アリスと俺は、首を縮めつつ互いに顔を見合わせる。

「ばれちゃったわねえ」

「だから言ったじゃないか。台無しだよもう」

「台無しってことないわよ。いいからそれ寄よ越こしなさいよ」

　アリスは、仕上がったばかりの木剣を俺の手から奪い取ると、自分の持つ革かわ鞘ざやに、後ろ手で器用に収めた。

　そして、ぴょん、とユージオの前に一歩飛び出すと、お日様のように満面の笑みを浮かべて、叫んだ。

「三日ばかり早いけど……ユージオ、誕生日、おめでとう!!」

　さっと差し出された、白竜の刺し繡しゆう入りの鞘に収められた白シラ金カネ樫ガシ製の小剣を見て、ユージオは大きな両眼めをいっそう丸くした。

「え……これ、僕に……？　こんな、すごい物……」

　アリスに肝心なところを持っていかれた俺は、苦笑しながら言葉を添える。

「ユージオ、前に、父ちゃんに買ってもらった木剣を折っちゃったって言ってたろ？　だから……そりゃ、お前の兄ちゃんが持ってるみたいな本物には負けるけど、でもこいつは雑貨屋に売ってるどんな木剣よりもすげえんだぜ！」

　おずおずと伸ばした両手で小剣を受け取ったユージオは、その重みに驚おどろいたように体を反そらせ、次いで、アリスに負けないくらい大きく顔を綻ほころばせた。

「ほんとだ……これ、兄ちゃんの剣よりも重いよ！　すごいや……僕……僕、大事にするよ。ありがとう、二人とも。嬉うれしいな……こんな嬉しい誕生日の贈り物、初めてだ……」

「お……おい、泣くなよ！」

　ユージオの目め尻じりに、小さく光るものを見つけて、慌てて叫ぶ。

　泣いてないよ、とごしごし顔を擦こすったユージオは、真まっ直すぐ俺を見て。

　もういちど笑った。

　不意に、その笑顔が虹にじ色の光に滲にじんだ。

　突然の、切ない胸の痛み。どうしようもないほど強い郷愁と、喪失感。溢あふれ出した涙はとめどなく流れ、頰ほおを濡ぬらす。

　並んで立つアリスとユージオも、同じように泣き笑いの顔で──。

　声を揃そろえて、言った。

「僕たち……私たち三人は、確かに同じ時を生きた」

「道はここで分かれるけど……でも、思い出は永遠に残る」

「君の……あなたの中で、生き続ける。だから、ほら──」




　そして、木こ漏もれ日びに包まれた情景は消え去り、俺は再びセントラル・カセドラル最上階へと引き戻された。

「だから、ほら──泣かないで、キリト」

　囁ささやいたユージオの両手から力が抜け、右手は床に、左手は胸の上に落ちた。掌てのひらの中のプリズムも、瞬またたきをほとんど失いかけていた。

　いま、心のスクリーンに甦よみがえった情景は、確かに俺の記憶だった。思い出せたのはワンシーンだけだったが、それでも、俺とアリスとユージオが、幼い頃から一緒に育ち、揺るぎない絆きずなで結ばれた親友同士だったのだという事実は、温かく俺の全身を満たし、喪失の痛みを少しだけ和やわらげた。

「ああ……思い出は、ここにある」

　俺は、自分の胸に左手の指を押し当て、嗚お咽えつ混じりに囁いた。

「永遠に、ここにある」

「そうさ……だから僕らは、永遠に、親友だ。どこだい……キリト、見えないよ……」

　微笑を浮かべたまま、輝きの薄うすれかけた瞳ひとみを彷徨さまよわせ、ユージオが俺の名を呼んだ。

　俺は身を乗り出し、ユージオの頭を左手でかき抱いた。零こぼれた涙の粒が、次々にユージオの頰に滴したたった。

「ここだ、ここにいるよ」

「ああ……」

　ユージオは、どこか遠くを見詰めながら、満ち足りたような笑みを浮かべた。

「見えるよ……。暗くら闇やみに、きらきら、光ってる……。まるで、星みたいだ……ギガスシダーの、根元で……毎晩、ひとりで、見上げた……夜空の星……。キリトの剣の……輝きにも…………よく、似てる…………」

　少しずつ透き通っていくユージオの声は、俺の魂たましいを優しく震わせた。

「そうだ……。キリトの、黒い剣…………《夜空の剣》って名前が…………いいな。どうだい…………」

「ああ……いい名前だ。ありがとう、ユージオ」

　徐々に軽くなっていく友の体を、俺は強く抱いた。触れ合う意識を通して、最後の言葉が、水面に落ちる雫しずくのように響ひびいた。

「この…………小さな、世界を…………夜空のように……優しく…………包んで……………」

　睫まつ毛げに溜たまった透明な雫が、光の粒となって消えた。

　ささやかな重みを俺の腕に預けて、ユージオは、緩ゆるやかに両の瞼まぶたを閉じた。
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　ユージオは、どことも知れぬ暗い回廊に立っていた。

　しかし、一人ではなかった。

　しっかりと繫つながれた左手の先では、青いドレス姿のアリスがにっこり微ほほ笑えんでいる。

　握る手に少しだけ力を込め、ユージオは幼おさな馴な染じみの少女に語りかけた。

「これで……よかったんだよね」

　アリスは金髪を結ゆわえる大きなリボンを揺らして、しっかりと頷うなずいた。

「ええ。あとは、あの二人に任まかせましょう。きっと、世界をあるべき方向に導みちびいてくれるわ」

「そうだね。じゃあ……行こうか」

「うん」

　いつの間にか、ユージオも幼い少年の姿に戻っていた。同じ歳とし、同じ背丈の少女と、互いの手を強く握り合い、ユージオは回廊の彼方かなたに見える白い光を目指して歩き始めた。




　その瞬しゆん間かん──。

　ＮＮＤ７─６３６１というＩＤを与えられたヒューマン・ユニットのデュラビリティ数値がゼロへと変化した。

　その信号を受けた、ライトキューブ・クラスターを制御するプログラムが、該当するフラクトライトが格納されたキューブへひとつの命令を発した。

　命令を受け取ったインターフェースは、接続されたプラセオジミウム結晶構造体を、忠実に初期化した。

　内包されていた百数十億キュービットの光子フオトンたちは、一いつ瞬しゆんの煌きらめきを残して拡散し──。

　ユージオという名で、二十年に満たぬ主観的時間を生きたひとつの魂たましいは、小さな立方体から永遠に解き放たれた。

　ほとんど同時に。

　ユージオのライトキューブからかなり離れた位置に格納された、もうひとつのキューブでも同様の処理が行われた。

　非正規操そう作さによって製造された、アリス・ツーベルクという名の魂から分かたれた記憶を持つそのフラクトライトもまた、結晶の檻おりから解放された。

　ふたつの魂を構成していたフォトンの集合が、いずこへ消えたのかを知る者は、いまは誰もいない。
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　ユージオの体と、その胸に乗ったアリスの記憶の欠片かけらが、カーディナルの骸むくろと同様に光の粒となって消え去るまで、俺はその場所に跪ひざまずき続けた。

　どれくらいそうしていただろうか。

　気付くと、ガラス窓の向こうに渦うず巻まいていた閉へい鎖さ空間はいつのまにか消え失うせ、満天の星空が戻ってきていた。遥はるか東の地平線に横たわる果ての山脈に、淡いすみれ色の曙しよ光こうが訪れようとしている。

　思考力のほとんどを失ったまま、俺はよろよろと体を起こすと、離れた場所に横たわる騎き士しアリスに近づいた。

　アリスの傷も酷ひどいものだった。しかし幸い、ダメージは火傷やけどが大部分で出血は少なく、天命の持続的減少も停止している。左手で抱き起こすと、意識を取り戻しはしなかったが、かすかに眉まゆが動き、唇から細い吐と息いきが漏もれた。

　アリスを抱きかかえながら、俺はゆっくり、ゆっくりと、広間の北ほく端たん目指して歩いた。

　いまや、それのみが無傷で残る水晶のシステム端末が、きらきらと無機質に輝きながら俺を出迎えた。

　アリスをそっと床に横たえ、左手の指先で透き通るキーの一つを叩たたく。モニターに光が点ともり、複雑な管理画面を映し出す。

　ユーザー・インターフェースはほとんどが神聖語ならぬ英語だったが、次々と画面にタッチし続け、やがて俺は求めるものを発見した。

　外部エクスターナ監視者ル・オブザー呼出バー・コール。

　そう名づけられたタブを、俺はしばし凝ぎよう視しした。

　監視者。この世界を作り、動かし、見守る者たち。

　彼ら、すなわちベンチャー企業ラースのスタッフたちは俺に、たったひとつの──しかし余りにも巨大な噓うそをついた。

　もう遥はるかな過去とも思える、現実世界の二〇二六年六月。俺は、ラースが開発した次世代型フルダイブマシン、《ソウル・ＳトランスＴレーターＬ》の長時間連続稼か動どう試験にテスターとして参加した。

　テスト期間は、連続三日間。ＳＴＬのフラクトライト加速機能ＦＬＡによって、俺はテスト用ＶＲワールドで現実時間の約三・三倍にあたる十日間の時間を過ごし、機密保持のためにテスト中の記憶をブロックされた。そのように、ラース側は俺に説明した。

　だがそれは噓だった。テスト中に俺がダイブしたのはテスト用などではなく、いま俺がいるアンダーワールドそのもの。そして、俺がそこで過ごした時間は十日どころではない。恐らくその三百倍以上……十年間にも及ぶはずだ。

　そう。俺は三日間のテスト中に、人界の北の果てにある小さな村で、幼児期から十一歳までの、二度目の子供時代を経験した。幼おさな馴な染じみである亜麻色の髪の男の子と、金色の髪の女の子と一緒に毎日泥んこになって遊び回り、夕方になると、川沿いの土手道を三人並んで村まで帰った。

　二年前、この世界で目覚めたばかりの俺が、森の中の川辺で見た夕暮れの光景。ユージオと戦っている時に感じた、子供同士のチャンバラめいた感覚。そしてつい先刻、ユージオが命を落とす間ま際ぎわに訪れた、白シラ金カネ樫ガシの木剣にまつわる一幕は、幻想ではない。

　俺が確かに体験し、そして消去された記憶の欠片かけら。俺は、ユージオ、そしてアリスと一緒に、ルーリッドの村で育ち、それを今日まで忘れていたのだ。

　ユージオやアリスも同様に、俺と共に育った記憶を消されたまま生きてきた。最高司祭にシンセサイズされた二人が、他の整せい合ごう騎き士したちと違って自分の意思を完全には失わなかったのは、もしかしたらそれが理由なのかもしれない。

　ラースが、何のために俺という異分子をこの文明シミュレーションに混入させたのか、それはいまとなってはどうでもいい。だが、どうしても看過できないことがある。

　俺も、八年前、あの場所にいたのだ。

　幼いアリスが整合騎士デュソルバートに連れ去られる、その場所に。

　ユージオは、長い間自分を責め続けてきた。アリスを救えなかったことを悔やみ続けてきた。その悔恨の半分は、本来俺が背負うべきものだったのに。しかし俺ひとりが過去を忘れて……ユージオの苦しみの深さに、彼が命を投げ出すその瞬しゆん間かんまで、気付きもせず…………。

「う……うっ……ぐ……！」

　俺の喉のどから、異様な音が漏もれた。あらん限りの力で食い縛しばった奥歯が、激はげしく軋きしんだ。

　強こわ張ばった左手を持ち上げ、震える指先で、監視者呼び出しのボタンに触れる。

　すると、日本語のダイアログが、警けい告こく音おんとともに表示された。

【この操そう作さを実行すると、フラクトライト加速倍率が１・０倍に固定されます。よろしいですか？】

　ＯＫボタンを、躊躇ためらうことなく押す。

　突然、空気の粘度が増したような気がした。

　音、光、全てが引き伸ばされ、遠ざかり、そして追いついてくる。まるで自分の動きも、思考までもが超スローモーションになってしまったかのような違和感が一瞬俺を襲おそい、そしてあっという間に消滅した。

　画面の真ん中に、ひとつの黒いウインドウが開いた。中央に音声レベルメーターが表示され、その上にＳＯＵＮＤ　ＯＮＬＹの文字列が点滅している。

　虹にじ色のメーターが、ぴくり、と跳ねた。

　次いで、一気に上昇する。同時に、ざわざわというノイズが俺の耳に届いてくる。

　現実世界の音だ、と思った。

　アンダーワールドの状況とはなんのかかわりもなく、平へい穏おんな日常が繰くり返されているはずの、《向こう側》の世界。血も、痛みも、死すらも例外的な出来事でしかないリアル・ワールド。

　体の奥底から、どうにか押さえつけていた幾つもの感情の大嵐あらしが湧わき起こり、俺を揺さぶった。

　端たん末まつに顔を近づけ、出せる限りの大声で、俺をアンダーワールドに導みちびいた男の名を呼ぶ。

「菊きく岡おか……、聞こえるか、菊岡!!」

　もし、いま自分の手が、菊岡誠せい二じ郎ろうや他の管理者たちに届いたら、俺はそいつを絞め殺してしまうかもしれない。

　行き場のない怒りに震える左拳こぶしを大理石のテーブルに叩たたき付け、もう一度叫ぶ。

「菊岡ぁぁぁっ[image: !!!]」

　直後──何かの音が、画面から流れ出した。

　人の声ではない。カタタタ、カタタタタ、という歯切れのいい破裂音。

　咄とつ嗟さに思い出したのは、もう何年も昔、ガンゲイル・オンラインというＶＲＭＭＯゲームの中で聞いた小火器サブマシンガンの連射音だった。しかし、この画面の向こうは、ラースという小規模ベンチャー企業の研究室であるはずだ。なぜそんな音が聞こえてくるのか。

　立ち尽くす俺の耳が、今度こそ人間の声を……緊きん迫ぱくした叫び声のやり取りを捉とらえた。

『──メです、Ａ６通路、侵入者に占拠されました！　後退します!!』

『Ａ７で何とか応戦しろ！　システムをロックする時間を稼かせげ!!』

　再び、カタカタという音。それに混じって、散発的な爆ばく発はつ音おんも。

　何だ──これは。

　映画……？　研究室で、スタッフが見ているストリーム動画の音声を拾っているのか？

　しかし、その時、聞き覚えのない声が、知っている名前を呼んだ。

『菊きく岡おか二佐、もう限界です！　メインコンは放棄して、耐圧隔かく壁へきを閉へい鎖さします!!』

　それに答える、錆さびのある鋭するどい声。

『すまん、あと二分耐たえてくれ！　いまここを奪われるわけにはいかん!!』

　菊岡──誠せい二じ郎ろう。俺をこの世界へと引き込んだ男。

　彼のこれほど切迫した声を、俺は聞いたことがない。いったい、画面の向こうで何が起きているというのか。

　──まさか、襲しゆう撃げきされている？　ラースが？　しかし、なぜ……？

　再び、菊岡の声。

『比ひ嘉がくん、ロックはまだ終わらないのか!?』

　それに応じたのも、記憶にある声だった。ラースの研究員であり、俺のテストダイブに立ち会っていた比ひ嘉がタケルだ。

『あと八……いや七十秒ッス……。──あ…………ああああ!?』

　何に驚おどろいたのか、いきなり比嘉の声が裏返った。

『菊きくさんッ!!　中から呼び出しです！　ちがいます、アンダーワールドの中っすよ!!　これは…………あああっ、彼です、桐きりヶが谷やくんだッ!!』

『な……なにぃっ!?』

　走り寄る足音。ガッ、とマイクを摑つかむ音。

『キリト君、いるのか!?　そこにいるのか!?』

　間違いなく、菊きく岡おか誠せい二じ郎ろうだ。俺は途と惑まどいを押しのけ、叫んだ。

「そうだ！　いいか菊岡……あんたは……あんたのしたことは……っ！」

『誹そしりはあとで幾らでも受ける！　いまは僕の言葉を聞いてくれ!!』

　その、彼にそぐわない必死さに、俺は思わず口を閉じた。

『いいか……キリト君、アリスという名の少女を探すんだ！　そして彼女を……』

「探すもなにも……いまここにいる！」

　俺が叫び返すと、今度は菊岡が一いつ瞬しゆん押し黙だまった。次いで、急せき込むように──。

『な、なんてことだ……奇跡だ！　よ……よし、この通信が切れ次第、ＦＬＡを一千倍に戻すから、アリスを連れて《ワールド・エンド・オールター》を目指してくれ！　いま君が使っている内部コンソールはこのメインコントロール直結だが、ここはもう陥おちる！』

「陥ちる……って、いったい何が……」

『すまないが、説明している時間はない！　いいか、オールターは、東の大門から出てずっと南へ……』

　その時、最初に聞いた声が、至近距離で響ひびいた。

『二佐、Ａ７の隔かく壁へきを閉じましたが、稼かせげても数分…………いや、ああっ、まずい！　奴やつら、主電源ラインの切断を開始した模様ッ!!』

『えええっ、駄目だ、それはやばいッスよ!!』

　反応したのは菊岡ではなく、比嘉の甲かん高だかい悲ひ鳴めいだった。

『菊さんッ、いま主電源ラインを切られたらサージが起きる！　ライトキューブ・クラスターは保ほ護ごされてますが……サブコンの、桐ヶ谷君のＳＴＬに過電流が……フラクトライトが焼かれちまいます!!』

『なにっ……馬ば鹿かな、ＳＴＬにはセーフティ・リミッターが何重にも……』

『全部切ってるんですってば！　彼はいま治ち療りよう中なんだ!!』

　いったい、比嘉たちは何を言っているのだろう。

　電源が切れたら、俺のフラクトライトが、どうなるというのか。

　コンマ数秒の沈ちん黙もくを破ったのは、再びの菊岡の声だった。

『ここのロック作業は僕がやる！　比ひ嘉がくん、君は神こう代じろ博士と明あ日す奈なくんを連れてアッパー・シャフトに退たい避ひ、キリト君を保ほ護ごしてくれッ!!』

『で、でも、アリスはどうするんスか!?』

『ＦＬＡ倍率をリミットまで上げる!!　後のことはまた考えるッ、いまは彼の保護を……』

　続く叫び声の応酬を、俺はほとんど聞いていなかった。

　菊きく岡おかの言葉の中にあったひとつの名前が、俺の意識を強打し、嵐あらしのように揺さぶった。

　──明日……奈？

　──アスナがそこに？　ラースにいるのか……？　しかし、いったいなぜ？

　菊岡に問い質ただそうと、俺は端たん末まつに顔を近づけた。

　しかし、声を発する直前。最初に聞こえた声の持もち主ぬしが、悲痛な絶叫を響ひびかせた。

『ダメだ……電源、切れます!!　スクリューが止まります、全員衝しよう撃げきに備そなえて!!』

　そして──。

　不思議なものが見えた。

　遥はるか上空から、カセドラルの天てん蓋がいを貫つらぬいて、音もなく舞まい降りてくる白い光の柱たち。

　ただ見上げることしかできない俺を、音もなく無数の光が貫いた。

　痛みも、衝撃も、その他のいかなる感覚もなかった。

　しかし、それでもなお、俺は自分が取り返しのつかないほどに深いダメージを受けたことを悟った。光は俺の肉体ではなく、魂たましいそのものを直接貫いた……そんなふうに思えた。

　俺という存在を規定する、何か大切なものが、ばらばらに引き裂かれ、消えていく。

　時間も、空間も、記憶さえもが虚うつろな空白へと溶ける。

　俺は──。

　その言葉も、意味を失い。

　思考する能力を奪われるその直前、どこか遠くから、声が聞こえた。




『キリトくん……キリトくん!!』




　泣きたくなるほど懐なつかしく、狂おしいほどに愛いとおしい、その響き。

　あれは────。




　────誰の声だったのだろう……？








（つづく）









　　　あとがき




　皆様こんにちは。『ソードアート・オンライン14　アリシゼーション・ユナイティング』をお読みくださりありがとうございます。

『ビギニング』→『ランニング』→『ターニング』→『ライジング』→『ディバイディング』と続いてきたアリシゼーション編も、この巻で一区切りとなります。

　二〇〇八年の末ごろ、担当編集者さんとＳＡＯの出版について打ち合わせをした時、「アリシゼーション編まで刊行するのを目標にしましょう」というような話をした記憶があります。その時はあまりにも先の話すぎて実感できませんでしたが、気付けばもう人界編の終わりまで来てしまったので、ほんとうに時間が経たつのは（そして巻数が重なるのは）早いものです……。

【ご注意：ここから本編の核心的内容に触れています！】

　さて。九巻からこの十四巻まで、ずっとキリトの相棒であり親友であり、またもう一人の主人公でもあったユージオが、とうとう物語の舞ぶ台たいから去ってしまいました。彼は、シリーズのメインキャラクターにしては珍しくあまり自分を主張しない人で、故郷の村を出て、央都で学院に入ったと思ったら捕ほ縛ばくされ、脱だつ獄ごくして塔を登るという長い冒険のあいだ、ひたすらキリトの背中を追いかけていたような印象があります。

　実は、ｗｅｂ版から文庫版に改稿するにあたって、私はユージオの運命を変えようと本気で考えていました。ｗｅｂ版のユージオは、ずっと自分を押し殺したまま退場してしまったので、せっかくこうしてリライトの機会が与えられたのなら、彼も新たな運命をつかみ取っていいのではないか、と思ったのです。

　しかし、結局そうはなりませんでした。改稿作業が《そのシーン》に到達した時、私はどうしても、すでにある物語を上書きすることができなかったのです。まるで、ユージオ自身が、運命の改変を拒否しているかのようでした。あるいはそれは、いままで自分を抑え続けてきた彼の、最後にして最大の主張だったのかもしれません。

　先に《人界編》と書きましたが、アリシゼーション編は更に舞台を広げつつ、もう少しだけ続きます。現実サイドのおなじみのキャラクターたちも次々と再登場してきますので、どうぞこれからもお付き合いのほどよろしくお願いいたします！




　この本がお店に並ぶ頃にはもう発表されていると思いますが、テレビアニメーションシリーズ『ソードアート・オンラインⅡ』もいよいよ七月から放送開始となります。こちらもぜひご覧ください！　そして今回もイラストのａｂｅｃさん、担当の三み木きさんには原稿の遅れで大いにご迷惑おかけしてしまいました。次の巻は……がんばります……！





二〇一四年三月某日　　　川かわ原はら 礫れき





















次ページには、紙書籍版刊行時の『絶対ナル孤独者《アイソレータ》１　─咀嚼者 The Biter─』発売告知ページのイラストを収録しています。
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川かわ原はら 礫れき

どうやら今年の冬は風邪を引かずに乗り切れそうです。とかゆってると引くんですよね…。この本が出る頃まで油断せずに神聖術と心意で防御しまくります！　ばりやー！
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本書に対するご意見、ご感想をお寄せください。




電撃文庫公式ホームページ 読者アンケートフォーム

http://dengekibunko.jp/

※メニューの「読者アンケート」よりお進みください。




ファンレターあて先

〒102-8584　東京都千代田区富士見1-8-19

アスキー・メディアワークス電撃文庫編集部

「川原 礫先生」係

「abec先生」係
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本書は著者の公式ウェブサイト『Word Gear』にて掲載されていた小説に加筆・修正したものです。
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